















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに




　皆みなさまこんにちは、丹藤武敏たんどう・たけとしです。




　本書は、テーブルトークＲＰＧ『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイで、アリアンロッド・リプレイ・〝レジェンド〟シリーズの第三巻かんであります。

　テーブルトークＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟（Table Talk Role-Playing Game）の略りやく称しようです。このゲームでは、司会進行役であるＧＭ（ゲームマスター）を中心として、それぞれ一体のキャラクターを担たん当とうするプレイヤー数人が集まり、会話をしながら物語を進めていく遊びです。

　そして、そのプレイ風景を文章化したものをリプレイと呼よびます。これを読めば、ＴＲＰＧの雰ふん囲い気きを味わい、楽しむことができるようになっています。




　貧びん乏ぼう姉妹ことフレアとセレネが奮ふん闘とうする『レジェンド』シリーズも、これで三冊さつ目。

　双ふた子ごの姉妹が一〇〇万Ｇの借金を返していくという始まりのこのリプレイですが、悪あく戦せん苦く闘とうの結果、現げん時じ点てんで三〇万Ｇほど返へん済さいに成功しました。

　最初の頃ころは、全然減へらない借金に絶ぜつ望ぼうしたものですが、このペースでいけば返せるかも？　と思えるくらいにはなっており、希望も見えているようです。

　その希望も、針はりの穴あなのようなほんのわずかなものかもしれませんが……。




　この巻でもコロローナ商会はコロシアムで稼かせいだ賞金で借金を返していくわけですが、一～二巻かんには数々のギルドが登場し、激闘を繰くり広ひろげてきました。

　首くび斬きり系けいアイドルやらお金持ち集しゆう団だん、自じ称しよう神から遣つかわされた天使……。

　彼かれらは強きよう敵てきではありますが、真正面からぶつかることができる敵てきでした。




　今回は、少々手を変えて、真正面からぶつかってこない敵との戦いも描えがいてみました。今までもひと筋すじ縄なわではいかない敵ばかりでしたが、それ以上に厄やつ介かいな敵かもしれません。

　そして、この第三巻で物語は動き、大きなターニングポイントを迎むかえます。

　果たして、貧乏姉妹は無事借金を返すことができるのでしょうか？




　是ぜ非ひ、ページをめくって確たしかめてみてください───。







前回のあらすじ




〝クラン＝ベルの風雲児〟の双子の娘むすめフレアとセレネは、行方ゆくえ不明となった父の借金一〇〇万Ｇを返済するため、モンスターコロシアムで戦い、賞金を稼かせぐことになった。彼かの女じよたちは、父の友人にして番頭のドル、双子に才さい能のうを見み出いだしプロデュースしようとする吟ぎん遊ゆう詩人のユーノスとともにコロローナ商会を結成。うさんくさいプロモーターのサントスが経けい営えいするＦリーグでピンチを切きり抜ぬけながら勝利を重ね、借金を返済していく。

　しかし、神しん殿でんの神官マティアスからの容よう赦しやのない取立ては続いた。

　期き限げん内ないに一〇万Ｇの返済を迫られたコロローナ商会は、島ひとつを舞ぶ台たいとしたサバイバルダンジョン大会に出場することになった。並なみ居いるライバルと競い合ったり、大会の途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん出会った（？）伝説の剣けん士しアロンダイトからフレアが必ひつ殺さつ技わざ《水すい波は斬ざん》を学んだりしながら、準じゆん優ゆう勝しようを収おさめて返済に必要な賞金を確かく保ほすることができた。

　続いて、自称天使のギルド〝セレスチャルフォース〟がＦリーグを潰つぶそうと挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけてくるも、セレネの移い籍せき話という危き機きを乗のり越こえ、勝利を収めた。

　しかし、借金はまだまだ残っている。父の安あん否ぴも不明のままだ。コロローナ商会に明日はあるのだろうか？
















ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆借金返へん済さいに向けて




　さて『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』もおかげさまで第三巻かん。

　コロローナ商会はこれまで三〇万ほどの借金を返済している。

　総そう額がく一〇〇万Ｇの借金のうち、もう三分の一を返した計算だ。

　試合を重ねるうち、１レベルだったコロローナ商会の面々も、もう５レベルに成長する。さらにレジェンドデータを導どう入にゆうしたことによって、フレアは《水すい波は斬ざん》という必ひつ殺さつ技わざを覚え、セレネは父親が託たくした〝パリスの剣けん〟を手に入れた。

　彼かの女じよたちは借金を返しながら、着々と身も心も成長を遂とげている。

　コロローナ商会が頑がん張ばって借金を返していく姿すがたは、個こ人じん的てきにはとても微笑ほほえましい。




　まあ、それはそれとして───。

　このまま順調に借金を返していくだけでは、やはり面白くない。

　いや、何もフレアとセレネをいじめて楽しもうというのではなく。

　乗のり越こえるべき障しよう害がいや逆ぎやつ境きようを用意しなければならない、ということなのだ。

　罠わながいっぱいのダンジョンや強い敵てきとたくさん戦うといった、〝楽しいひどい目〟である。




　コロローナ商会は、これまでコロシアムでひと癖くせもふた癖ぐせもある敵と戦ってきた。

　だから、今度用意するのはもっと違ちがった形にしなければならない。

　それに、そろそろマティアスも動き出す必要がある───。

　実は、マティアスはただの借金取りではない。

　借金を取り立てるのは、隠された事情があったりする。

　それを明らかにして、今までとは違った方向から攻めてくるシナリオにしよう。

　───というわけで、第五話のシナリオは完成した。




　───そしてセッション当日、収しゆう録ろくを行なうべくＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に四人のプレイヤーが集まった。では、さっそくその面々を紹しよう介かいしていこう。




＊　　　＊　　　＊




妹尾絵美せのお・えみ

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうゲーム担たん当とうの部ぶ署しよに転てん属ぞくとなった女じよ性せい編へん集しゆう者しや。

　あるとき彼女と打ち合わせに参加した鈴吹太郎すずふき・たろうがこれは逸いつ材ざいだと思い、本書のプレイヤーとして引ひっ張ぱってきた。『レジェンド』シリーズ開始とともに『アリアンロッド』を遊んだという初心者だったが、最近ではすっかりルールも覚えた様子。天然ボケのように見えて鋭するどいツッコミをさりげなく入れる〝天然ツッコミ〟という希け有うな属ぞく性せいの持ち主。

　本書では、貧びん乏ぼう姉妹の姉、フレア・コロローナを演えんじる。




藤井忍ふじい・しのぶ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の仕事を引き受けてもらっている女性ゲームライター。

『ダブルクロス The 3rd Edition リプレイ・ジェネシス』（富士見書房刊かん）に登場する敷しき島しまあやめをはじめとして、数多くのリプレイにプレイヤーとして参加しているほか、『ダブルクロス・リプレイ・ゆにばーさる　果て無きカーニバル』（富士見書房刊）では、ＧＭとリプレイの執しつ筆ぴつも行なっている。

　本リプレイでは、フレアの双ふた子ごの妹、セレネ・コロローナを演じる。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の代表取とり締しまり役やくにして、ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナー。また『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズの執筆も手がける。どんなに忙いそがしくても、セッションを忘わすれないというＴＲＰＧを愛してやまない人。

　本リプレイでは、ドル・ジャマダルを演じる。




田中信二たなか・しんじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員としてＤＴＰからライティングまで幅はば広ひろく活かつ躍やくしている。

　通つう称しよう〝かわいそうな田中〟、略りやくして〝かわたな〟。数々の主人公らしいかっこいいセリフを吐はいてきた。しかし、その一方で変なキャラクターのロールプレイにも定てい評ひようがある。

　最近では彼が著ちよ者しやを務つとめる『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズも始まっており、かわいそうぶりに磨みがきがかかっているとのこと。

　本リプレイでは、ユーノス・ローリングスターを演じる。




　そして、ＧＭを務めるのは私こと、丹藤武敏。以上、この五人で第五話をお送りする。




ＧＭ：えー、皆みなさんおはよーございます。

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：それでは、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』第五話の収録を始めたいと思います。

妹尾：前回も、いろんなことがありましたね。

ＧＭ：ええ、ありましたね。

藤井：サバイバルダンジョン大会で準じゆん優ゆう勝しようしました。

妹尾：必殺技も使えるようになりました！

ＧＭ：レジェンドデータを導入しましたからね。

藤井：《水波斬》、かなり強かったですよね。




レジェンドデータ

　エリンディル大陸に伝わる数々の伝説を掲けい載さいしたサプリメント『エリンディル・レジェンドガイド』に収録されている、それらの伝説を背はい景けいとしたデータのこと。伝説の剣や伝説の防具といったアイテムや特とく殊しゆなスキルなどを使えるようになる。

　妹尾さん演じるフレアは、妖よう精せい騎き士しアロンダイトから《水波斬》を伝でん授じゆされている。

　レジェンドデータは、他のＰＣにも取得してもらっている。




田中：あと、同どう郷きようのヘンな天使たちも出てきた（笑）。滅ほろびていたと思ったのに。

鈴吹：あれは愉ゆ快かいな連中だった（笑）。

妹尾：どんな敵がでてくるか毎回楽しみなんですよー。

ＧＭ：そういっていただけると出した甲か斐いがあるというものです。

鈴吹：このシリーズ、まともなＮＰＣはほとんど出てこないもんな（笑）。

ＧＭ：いやいや、みんなまともですよ？　ただちょっと個こ性せい的てきなだけで……。

鈴吹：ちょっとじゃないだろ！（笑）

妹尾：え？　あれでちょっとなんですか……（笑）。

藤井：ところで、借金はいくら返したんでしたっけ？

ＧＭ：（前ぜん巻かんを見て）えー、総そう計けいで三一万五〇〇Ｇ返しています。残り金額は、六八万九五〇〇Ｇ。結けつ構こう返してますね。

妹尾：おおっ、三割わり返済してますよ。

藤井：まだまだ六〇万以上Ｇ残っていると考えるべきか、それとももう三〇万以上返したと考えるべきか（笑）。

ＧＭ：そこは気の持ちようということではないでしょうか？　では、そろそろ今回予告を読ませてもらいます。

妹尾：今度は、どんなＮＰＣが出てくるんだろう？（笑）




●今回予告

　順調に借金を返し続けるコロローナ商会。

　しかし、それだとどうやらマティアスが困こまるらしい。




田中：困るのか、マティアス（笑）。

妹尾：もりもりお金が返ってくれば、取り立てる側も嬉うれしいはずですよね？

藤井：一体、何考えているんだろう、マティアス。




　送られてくる、マティアスからの刺し客かく。




一同：刺客!?（笑）

藤井：ちょっと待って神しん殿でん！　刺客って!?




　その名は〝ハッピーラッキーブラザーズ〟！




鈴吹：なんだよ、そいつら（笑）。

田中：ハッピーでラッキーな兄弟と思われますが……きっと只者ではないですよ（笑）。




　そして襲おそい来るボランティア。

　果たして、借金返済と両立できるのか!?




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第五話「はじめてのボランティア」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




鈴吹：普ふ通つう、ボランティアは襲おそいかかってはこないだろ（笑）。

妹尾：ボランティアというと、無償で世のためひとのために働いたりするんですか？

ＧＭ：ええ、本来ボランティアというのは、自発的な行動や志し願がん兵へい、義ぎ勇ゆう兵へいといったものにも使われる言葉なんですが、今回は広く使われている無む償しよう奉ほう仕しの意味で使っております。

田中：……しかし、我われ々われの場合、無償奉仕ほど怖ろしいモノはないのでは？

妹尾：というと？

田中：実は、さっきの試合は無償奉仕の一いつ環かんなので賞金は出ませんとか言われたら……。

妹尾：えええっ!?　そ、それは困こまりますよ!?

ＧＭ：その辺の詳しよう細さいは、実じつ際さいに始まったときにでも。







◆Preplay 02◆成長報ほう告こく




　今回予告を読み終わり、プレイヤーたちは成長点を使ってレベルアップ作業に移うつる。

　借金返済以外に残っている所持金によって装そう備びも調えた。




▼フレア・コロローナの場合（５レベル）

妹尾（以下、フレア）：それでは報告します。キャラクターレベルが５になりました。

ＧＭ：１レベルから比ひ較かくすると、結構強くなっていますね。

フレア：途と中ちゆうでリビルドもしましたし。

ＧＭ：スキルはどのように成長させましたか？

フレア：はい。スキルは、攻こう撃げきのダメージが＋１Ｄされる《レイザーシャープ》を取って、《バッシュ》のスキルレベルを３レベルから４レベルに上げました。

ＧＭ：なるほど、これでダメージのダイスは最大７Ｄ振ることになりますね。

フレア：ですね。

ＧＭ：では、装備の方は？

フレア：装備は、前回のままで変わってません。わたしは、こんなところです。

[image: ]




▼セレネ・コロローナの場合（５レベル）

ＧＭ：続いてセレネの成長報告をお願いします。

藤井（以下、セレネ）：わたしは、能力基本値は【敏びん捷しよう】【知力】【幸運】を上げています。

ＧＭ：その辺を伸のばすのは、基本ですからね。

セレネ：まだ【行動値】が変わったりはしていないんですが。

鈴吹：セレネが早く動けるようになると、先手を取って《サモン・リヴァイアサン》の転てん倒とうを与あたえることができるしね。

セレネ：なので、少しずつ【敏捷】を上げています。

ＧＭ：なるほど。

セレネ：スキルですが、《プロテクション》を５レベル、《サモン・リヴァイアサン》を４レベルに伸のばしました。

ＧＭ：新しいスキルを取らず、既き存そんのスキルを成長させる方向ですね。

セレネ：そろそろクラスチェンジが視し野やに入ってきています。

鈴吹：メイジにクラスチェンジして、《コンセントレイション》が欲ほしいところ。

セレネ：欲しいですね～。あとは特に変へん更こうはないです。装備類も変わっておりません。自動的に《ファミリア》の【ＭＰ】量も増ふえていますが、それくらいです。

ＧＭ：わかりました。
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▼ユーノス・ローリングスターの場合（５レベル）

ＧＭ：それでは次はユーノス、お願いします。

田中（以下、ユーノス）：了りよう解かい。キャラクターレベルは５レベルになりました。まずは《エチュード》が５レベルに。ついに《エチュード》を極めきりましたよ。そして新たに《クイックソング》を取得しました。




《クイックソング》

　メジャーアクションで使用するバードのスキルをセットアッププロセスで使うスキル。




ユーノス：あと、ＧＭに相談があるのです。

ＧＭ：なんでしょう？

ユーノス：ボクのために、エンジェルというクラスを用意してくれないか？

ＧＭ：……は？

ユーノス：自動取得スキルは、《天使降こう臨りん》で！

ＧＭ：……えー、シートの隅すみに書いておけばいいんじゃないですかね？（笑）

ユーノス：なんというぞんざいな対応!?

鈴吹：いや、それで正しい（一同笑）。
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▼ドル・ジャマダルの場合（５レベル）

ＧＭ：では、最後にドル。成長報告をお願いします。

鈴吹（以下、ドル）：わしは、《ランドフィッシャー》と《アースシェイカー》が５レベルになっておしまいじゃ。あとは【精せい神しん】が伸のびたので【魔ま法ほう防ぼう御ぎよ力りよく】が１点あがっとる。

ＧＭ：しかし、そのふたつのスキルを伸ばしたおかげで６Ｄ＋20の〈地〉属性の魔法ダメージが飛んでくるわけですよ。

ユーノス：ドルさんは自分の主しゆ張ちようを地でいってますね。地道にコツコツ伸ばすっていう。

ドル：それに、コツコツ地道に貯めているものがもうひとつある。

ユーノス：というと？

ドル：《エフリーグマスター》で入ってくるＣＬ（キャラクターレベル）Ｄ×一〇〇Ｇのへそくりじゃ（笑）。

フレア：ああ、ドルさんのレジェンドデータですね。

ドル：そうそう、前回は一〇〇〇Ｇだった。今のうちに振ふっておこう。５Ｄ×一〇〇Ｇの収しゆう入にゆうになる。（ダイスを振ふる）……ダイス目は16、一六〇〇Ｇの収入で合計二六〇〇Ｇじゃ。

ＧＭ：おお、結構いい額になりますね。

ドル：これは、コツコツ貯めておこう。いざというときのために使うドル資し金きんじゃ。

ＧＭ：きっと、いつか助けるときが来るのですな。
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▼お買物＆ギルドスキルの決定

ＧＭ：というわけで、皆さんの成長報告は終わりましたね。

ドル：今回は節約した方じゃなー。装備も大きく変わっておらんし。

フレア：ギルド全体で、いくら残っていますかね？

ドル：残っているのは、四一〇〇Ｇじゃ。

ユーノス：どうしましょう？　ポーション類を補ほ充じゆうしておきますか？

ドル：そうじゃな。では、各自どれだけ残っておるのかな？

セレネ：ハイＭＰポーションが二本のみです。

フレア：わたしはＭＰポーションが一本、ハイＭＰポーションが二本、ハイＨＰポーションが一本です。

ドル：フレアお嬢じようさまは結構持っていますな。

ユーノス：ちなみに、ボクはハイＭＰポーション二本です。

フレア：それなりに持ってますね。

ドル：さて、どうするか。生命の呪符を買うという手もあるが。

フレア：生命の呪符というのは？

ユーノス：【ＨＰ】が０になって戦せん闘とう不ふ能のうになっても復ふつ活かつできるアイテムですよ。

フレア：おおっ！

セレネ：お姉ちゃんは、受けているダメージを攻撃に上乗せする《レイジ》を持っているから、生命の呪符があると結構安心できるよ。

ドル：先に言っておきますが……五〇〇〇Ｇの使つかい捨すてアイテムですぞ。

フレア：高いっ!?

ドル：ここでさっそくわしのドル資金二六〇〇Ｇから一〇〇〇Ｇ使えば買えますが……そのかわり、ポーションの類たぐいはそんなに買えなくなりますな。

ユーノス：まあ、ポーションの在ざい庫こ状じよう況きようはそこそこありますから、無理に揃そろえる必要はないかもしれませんね。試合が終わると【ＨＰ】と【ＭＰ】は回かい復ふくしますし。

ドル：しかし、フレアお嬢さまは【ＭＰ】の消費が激はげしい。ハイＭＰポーションは二本あった方がよいです。

フレア：じゃあ、今回はハイＭＰポーションにしておいて、次にお金がもっともらえたら生命の呪符を買いましょう。

セレネ：このシリーズで、お金がもらえるかどうかはあやしい（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ、なんせ〝貧乏姉妹〟ですから。

フレア：もう、貧乏嫌きらい！（笑）

ドル：というわけで、ハイＭＰポーションを買い足しておきましょう。五本買って、全員が三本ずつ持っているようにしましょう。これで一五〇〇Ｇ使った。

ＧＭ：すると、所持金の残りは二六〇〇Ｇですか。

ユーノス：このシリーズ、つくづくお金の管理が厳きびしい（笑）。

フレア：一いち応おうハイＨＰポーション一個こ持っています。

ドル：うむ。というわけで所持金の残りは二六〇〇Ｇでスタートじゃな。

ＧＭ：賞金自体はこれまで三〇万以上稼かせいでいるのに。

フレア：哀かなしくなること言わないでくださいよ～！（笑）

セレネ：本当に、借金のつらさが身にしみる（笑）。

ＧＭ：まあ、そういうリプレイですので。結局、ドル資金には手をつけなかったと。

ドル：うん。このへそくりはセレネお嬢さまの〝パリスの剣〟のためにも残しておこうと思ってのう。

セレネ：〝パリスの剣〟は、１レベルのギルドスキルがシナリオ中１回使えるようになるレジェンドデータだけど、そのたびに五〇〇Ｇ消費しちゃいますからね。

ドル：だからこそ、コツコツ貯めるドル資金なのじゃ。今は、ギルド全体のお金よりもへそくりであるドル資金の方が高い（一同笑）。




　コロローナ商会が買ったのはハイＭＰポーション五本で、一五〇〇Ｇの出費。

　そしてギルドの成長に入る。




ＧＭ：さて、次はギルドスキルですが。

フレア：どうなっています？

ドル：前回の成長点で、３レベルに成長しております。

フレア：おお～、新しいギルドスキルが取れますね！

セレネ：これまで持っているギルドスキルは、《目利き》、《蘇そ生せい》、《祝福》です。

ユーノス：すると、鉄板なのは《陣じん形けい》といったところですね。

フレア：《陣形》って、ラウンドの最初に移動するギルドスキルでしたっけ？

ユーノス：そうです。セットアッププロセスでギルドメンバーが移い動どうできるギルドスキルです。ほら、一巻のときＳＬＡＳＨが使っていたでしょう。

フレア：ああっ、使ってましたね！　いいですね、取りましょう。

ユーノス：フレアさんがマイナーアクションで《ファイトアピール》をすることを考えると、セットアップに移動できる《陣形》は結構重宝するはずですよ。

フレア：なるほど～。

セレネ：お姉ちゃんがまず敵に突っ込んでいく感じか～。

ドル：うむ、なら《陣形》で。ギルドスキルは以上じゃ。

ＧＭ：というわけで次からオープニングとなります。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆マティアスの憂ゆう鬱うつ




　クラン＝ベル大神しん殿でん───。

〝水の都〟クラン＝ベルの政せい治じも司るその一室に、マティアスがいた。

　聖都ディアスロンドから飛ばされて以来、彼かれは神殿の金きん融ゆう業ぎよう務むを担たん当とうしている。




ＧＭ：ではマスターシーンから始めます。ＰＣの登場は不ふ可か。場所は、マティアスが責せき任にん者しやを務つとめる一室です。

セレネ：マティアスのシーンから？

フレア：一体、なんだろう？

ＧＭ：薄うす暗ぐらい部屋の中に、コロローナ家から差さし押おさえられた品々が並ならんでいます。

フレア：家か財ざい道具一式、持っていかれちゃったんだっけ？

セレネ：まだ差さし押おさえの札を貼はられたものがいくつか家に残っていたと思う。

ドル：館やかたそのものとかペットのモンスターとか、そのあたりのものはかろうじて守りきっておりますぞ。

ＧＭ：はい、持っていかれたものの一部です。

ドル：コロローナ商会があつかっていた商品の在ざい庫ことかは持っていかれておるのでしょう。わしも、一巻で商品が持っていかれた演出をしていた記憶があります（笑）。

フレア：なるほど。

ＧＭ：コロローナ家から差さし押おさえた品々を、マティアスの部下たちが入念にチェックしています。で、その場にいるマティアスに「捜そう索さくしましたが、例のものは見つかりません」と報ほう告こくしています。

フレア：……差し押さえ品から、何かを探さがしている？

ＧＭ：報告を受けると、マティアスが「やはりアレは見つからんか」と呟つぶやきます。

フレア：……アレ？

セレネ：何を探しているんだろう？

ドル：マティアスが探しているものというと……。

ユーノス：もしかして〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟とか？（一同爆ばく笑しよう）

フレア：それ、違ちがうストーリーになっちゃいますよ!?（笑）




薔薇の武具

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に登場するアイテム。

　主人公のノエルが集めていたもので、マティアスも探していた。

　くわしくは『ルージュ』シリーズを読んでいただきたい。




ＧＭ：その話はもう終わっていますので……そういうことはありません（笑）。

フレア：ですよねー（笑）。

セレネ：もしかしたら、とは思ったけど（笑）。

ＧＭ：で、マティアスは「コロローナ商会は、これまでいくら借金を返へん済さいしている？」と聞くと、部下が帳ちよう簿ぼを確かく認にんしながら「三一万と五〇〇Ｇとなっております」と答えています。

フレア：こうしてみると結構返してるよね、わたしたち。

ドル：（部下になって）「彼かの女じよたちは、大変優ゆう秀しゆうです」

ＧＭ：「ええい、それでは困こまるのだ！」とマティアスは部下を叱りつけています。

フレア：……あれ？

セレネ：借金返されると、マティアスが困る？　……なんで？

ドル：そうすると、マティアスの部下も「……しかし、返済が順調なのはよいことではありませんか？」と言うわけだな。

ＧＭ：「そうではない！　このままではいかん！　わしがふたたび浮かび上がるためにも……」とブツブツ呟きながら、落ち着きなく歩き回っています。

ドル：こいつ、まだ復活の日を諦めておらんのか（笑）。

ＧＭ：すると、そんなところに「お困こまりのようですね、マティアス師し！」「ここはあたくしたちにお任まかせを！」というふたりの野太い声が響ひびきます。

フレア：おっ、新しい登場人物が！

ＧＭ：その声を聞いてマティアスが「おお、お前たちは！」と振ふり向むくと、部屋の入り口で、ふたりのムキッとポージングするシルエットが浮うかび上あがります。

フレア：ムキッとポージング？

ユーノス：……来た！　ヘンなＮＰＣ！（笑）

フレア：しかもマッチョ系!?

ＧＭ：「よくぞ参った、ふたりとも。……お前たちの笑顔で、コロローナ商会をたっぷり絞り上げてやるがいい！」

フレア：え、笑顔で!?

ユーノス：何言ってるんだこいつは───!!（一同笑）

ＧＭ：というところで、このマスターシーンは終しゆう了りようしましょう。







◆Opening 02◆タダほど高いものはない




　前回の試合から、ひと月ほどが経たち───。

　コロローナ家の館には、束の間の平へい穏おんが訪おとずれていた。

　しかし、それもまた長くは続かないのである。




ＧＭ：それでは、次のシーン。皆みなさん、全員館にいます。前回、見事自じ称しよう天使たちセレスチャルフォースを倒たおし、一〇万の借金も返しました。まあ、ようやくひと息つけたというところですね。

フレア：セレネちゃんの移い籍せきの危き機きも乗のり越こえました！

セレネ：おかげで、お姉ちゃんと一いつ緒しよにいることができます。

ＧＭ：そんなわけで、しばらくは平穏の日々を過すごすことができます。

セレネ：じゃあ、くつろいでいてもいいですか？

ＧＭ：もちろん、構かまいませんよ。

フレア：久ひさ々びさの平和なひとときを満まん喫きつしてますよ。

セレネ：わたし、みんなのためのお茶を淹いれますよ。

フレア：わーい。

ユーノス：ボクも喜んでいただきます。

ドル：では、お茶ちや請うけにワリでも食っておればいいかのう（一同笑）。




ワリ

　コロローナ姉妹を何かとライバル視しするお嬢じようさま、カタリーナが差し入れたパリンパリンと割われる食感が楽しい薄うす手でのお菓か子し。カタリーナが〝ワリを食わせる〟という皮肉を言うために、実家のカタルヘナ商会に開発させた。




ＧＭ：というわけで、正式発売されたワリがテーブルに並んでます（笑）。

セレネ：正式発売されたんだ（笑）。

ドル：案外、ジョークグッズとして売れそうじゃな（笑）。

フレア：わたしもワリをお茶請けにしながら紅こう茶ちやを飲んでいます。これおいしいよねー。我わが家やの定番だね！（一同笑）

ドル：ワリを食うのは我が家の定番ですからな、いろんな意味で（笑）。

ユーノス：なんという、いやな定番（笑）。

セレネ：まあ、そんな感じでのんびりとお茶をしつつ過ごしています。

ＧＭ：すると、マティアスがざっざっざっと部下を引き連れてやって来て「おはよう諸君！」と、バーンと勢いきおいよく扉とびらを開けて乗のり込こんできます。

フレア：……お、おはようございますマティアスさん。

ＧＭ：「どうかね諸君、元気かね？　わしは元気だよ！」（一同笑）。

セレネ：誰だれも聞いてないし（笑）。

フレア：元気です、元気ですよ！

ＧＭ：「ほほう、それは素す晴ばらしい。君たちの仕事は、身体からだが資し本ほんだからねえ」

ドル：今日は何の用じゃ？　借金ならちゃんと返しとるぞ。

フレア：そうですよ、ちゃんと期き限げん内ないに返してますよ。

ＧＭ：「うむ、それなんだが。今日は、君たちにとって大変いい話を持ってきたのだ」とマティアスはにこやかに微笑ほほえみながら言いますよ。

ドル：……あからさまに警けい戒かいが必要な話じゃな（笑）。

フレア：ところで、いい話って何ですか？　わたしは警戒しないので（笑）。

ＧＭ：「今まで、君たちは三〇万Ｇ以上返済してきている。なかなか順調じゃあないか」

フレア：わーい、頑張っていますよー。

セレネ：いろんな苦労があったけど……。

ＧＭ：「ここらでひとつ、どーんと身軽にならんかね？」

セレネ：どーんと身軽に？　どんなふうに？

ＧＭ：「明日にでも二〇万Ｇほど返せば、あと半分になるだろう」

フレア：ちょっ!?（一同爆笑）

ユーノス：つまり、二〇万Ｇを返済しろと!?

ドル：そんなことができるわけがなかろう！（笑）

セレネ：いくらなんでもそれは無理です！　今までだって、どれだけかかったか……。

ドル：神殿の取立ては横おう暴ぼうじゃ！

ＧＭ：「まあまあ、話を最後まで聞くがいい。わしも、そこまで鬼おにではない」

ユーノス：……ある程てい度どまで鬼であることは否ひ定ていしないようですね。

セレネ：その一歩手前くらいまでは鬼になれるということですよね（笑）。

ＧＭ：「わしは鬼ではなく神官だよ。皆みなの幸せを祈いのるのが務つとめだ」

フレア：……なんか今日のマティアスさん下手に出てませんか。

セレネ：きっと、何か企んでるんだよお姉ちゃん。

ＧＭ：「さすがに明日までに二〇万Ｇ返済しろというのは、あまりに無茶というもの」

ドル：当たり前じゃ！（一同笑）

フレア：無茶ばかり言わないでー。

ＧＭ：「だからこそ、〝よい話〟を持ってきたのだ」とマティアスは言います。

フレア：よい話、ですか？

ＧＭ：「君たちが借金を返せそうな、実入りのよい試合が手配できそうなのだよ」

フレア：本当に？　すごいすごい！

セレネ：それって、神殿が試合を仲ちゆう介かいするってことですか？

ＧＭ：「うむ、クラン＝ベル大神殿の主しゆ催さいで試合を開かい催さいし、その収しゆう益えきを恵めぐまれない人々に寄き付ふしようという企き画かくがあるのだ」

ドル：ああ、スポーツではよくあるのう、そんな話。

ユーノス：チャリティイベントってことですね。野球選手がボールを母校に寄き贈ぞうしたり、恵まれない人を招しよう待たいしたり、そういうものですか？

ＧＭ：そんな感じですね。神殿はそういう救きゆう済さい活動もやっていますので。

ドル：なるほど。

ＧＭ：マティアスは話を続け「そのうえ、君たちが神殿の主催する試合で勝利すれば、最大二〇万Ｇを稼かせぐことも夢ゆめではないんだよ」と言います。

フレア：つまり、二〇万Ｇの試合をマティアスさんが用意してくれるってことですか？

ＧＭ：はい、そういうことのようです。

セレネ：ぱっと聞いた感じは悪くなさそうだけど……。

ＧＭ：「それに、君たちが神殿に協力してくれるなら次の返済期間を待ってやってもよい」

フレア：おー、マティアスさん優やさしい。

ユーノス：多少うさんくさい気もしますが……二〇万稼げるというのは、やはり魅力的ですよ。

フレア：二〇万だもんね！　わたしたちは一体何をすればいいんですか？

ＧＭ：「それを今から説明しよう。ふたりとも、ご挨あい拶さつを」とマティアスが言うと、ふたり組が前に出てきます。




「おはようございますっ!!」

　そんな挨拶とともに姿すがたを見せたのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうのふたり組だった。

　一方は、褐かつ色しよくの巨きよ漢かん───。

　一方は、色白で小こ柄がらな男。

　ふたりとも、異い様ようにさわやかな笑顔を振ふりまいていた。




フレア：さわやかな笑顔のマッチョふたり組!?（一同笑）

セレネ：……さわやかさとマッチョは繋つながらない気がするけど……。

ＧＭ：そんなことはありませんよ。ボディビルダーは、どんなに苦しそうでもさわやかな笑顔を絶たやさないそうですし。

ドル：こいつらボディビルダーじゃないだろ！（爆笑）

ＧＭ：ええ、まあ。マティアスと同じ神官ですが。

ユーノス：神官!?　半裸なマッチョを思い浮かべていたのですが……。

ＧＭ：はい、実際そんな格好をしてます。

ユーノス：そんな格好の神官がいるか───!?（一同爆笑）

フレア：人は見かけによらないね、セレネちゃん！

セレネ：それには、限度があっていいと思う（笑）。

ＧＭ：「あなたがフレアさんにセレネさんですね！」と巨漢の方が握あく手しゆを求めてきます。

フレア：はい、そうでーす。はじめましてー。

ＧＭ：「おおっ～！　よい笑顔です!!　素晴らしい!!」とフレアとぶんぶん握手します。

フレア：ど、どうも～……。

ＧＭ：「ほらぁ、そっちの方も笑って笑って!!　笑えばすべて幸せ、ハッピーですよ！」

セレネ：テンション高っ!?

ＧＭ：すると巨漢が「わたくし、兄のハーレマンと申しますっ！」と名乗ります。

フレア：ハーレマンさんですか？

ＧＭ：小さい方も「あたくし、弟のダットソンと申しますっ！」と名乗ります。

ドル：……ハーレマンとダットソン？　こいつら、兄弟なのか。

ＧＭ：「はい、わたくしたちは、神殿の幸せと喜びを振ふりまく〝ハッピーラッキーブラザーズ〟と申します！」と声を揃そろえて名乗りを上げます。

フレア：ハッピーラッキーブラザーズ……この人たちが（笑）。

セレネ：……ものすごく微び妙みような表情で聞いています（笑）。

ＧＭ：「あなたたちですね、神殿の奉ほう仕し活動に参加される方々はっ！」

セレネ：マティアスに「どういうこと？」って目を向けます。

ＧＭ：すると、視し線せんに気づいたマティアスが答えてくれるようです。「彼らは、神殿の奉仕活動指し導どう員いんでね」

セレネ：はぁ……。

フレア：奉仕活動指導員？　わたしたち、奉仕活動をするんですか？

ＧＭ：「そのとおり。試合に参加してもらう代わりに、彼らの奉仕指導を受けてもらう」

一同：……奉仕活動？

ＧＭ：「困こまった人々を助けたり、子こ供どもたちを励はげましたりする活動だ。君たちも、最近は人気が出てきたようじゃないか。そんな君たちが神殿の活動に参加してくれれば、活動に対する宣せん伝でん効こう果かも大きい。もし協力してくれるなら、借金の返済期き限げんを延えん長ちようしてもいい」

フレア：神殿主催の試合に参加できるから、チャリティ活動をしろってことですか？

ＧＭ：「うむ。平たく言えばそうなる」

フレア：セレネちゃん、あんまり悪いことじゃなさそうに聞こえるけど？

セレネ：今までの展てん開かいを考えると、まともなはずがないよ。それに、ハッピーラッキーブラザーズのふたりがとても気になってしょうがない（笑）。

ＧＭ：（妙にさわやかな声で）「さあっ、わたくしたちと一緒にぃ～、楽しく奉仕をしましょう！　心の底から、笑って笑って～！」

フレア：うわっ！　なんですか、そのエクササイズビデオのインストラクターみたいなテンション!?（笑）

ＧＭ：指導員ですから（笑）。「ほら、常つねに笑顔っ！　笑顔ですよ！　はーい！　笑って笑って～！」と、ハーレマンがさわやかな笑顔を向けます。

セレネ：え、笑顔と言われても……。

ユーノス：その笑顔が疑うたがわしい！

ＧＭ：「はっはっはっ！　何を言うんですか、笑顔があれば常に幸せです！」

ユーノス：幸せという言葉すら疑わしい。

フレア：ユーノスさんが幸せを疑っている!?

ドル：世の中、口だけでは幸せになれませんからな。きっと、ユーノスもそのことを学んで大人になったのでしょう。

ユーノス：いや！　ボクが与あたえる幸せ以外はまがいものにすぎないっ！（一同爆笑）

ドル：……かと思ったが、ひどさが増ましてるだけだったわい（笑）。

ＧＭ：「……おや、今幸せについて間違った意見を聞きましたよ？」と弟のダットソンが。

ユーノス：あなたの神とボクの神は違うようだ！（一同笑）

ＧＭ：「お互たがい、じっくり話し合う必要がありますよね～」と、ダットソンが指をぽきぽき鳴らしながらユーノスににじり寄ってきますす。

セレネ：なんだか不ふ穏おんな気配が。

ユーノス：な、なんですか……ダットソンとやら。

ＧＭ：するとユーノスの顔をまじまじと見て「……おやあなた、なかなかいい顔立ちをしているじゃあないですか」と、心なしかうっとりしているような。

ユーノス：ちょ、ちょっと待ってください!?（一同爆笑）

フレア：あれ、もう打うち解とけている？（笑）

セレネ：打うち解とけたというか……。

ユーノス：ボクにそういう趣しゆ味みはないっ!!

ＧＭ：「弟のダットソンは、昔ひどい失しつ恋れんを体験しましてね～。それ以来、女じよ性せい不信になっているんですよ」と、ハーレマンが解かい説せつしてくれます。

ユーノス：だからって男に転ばなくてもっ！

ドル：よかったな、気に入られたようじゃ（笑）。

ユーノス：翼を広げて威い嚇かくのポーズをとります。フシャーッ!!（一同笑）

ドル：これは天使族の求愛のポーズじゃ。

ＧＭ：（笑顔）「おおっ！」

ユーノス：変なこと教えないでくださいよ!?（一同爆笑）

フレア：あれ、ユーノスさんが何故なぜかおびえている。どうしたんだろう？

セレネ：お姉ちゃんは知らなくていいの！（笑）

フレア：……プレイヤー的にはよくわかるはずなのに～（笑）。

ＧＭ：今回は、ボーイズラブ風にしてみました（笑）。

フレア：このボーイズラブは嬉うれしくないです！

ＧＭ：つまり、そこそこ美形なユーノスでは物足りないと？

フレア：ユーノスさんのせいじゃないです！（一同笑）

ユーノス：ともかくっ、彼らに関わってはいけませんよ、おふたりとも！　……おぞましいものを感じます！（一同笑）

フレア：でも、ボランティアはいいことだし。

ユーノス：いやっ！　それはそれとして！

ＧＭ：「そう警戒しないで～。ささ、一いつ緒しよに笑顔を浮うかべましょうよ。笑顔、笑顔が一番ですよ！　笑顔があれば何でもできる！　〝心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火もまた涼すずし〟ですよ！」と、ハーレマンが言ってます。

ドル：……笑顔なのは、心頭滅却してることになるのか？

ユーノス：わかったから、あなたの弟を近づけないでいただきたい!!

ＧＭ：すると、ダットソンが「やめなよ兄さん、ユーノスさんが嫌いやがってるじゃないか！」と反はん論ろんします。

ユーノス：いや、ボクが嫌いやなのはあなたのお兄さんではなくて……（笑）。

ＧＭ：そんなユーノスを無視してダットソンが反論します。「人間は、笑顔だけじゃ幸せになれないんだよ！　もっとこう、日々を反省して神に感かん謝しやしないといけないんだ！　それが幸せなんだ！」

セレネ：……兄弟で方ほう向こう性せいが違うのかな？

ユーノス：どうも、そのようですね。

ＧＭ：「弟よ、お前はまだ兄の言うことがわからないのかい？」と、ハーレマンは笑顔のまま、弟のダットソンを睨にらみつけます。

フレア：笑顔のまま!?（笑）

ドル：どうやっとるんだ、それ（笑）。




　にらみ合いを続けるハッピーラッキーブラザーズ。

　とうとうその対立は頂ちよう点てんに達し……。




ＧＭ：にらみ合いをするふたりですが───いきなり、ごすっと重いパンチをお互たがいにボディにかまし合います。で、ごすっ、ごすっ！　と無言で延えん々えんと打ち合う。

フレア：ええー!?　何この兄弟っ!!（一同爆笑）

ユーノス：ハッピーラッキー性せいの違ちがいで、仲が悪いのですか！（笑）

ＧＭ：「ふたりとも、そのくらいにしておきなさい」とマティアスが止めます。

セレネ：大だい丈じよう夫ぶなんですか、このふたり？

ＧＭ：「安心したまえ。彼らは、真しん剣けんに幸せについて考えているのだ。真剣になるがゆえに対立もあるんだよ」

フレア：なるほど、熱い人たちなんですねー。

ユーノス：さすがは坊ぼうさん。口が上手うまい。

ＧＭ：「わしも一度は口先三寸ずんで登のぼり詰つめ……いやいや、何を言わせるのだね」

ユーノス：ちょっ……マティアス（笑）。

セレネ：でも、マティアスの提てい案あんを受けないことには、どうしようもなさそうだよね。

ドル：ちなみに、断ことわったらどうなるのじゃ？

ＧＭ：「その場合、明日までに二〇万Ｇ返済してもらうことになる」

一同：えええええ～っ!?

ドル：元から選せん択たく肢しないだろう!?（一同笑）

セレネ：それは受けるしかないんじゃ？

ＧＭ：ダットソンとの殴なぐり合あいを終えたハーレマンが言います。「神殿のオファーを受ければ、あなた方も借金を返すことができるし、その収益で恵まれない人たちも救済される。これって、とてもよいことではありませんか」

フレア：本当だ、そんな気がする！

セレネ：またお姉ちゃんが騙だまされる～。

ＧＭ：「あっ、今のはいい笑顔ですよフレアさん。これを差し上げましょう～！」とハーレマンが〝ハッピー〟と書いてあるカードを渡わたしてくれます。

フレア：いえす、はっぴ～！　喜んで受け取ります。
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セレネ：ヘンなものをもらっちゃ駄目だよ、お姉ちゃん。

ＧＭ：「いいですね！　ナイス笑顔だ！　その調子、その調子っ！」

フレア：ちょっと意気投合気味です（笑）。

セレネ：ああ、もう受けるしかない。さめざめ。

ユーノス：誰よりも今はフレアさんがまぶしい（笑）。

フレア：ところで、このカードは何ですか？

ＧＭ：「これは〝幸せカード〟といって、五枚まい集めると、なんとＨＰポーション一本と引ひき替かえられるんですよ～！」

フレア：わーい！　セレネちゃん、いいのもらったよー！

セレネ：う、うん……。

ＧＭ：「さあセレネさん、あなたもどうですか～？」とセレネにずいっと笑顔ですり寄って来るハーレマン。

セレネ：すごい微妙な笑顔を（笑）。

ＧＭ：「いけませんね～、セレネさん。もっといい笑顔じゃないと、幸せカードはあげられませんよ？」

セレネ：ははは（←苦笑している）。

ＧＭ：で、マティアスが「というわけだ。奉仕活動、引き受けてくれるね？」

フレア：わたしはやる気です。幸せカードもらったし。

セレネ：まあ、断ことわれないし。

フレア：というわけで、ドルさん？

ドル：今いま更さらわしが止めても聞きますまい。やるしかありませんな。

フレア：わーい。ボランティア！

ＧＭ：「ダメダメ、フレアさん。もっと心からの笑顔を！　力強く、さわやかに！」

フレア：……ふえっ？

ユーノス：笑顔に指導が入った!?

ＧＭ：「わたくしたちは、人々のお手本にならなければなりません。そのためには、心の底から笑顔を浮うかべて奉仕活動に取り組む必要があります。もし、人々が奉仕をいやいややっているように感じたら、どうなってしまいますか？」

フレア：うっ……それは一理あるな。

ＧＭ：「ですから、もっと笑顔で！　笑顔を浮うかべないヤツに価か値ちはありませんよ～！」

フレア：（無理に笑い）ほ、奉仕しまーす！

ＧＭ：「もっと、心の底から！　けがれのない瞳ひとみを見開いて～！」

フレア：（もっと作った笑顔で）奉仕しまーす!!

ＧＭ：「それだ、それですよ！　幸せカードを一いち枚まい進しん呈ていします！」

フレア：あ、二枚目だ！　いえす、はっぴー！

ＧＭ：ちなみに、幸せカードの重量は１です。

ドル：重量あるのか、このカード（笑）。

セレネ：意外に重たい。あ、でもお姉ちゃんは【筋きん力りよく】あるから平気なのか。

ＧＭ：幸せの分だけ重みがあります（笑）。

ドル：……とまあ引き受けたのはいいものの、わしらは試合の内ない容ようを聞いていないぞ？

ＧＭ：「いい質しつ問もんですね！　それでは、これからサントスさんのところに行って説明を受けましょう」と、ハーレマンが。

セレネ：そっか、サントスと神殿が共きよう催さいなんだ。

ドル：マッチメイクは、神殿からイベントを依い頼らいされたＦリーグが担当するんでしょうな。

ＧＭ：「そうだ皆さん。せっかく試合も決まって楽しい気持ちなんですから、目的地までスキップで移い動どうしましょう！　はいっ、はいっ！」と、ハーレマンが号令をかけて進みます。

フレア：はいっ！　すっごいスキップします。

ＧＭ：「さすがですね、フレアさん！　幸せカードをもう一枚進呈です！」

フレア：わーい！　みんなー、スキップしよー！

セレネ：……このテンションについていけるお姉ちゃんはすごい（笑）。

ＧＭ：「レッツ！　ステップ！　ハッピー！」てな感じで（一同笑）。

ドル：「さあ、手を振ふって！」とか？

ユーノス：……まずい、ちょっと幸せだ（笑）。

フレア：わーいわーい。

ユーノス：ボクも、思わず愉ゆ快かいなミュージックを。

セレネ：じゃ、じゃあ……わたしも一緒にスキップを（←恥はずかしそう）。




　街ゆく人々の視線もなんのその。

　ハーレマンの先せん導どうで、笑顔でスキップしながら街を練り歩くコロローナ商会であった。







◆Opening 03◆世の中、うまくできている




　ハッピーラッキーブラザーズ・ハーレマンを先頭に、サントスの家までスキップで街中を移動するコロローナ商会。

　とにかく、街ゆく人々の視線が痛かった───。




ＧＭ：で、サントスの家の前までスキップでやってきたわけですが。

セレネ：あれからずっとですか？

ＧＭ：ええ、街の人々の視線がどこか痛々しいです。

フレア：わたしは、それでも気にせずついていくんですね。

ドル：さすがはフレアお嬢さま。わしは、そろそろ耐えられそうにありませぬ（笑）。

ＧＭ：弟のダットソンがちょっと感心しています。「まさか、兄さんのテンションについてこられる者がいるとはね……」（一同爆笑）

ユーノス：弟にも呆れられているのか、ハーレマン（笑）。

ＧＭ：「兄さんは、試験で回答欄をひとつ間違えたために〇点を取っても、さわやかな笑顔でいられるタフガイだから」

一同：ちょっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「しかも、答えは全部合っていたのに」

フレア：それで笑っていられるのはすごい（笑）。

ユーノス：ある意味、どんな空気だろうと耐えきれるタフガイではありますが……。

セレネ：恐ろしく空気の読めない人なんですね（笑）。

ユーノス：……このシリーズ、登場してくるＮＰＣこんなのばっかりだ（笑）。

ＧＭ：「昔の兄さんは、鬼のハーレマン軍曹とそりゃあ恐れられていたものさ」としみじみ語る弟のダットソン。

ユーノス：鬼軍曹!?

ドル：この蛆虫どもめ！　とか言って新兵を教育していたんじゃな（一同笑）。

ＧＭ：「兄さんは地獄のような戦場で神の啓示を受けたんだ。それ以来、どんな苦境でも笑顔を浮かべていれば幸せになれると信じ、ああしていつも笑っているんだよ。それからというもの、兄さんが訓練で鍛え上げた部隊は、過酷な状況でも微笑みながら進んでいく〝死の微笑み小隊〟として有名になったのさ」

一同：死の微笑み小隊!?

フレア：そんな裏設定が!?

ＧＭ：はっ、たった今思いつきました（笑）。

フレア：今ですか!?

ユーノス：いやな設定思いつくなよ！（笑）

ＧＭ：ハーレマンは心に傷を負い、笑うことしかできなくなった悲しい兵士なんですよ。

ドル：泣いたり笑ったりできなくしてやる……のではなく笑うことしかできなくなるのか。

セレネ：いや～！　怖い怖い怖いっ！

ドル：早めに病院に連れて行け（笑）。

フレア：あの笑顔の裏に、そんな壮絶な過去が……。

ユーノス：ＧＭは、さっき思いついたということですが（笑）。

ＧＭ：そしてサントスの家にやってくると、ハーレマンが扉を開けて入っていきます。「サントスさん！　例のチャリティイベントに出場する選手を連れて参りましたよ～！」




　扉の先には、お気に入りの壺を磨くサントスの姿があった。




ＧＭ：で、扉の向こうには高そうな壺を磨いています。

フレア：お気に入りの壺を（笑）。

ＧＭ：「ああ、例の試合、参加するのはコロローナ商会でしたか」とサントスが言います。ハーレマンが「───と、このとおりサントスさんには話が通してあるのです」

ユーノス：まあ、話が通っているのなら心配はないんですが。

フレア：騙されてなさそうだよ、セレネちゃん。

セレネ：でも、サントスが物好きなって目で見ていたら、ハメられた気がする！

ＧＭ：実じつ際さい、そんな目で見ておりますが（笑）。

セレネ：やっぱり～!!（笑）

ドル：おいサントス、試合に参加すると二〇万Ｇの賞金がもらえるというのは本当か？

ＧＭ：「ええ、まあそのくらいの額は稼かせげますが……」

ドル：何か微妙な雰ふん囲い気きになってきたぞ？

ＧＭ：「では、試合について説明しましょう！」と、ハーレマンが割わって入ってきます。

ドル：お、おお……。

ＧＭ：「神殿では、二試合用意しています。まず一試合目で賞金を稼かせいでもらいます」

ドル：ほうほう。

ＧＭ：「二試合目は、賞金を最高四倍にできる大きなチャンスがあるんですよ～！」

ユーノス：おおっ、四倍！

フレア：つまり、一試合目で五万Ｇ稼いだら、次の試合で二〇万Ｇ稼げるかもしれないんだ。

ＧＭ：「そういうことです！　さすがはフレアさん！」

フレア：二〇万稼げるとわかったら、もう笑顔ですよ！

ＧＭ：その笑顔に、ぐっと指を立てて幸せカードを差し出すハーレマン（笑）。

ドル：（目頭を押さえ）すっかりお金に反はん応のうする子になってしまい……。

セレネ：ああ、純じゆん粋すいだったお姉ちゃんがけがれていく～（笑）。

ユーノス：お金に対しては、ずいぶん反応が純粋になってきた気もします（笑）。

ＧＭ：「どうです？　そんな大きなチャンスがある試合を、わたくしたちと一緒に奉仕活動に励はげむだけで参加できるんですよ」ハーレマンは笑顔で説明します。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：「ちなみに、一試合目の内容は決まっています」

セレネ：どういう試合なんですか？

ＧＭ：「その名も、〝レライエチャンスマッチ〟！」

一同：レライエチャンスマッチ!?

フレア：レライエ……何か聞いたことがある響きが！

ＧＭ：第一巻かん収しゆう録ろく第二話『はじめてのスポンサー』のモンスタールーレットで、出てきてはいけないと言われたモンスターがレライエです。




レライエ

『アリアンロッドＲＰＧ』基き本ほんルールブックに収録されているエネミーの中でも、最強の呼よび声ごえが高い10レベルの魔ま族ぞく。モンスタールーレットについては、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド　貧びん乏ぼう姉妹の挑ちよう戦せん』を読もう。

[image: ]




ドル：あのとき戦ったのは、レライエじゃなくてキノコ───マッスルームじゃったが。

セレネ：そのキノコは、今庭に埋うまってます。

フレア：でも、ついにレライエと戦うときが来たんですね！

ドル：だが、今のわしらでレライエに勝てるのか。

ユーノス：そのレライエに勝つことができれば五万Ｇですか？

ＧＭ：「ええ、最大で五万Ｇ稼げます」

ドル：……その言い方、何か条じよう件けんがあるみたいじゃな。

ＧＭ：「その辺はおいおい説明しますよ。ははは」

ユーノス：今説明してくださいよ！（笑）

セレネ：……また、ろくでもない試合だろうなぁ。

ＧＭ：「はっはっはっ、二試合目の内容はまだ秘ひ密みつです。何せ、企画中ですからねえ」

フレア：そうか～、企画中ならしょうがないよね～。

セレネ：……騙されてる気がする（笑）。企画中、便利な言葉だな～。

ＧＭ：「どうです？　ハッピーになってきたでしょう～」

ユーノス：レライエと聞いてハッピーになれるのは、よほどのバトルジャンキーでは？

ＧＭ：するとダットソンが「素晴らしいユーノスさん！　幸せについて疑問を持ち、深く考察するのは大変よいことなんですよ。あなたには、〝反省カード〟をプレゼントさ！」

セレネ：こんなものまで（笑）。

ユーノス：は、はあ……。

ＧＭ：「幸せとは、願っているだけではやってこないんです。あなたのように、幸せについて考え、日々反省することで真の幸せに辿り着けるんですよ」

ドル：ダットソンは、反省カードをくれるのか（笑）。

フレア：ちなみに、反省カードは集めるといいことがあるんですか？

ＧＭ：「五枚集めると、奉仕活動に追加でご招待です」

フレア：こっちはあんまり嬉しくない！

セレネ：……五枚集めない方がいいんじゃないかな？

ＧＭ：「何を言いますか。本当の幸せとは何か？　そのことを奉仕しながら考察することが神殿が教える幸福の道です。無理して笑顔でいることが幸せですか？　そもそも幸せって何だろう？　そんな風に考えることで、本当に幸せになれると思いませんか？」

フレア：言われてみれば、そんな気も。

セレネ：う～ん……。

ＧＭ：すると、ずいっとハーレマンがダットソンの肩かたを掴つかみ「おい、ダットソン。それはわたくしの考え方が間ま違ちがってると言いたいのかい？」「ああそうさ、兄さんのやり方は強引すぎるのさ！」とにらみ合いを始め───。

フレア：また仲なか間ま割われ!?

セレネ：この兄弟、本当に仲が悪い（笑）。

フレア：仲良くしましょうよ。

ＧＭ：「おお、そうでした。ハッピーハッピー」ケンカを止やめて、さわやかに微笑ほほえむふたり。

セレネ：なんて面めん倒どうくさい兄弟だろう……（笑）。

ユーノス：しかし、反省カードはもらうとあまりいいことがない。

ＧＭ：反省カードは、幸せについて疑ぎ問もんを感じたりすると配られます。

ユーノス：常に幸せを疑ってはいけないのか、このふたりといるときは……。

ＧＭ：はっ、そういうことです。

フレア：大だい丈じよう夫ぶです、幸せについて疑ったことはありませんよ！




　力強く発言するフレア。

　皆、納なつ得とくである。




ＧＭ：そらまあ、フレアは一〇〇万Ｇの借金背せ負おっても笑顔でいられますからねー（笑）。

ユーノス：今、フレアさんの強さの秘密にあらためて触ふれた気がします（笑）。

ＧＭ：「というところで、さっそく明日から奉仕活動に取り組みましょう！」

ユーノス：明日から!?　さっそく過すぎやしませんか？

ＧＭ：「ほら、善ぜんは急げと言いますし」

ユーノス：……まあ、今すぐと言わないだけマシかもしれません。……と、ポジティブな考え方をしてみます。なので、幸せカードをもらえませんか？（笑）

ＧＭ：でも、最初に疑ってましたよね？

フレア：この場合は、幸せカードと反省カード、どっちも一枚ずつですか？

ＧＭ：すると、ハーレマンとダットソンが、どっちを渡わたすかで揉もめております（笑）。

フレア：またっ!?（一同笑）

ユーノス：ウザいよ君たち!?

フレア：そうですよ。ユーノスさんにウザいって言われるなんて、よっぽどですよ!!

ユーノス：……フレアさん、それは微び妙みようにボクを攻こう撃げきしていませんか？（一同笑）

セレネ：お姉ちゃんの天然ツッコミがまた決まった（笑）。

フレア：そ、そんなつもりで言ったんじゃないですよユーノスさん！

ＧＭ：ではまあ、そんなところでシーン終了となります。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆早起きは三文の得




　ハッピーラッキーブラザーズの指し導どうを受ける奉ほう仕し活動一日目の朝───。

　まだ日は昇のぼりきっておらず、街は静か。一いち番ばん鶏どりも鳴いてはいない。

　当然、コロローナ邸ていも眠ねむりについていた。




ＧＭ：それではミドルフェイズ、最初のシーンを始めましょう。舞ぶ台たいは館です。……ところで、時間は朝四時くらいですが、皆みなさん起きてます？

フレア：さすがに寝ねています（笑）。

ドル：その時間なら、わしもきっと寝ているじゃろうな。

ユーノス：ボクは居い候そうろうの身ですが、きっと昼ひる頃ごろまで寝ねるタイプですね。

ドル：おい（笑）。

ＧＭ：なるほど。きっと、フレアとセレネは仲良しなので一いつ緒しよに寝てるんでしょうね。

フレア：そうですねー。すやすや～。

セレネ：お姉ちゃんの横で、わたしも寝てます。すやすや～。

ＧＭ：そんな、まだ日も昇のぼらぬ時間ですが……バーン！　とフレアとセレネの寝しん室しつの扉とびらが、勢いきおいよく開きます。

フレア：……ふにゃ？

ＧＭ：「おはようございますっ!!」と、ハーレマンとダットソンの元気な声が響ひびきます。

一同：えええええ～!?（爆ばく笑しよう）




　朝の静せい寂じやくを破やぶったのは、ハッピーラッキーブラザーズのすがすがしい挨あい拶さつだった。

「おはよーございまーすっ！　さあ、ボランティアに行きましょう！」

　フレアとセレネが眠ねむっていることなど、お構かまいなしである。




セレネ：……今、朝四時ですよね？

ＧＭ：ええ、まだ一番鶏も鳴いちゃいません（笑）。

フレア：ええ～、いくらなんでも早すぎませんか？

ユーノス：しかも、朝からこのテンション（笑）。

ＧＭ：「規き則そく正ただしい生活で健康を手に入れてこそ、心の底からよい笑顔を浮うかべられるんですよ～。さあ、皆みなさん！　惰だ眠みんを貪むさぼっていてはいけませんよ！　はぁい、起きて起きて～！」と、ハーレマンがパンパン手を叩たたいて、皆さんを起こしに回っています。

ドル：何の騒さわぎじゃ～！　と飛び起きて来ると……このふたりと出くわすんじゃな。

ＧＭ：ええ、ハーレマンの笑顔が迎むかえてくれます。

ドル：……こいつら、ある意味今までの連中より手に負えん（笑）。

ＧＭ：フレアとセレネは目を覚ましますか？

セレネ：わたしは神しん殿でんのしきたりに慣なれてるだろうから……無言で起きます。眠ねむいけど。

ＧＭ：フレアの方は？

フレア：まだ寝ていたいので、お布団ふとんの中にくるまってます（笑）。

ＧＭ：「ほらほら～、寝ていては駄だ目めですよ？」ベッドの周囲で手を叩いて起こそうとする、ハーレマンとダットソン。

フレア：ふにゃ～、まだ眠いよ～（←寝ねぼけている）。

ＧＭ：すると、ハーレマン笑顔のまま「起き床しよう、始め～っ！」とふところからラッパを取り出し、高らかに鳴らし始めます！

ドル：起床ラッパかよ!?（一同笑）

ＧＭ：ぱっぱらぱっぱっ～、ぱらぱっぱっぱっ～♪（ラッパの音）

セレネ：あ、朝からうるさい……。

フレア：まだ四時なのに～!?　もっとお布団に潜もぐり込こみます！（笑）

ユーノス：おおっ、フレアさんが抵てい抗こうしている。

ＧＭ：「いいですか、フレアさん。あなたが起きるまで、わたくしはラッパを鳴らし続けます。早く起きないと……ご近所にも迷めい惑わくがかかりますよ～？」

フレア：わあああっ！　起きます、起きまーす!!（一同爆笑）

ユーノス：これはひどい!?（笑）

ＧＭ：すると、ダットソンが言います。「兄さんは、朝からいつもこんな調子さ。ご近所から山のように苦く情じようが舞まい込こんでも、笑顔でいられるタフガイだからね」

ドル：それはタフガイじゃないだろう!?（一同笑）

フレア：ともかく、起きたのでラッパを止めてください！

ＧＭ：「飛び起きましたね、フレアさん。そうそう、その調子だ～！」

フレア：……ふう～っ、危あぶないところだった。

ドル：朝四時からラッパが鳴なり響ひびく家という評ひよう判ばんが立つのは、さすがにまずい（笑）。

セレネ：ただでさえ借金で肩かた身みが狭せまいのに……ご近所に迷惑までかけてしまったら、本当に居い心ごこ地ちが悪くなってしまう（笑）。

ドル：これが神殿のやり方か！

ＧＭ：「いや、兄さんは軍隊にいたから」とダットソンが説明します。

ユーノス：だからといって、許ゆるされるものではない（笑）。

ＧＭ：ところで、ユーノスは？

ユーノス：はっ、まだ寝ています（笑）。

一同：起きろー！（爆笑）

ユーノス：ははは、ボクは早起きするキャラじゃないので。

ＧＭ：それならそれで、ダットソンがユーノスの寝ね顔がおをじっくり眺ながめるので───。

ユーノス：起きます!!（一同爆笑）

フレア：超ちよう反はん応のう（笑）。

ＧＭ：「もう少し寝ていてもよかったのにぃ～」残念そうなダットソン。

ユーノス：ええ、もうたっぷり寝ねましたとも！

ＧＭ：全員起きたのを確かく認にんすると「それでは皆さん、あらためておはようございます！　気持ちよく起きて、気持ちよく奉仕活動を行ないましょう～！」とハーレマンが言います。

ドル：気持ちよくなれんわ。

フレア：……もしかして、これが毎日続くの？

ＧＭ：「もちろんですよ～。試合までの間、奉仕活動を行なうというのが神殿と交わした出場の条じよう件けんですからね～」

フレア：う、うわ～……。

セレネ：取り返しのつかない約束をしてしまった（笑）。

ＧＭ：「では、全員揃そろったところで朝の体たい操そうをしましょう！」

ユーノス：そこからなのですか!?　不健康な生活を送っているミュージシャンには厳きびしい仕打ち……。

ドル：居候の身で、不健康な生活を送るな（笑）。




　ともかく、ハーレマンの指導のもと皆で庭に出て体操が行なわれた。

　眠い目をこすりながら、そのテンションの高い指導になんとか付いていく。

　その後、すぐに朝食を取ることになったのだが───。




セレネ：というわけで、朝ご飯はわたしが作ります。みんな、朝ご飯だよ～。

フレア：うわーい。

ＧＭ：「うわーい！」フレアと一緒に喜ぶハッピーラッキーブラザーズ。

一同：いるのか──────っ!?（爆笑）

ドル：こ、こいつら……（笑）。

ユーノス：居候のボクが言うのもなんだが、キミたちは図々しい！（一同笑）

ドル：まったくじゃ！　……この場合、ユーノスも含ふくむぞ（笑）。

ＧＭ：「ははは、苦行に努つとめる聖職者に料理を振る舞うのも、奉仕のひとつですよ～」と、ハーレマンがにこやかな笑顔で答えます。

ユーノス：そんな栄養満点そうな身体をしておいて、まだ足りないというのですか!?

ＧＭ：「この身体を維い持じするために栄養が必要なのです。ほら、ご覧らんなさい。神が与あたえたもうたこの肉体美を！　特に上じよう腕わん二に頭とう筋きんを！」と、鍛きたえ上あげた肉体を晒さらそうと───。

ユーノス：やめてください！　食しよく欲よくがなくなります！

セレネ：（ぼそっと）やっぱりウザい……。

フレア：もう～、はやく朝ご飯食べようよ～。

セレネ：面めん倒どうだけど、ふたりの分も作ってあげよう（笑）。

ドル：苦しい家計の中、余よ計けいな出費が増ふえますな。

セレネ：節約のため、お肉は少しです。野菜とかでかさ増まししてます。

ＧＭ：料理が出されると「もう兄さんっ、肉取るなよ!?」「いいじゃないか、弟よ！」とケンカを始めてしまいます。

ユーノス：飯もらっといてケンカかよ!?（笑）

フレア：仲良く半分こしましょうよー。

ドル：……このふたり、何をしにここへ来とるんじゃ？（笑）

ＧＭ：「とりあえずは、奉仕活動の指導ですが？」

ユーノス：これのどこが指導なのか！（笑）

ＧＭ：「わたくしたちは、これからチームになるわけです。ですから、寝食を共にしてチームワークを養っていかねばなりません。これは、その一環ということで。……おら、弟よ！　肉返しなさい!!」と、肉の争いを続けながら言います。

ユーノス：説得力がまるでないじゃないですか！（一同笑）

ＧＭ：……とまあ、ケンカしつつもふたりとも、朝食はきれいに平らげます。「いやー、おかげでお腹なかいっぱいになりました～」

ユーノス：くそう、ボクだって遠えん慮りよして三杯ばい目のおかわりはそっと出してるというのに！

ドル：大した遠慮じゃなかろう（笑）。

ユーノス：じゃあ、今日の奉仕活動は終しゆう了りようということで（笑）。

ＧＭ：「いやいや、そういうわけにはいきません。これからが本番ですよ」

ユーノス：聖職者に施ほどこすのも、奉仕の一いつ環かんだと言ってたじゃないですか!?

ＧＭ：「そのとおりです。ですが、それは次なる奉仕に備そなえてのもの。空くう腹ふくでは、奉仕の指導にも影えい響きようが出てしまうでしょう？」と、ハーレマンが答えます。

ユーノス：……妙みような理り屈くつを（笑）。

セレネ：このふたり、口上手いなあ（笑）。

フレア：……セレネちゃん、この人たち適てき当とうなこと言ってるだけなんじゃないかな？

セレネ：でも、次から次に適当なことを言えるところは見習いたい（笑）。

ドル：わしは騙だまされんぞ！（笑）

ＧＭ：すると、ダットソンが嬉うれしそうに言いますよ。「おや、ドルさんは兄さんの方ほう針しんに反対のようですね？　だったら、この反省カードを───」

ドル：……なんて言うわけないじゃろう。はっはっはっはっ！

フレア：ああ、ドルさんが丸まるめ込こまれてる!?（笑）

ＧＭ：残念そうに舌した打うちして、ダットソンは反省カードをしまいます。

ドル：……これでは下手へたなことが言えん。反省カードをもらうと奉仕活動が増ふえてしまう。

ユーノス：なんと面めん倒どうくさい連中なのか！（笑）

ＧＭ：「さて、朝食もいただきましたし、これから本ほん格かく的てきな奉仕活動を始めましょう！」

フレア：（元気よく）はーい！

セレネ：（元気なく）はーい……。




　───というわけで、街に繰くり出だすコロローナ商会。

　一体、どんな奉仕活動が待っているのだろうか？







◆Middle 02◆奉仕活動の始まり




　フレアたちが次に連れてこられたのは、クラン＝ベル大神殿。

　ハーレマンは、フレアたちに笑顔で雑ぞう巾きんを渡わたすのだった。

　奉仕活動の第一歩が始まろうとしていた。




ＧＭ：というわけで、まだ空は白み始めたばかりですが、皆さんはハッピーラッキーブラザーズに連れられてクラン＝ベル大神殿にやって来ています。

フレア：ほう、神殿に？

セレネ：神殿での奉仕活動ですか？　わたし、アコライトだから経けい験けんあるよね。

ＧＭ：そうですね。きっとありますね。

フレア：それで、何をやるんですか？

ＧＭ：するとハーレマンが答えます。「心をきれいにするためには、まずはお掃そう除じからです！　神殿がきれいに掃除されていれば、訪おとずれる皆さんの心も晴れやかになりますね～！」

ユーノス：なるほど、お掃除ですか。

セレネ：基き本ほんというか、普ふ通つうの活動っぽいよね？

ドル：それで済めばいいんじゃが……。

ＧＭ：「というわけで、さっそく着き替かえましょう」

フレア：着き替かえる？

ＧＭ：「当然です。奉仕といったら、メイド。メイドといったら、メイド服ですよ～！」

フレア：メイド服？

セレネ：また着るのかー、メイド服（笑）。




　セレネは、第二巻かんで移い籍せき話が持ち上がったとき、借金返へん済さいを立たて替かえてもらったカタリーナの家でメイドとして仕えていたのだ。




ＧＭ：「ダットソン、さっそく人数分お持ちしなさい」そう言って、ハーレマンはダットソンにメイド服を用意させます。

フレア：人数分？　わたしとセレネちゃんの分？

ＧＭ：それと、ドルとユーノスの分もちゃんとありますよ。

ドル＆ユーノス：なにー!?（爆笑）

ドル：わしも着るのか。メイド服……。

ユーノス：というか、何故なぜボクたちまで？

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、わたくしたちも着ます」

一同：ええええええええっ!?

ＧＭ：「ほら、これなら問題ないでしょう」

ドル：むしろ、そっちの方が大問題じゃろ！

セレネ：マッチョなふたり組のメイド服姿すがた……。

フレア：うわー、嬉しくなーい！

ドル：……というか、ハッピーラッキーブラザーズはメイド服着るのに抵抗ないのか？

ＧＭ：「兄さんは、街中でも裸はだかで立っていられるくらいのタフガイだから───」

フレア：きゃ～っ!?

ドル：もういいわい！　想そう像ぞうしたくないわ（笑）。

ＧＭ：「いやなら辞やめてもいいんですよ？　その代わり、試合の話はなかったことになりますよ～？」と、ハーレマンは相変わらずさわやかな笑顔で言います。

ドル：さわやかな笑顔で言う内ない容ようか!?（笑）

フレア：笑顔で脅おどされた（笑）。

ドル：おのれ、試合を盾たてに奉仕活動をさせるとは！

ユーノス：ともかく着るしかないですよ。これも借金返済のためです、我が慢まんしましょう。

セレネ：ユーノスさんが、珍めずらしくいいことを言っている。

ユーノス：それにボクなら、きっとフェミニンなメイド服でも似合う気がするので（笑）。

ドル：着てみたかっただけじゃろう（笑）。

ＧＭ：そんなユーノスを見て、ダットソンがうっとりした表ひよう情じようを浮うかべ「ふふっ、あたくしとお揃そろいですね、ユーノスさぁん♪」と（笑）。

ユーノス：うわっ!?　一気に着たくなくなりましたよ!?（一同笑）

ドル：……わかった。ともかくメイド服に着き替かえよう。これも借金返済のためじゃ。




　ともかく、全員メイド服に着き替かえたコロローナ商会。

　こうして、奉仕活動第一弾だん・神殿清せい掃そうが始まろうとしていた。




ＧＭ：というわけで、奉仕活動第一弾は、皆さんで神殿のお掃除をすることになります。これは、判はん定ていを行ないます。

フレア：判定なんですか？

ＧＭ：はい、判定になります。ハッピーラッキーブラザーズとの対決になりますからね。

ユーノス：対決？

ＧＭ：「お掃除も笑顔で行なえば幸せな気分になれます。そのためにちょっとしたゲームの要よう素そを入れるのですよ。モップ掛かけ競争ですね～」ハーレマンが説明します。

ユーノス：ああ、よく小学生が雑巾掛けで競い合うみたいな。

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。

フレア：ああ、なるほど。それなら楽しそうですね。

ＧＭ：「でしょう？　わたくしたちに勝った方には、幸せカードを三枚まい進しん呈ていしますよ」

フレア：えっ、三枚も？　やった！

セレネ：もしかして、負けた場合はペナルティがあるとか？

ＧＭ：すると、代わってダットソンが答えます。「そうです。負けた方には、反省カードを三枚差し上げましょう」

ユーノス：反省カードを三枚も!?

フレア：たしか五枚たまると奉仕活動追加でしたよね、それ。

ＧＭ：はい、そうなります。

ドル：きっとろくでもないものじゃ。これは負けられん。

ＧＭ：皆さんとハッピーラッキーブラザーズのふたりで【敏びん捷しよう】の対決を行ないます。ふたりの達たつ成せい値ちを上回ると勝利です。同じ場合は、お互い振ふり直して決着をつけます。奉仕活動の判定に失敗すると、場合によっては【ＨＰ】や【ＭＰ】を失って試合を行なうことになります。

フレア：なるほど～。試合までにダメージを受けないようにしないといけないですね。

ＧＭ：今回の掃除ではダメージは受けませんが。（ダイスを持って）さあ、行きますよ？




神殿掃除

判定：【敏捷】　　　難なん易い度ど：対決

　ハッピーラッキーブラザーズと対決。勝つと幸せカード三枚、負けると反省カード三枚をゲット。同どう値ちの場合、勝負をし直す。




ＧＭ：（ダイスを振ふる）ダットソンは10、ハーレマンは11です。ふたりとも、床を砕くだかんばかりの勢いきおいでモップを掛けています！

ドル：モップ掛けで床を砕くだいちゃいかんだろ!?（笑）

ユーノス：筋きん肉にくが無む駄だにありあまってますからね、このふたり。

フレア：よーし、頑張りますよー！　（ダイスを振る）15！　わたしもすごいスピードでモップ掛けをします！

ドル：（ダイスを振る）わしは８じゃ。

ユーノス：ボクは翼つばさを広げて、超ちよう低てい空くう飛行でモップ掛け！　（ダイスを振る）11です。

セレネ：わたしは地道に……（ダイスを振る）あっ、11です！

ＧＭ：では、フレアが幸せカード三枚、ドルが反省カード三枚。セレネとユーノスはもう一度ハーレマンと勝負です。コーナーを曲がったところでハーレマンと並ならんでいるんですね。




「ははは、わたくしの笑顔についてくるとはやりますね、ふたりとも！」

　笑顔のまま、見事なモップ掛けのコーナーワークを見せるハーレマン。

　そのスピードに並ならぶ、セレネとユーノス。勝負は最終ストレートに入る。




ユーノス：くっ、負けませんよ！　（ダイスを振る）振り直して10です。

セレネ：（ダイスを振る）こっちは13です！

ＧＭ：「うなれ！　わたくしのヒラメ筋きんっ!!　奇跡の末すえ脚あしを見よ～！」

ドル：ヒラメ筋がうなりを上げたら大変じゃろー（笑）。

ユーノス：たしかにヒラメ筋はモップ掛けに関係ありそうですが（笑）。




ヒラメ筋

　ふくらはぎの下とアキレス腱けんの間にある筋肉。足首を動かす役やく割わりを持つ。その名のとおり、ヒラメのような形けい状じようをしている。




ＧＭ：ともかく判定します。（ダイスを振る）ハーレマンの達成値は11！

ユーノス：くっ、ハーレマンの最後の末脚に差された!?

セレネ：わたしは、何とか逃にげ切きったんですね。

フレア：一着のわたしは喜んでいます。わーい、優ゆう勝しよう！

ＧＭ：「……くっ、やりますねフレアさん。この次は、このように楽には勝たせませんよ？」と、ハーレマンが幸せカードを三枚叩たたきつけるように渡わたします。笑顔で。

フレア：笑顔で!?

ＧＭ：ええ、心なしか目は笑っていないようですが。

フレア：それ怖こわいです！　もっと優やさしく、優しく！

ドル：勝負事には、意外とこだわるタイプのようじゃ（笑）。

セレネ：でも、笑顔のままなんですよね。

ＧＭ：「兄さんは、いつでも笑顔さ。タフガイだから、ゴキブリを握にぎりつぶしたときも笑顔のままだったからね」とダットソンが……。

フレア＆セレネ：いや[image: ][image: ][image: ]っ!?

ドル：単に笑顔以外の表情がないだけじゃろう（笑）。

ユーノス：タフガイというより、笑顔以外の表情が死んでいるだけのような……。

ＧＭ：……え～、ともかく勝負がつきました。フレアとセレネに幸せカードが三枚、ドルとユーノスに反省カードが三枚ずつですね。

ドル：む、結けつ構こう貯まってきたのう。

セレネ：たくさんカードが来たから、ギルド内での枚まい数すうを計算しましょう。

フレア：……え～、幸せカードが九枚、反省カードが七枚です。

ユーノス：幸せカードだけポーションに交こう換かんして、反省カードは交換しないままで（笑）。

ドル：反省カードはひとりに五枚集まらなければ、奉仕活動はしなくてすむのか？

ＧＭ：はい、引ひき換かえはあくまでも自主行動なので。

セレネ：わたしたちは、自主的に引き換えるつもりはないので（笑）。

ドル：しかし、反省カードを貯めてしまうとだんだん持てる所持品を圧あつ迫ぱくしてしまいますぞ。実は［重量：１］ですからな。

ユーノス：貯めるのはよくないですね、このカード。

フレア：というわけで、幸せカードの交換、お願いしまーす。

ＧＭ：では、ポーション一本と交換しました。




＊　　　＊　　　＊




ドル：……ふう、ともかくこれで神殿の掃除は終わったな。

ＧＭ：「奉仕活動は、まだまだ始まったばかりです。さっ、次に行きますよ！」と、ハーレマンが休む間もなく次の奉仕活動の準じゆん備びを始めています。

フレア：次は何でしょう、ハーレマンさん？

ＧＭ：「次は、街に出ての奉仕活動になります。皆さんで街に出て、困こまっている人を見つけて助けて差し上げるのですよ」次から、【ＨＰ】や【ＭＰ】が減ったりしますので。

フレア：おー、実じつ践せん的てきな活動ですね。

ＧＭ：奉仕活動は、三つ用意しています。ひとつは、困っているお年とし寄よりを助けて奉仕活動、もうひとつは子こ供どもを助ける活動。最後が、運うん河がの清掃ですね。

セレネ：なるほど。




　ここでそれぞれの奉仕活動について説明し、プレイヤーにどれを担当するか相談して決めてもらった。




ＧＭ：この三つを、手分けして担たん当とうすることになります。

ドル：……というわけで、大変そうな運河清掃をふたりでやってしまおう。

ユーノス：では、ボクとドルさんで運河清掃を受け持ちましょう。

フレア：じゃあ、わたしはお年寄りを担当します。

セレネ：それなら、わたしは迷子の子供を引き受けると言うことで。

ＧＭ：分ぶん担たんは決まりましたね？　それでは、次のシーンに移うつりましょう。







◆Middle 03◆それぞれの奉仕活動




　神殿の清掃を終える頃ころには、もうすっかり日が昇のぼっていた。

　コロローナ商会は、三方に分かれて奉仕活動を行なうことになる。




ＧＭ：というわけで、これからが本格的な奉仕活動になります。

フレア：さっきの神殿のお掃除とは違うんですよね。

ＧＭ：はい。今回の奉仕活動は、判定に失敗すると【ＨＰ】や【ＭＰ】が減る可能性があります。

ユーノス：次の試合まで、回復できないんですよね？

ＧＭ：一応、回復の機会はありますがそこで回復しきれなかったらそのまま試合になります。

フレア：なるほどー。

セレネ：なるべく、失敗しないようにしないと次の試合に響いちゃうんだね。

ＧＭ：そうです。で、反省カードが増えると奉仕活動が追加されます。

ドル：まあ、ダメージによってはフェイトでの振り直しも考えねばなるまい。

ＧＭ：では、奉仕活動に移りましょうか。




　まずは、ドルとユーノスの組から、ハッピーラッキーブラザーズの指導の下で奉仕活動を行なうことに。

〝水の街〟クラン＝ベルの名物、運河は今日も豊ゆたかな水量を誇ほこっている。




ＧＭ：というわけで、ドルとユーノスの奉仕活動から始めまーす。

ユーノス：はーい。

フレア：頑がん張ばってください、ドルさんユーノスさん。

ドル：わしらの奉仕活動は、運河清掃ということじゃが？

ＧＭ：ええ。そういうわけでふたりはハッピーラッキーブラザーズに連れられて、クラン＝ベル市街にやってきています。今日は水温も低く、運河の上を吹ふく風はまだ冷たいです。

ドル：ぶるる、まだ寒いわい。

ＧＭ：「さてふたりとも、クラン＝ベルの名物といえば何でしょう？」と、ハーレマンが質問してきます。

ユーノス：名物？

ドル：まず思いつくのは、モンスターコロシアムじゃが。

ＧＭ：「惜おしい、それも名物ですがもうひとつあります！」

ユーノス：〝水の街〟ですからやはりこの運河ですかね？

ＧＭ：「正せい解かいです！　クラン＝ベル名物といえば、美しい運河です。しかし、その運河も近ちか頃ごろ心ない人たちがゴミを捨すてているせいで汚よごれています。これはよくない」

ドル：たしかによくないのう。美しい街まち並なみというのは、重要な観光資し源げんじゃ。

ユーノス：それをきれいにすると？

ＧＭ：「ええ。環かん境きよう美化もまた奉仕のひとつですから～」

ユーノス：なんだ、まともそうじゃないですか。

ドル：さっそく背せ中なかにカゴでも背せ負おってゴミ拾いの準備を───。

ＧＭ：「というわけで、運河の底をさらいますよ～」

フレア：……ん？　運河の底？

ユーノス：ちょっと待ってください!?　水面に浮ういてるゴミを取るんではなく……底をさらうんですか？

ＧＭ：「命いのち綱づなのロープは用意してきましたから、大だい丈じよう夫ぶですよ～」

セレネ：一気に危き険けん度どが増してきた……（笑）。

ユーノス：そんな！　ボクは流されてしまうくらいにカナヅチなんですよ？

ＧＭ：「大丈夫ですよ、ユーノスさん。命綱はこのダットソンが握にぎっていますから！」

ユーノス：いや、そういう問題ではありませんって！

ドル：いきなり潜せん水すい作業か……。想像もしない過か酷こくさじゃな（笑）。

ＧＭ：「兄さんは、肥こえ溜だめのような泥どろ沼ぬまを無数のヒルと格かく闘とうしながら進んだときだって笑顔を絶たやさなかったタフガイだからね。このくらいはへっちゃらさ」とダットソンが……。

ユーノス：あなたのお兄さんがへっちゃらでも、ボクたちはへっちゃらじゃないんです！

ＧＭ：ダットソンは「今、幸せを疑うたがいましたね？　いい傾けい向こうです」と、反省カードを取り出す準備を……。

ユーノス：うおっ、まずい!?　幸せです、ボクは幸せですとも！　はははははっ！

ＧＭ：「ちっ！」と舌打ちをして、ダットソンはカードを引ひっ込こめます。

ユーノス：くっ!?　ネガティブなことを言うと反省カードを渡わたされてしまう。

ＧＭ：というわけで、ふたりには運河の底をお掃除してもらうことになります。




運河の美化運動

判定：【精せい神しん】　　　難易度：14

　ひとり一回ずつ行なう。判定に失敗すると、【ＨＰ】を２Ｄ、【ＭＰ】を１Ｄ失う。これは、アイテムやスキルによって軽減できないものとする。この判定ののち、【幸運】判定を行ない、達成値に応じてアイテムを得る。




ドル：よし、わしから行くぞ！　ダイス目は７！　成功じゃ！

ＧＭ：ならば、何を拾ったか【幸運】で判定を。

ドル：達成値は11じゃ。

ＧＭ：……それなら、壊こわれたフルプレートを見つけました。

ドル：フルプレート!?　そんなもんを運河に捨すてるな！　ぷはあっ!?　誰だれじゃ、こんなところにフルプレートを捨すてたのは！

ユーノス：よし、次はボクがチャレンジしましょう。達成値は10……ぎゃあ、失敗!?　流されてしまいます～！

フレア：ああ、ユーノスさんが流されていく～!?

ＧＭ：ユーノスは溺おぼれてしまいました。じゃ、【ＭＰ】と【ＨＰ】を減へらしておいてください。

ユーノス：か、過か酷こくだ……。この奉仕活動は過酷すぎる！

ＧＭ：すると「兄さんが早く命綱を引き上げればよかったんだ！」「何を!?　お前こそ溺おぼれたのに気づかなかったじゃないか！」とふたりがケンカを始め……。

ドル：おい、ケンカしとる場合か！　ともかくユーノスを引き上げるぞ。

ＧＭ：あ、ユーノスは【幸運】で判定してください。

ユーノス：【幸運】ですか？　達成値は13です。

ＧＭ：すると、魚をゲットします。

ユーノス：魚？　じゃあ、何故か鮭さけを抱かかえて上がってきましょう。

[image: ]

ドル：何故、運河に鮭が……（笑）。




　ドルとユーノスは運河美化運動の結果、鮭（データはにくとして扱あつかう。食べると【ＨＰ】が１Ｄ回かい復ふくする）をゲット。

　ユーノスは潜水作業中に流され【ＨＰ】７点、【ＭＰ】１点を失った。




ユーノス：結構消しよう耗もうしてしまった……。

ＧＭ：───運河の美化運動、ご苦労様でした。さて、次の奉仕活動に移りましょう。




＊　　　＊　　　＊




　クラン＝ベルの商店街。今日は市が経たち、活気づいていた。

　行きかう人々の中、泣いている幼おさない男の子がひとり。

　どうやら迷まい子ごのようである。セレネはあわてて駆かけ寄よった。




ＧＭ：というわけで、セレネは市場で迷子のために、お母さんを捜さがしてあげてください。

セレネ：ああ、こっちはほのぼのしている（笑）。

ＧＭ：「うわーん！　おかあさん、どこにいるのー!?」と子供はわんわん泣いています。

フレア：迷子迷子ー、手助けしなきゃー。セレネちゃん、早く探さがしてあげて。

セレネ：うん、任まかせてお姉ちゃん！　わたし、マッチョのためには頑がん張ばれないけど、子供のためなら頑がん張ばれるよ！（笑）

ＧＭ：お母さんを捜さがす判定はこうなっております。

セレネ：なるほど、お母さんを見つけるまで何度も判定をするんですね。




迷子のお母さんを捜せ

判定：【感知】　　　難易度：13

　何度でも判定可か能のう。ただし、判定に失敗するたびに【ＭＰ】を２Ｄ失う。




ＧＭ：というわけで、セレネさんは判定をどうぞ！

セレネ：（ダイスを振る）11が出たので16。成功しました♪

ドル：さすがはセレネお嬢じようさま。すぐに見つけたということですな？

ＧＭ：そうですね。市場の中で、必死に我わが子こを探しているお母さんを見つけることができました。

フレア：やった、セレネちゃん！

セレネ：そちらのお母さん、もしかしてこの子を探していませんか？

ＧＭ：すると、お母さんははっとして駈かけ寄よってきます。子供の方も、お母さんの胸むねに飛とび込こんでいきます。

ユーノス：親子の感動の再さい会かいが。

セレネ：ほっこり心が温かくなりますね。

フレア：今まで、仲の悪い兄弟を間近で見てきただけに（笑）。

ＧＭ：お母さんは「ありがとうございます、ありがとうございます～」と、何度もセレネに頭を下げて感かん謝しやしています。

セレネ：いえいえ、そんな。

フレア：……こういう奉仕活動なら、全然苦にならないのにね（笑）。

ＧＭ：「あのう。これは、ほんのささやかなものですけれど、よろしければ」と、お母さんはセレネにさっき買ったばかりの唐から揚あげを差し出してきます。

セレネ：そんな、お気づかいなく。これも神殿の奉仕活動の一環ですので。

ＧＭ：この唐から揚あげは、さっきユーノスがゲットした鮭と一緒で、にく一個こ分です。食べれば、【ＨＰ】が１Ｄ回復します。

セレネ：じゃあ、せっかくだからいただいておこうかな。

フレア：断ことわり続けるのも、悪いしね。

ＧＭ：データ的には、にくがふたつになります。

フレア：わーい。

ユーノス：この強運。やはり、セレネさんとフレアさんには、何か秘ひめたものがあります！　……とポジティブなことを考えたので、幸せカードをくれませんか？（笑）

ＧＭ：「ユーノスさん、あなたは心からの笑顔を浮かべてますか？」とハーレマンが聞きます。心から笑顔を浮うかべられたかどうか【精神】で判定してください。

ユーノス：なんと、判定なのですか!?

ＧＭ：ええ、12以上が出たら、幸せカードを一枚差し上げましょう。

ユーノス：（ダイスを振る）９でした。

ＧＭ：「まだ笑顔が硬かた～い！　もっと練習を積まないと！」（一同笑）

ユーノス：……笑顔って、練習するものなのですか（笑）。

セレネ：普通はしないと思う。

ＧＭ：「もっと爽さわやかに、にこやかに！　どんなことがあっても、笑顔！　笑顔！」と厳しいハーレマンの笑顔指導が入ります。

ユーノス：作り笑顔に精を出さなきゃいけないなんて、幸せにもいろいろあるようです。

ＧＭ：そんなユーノスを見てダットソンが反省カードをちらつかせていますが（一同笑）。

ユーノス：反省カードで脅おどすなよっ！（笑）

ドル：この兄弟の前で、下手なことは言えんな（笑）。

ＧＭ：「さ、次にいきましょうか」

ユーノス：うう、くそう……（机つくえに突つっ伏ぷして、さめざめしている）。

フレア：ユーノスさん、道みち端ばたに倒たおれちゃダメですよー（笑）。

セレネ：過か酷こくな現げん実じつが、ユーノスを苛さいなんでるみたいです（笑）。

ＧＭ：というわけで、次はフレアの奉仕活動に移りましょう。




＊　　　＊　　　＊




　さて、一方フレアはというと───。

　クラン＝ベルの市街に出て、奉仕活動を行なうべく行き交う人々を観察していた。

　時間は正午過すぎ、人通りも多くなってきて活気が出ている。

　そんな中で、フレアは大きな荷物を抱かかえたおばあさんを見つけたのだった。




ＧＭ：さてフレアさん、出番ですよ。

フレア：はーい！

ＧＭ：おお、張はり切きってますね。

フレア：世のため人のためなら頑がん張ばれます！

セレネ：借金のためでもあるもんね（笑）。

フレア：借金のためでも頑張れます！

ＧＭ：いい心こころ掛がけです。で、フレアは奉仕活動を行なおうと張り切って道を歩いていると、大きな荷物を抱えたおばあさんを見かけます。

ユーノス：ああ、おあつらえ向きですね！

フレア：なるほど。代わりに荷物を持ってあげればいいんですね？　おばあさん、わたしが手伝いますよー！

ＧＭ：「ああ、すいませんねぇ」と、おばあさんはフレアに頭を下げます。

フレア：こういう奉仕活動なら、喜んでできますよ！

ＧＭ：では、おばあさんは荷物を下ろします。ずっしりきますね。三箱ほどあります。

フレア：三箱も？　おばあさん、こんなにいっぱい大変ですね。

ＧＭ：「ええ、普ふ段だんは実家でみかんを育てて行商をしているんですよぉ。せっかくいっぱい育てたから、息子夫ふう婦ふや孫たちにも、たんと食べさせたくてねえ」

セレネ：いいおばあさんだ……。

フレア：おばあさんのためにも、みかん運びを頑がん張ばりますよ！

ＧＭ：というわけで、判定はこうなってます───。




みかん運び

判定：【筋きん力りよく】　　　難易度：14

　みかんの入った箱を運ぶには、三回【筋力】判定を行なう。失敗してもみかんの箱を運ぶことができるが、失敗するたびに【ＨＰ】を３Ｄ失う。




ＧＭ：では、おばあさんの家で採とれたみかん三箱を、運河の向こうにある息子さんの家まで届とどけてください。

フレア：【ＨＰ】を３Ｄ失う!?

ドル：ちょっ!?　なんでみかん運ぶだけで３Ｄもダメージがくるんじゃ！

ユーノス：……怖ろしいみかんだ。牙きばでも生えてるんですかね？（笑）

ＧＭ：い、いやそんなことはなく、これは打だ撃げきや噛かみついてくるようなダメージではなく、疲ひ労ろうの蓄ちく積せきなどを表わしたものなんですか……。

セレネ：そもそも、みかんを運んでダメージを受けないと思う（笑）。

フレア：ダメージを受けるくらいにずっしり実ったみかんなんですね。

ＧＭ：そうそう、そうなんですよフレアさん！　そりゃもう身がずっしり詰まって愛媛のみかんもかくやというくらいの……。

ドル：愛媛みかんは運んでもダメージはこんぞ（笑）。

フレア：でも、ますますおばあさんを助けないと。おばあさんがみかんにやられてしまう！（一同笑）

ユーノス：しかし、ボクだと運び終わる前に命が尽つきてしまいそうなみかんだ（一同笑）。気をつけてください、フレアさん。

ＧＭ：「お嬢ちゃん、気をつけておくれ。うちのみかんは実入りが良くてねぇ……」

セレネ：よすぎです！　三回失敗すると、９Ｄのダメージがくるんですよ!?（一同爆笑）

ドル：みかん運びなのに、９レベルウォーリアが《ボルテクスアタック》で上乗せしてくる分くらいのダメージがくるからのう（笑）。

セレネ：お姉ちゃん、ともかく頑張って！

フレア：じゃあ、ひと箱目。（ダイスを振る）【筋力】の達成値は16、成功です。

ＧＭ：では、フレアは軽々と運び、息子さんの家へ投げ入れました。

一同：投げ入れる!?

フレア：投げ入れます！　おりゃー!!（笑）

ＧＭ：───どすん！　と庭に響ひびく音に駆かけつける息子夫婦。「はっ、このずっしりとした重量感……おばあちゃんのみかんだ！」（笑）

ドル：重さで気づく息子夫婦もすごいな（笑）。

フレア：それじゃあ、ふた箱目いきます！　（ダイスを振る）あっ、９で失敗！

ＧＭ：では、【ＨＰ】を３Ｄ失ってください。

フレア：（ダイスを振る）11点失いました。きゃー！

セレネ：お姉ちゃんが、ぺしょって潰つぶれた!?（笑）

ユーノス：あのフレアさんを潰つぶすとは……みかん、恐おそるべし。

フレア：三箱目。（ダイスを振る）11で失敗。（ダイスを振る）10点ダメージを受けました。

ＧＭ：では、みかんを運び終えました。……フレアさんはボロボロのようですが。

ユーノス：総そう計けい21点のダメージを与あたえていますからね。並なみのモンスターの攻撃にはビクともしないフレアさんがあんなに追おい詰つめられるとは……。

フレア：み、みかんお届けに伺いー（ぱたり）。

ＧＭ：すると息子夫婦は喜んでます。「おお、これはありがとう、通りすがりの方。相変わらず、おばあちゃんのみかんはズッシリくるなぁ。まるで砲ほう丸がんみたいだ」（一同笑）

ユーノス：いや、まったく！

フレア：いろんな攻撃を【物理防ぼう御ぎよ力りよく】で跳はね返かえしてきたわたしにとって、これは初めての体験です。

ドル：シリーズを通して、フレアお嬢さまに一番ダメージを与えたのは、このみかんかもしれん（一同笑）。

ユーノス：恐るべし、クラン＝ベル産みかん。

ＧＭ：ダメージの設定が極端だったために、クラン＝ベル産みかんがすっかり恐ろしいものになってしまった……。

フレア：でも、面白かったですよ（笑）。

ＧＭ：そう、それが重要なんです！　面白かったので、これはこれでよし！

ユーノス：開き直らないでいただきたい！




　人間、時には開き直りも大切である。




フレア：とにかく判定三回終わりましたー。

セレネ：お姉ちゃんすごい！　お疲つかれ様さまー！

ＧＭ：すると、おばあさんはフレアにお礼を言います。「ありがとう、お嬢じようさん。ささやかじゃが、おばあちゃんちの畑で採れたみかんをどうぞ」とみかんを一個くれました。

フレア：わーい♪

ＧＭ：データとしては、果実なので食べると【ＭＰ】を１Ｄ点回復させます。

フレア：せっかくだから、あとでいただこう。

セレネ：お姉ちゃんの頑張りに、頭の下がる思いです。

ＧＭ：じゃあ、そんなフレアの様子をハーレマンが見に来ています。「フレアさん、笑顔でいますかー？」

フレア：笑顔でーす。キラーン☆

ＧＭ：「おお、素す晴ばらしい笑顔だ～！　では、幸せカードを一枚差し上げましょう」

フレア：やった！

ドル：あれほどダメージを喰らったのに、笑顔を保たもてるフレアお嬢さまはすごい。

フレア：いえいえ。おばあちゃんたちが喜んでくれたなら、笑顔になりますって。

セレネ：それにしても、今までの敵よりみかんの方が強きよう敵てきだったような……。

フレア：みかん最強かもしれない。




＊　　　＊　　　＊




　というわけで、なんやかんやとあった奉仕活動が終わった。

　すっかり日が暮くれて、夕ゆう暮ぐれとなっている。

　奉仕活動を終えたコロローナ商会を、ハッピーラッキーブラザーズが迎むかえるのだった。




ＧＭ：「さて、本日の奉仕活動はこんなところです」とハーレマンが終了を宣せん言げんします。

ドル：なかなか、ハードな一日じゃった……。

ユーノス：そろそろ夕方だったりします？

ＧＭ：そうですね。街の人々も、徐じよ々じよに帰き宅たくし始めています。

フレア：ふー。あ、空がみかん色だよ、セレネちゃん！

セレネ：本当、オレンジ色に染そまってる（笑）。

ユーノス：すっかり、心にみかんが刻きざまれたようですね（笑）。

セレネ：じゃあ、おうち帰ろう。お姉ちゃん。

ドル：ところで、このダメージは回復していいのか？

ＧＭ：ひとり一回メジャーアクションを使えるものとします。それでポーションを飲んだり、《ヒール》を行なったりするなどして回復するのは結構ですよ。

ドル：なるほど、ならユーノスは、手に入れた唐揚げか鮭を食うとよい。

ユーノス：では、それを食べます。（ダイスを振る）おかげで、４点回復ですよ。

セレネ：わたしはお姉ちゃんに《ヒール》をかけます。（ダイスを振る）……22点回復です。

フレア：あっ、それなら全快だ！

ユーノス：というわけで、回復しました。

ＧＭ：では、皆さん回復を終えたところで、シーンを終了しますね。

フレア：本当、大変な一日でした（笑）。







◆Middle 04◆子こ供どもたちとのふれあい




　そして翌よく日じつ、奉ほう仕し活動二日目───。

　フレアたちは前日と同じく朝早くに叩たたき起おこされ、休む暇ひまもない。

　本日の奉仕活動は、子供たちへの慰い問もんである。




ＧＭ：さて、日が変わり奉仕活動二日目になります。

ドル：ＧＭ、【ＨＰ】や【ＭＰ】は回かい復ふくしないままなのか？

ＧＭ：ええ、ゆっくり休める時間はもらえなかったので。ハーレマンとダットソンは、常つねにあなたたちが模も範はん的てきな奉仕活動を行なうか監かん視ししていますから（笑）。

セレネ：ダットソンも、ユーノスさんをじっくり監視してそうだし。

ユーノス：それはゆっくりできない!!（一同笑）

フレア：また、朝早くから起こされるんですか？

ＧＭ：ええ、早く起きないとやっぱり起き床しようラッパが鳴なり響ひびきます。

フレア：いやでも飛び起きちゃいますね。

ユーノス：無理矢理、規き則そく正ただしい生活をさせられるんですね。

ＧＭ：というわけで奉仕活動二日目です。今日は、早朝から児童養よう護ご施し設せつの訪ほう問もんを行なうことになります。

フレア：ああ、ボランティアの定番っぽいイメージですね。

セレネ：わたしたちが行って喜んでもらえるんだったら、張はり切きってやります！

フレア：セレネちゃん、何か大道芸とかやった方がいいかなぁ？

セレネ：お姉ちゃん、それは張はり切きりすぎだと思う（笑）。

ＧＭ：では、コロローナ商会の皆みなさんは、小さな児童養護施設に案内されます。職しよく員いんが「みんなー、コロローナ商会の方々が来てくれたよ！」と声をかけると、子供たちが「わーい♪」と喜んで突とつ進しんしてきます。

フレア：子供たちに群むらがられました（笑）。

ＧＭ：「よーし、フレアを倒たおせー！」と、何人もがまとわりついてきます（一同笑）。

フレア：ウルトラマンごっこの怪かい獣じゆう役のようです（笑）。

ドル：もしくは、力士の慰問状じよう態たいですな。

フレア：よーし、フレアお姉さんが相手になるぞー！

ＧＭ：「いつもみたいに、《ファイトアピール》してよー！」（一同笑）

セレネ：この子たち、闘とう志し高いじゃないですか!?（笑）

ユーノス：ダメージが上がるぞ！　死ぬ気か!?（笑）

ＧＭ：《ファイトアピール》するだけなら大だい丈じよう夫ぶですよ。攻こう撃げきに転じたらマズいですが（笑）。

フレア：じゃあ、怪け我がさせないように気をつけながら、相手をしまーす。




「ユーノスも歌って歌って～」

「セレネ～、《サモン・リヴァイアサン》見せてよー」

　子供たちは、コロシアムで活かつ躍やくする選手を間近に見て大喜びである。




ドル：こんな幼おさないころからＦリーグなぞ観戦して平気じゃろうか？　わしは心配じゃ（笑）。

セレネ：Ｆリーグ、教育によくなさそうですからね（笑）。

ユーノス：きっと、戦いの部分だけ流れてるんじゃないですかね？

セレネ：きっとスポーツ感覚で見てるんですね。……コロシアムまで来ちゃうと、賭かけ事ごとの生々しい部分を知っちゃうんでしょうけど。

ＧＭ：ハーレマンも「皆みなさん、この子供たちのお手本になってあげてください。皆さんが奉仕に励はげんでくだされば、この子たちもきっと正しい道に進むでしょうから」と言います。

セレネ：むっ、言ってることは正しい。ここに限かぎっては、だけど……。

フレア：ところで、ここは何か判はん定ていとかあるんですか？

ＧＭ：え？　ありませんよ。《ファイトアピール》とかスキルを使った場合は【ＭＰ】は減へらしてもらいますが。

ユーノス：……ダメージが来ないなんて、おかしい。

フレア：何かの罠わなでしょうか？

ユーノス：それにハーレマンが真っ当なことを言うなんて、おかしい！（笑）

ＧＭ：「失しつ敬けいな。私わたしは最初から真っ当ですよ～」

ユーノス：むむむ、やはりあやしい。

ＧＭ：そんなユーノスのそばにダットソンが寄よってきますよ。

ユーノス：ダ、ダットソンはどんな様子ですか？

ＧＭ：「いやぁ、子供はいいですねぇ」と頬ほおを緩ゆるめて子供たちを眺ながめています。

ユーノス：あれ？　この兄弟、子供好きなのでしょうか？

ＧＭ：「ははは、子供は嫌きらいではないですよ？」（←さわやかな笑顔）

ユーノス：どうせなら「べ、別に嫌いじゃないけど！」と、ツンデレっぽく言ってください。

ドル：何故なぜじゃ!?（一同笑）

フレア：マッチョがツンデレしても、嬉うれしくないです！

ＧＭ：「欲ほしいですよね、子供」と、ダットソンはユーノスに熱い視し線せんを向けてきます。

ユーノス：……ちょ!?　ダットソン、何言ってるんですか!!

フレア：ボーイズラブなのにやっぱり嬉しくない!?　どうして？（一同笑）

ＧＭ：……だ、そうですよ、ユーノスさん。もっと頑がん張ばりましょうよ！

ユーノス：ボクが頑張っても改善しないだろう!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「実はあたくし、素す敵てきな相手を見つけて、ささやかな家庭を築きずくのが夢ゆめでして」

ユーノス：……そうですか、好きにしてください。ボクの知らないところで（げんなり）。

フレア：ユーノスさん、鳥とり肌はだになってますよ？　熱でもあるんですか？

ユーノス：羽があるだけに、鳥肌だって立つんです。

ドル：誰だれが上手いことを言えと言った？（笑）

ユーノス：ああ、ボクは今すぐ飛び立ちたい！　ここではない、どこかへと！（笑）

セレネ：行っちゃ駄だ目めー!?（笑）

ユーノス：ダットソンさんがどこかへ行く、でもいいです（←降おりてきた）。

ＧＭ：「いえ、あたくしは奉仕活動が終わるまで、お相手をしなくてはいけませんから」

ユーノス：ボクじゃない誰だれかの相手をしろよっ！（一同笑）

ＧＭ：「まずはふたりで幸せを見つけていきましょうよー」

フレア：もしかして。ユーノスさん、言いい寄よられてる……？（笑）

セレネ：わたしは気づかないフリをしておきます。面白いから（笑）。

ＧＭ：では、そんなセレネの方には「ポメロかわいいー！　触さわらせてー」と女の子たちがやってきます。

セレネ：いいよー。サングラスも掛かける面白い子だよー。……こっちは幸せだなー。

ユーノス：なんてことだ、まるで天国と地じ獄ごくじゃないか（笑）。




　ダットソンとユーノスのことは別として───。

　児童施設での子供たちとのふれあいは、借金返へん済さいに追われるフレアたちの気持ちを和ませるものだった。

　時が過ぎるのを忘わすれて、皆でずっと遊んでいた。




ＧＭ：「どうです？　子供たちとのふれあいって和むでしょう？」と、ハーレマンは満面の笑顔で聞いてきます。

セレネ：うん。

フレア：いいことしたって気になります。

ユーノス：ボクも、次の勝負へのモチベーションが上がりましたよ。ハッピーラッキーブラザーズもいいことをするじゃないですか。

ＧＭ：「ははは、わたくしたちは最初からいいことをしてますよ？」

セレネ：みかん運びの殺意は高かったけど（笑）。

ＧＭ：「何をおっしゃいますか。あれは、おばあさんのみかんの殺意が高かっただけです。わたくしたちが何か仕組んだものではありません」

フレア：そ、そうなのかなぁ？

ドル：このイベントは、これだけで終わりなのか？

ＧＭ：ええ、そうですよ。

ドル：本当に？　ダメージを喰らいそうな判定もないのか？

ＧＭ：遅おそくまで子供たちの相手をしていたから、回復のタイミングがとれないだけですが。

セレネ：あっ、回復できないんだ？

ＧＭ：まあ、忙いそがしいですからね。

ドル：うーむ、今までが無茶な奉仕活動だっただけに信じられん（笑）。

ＧＭ：「ほら、皆さん明日は試合ですから。そろそろこの辺で切りあげましょう」

ユーノス：おお、試合は明日なんですか。

ドル：それなら、この辺で切りあげるかのう。

ＧＭ：では、子供たちが「また来てねー！」と手を振ふって見送ります。

フレア：また来るからねー！　と、手を振って答え。




　手を振って見送る子供たちをほほえましく思いながら帰路につく、コロローナ商会。

　これが、ハッピーラッキーブラザーズが仕し掛かけた周しゆう到とうな罠であると知るのは、ずっと後のことであった───。







◆Middle 05◆挑ちよう戦せん！　レライエチャンスマッチ




　今日は神しん殿でん主しゆ催さいの、少し変わった試合が行なわれる日。

　熱気に包まれるコロシアム。実じつ況きよう妖よう精せいのフィルタがマイクを手に解かい説せつする。

「神殿主催のチャリティイベント、レライエチャンスマッチの開かい幕まくです！」

　コロシアムには、複数の遮蔽物と宝箱が並べられていた。




ＧＭ：では、お待ちかね。第一試合、レライエデスマッチのお時間です！

ドル：おお、レギュレーションの説明を頼たのむ。

ＧＭ：はっ、いつものように上級戦闘ルールを採用し、戦闘不能になってもとどめを刺されて死亡することはありません。で、次のようになっています。




●レライエチャンスマッチについて

・第３ラウンド終しゆう了りよう時点で、コロローナ商会が全員生き残っていれば五万Ｇ。戦せん闘とう不ふ能のう者がひとり出るごとに、賞金から一万Ｇ引かれる。全ぜん滅めつの場合、賞金はなし。

・宝たから箱の中身は、開けてからのお楽しみ。

・第２、第３ラウンドのセットアップで、レライエはランダムな位置に登場。ただし、出しゆつ現げん位置が遮しや蔽へい物のスクウェア上だった場合、登場できなかったものとする。




ＧＭ：以上がレギュレーションとなっております。

ドル：この試合、必ずしもレライエを倒たおさなくてもよいのか。

ＧＭ：はい。実は効こう率りつよく生き残ってお金を稼かせぐのが醍だい醐ご味みだったりします。

セレネ：第３ラウンド終了時点でひとりだけ立っている状態だと……五万Ｇから三万Ｇ引かれて、獲かく得とく賞金は二万Ｇってこと？

ＧＭ：ええ、そうなります。で、コロローナ商会が入場すると、コロシアムのフロアにはいくつも遮蔽物が立たち並ならび、宝箱が置いてあるのがわかります（次の図を参照）。
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フレア：おおっ、宝箱！

セレネ：宝箱を開ければ、ボーナスがもらえたりします？

ＧＭ：ボーナスが出るかもしれませんし、危き険けんな目に遭あうかもしれません。そこは開けてみるまでわからないです。

ドル：そして、戦う相手のレライエだが……。

ＧＭ：はっ、ラウンドが始まるセットアップの前にレライエの出現位置を決めます。

セレネ：遮蔽物のスクウェア上に登場ってことになると、敵てきが増ふえなくておいしい感じ。

ドル：確かく率りつ的てきには低そうだから、期待はしない方がよろしいですな。

フレア：よし、試合のレギュレーションはわかりました！

ＧＭ：よろしいですね？　では、実況妖精フィルタによって試合の開始がアナウンスされます。「お待たせしました、クラン＝ベルの紳しん士し淑しゆく女じよの皆さん、これより神殿主催のチャリティイベント、レライエチャンスマッチの開幕です！」と高らかに宣せん言げんします。

ユーノス：レライエちゃん、す、マッチ（ぼそり）。

ドル：文面上でかわいく見せても、相手は魔ま族ぞくじゃ（笑）。

ＧＭ：「さぁ、人間がどこまで魔族に対たい抗こうできるのか、証しよう明めいしてもらいましょう！」

ドル：しかし、コロシアムにレライエを連れてこられるサントスは何者なんじゃ？（笑）

セレネ：神殿が一いち枚まい噛かんでますから、そこで何かやりとりがあるのかも。

フレア：ところで、レライエってどれくらい強いんですか？

ＧＭ：おっ、いい質しつ問もんですね。あなたたちがコロシアムに入場する前に、レライエのデモンストレーションが行なわれるのですよ。

フレア：おおっー、それは気になりますよ！

ＧＭ：まずは、大きな弓を携たずさえた禍まが々まがしい怪かい物ぶつ、レライエが入場します。観客も、歓かん声せいを上げつつビビリ気味ですね。

ユーノス：そりゃあ、強力な魔族ですからね。

ＧＭ：すると、コロシアムの中央に、コロローナ商会のメンバーを模もした石せき像ぞうがずずーんとせりあがってきました。

セレネ：わたしたちの？

ＧＭ：ええ、それを確かく認にんすると、レライエはきりきりと大弓を引ひき絞しぼります。マイナーアクションで《クイックアクション》を宣言し、さらに《シュアショット》＋《トリックショット》を使用！

セレネ：どんなスキルでしたっけ？

ＧＭ：《クイックアクション》は、マイナーアクションのスキルを追加で二回使用できるスキルで、《シュアショット》で命中とダメージが増ふえ、さらに《トリックショット》で遮蔽物が無む視しできるようになりました。

セレネ：敵に死角なしか、恐おそるべし。

ＧＭ：で、メジャーアクションは《ホークアイ》と同時に《ガルーダアイ》を宣言！　引ひき絞しぼられた矢がものすごい勢いきおいで放たれます！




《ホークアイ》

　射しや撃げき攻撃を行ない、命中判定に＋２、ダメージロールに＋ＳＬ（スキルレベル）Ｄ追加するレンジャーのスキル。《ガルーダアイ》はこれを範囲（選択）にするスキルである。




ＧＭ：（ダイスを振って）命中は29、放たれた矢は石像に見事命中！

セレネ：わたしたちが狙ねらわれたら、避よけられない値あたいですね……。

ＧＭ：ここで、さらに《ブルズアイ》を使用、ダメージに10Ｄを追加！　（ダイスを振ふる）えー、総そう計けい76点のダメージが出ました。




　コロローナ商会の四人を模した石像は、一いち撃げきで砕くだけた。

　レライエが放つ矢の威い力りよくに、会場は水を打ったように静まり返る。




フレア：76点!?　でも、わたしならなんとか耐たえられるかも……

セレネ：でも、お姉ちゃん以外はやられちゃうよ。

ＧＭ：しかし、レライエは《スレイヤー：人間》を持っています。このデモンストレーションでは対象が石像なので効果がありませんが───、人間にはさらにダメージが＋20点、総計96点になります。

一同：98点っ!?

フレア：ええ～!?　そ、それは耐えられない……。

ドル：……ともかく、このレライエは《ブルズアイ》を使ったんじゃな。あれは一シナリオにつき一回使用できるレンジャーの自動習得スキルだから、このレライエはもう使ってはこないわけか。

ＧＭ：そのかわり、次から登場するレライエは使ってきます。

ユーノス：神殿は、なんておそろしい試合を考えるのだろう（笑）。

ＧＭ：応おう援えんしているハーレマンが「フレアさん、ハッピーですよ！」と声をかけてきます。

フレア：「い、いえす、はっぴー！」と言いつつ、笑顔は強こわ張ばってます（笑）。

ＧＭ：では、戦闘に突とつ入にゆうです。




▼第１ラウンド

行動値ち

　レライエ　　　　17

　ユーノス　　　　９

　ドル　　　　　　８

　セレネ　　　　　８

　フレア　　　　　７
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ＧＭ：最初に出てくるレライエの出現ポイントを決めます。（ダイスを振る）Ｄ─１、レライエは宝箱の近くに出現しました。

ドル：あまりおいしくない位置に出現されてしまったな。

ＧＭ：では、セットアッププロセス。レライエは特にありません。

セレネ：うーん、ここで《陣じん形けい》使った方がいいか、悩なやみますね。




　先ほどのデモンストレーションが効きいたのか、真面目に戦術について相談するフレアたち。

　全滅だけは避さけねばならない。だが、果たして逃にげ切きれるのか？

　最終的に、バッドステータスが通ることに賭かけ、攻撃に打って出ようということになった。




ユーノス：よし！　ボクは《クイックソング》で《エチュード》を使用します。（ダイスを振る）《エチュード》の発動は成功。これで皆さんの魔ま術じゆつのダメージが21点上がりました。

ドル：フレアお嬢じようさまの《水すい破は斬ざん》が白兵であって、魔術扱あつかいでないのが非ひ常じように残念じゃ。

セレネ：よくできたルールだと思います。

ＧＭ：次はセレネのセットアップですが。

セレネ：（じっくり考えて）【行動値】が15に届とどけば４スクウェア動けるので、《ヘイスト》をユーノスさんにかけてみます。（ダイスを振る）発動成功！　……ごめんなさい、《ヘイスト》の効こう果かは３点しか上じよう昇しようしませんでした。

フレア：じゃあ、ここで《陣形》を使います！




　ここで、フレアはＢ─４に移い動どうしてレライエに近づき、ユーノスがＢ─３に移動、セレネは全員に《プロテクション》が飛ばせるＢ─５の位置に移動した。
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ドル：……バラけたので、これで範はん囲い攻撃が来ても対たい処しよしやすくなったのじゃ。

フレア：セットアップ、ドルさんとわたしは特に何もありません。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。レライエからになります。

フレア：はい。

ＧＭ：（マップを見て）普ふ通つうに狙ねらえる位置にいるのは、ユーノスか。では、ユーノスに攻撃。

ユーノス：ひー、やめてー！（笑）

ＧＭ：マイナーアクションは《クイックアクション》で、《シュアショット》＋《トリックショット》を使用。これで回かい避ひにマイナス２個このペナルティが入ります。

ユーノス：なんと、クリティカルの可か能のう性せいがなくなった!?

ＧＭ：メジャーアクションは《ダブルショット》！　二本の矢が弓につがえられ、同時に発はつ射しやされます！

セレネ：《プロテクション》では片かた方ほうしか防ふせげない！　確実に落としに来た!?

ユーノス：《インタラプト》を使えば、一いち応おう叩たたき落おとせます。

ドル：しかし、《インタラプト》は、シナリオ中一回しか使えないだろう？

ユーノス：いざという時は、《ファイトソング》で回数を復ふつ活かつさせられます！

ドル：そうだな……いきなりユーノスが落とされるのも問題だし、ここは仕方あるまい！

ユーノス：では、《インタラプト》で《ダブルショット》を打ち消し。

ＧＭ：ちっ、打ち消されて《ダブルショット》は失敗。こちらは行動終了。

ユーノス：ボクは待機します。展てん開かいを見て、行動を決めましょう。

ＧＭ：次はセレネです。

セレネ：様子見に攻撃をしてみます。マイナーアクションでＢ─３へ移動、レライエを射しや程てい範はん囲い内ないに収おさめます。メジャーアクションは《サモン・リヴァイアサン》。（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：（ダイスを振る）15で回避失敗です。

セレネ：おや、当たった？　では、ダメージ行きます！　（ダイスを振る）43点、無む属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージ。ダメージが１点でも通ると、転てん倒とうが入ります。

ＧＭ：レライエは30点ダメージを受けますが、《バッドステータス無む効こう》で転倒はしません。

ドル：バッドステータスが効きかんのなら、わしは待機。攻撃してもおいしくない。

フレア：じゃあ、わたしですね？　前のめりになりますが、攻撃していいですか？

ドル：うむ、いいと思いますじゃ。

フレア：では、マイナーアクションでＤ─４に移動して、メジャーアクションで《水破斬》。（ダイスを振る）命中は16です。

ＧＭ：（ダイスを振る）11で回避失敗。飛沫しぶきをまとった斬撃が、レライエに直ちよく撃げきします！

フレア：よし当たった！　一気にいっちゃいます？

ドル：うーん、まだミドルフェイズなんで、リソースは出だし惜おしみたいところだが……。

ユーノス：ここで大ダメージを出しておかないと、次のラウンドで戦闘不能者が出ると思います。次に《ダブルショット》を使われると、フレアさんですら生き残るのが厳しい。

ドル：そうか……ここは、フレアお嬢さまの判はん断だんに任まかせよう。

フレア：やれるだけのことはやっておきたい。《ボルテクスアタック》を使います！　（ダイスを振る）たあーっ!!　37点、〈水〉属ぞく性せいの魔法ダメージです。

ＧＭ：ぐ……24点喰くらいました。というわけで、待機しているドル、ユーノスの行動です。

ドル：では、わし。待機を解除してマイナーとメジャーでＢ─２へ移動じゃ。

ユーノス：そしてドルさんに《ジョイフルジョイフル》！

ドル：よし、そして《ランドフィッシャー》でレライエにじゃ！　（ダイスを振る）ぐお、命中は17と低いが……。

ＧＭ：それなら避けられそうな数すう値ちだ！。

ドル：いや！　ここは大事なところだからフェイトを使って振ふり直す！　（ダイスを振る）ぎゃー、出目が下がった!?　命中は16！（がくり）

ＧＭ：それなら避けられる！（ダイスを振る）げえええ、こっちは15で回避失敗!?

ドル：ふいー、助かったー！

セレネ：ＧＭのダイスが空気を読みましたね（笑）。

ＧＭ：くっ、こんなダイスなんか！

ユーノス：ははは、ダイスへの八つ当たりはみっともないですよ。

ドル：そして一気にたたみ込こむために《マジックフォージ》じゃ！　ダメージに＋５Ｄ！　（ダイスを振る）75点、〈地〉属性の魔法ダメージ。しかし、マヒは効かないんだっけ？
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ＧＭ：ええマヒは効ききません。（計算して）でも、そのドルの魔法で倒たおれました！

フレア：やったー！

ドル：とりあえず、これで第１ラウンドはしのげた。

セレネ：でも、まだこれからですね……。

ユーノス：しかし、こっちは切り札をもう三つも使ってます。３ラウンド持つかどうか……。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：第２ラウンドになります。まず、レライエがどこに出現するか、ダイスを振って決めます。では、出現位置を決めます。（ダイスを振る）出現位置はＥ─４。あっ───。




　ここで、レライエの出現位置が遮蔽物と被ってしまい、このラウンドのセットアップでは、出現しないことになってしまう。




一同：やったー!!

ＧＭ：「おおっと！　レライエ、出現できません！　これが風雲児の娘むすめたちの強運というやつでしょうか!?」

ドル：このラウンドはのんびり過すごせそうじゃな。

セレネ：陣形を整えつつ、第３ラウンドを待てばいい感じじゃないかと思います。

フレア：（ぼそり）宝箱、開けたいなぁ……。

ドル：もし、宝箱がミミックなんかだったりした場合、一撃で戦闘不能になるから、チャレンジするならフレアお嬢さまかのう？

ＧＭ：まず、セットアッププロセスの宣言からお願いします。

ユーノス：ボクは《ファイトソング》で《インタラプト》を復活させます。

セレネ：今回は《ヘイスト》を使っても意味がないので、特になしです。

ＧＭ：他はありませんね？　では、ユーノスさんから、どうぞ。

ユーノス：待機しましょう。あとで《ジョイフルジョイフル》をする予定。

セレネ：わたしは、マイナーアクションとメジャーアクションを使ってＤ─４に移動。これで、お姉ちゃんに《プロテクション》が飛ばせる。

ドル：さて、わしの番か。とりあえず、宝箱ひとつ開けて様子を見てみるか？

ユーノス：ＧＭ、仮に宝箱からお金が出たら、次の試合の賭かけ金きんとして積み立てられますか？

ＧＭ：ええ、積み立てられますよ。お金が出ればですが。

ドル：……そうか、ならばチャレンジしてみよう。

フレア：はい、ドルさん、お願いします！

ドル：マイナーでＥ─３まで移動し、メジャーで宝箱を開けるぞ。……【トラップ探知】なしの出たとこ勝負じゃ。

ＧＭ：わかりました。そうすると、ドルの頭の上から檻おりが降ってきて閉とじこめます！

ドル：ぎゃー、しまったー！（笑）

ＧＭ：トラップの捕ほ獲かく檻が発動して、ドルのいるエンゲージが封ふう鎖さされました！

ユーノス：これって、戦闘不能扱いになったりしますか？

ＧＭ：戦闘不能にはなりません。脱だつ出しゆつするには、檻を破は壊かいする必要があるってだけです。

ユーノス：なら、問題ないですね。生き残っていることが重要ですし。

ＧＭ：あと、この箱の中には五〇〇〇Ｇ入っていました。

フレア：わーい、もう五〇〇〇Ｇ♪　次々開けていきますよ！

ドル：待ってくだされ、また檻が発動するかもしれませんぞ？

フレア：いーもん！

ユーノス：よくないですよ！　フレアさんは攻撃の要、動けなくなったら困こまりますって！

ドル：……まぁ、次のラウンドで終了じゃから、開けてもよいじゃろ。

セレネ：ここでまた五〇〇〇Ｇ出れば、次のラウンドでひとり戦闘不能に追おい込こまれても、賞金と合わせて五万Ｇもらえるから、悪くはないはず。

ユーノス：むむ、たしかに。

セレネ：もっとも、この宝箱がミミックだった場合、一気にピンチになりますけど。

フレア：また宝箱に化けていたり？　でも、行きます。マイナーアクションでＥ－５移動して、メジャーアクションで開けます。

ＧＭ：宝箱には、五〇〇〇Ｇ入っていました、が───。

フレア：やったー♪

セレネ：待って！　まだ何かあるみたいな言い方なんですけど（笑）。

ＧＭ：ええ、トラップが発動します！

フレア：えええー!?　ど、どんなトラップ？

ＧＭ：はっ、モンスターゲードです。エネミーを未行動状態で出現させるトラップです。

ドル：待て待て、出てくるエネミーはひょっとして……。

ＧＭ：（にやり）はい、レライエが召しよう喚かんされました！

フレア：いや──────ッ!?（一同笑）

ユーノス：なんという罠!?
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ドル：レライエが出ないと思って、安心して開けに来たところに仕し掛かけるとは!?

ＧＭ：はっはっはっ、こうなると思って保ほ険けんを掛かけて正せい解かいだった！

ユーノス：このＧＭ、ダイス目が悪いからって悪あく辣らつな罠を仕し掛かけてきましたよ！（一同笑）

ＧＭ：……い、いいじゃないですか。このシリーズ、俺おれのダイス目は異い様ように悪いんですから、このくらいしたってバチは当たらないはず。それに、五〇〇〇Ｇ入ってましたし。

ドル：言われてみると、呪のろわれとるとしか思えないくらいＧＭのダイス目は悪い（笑）。

フレア：うわーん！　ごめんなさい、わたしが宝箱開けたいって言ったばっかりに……。

ドル：いや、１ラウンド目を上手くやって油ゆ断だんしたせいです。フレアお嬢さまのせいではありません。

セレネ：それに五〇〇〇Ｇゲットできたんだから、悪いことだけじゃないよお姉ちゃん。

フレア：ありがとう、セレネちゃん！

ＧＭ：では、さっそく未行動で出現したレライエの行動になります。

セレネ：一応聞きますけど、誰を狙ねらいます？

ＧＭ：はっ、セレネさんです。

セレネ：ですよねー、わたしだってそうします（笑）。

フレア：え？　わたしじゃない？

セレネ：射程範囲内で、落としやすくて、なおかつ《プロテクション》使い。わたしを狙ねらうのが一番お得（笑）。

ＧＭ：そのとおり。マイナーアクションは《トリックショット》、メジャーアクションは《ダブルショット》を使用して、セレネを攻撃します。

セレネ：……これは回避できそうにありません。しかも、《ガーディアン》で一発分を打ち消しても、もう一発分で倒たおれちゃいます。

ドル：しかし、レライエは三人がフルで攻撃しないとレライエが落ちないのは証明済ずみ。

セレネ：そうですね……。

ユーノス：さっき《ファイトソング》で使用回数を増やした《インタラプト》を使えばしのげます。ただ、ここで切り札を切ってしまうともう何もなくなってしまいます……。

ドル：だが、この攻撃を通してしまうと、戦闘不能が三人になる可能性が高くなる。通さなければ、最悪でも戦闘不能がふたり。簡かん単たんに言うと、《インタラプト》一回分で一万Ｇってところじゃな（笑）。

ユーノス：俄が然ぜん、使っておいた方がいい気がしてきました（笑）。

フレア：次の試合は、根こん性じようで生き残りましょう！

ユーノス：決めました！　《インタラプト》で《ダブルショット》を打ち消し！

ＧＭ：では、《ダブルショット》は打ち消され、レライエの行動は終了。

ユーノス：ボクは待機解除しますが……さて、わりとすることがない（笑）。

セレネ：宝箱開けて、またレライエが出たらおしまいですし。

ドル：次のラウンドの終了まで逃にげ切きれればよい。【ＭＰ】温おん存ぞんするってことで、その辺フラフラ飛んでおるのが一番じゃな？（一同笑）

ユーノス：マイナーアクションで《ウィング》。舞まい上あがって、低空飛行状態に。

ＧＭ：メジャーアクションは？

ユーノス：一応、《ジョイフルジョイフル》と《エンカレッジ》を使えば、このラウンドだけでレライエに二撃叩たたきこめますが……。

ドル：しかし、《ディスコード》まで切って倒たおせたとしても、一万Ｇの儲もうけにしかならん。割わりに合わんだろ？

ユーノス：まぁ、そうですね。

セレネ：なんて世せ知ち辛がらい会話でしょう（笑）。

ユーノス：では、メジャーアクションは、ハイＭＰポーションを飲んでおきます。（ダイスを振る）これで、【ＭＰ】が７点削けずれているだけの状態に戻もどりました。

ＧＭ：これで、第２ラウンドは終了。




▼第３ラウンド

ＧＭ：では、運命の第３ラウンド、開始します。まずは、追加で出現するレライエの出現位置から決めましょう。

フレア：（祈いのるように）でるなー、でるなー。

ＧＭ：（ダイスを振る）今度は、普通に登場しました。出現位置はＤ─１！

フレア：出ちゃったー！
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ＧＭ：セットアッププロセス。こちらは特にありません。

ドル：こっちもなしじゃ。リソースはこれ以上使えん。

ＧＭ：では、まずＥ─１にいるレライエ一体目。フレアを攻撃します。

フレア：はーい。

ＧＭ：マイナーアクションで《クイックアクション》、《クローズショット》＋《シュアショット》。メジャーアクションは《ダブルショット》でフレアを狙います！　（ダイスを振る）19です。間近にいるフレアをまずは串くし刺ざしにしようとします！

フレア：（ダイスを振る）回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）59点の物理ダメージです。

セレネ：《プロテクション》は？

ドル：いや、どのみちフレアお嬢さまは次の攻撃で倒れてしまうのであまり意味がないのです。ここは、使わなくていいかと。

フレア：42点ダメージを受けました。でも、まだ立ってます。

ＧＭ：では、二発目。《魔眼の射しや手しゆ》の効果で、命中をクリティカルにします！

ユーノス：そんなものまで!?　やはり、レライエは強い！

フレア：（ダイスを振る）クリティカルしなかったので……回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）61点の物理ダメージです。

フレア：戦闘不能です。ぱたりー。

セレネ：……お姉ちゃん、ごめんね！

フレア：ううん、いいよ。わたしが宝箱を開けようって言ったからだもん。

ＧＭ：それでは、二体目のレライエの行動です。マイナーアクションで《クイックアクション》で《シュアショット》＋《トリックショット》、今度はセレネを《ダブルショット》で。（ダイスを振る）一発目はクリティカルです。

セレネ：リアクションのダイス数の関係で、振るまでもなく回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）65点の物理ダメージです。

セレネ：《プロテクション》張っても、二撃目で確実に落とされてしまう。……わたしはそのまま倒たおれます。ぱた。

ＧＭ：双ふた子ごを倒たおして、こっちの行動は終わりです。

ドル：……そうなるとここでわしとユーノスが行動を放棄して戦闘終了じゃな？

ＧＭ：宝箱を開けるという選せん択たくもありますが。

ドル：またモンスターゲートを引いてしまうと、戦闘不能者が出て賞金が減へるリスクがある。

セレネ：全員倒たおれた場合、賞金〇Ｇですからね。

ユーノス：では、行動放棄。

ドル：わしも。これで、戦闘終了じゃな。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：以上で、レライエチャンスマッチ終了～。

フレア：とりあえず、全滅しなくてよかったー。

ＧＭ：まず、ふたり倒れたので賞金は三万Ｇです。

フレア：それに、一万Ｇプラスして……合計四万Ｇですね。

セレネ：次の第二試合で、この金きん額がくが最大四倍になるんだよね？　あと一万Ｇ必要なのか。

ＧＭ：というわけで、ここで賞品チャートを振りましょう。

ユーノス：ここが勝負どころ！　フェイトを突つっ込こんでもいいくらいです。

セレネ：フェイト７点持ってますから、わたしが振りましょう！

フレア：じゃあ、セレネちゃんにお願いするね。

セレネ：《目利き》とフェイト１点で４Ｄ振ります。（ダイスを振る）ダイス目は21！

フレア：すごい！

ユーノス：もしかして、チャートの値を振ふりきっていませんか？（笑）

ＧＭ：……21ですと、二万五〇〇〇Ｇ相当の賞品をゲットです。

一同：おおおおおおおっ!!

セレネ：よかった！　これで次の試合への積み立て金がかなり貯まりました。

ユーノス：それにしても、今回の戦いはシビアでしたね……。

ドル：まさに地獄のようなコロシアムじゃった（笑）。




レライエチャンスマッチ収しゆう入にゆう総計　　六万五〇〇〇Ｇ

マティアスによる天引き　　　　　　　賭け金獲得のため天引きせず

今回の目標金額まで残り　　　　　　　二〇万Ｇ（今回の収入は返済せず）

借金返済総計　　　　　　　　　　　　〇Ｇ







◆Middle 06◆不ふ穏おんな動き




　レライエチャンスマッチを終えたコロローナ商会───。

　それぞれ、ボロボロの体を引きずりながら控ひかえ室しつに戻もどってきた。

　そんな一同を待ち受けていたのは、ふてぶてしい笑顔を浮うかべたマティアスであった。




ＧＭ：では、次のシーン。戦闘不能になった方々は、【ＨＰ】１で復活します。

フレア＆セレネ：はーい。

ＧＭ：控室に戻もどると、マティアスが様子を見に来ています。「いやあ、見事だったよ諸しよ君くん！　強い魔族を相手に、ずいぶんと頑張ったじゃあないか」

フレア：でも、怖こわかったですよー。こんなにボロボロになりましたし。

ＧＭ：「うむ、その調子だと、奉仕活動の疲つかれもないようだね？」

ユーノス：何言ってるんだ、お前はーっ！（一同笑）

セレネ：人を見てない、話も聞かない（笑）。

ドル：見てわからんか？　レライエと戦って、わしらはボロボロじゃ。フレアお嬢さまもセレネお嬢さまも、まだ【ＨＰ】１点のままなんじゃぞ？

ＧＭ：「はっはっはっ、ちゃんと生きておるではないか」

ドル：おい（笑）。

フレア：生きてるけど、ふらふらですよ？　ふらふらですよ？

ドル：マティアス、ちょっと聞きたいんじゃが……今回借金を返せないと、何を差さし押おさえるつもりじゃ？

ＧＭ：「君たちの館を押おさえるつもりだよ」

フレア：また、わたしたちのおうちが!?

セレネ：これだけこだわるってことは、わたしたちのおうちに何かあるのかな？

ＧＭ：（目を逸そらしつつ）さあ、どうでしょうね。

セレネ：……ん？

ドル：ともかくこれで、本当に二〇万の借金を返せるんじゃろうな？

ＧＭ：「ふむ。今の試合で、君たちはいくら稼かせいだのかね？」

フレア：えー、全部で六万五〇〇〇Ｇです。

ＧＭ：「なら、十分な金額だ。それだけあれば、次の試合で二〇万にすることなど、たやすいだろう。今後のスケジュールを調整する必要もなさそうだ」

フレア：次の試合の日につ程てい、いつでしたっけ？

ＧＭ：一週間後となっています。

フレア：そっか、それならゆっくり休んで体力が回復できますね。

ＧＭ：すると、ハーレマンが声を上げます。「ああ、なんてことだ！　もうビッチリ予定を入れてしまいましたよ！　試合までの一週間、全部のスケジュールを！」

セレネ：……え？

ＧＭ：そしてダットソンも「ええ、なんだって!?　また兄さんのうっかり病が出たなぁ！」とわざとらしく言ってます。

フレア：え？　試合まで、また奉仕活動をするの？

ドル：……今は、みかんを運ぶだけで死ねる（笑）。

フレア：みかん？　あれ、血の気が（ふらー）。

セレネ：ああっ、お姉ちゃんが青ざめてる！　しっかりしてー!?

フレア：みかん怖こわいよー、みかん怖いよー（ぶるぶる）。

ユーノス：なんということだ。フレアさんにみかんの恐きよう怖ふが刷すり込こまれてしまっている（笑）。

ドル：しかし、試合までの一週間スケジュールが入っているということは……。

フレア：ひょっとして、わたしたちってゆっくり休めない？

ＧＭ：はっ、そのとおりです。今までは試合と試合のインターバルにゆっくり休めたので【ＨＰ】と【ＭＰ】が全ぜん快かいしましたが、今回はハッピーラッキーブラザーズの奉仕指し導どうを受けなければならないので、この効果はありません。

一同：なんだって──────っ!?

フレア：わたしとセレネちゃん、【ＨＰ】１点から回復できないんですか!?

ＧＭ：でも、奉仕活動を終えると、メインプロセス一回分回復のチャンスがあります。それで回復してください。

フレア：それって、結けつ構こうピンチですよ!?

セレネ：そっかー、これが今回予告の意味だったんだ！

フレア：〝襲おそい来るボランティア〟って、このことだったんだ！

ユーノス：ボクたちを回復させないように仕向けて、借金返済を妨ぼう害がいするっていうことか！

ドル：おそらくな。しかし、マティアスが借金の返済を妨害してくるのは何故じゃ？　ヤツは取り立てる側、何か他に目的があるのか……。

ＧＭ：では、マティアスがフレアとセレネに聞いてきます。「……ときにフレアにセレネ。君たちは、お父上から何か大切なものを預あずかっていたりはせんのかね？」

フレア：大切なもの？

セレネ：わたしはビクッとします！

ユーノス：ああ、セレネさんは〝パリスの剣けん〟を託たくされていましたね。




　セレネが取得しているレジェンドデータ〝パリスの剣〟は、幼いときに父から何かあったときのためとして託されたものである。くわしくは第二巻かんを参照。




セレネ：もしかして、このバッジ───〝パリスの剣〟が狙いなのかな？　マティアスに見えないように隠かくすけど。

ドル：まだわかりませんが……その可能性はありますな。

ユーノス：でも、これでマティアスの目的もなんとなくわかりかけてきましたよ。

ドル：借金を利用して、旦だん那なさまが持っていた何かを得ようとしているのか。

フレア：……だから、わたしたちが借金を返せないように妨害している？

セレネ：ハッピーラッキーブラザーズは、そのための刺し客かくかー。

ドル：館を差し押さえるというのも、本来はそれが目的なのかもしれん。

ユーノス：にしても、やり方が陰いん険けんだ！

ＧＭ：「で、どうなのだ？」

セレネ：……さ、さあ？　わたしは知りませんよ。とりあえず、誤ご魔ま化かします。

フレア：わたしもセレネちゃんも、そんなの知りません。

ＧＭ：その答えを聞くと、サングラスの奥おくでマティアスの瞳ひとみがギラッと光ったような気がします。「ほほう、知らんのか。まあ、今はそれでもよかろう」と言います。

セレネ：うっ、誤魔化されてないっぽい。

フレア：何か、お父さんが持ってるものを狙ねらっているけど、渡わたしちゃいけない気がする。

ＧＭ：「まあよい。君たちは次の試合に向けて励んでくれたまえ。一週間分のスケジュールは奉仕活動で埋うまっているようだが、それも並へい行こうして行なってもらおう」

ドル：励はげむも何も、わしらにはゆっくり休んで回復する暇すらないんじゃ。スケジュールの変へん更こうを要求するぞ！

ＧＭ：「何を言っておる。君たちはハッピーラッキーブラザーズの奉仕指導を受けるという条じよう件けんで試合を用意してもらったはずだぞ。今いま更さら条件を変更しようというのかね？」

ドル：しまった!?　最初からそれが狙いか……。

セレネ：見事にハメられた！（笑）

ＧＭ：そして、ハーレマンが笑顔で言います。「それに、児童施設の子供たちとのふれあいもスケジュールに組くみ込こまれているんですよ。子供たちと、また会う約束をしてますよね」

フレア：そうだった！　また来るって約束してた！

ＧＭ：で、ハーレマンはそれはもう優やさしい笑顔で言うわけです。「子供たちとの約束は……裏うら切ぎれませんよね？」

フレア：うわー、どうしよう、裏うら切ぎれない!?

セレネ：子供との約束を盾にされたら……。

ユーノス：くそう、その笑顔が憎にくらしい。笑顔で幸せなんてどこにあるんだ！（笑）

ＧＭ：そんなユーノスに、ダットソンがわくわくして反省カードを配る素そ振ぶりを見せますが。

ユーノス：なしなし！　今の発言はなし！（一同笑）

ＧＭ：惜おしい、奉仕活動を増ふやすチャンスだったのに。

ドル：今後の奉仕活動は、どうなるのじゃ？

ＧＭ：はっ、また奉仕活動の判定をしてもらいます。その結果、ダメージを受けて戦闘不能になっても死亡しないものとします。

フレア：死ぬことはないんですね、よかった。

ＧＭ：ただし、シーンの終わりにＰＣそれぞれが一回ずつメインプロセスを行なう機会を用意してありますが、戦闘不能になるとこれがなくなります。

セレネ：もし、わたしが１点でもダメージを受けたら《ヒール》ができない!?

フレア：どうしよう、結構ピンチ!?

ユーノス：反省カードをもらったら、さらに奉仕活動が増えてしまう。ただでさえ、回復する機会が限かぎられているというのに。

ドル：そのうえ［重量：１］だが、微び妙みようにポーションを持つ余よ裕ゆうを圧あつ迫ぱくしておるしな。ネガティブなことを言うと、反省カードをもらってしまう。こんな理り不ふ尽じんな状じよう況きようだが、不満を漏もらさず耐たえねばならん。

ＧＭ：「はっはっはっ、いつもあかるく笑顔を浮うかべていれば幸せカードが集まって、ポーションで回復できますよ」などと言うハーレマン。

ユーノス：この状況でどうやって笑えというのか！（一同笑）

ＧＭ：「兄さんのようなタフガイになれば、こんな状況だろうと箪たん笥すの角に小指をぶつけようと笑っていられるのさ」ダットソンが肩かたをすくめて言います。

フレア：箪笥の角に小指は泣いちゃいますよ!?

ユーノス：あなたのお兄さんはどこかおかしい！（笑）

フレア：でも、子供たちの約束は破やぶれないし。

セレネ：……お姉ちゃん。こうなったら、奉仕活動しながら試合までに回復するしかない。

ドル：うむ、仕方ありませんな。奉仕活動の合間に、どれだけ回復できるかが勝負ですぞ。我々は、計画的に全力で休まねばならん！

フレア：全力で休む……不思議な言葉ですね（一同笑）。

ユーノス：しかし、次の試合はどのような内ない容ようなのですか？　稼いだ賭け金が四倍に増ふえるということですが？

ＧＭ：マティアスは「くわしい内容は、サントスに聞くがよい。もっとも、聞いたところで君らがこの試合を蹴けることはできんがね」と言います。

ドル：……このうえ、まだ何かあるのか？（笑）

ＧＭ：それは、サントスに確認すれば明らかになります。

ユーノス：じゃあ、さっそくサントスに試合の内容を確認に行きましょう。

セレネ：何か悪い予感が（笑）。







◆Middle 07◆うまい話には裏うらがある




　コロローナ商会は、サントスの自じ宅たくを訪たずねた。

　神しん殿でんが用意したというチャリティの試合では、前のレライエチャンスマッチで稼かせいだ賞金が最大で四倍になるという、大変おいしい内ない容ようだった。

　だが、マティアスの態たい度どから、何か裏があるように思えてならないのであった───。




ＧＭ：では、次のシーンになります。皆みなさんは、Ｆリーグのプロモーターで次の試合を手配しているサントスの自宅を訪たずねます。相変わらず成金趣しゆ味みな銅どう像ぞうや調度品が並ならんでいます。

ドル：サントス、話があってやってきた。

ＧＭ：サントスは、ちょうど美び術じゆつ品ひんの整理をしていたところのようです。「これはこれは。コロローナ商会の皆みなさんお揃そろいで。今日は何の御ご用ようでしょう？」そう言って振ふり返かえります。

ドル：一週間後に用意されているという、わしらが出場する試合についてじゃ。

ＧＭ：「ああ、バイバイマッチのことですか？」

フレア：ばいばいまっち？

セレネ：二倍、三倍の〝倍〟だと思う。

ドル：〝さよなら〟という意味でバイバイだったりしてな（笑）。

ＧＭ：「いや～、まさかあなた方がバイバイマッチに出場するとは思いませんでしたよ」

ユーノス：その試合って、普ふ通つうに考えると出場するのがおかしい条じよう件けんだったりしませんか？

ＧＭ：「主しゆ催さい者しやの神殿からは、何も聞いていないので？」

セレネ：稼いだ賞金が、最大で四倍になるという試合だとしか……。

ＧＭ：「まあ四倍にはなりますが……条件があるのですよ」

フレア：条件？

ＧＭ：はっ、サントスの説明をまとめると次のようになります。




●バイバイマッチについて

・バイバイマッチ挑ちよう戦せん者しやは、最初に賭け金を用意する。これが賞金の元金となる。

・挑戦者はセットアッププロセスの前にレイズアップすることができる。レイズアップすると、賭け金は二倍、三倍となる。レイズアップは最大三回、賞金は四倍になる。

・挑戦者が敗北した場合、賭け金を没収されたうえそのとき獲かく得とくする賞金と同じ額がくを神殿に支し払はらわねばならない。




フレア：……敗北したら、獲得する賞金と同じ額を支し払はらう？　わたしたちが？

セレネ：つまり、負けると借金が増ふえちゃう!?

ドル：おいサントス、騙だましたな！

ＧＭ：「そんな。騙だますなんてとんでもない」

ドル：（サントスを揺ゆさぶりながら）負けたら賞金がもらえないうえ、借金が増ふえるかもしれないじゃとう!?　そんな試合があってたまるかーっ！

ＧＭ：「神殿の慈じ悲ひで、債さい権けん者しやに最後のチャンスを与あたえるという趣旨の試合ですので」

ドル：何が最後のチャンスじゃ！　どうみてもおかしいじゃろー！

ユーノス：しかも、ボクたちには回かい復ふくのチャンスすらない！

ＧＭ：「というか、試合の内容を聞かされてなかったのですか？　私わたしは、てっきりあなたたちもこの条件を了りよう承しようしたうえで参加するものと思っていましたが……」

フレア：今、試合の内容を聞いたところです。なのでびっくり。

セレネ：ええ、初耳です。

ＧＭ：「なるほど。普通、この条件で挑戦する選手は稀まれですからねえ」

ドル：すると何か？　この試合は、おぬしが企き画かくしたものではないのか？

ＧＭ：「私は、神殿から言われたとおりに試合を用意するだけでして。私も、叩たたけば埃ほこりが出る身。神殿に逆さからうつもりはありませんよ。それに、この試合は私の懐ふところは痛いたまないし」

ドル：この神殿の犬……じゃない、猫族ヴアーナだから猫めー！（一同笑）

ユーノス：しかし、この様子だとサントスはマティアスに言われてこんな試合を用意しただけで、グルというわけではなさそうですね。

ドル：当たり前じゃ！　こんな無茶な試合を用意するようだったら、Ｆリーグマスターのわしの力で選手をまとめ、ストライキを起こすのもやぶさかではないぞ！（笑）

ＧＭ：「それはさすがに困こまります」サントスは慌あわてます。ドルさんの影えい響きよう力りよくは、今やＦリーグに欠かせないものですからね。

ドル：まあ、神殿の圧あつ力りよくというのなら仕方がない。しかし、マティアスが圧力を掛かけてまでわしらに借金を返させたくないってことがわかってきたな。サントス、何か知らんのか？

ＧＭ：「いえ、私は特に何も聞かされてませんよ」

ドル：……しかし、ここまでするということは何かあるではないか？

ＧＭ：「そうかもしれません。ですが、コロローナ商会の個こ人じん的てき事じ情じようについては、さすがに私もノータッチですよ？」

ドル：それはそのとおりじゃな。むうう、試合を受ける前に、契けい約やく内容を確たしかめなかったわしの落ち度でもある……。

ユーノス：ボクたちには、最初から勝つしか選せん択たく肢しがないということですよ。

フレア：ところで、資し金きんはどれくらい貯まってましたっけ？

ドル：ドル資金を合わせて、七万Ｇくらいです。

フレア：最低でも、二回レイズアップしないと二〇万Ｇに届とどきませんね。

セレネ：どっちかというと、試合までに【ＨＰ】をいかに回復するかが大切じゃないかなぁ。

ユーノス：残りのボランティアは、ボクとドルさんがこなせば、何とかなるかもしれません。

フレア：うんわかった、やるしかない！　頑がん張ばって奉ほう仕し活動をしましょう！

セレネ：うん、そうだね。奉仕活動をこなして、試合に勝てばいいだけだよ。

フレア：セレネちゃんもやる気だ！

セレネ：こんなやり方をするマティアスには負けられません。背せ中なかから、黒いオーラが立ち上ってますよ！

ユーノス：セレネさんが怒おこっていらっしゃる!?（笑）

セレネ：でもこの黒い部分は、お姉ちゃんには内ない緒しよ（笑）。

ドル：しかし、試合までに何としてもゆっくり休憩しなければなりませんな。

セレネ：そうですね。そのためにも、今後の奉仕活動を乗り切らないと。

フレア：やるぞ、おーっ！

ユーノス：ボクたちの休養のために！

セレネ：切実になってきた（笑）。

ＧＭ：では、シーンはこの辺で切っておきます。







◆Middle 08◆子こ供どもたちとの約束




　ひとつ試合が終わり、次の試合も控ひかえている。

　それでも、コロローナ商会に休む間はない。

　また日が昇のぼりきらぬうちに、あのふたりがやって来るのだ。




ＧＭ：それでは、ふたたびボランティアの日々に戻もどります。

フレア：わたしとセレネちゃんは、やっぱり【ＨＰ】１点のままなんですか？

ＧＭ：ええ、あれから体力回復の機会をもらっていません。ハッピーラッキーブラザーズが、また日も昇のぼらぬうちに迎むかえに来ますからね。

フレア：う～わ～……（笑）。

セレネ：試合までに、体力を回復できるといいんだけど……。

ＧＭ：「おはようございます、皆さん！　いけませんよ、沈しずんでいては。いつも笑顔、笑顔ですよ～！」ハーレマンとダットソンがこの前のように、館に迎えに来ます。

ドル：むう、今日はどのような奉仕活動なのじゃ？

ＧＭ：はっ、前回訪ねた児童養よう護ご施し設せつを再さい訪ほうする活動です。ハーレマンが「子供たちとの約束は、やっぱり断ことわれないですよね～」と、笑顔で念を押おしてきます。

フレア：断ことわりづらいです。

セレネ：ますますハーレマンの笑顔が憎にくらしい（笑）。

ＧＭ：もちろん、この奉仕活動の予定を蹴れば一日だけゆっくり休めたとして回復の機会がメインプロセス一回分だけ余分に増えますが……どうします？

フレア：で、できませんよ!?　子供たちと約束しちゃったもん……。

ユーノス：夢と希望の天使としては、子供たちの期待は裏切れない。

セレネ：やるしかないのはわかってる。大丈夫だよ、お姉ちゃん！

フレア：そうだね、セレネちゃん！

ＧＭ：「子供たちも、コロローナ商会の皆さんが来るのを楽しみにしていますよ～」

ユーノス：フレアさん、セレネさん。【ＨＰ】１点のままで大変でしょうが、頑がん張ばってやり遂とげなければボクたちにチャンスはありません。

フレア：うん、何よりも子供たちのために頑がん張ばる！　笑顔！

ＧＭ：ハーレマンも、【ＨＰ】１点なのに笑顔を浮うかべるフレアに感心しているようです。「さすがはフレアさん。その元気ですよ。幸せカード一いち枚まい進しん呈ていです」

フレア：わーい♪　……って、今となっては喜んで良いものか悪いものか（笑）。

セレネ：もらうだけもらっとこうよ、お姉ちゃん。

ドル：ともかく、奉仕活動と並へい行こうしつつこの状じよう態たいから回復せねば。




　ハッピーラッキーブラザーズに連れられて、ふたたび児童養護施設を訪おとずれる一行。

　コロローナ商会がまた来てくれたと、子供たちは大だい歓かん迎げいである。

　そう、この笑顔は裏うら切ぎれないのだ───。




ＧＭ：というわけで、皆さんは施設にやって来るのですが、前回にも増まして子供たちが集まっているようでとてもにぎやかです。「みんな～、またコロローナ商会が会いに来てくれましたよ～！」ハーレマンが言うと、子供たちも一いつ斉せいに「わーい！」と喜びの声を上げます。

フレア：また来たよー！

セレネ：罠わなだってわかっていても、子供たちの反はん応のうは嬉うれしいなぁ。

ＧＭ：「今日は、みんなのためにサインをしてくれますよ～。さあ、みんな。並んで並んで」とハッピーラッキーブラザーズが子供たちの列を整理します。

フレア：今度の奉仕活動は、サイン会なんですか？

ＧＭ：ええ。近きん隣りんの子供たちも集まっているようです。

ユーノス：サイン会なら、ダメージが来ることはないな。

ＧＭ：その代わり、長ちよう蛇だの列なのでゆっくり休む暇ひまはありません。それぞれ難なん易い度ど13の【幸運】判はん定ていに成功したら、早めに列がはけたということでメインプロセス一回分の休憩が取れるとします。失敗したら、一日中サインして休憩する暇がなかったことになります。




　子供たちに笑顔で応えつつ、プレイヤーたちは真剣に回復の方法について相談する。




ドル：ここは、ダメージではなくて判定一発勝負か……。

ユーノス：しかし、これ以上悪化することもない。まだまだ余裕があるといえます。

セレネ：わたしの《ヒール》は回復量が多いので、成功しておきたいですね。

ドル：まず、わしから。（ダイスを振ふる）12で失敗。むお、ずっとサイン攻ぜめじゃ（笑）。

ＧＭ：ドルは《エフリーグマスター》だけあって、列が絶たえることがないようです（笑）。

ユーノス：（ダイスを振る）む、ボクも失敗です。

ＧＭ：ユーノスは歌もねだられたんでしょうね「ねえ、ユーノス。歌って～！」と。

ユーノス：くっ、オーディエンスがあると答えてしまうのが吟遊詩人ミユージシヤンの性さがというもの！　休養を返上して歌ってしまいます！（一同笑）

フレア：（ダイスを振る）わたしは13で成功です！　やった、ひと息つける！

ＧＭ：「フレアー、顔色よくないよ？」「大だい丈じよう夫ぶ？　少し休んだら」と言って、子供たちは遠えん慮りよしてくれたみたいです。

フレア：（じーんとして）心配してくれるんだ。うん、お姉ちゃんは大丈夫だよ！

セレネ：（ダイスを振る）うわ、失敗！　フェイトを使って振ふり直します！　……ふう、今度はぴったり13で成功！

ＧＭ：それなりに列ができましたが、フレアとセレネは根こん性じようでサインを終わらせました。

ドル：回復してほしいふたりがメジャーアクションを取れる。よかった。

ユーノス：ボクとドルさんが子供を引き付けているうちに、ささっと回復を！（笑）

ドル：では、わしはお嬢さま方に休む時間を作るために子供たちを引きつけたということで。子供たちにＦリーグの話でもしてあげよう。

ＧＭ：おお、それは子供たちも興きよう味み津しん々しんの様子です。

ドル：「デッドマンズは、本当はなー」

ユーノス：実はいいやつなんだ、とか言うんですか？

ドル：いや、あいつらは本当に死し刑けい囚しゆうなんじゃー！

セレネ：さすがはドルさん。子供の夢ゆめを壊こわさない（笑）。

ＧＭ：「やっぱりそうだったんだー！」（笑）

フレア：（子供になって）「やっぱりー、こわい顔だもんねー」

ドル：それはもう凶きよう悪あくな犯はん罪ざいを山のようにやってきたんじゃ。

ＧＭ：なるほど。あくまでＦリーグでの設せつ定てい───選手たちのギミックを守るんですね。

ドル：うむ。実は、ワイルドイヤーには故こ郷きようにお母さんがおるのじゃー。

ＧＭ：「でも、三人とも種族が違ちがうよー？」

ドル：彼かの女じよたちは、お母さんとは血が繋つながってないのじゃ。それでも、あの三人はお母さんのために頑張っておる。だからお前たちも頑張るのじゃ。

ＧＭ：子供たちはコクコク頷うなずいています。

フレア：これは教育にもいい（笑）。

ドル：そしてゴージャスサンズはわしらとの試合を通じて、友ゆう情じように目覚めた。金では友情は買えないことに気づいたんじゃよ。

ユーノス：ボクはドルさんの後ろでＢＧＭでも奏かなでていましょう（笑）。

ドル：ささ、今のうちに！

フレア：ハイＨＰポーションを使います！　（ダイスを振る）22点回復しました。

セレネ：自分に《ヒール》をかけます。（ダイスを振る）28点回復です。

ＧＭ：では、話がひととおり終わったところで「コロローナ商会の皆さん。お疲つかれ様さまでしたー」と、この日は解かい散さんになります。

ドル：……ふう、何とかなったわ。お嬢じようさまふたりが回復できたのは大きい。

ユーノス：何とか戦えるレベルまでには回復しましたね。

ドル：それでも、《プロテクション》込こみであと一いち撃げき耐たえられるかどうかじゃが……。

セレネ：ＧＭ、次のシーンなんですが……お姉ちゃんとふたりで語り合うシーンを作ってもらってもいいですか？

ＧＭ：いいですよ。では、次のシーンはコロローナ姉妹のシーンにしましょう。







◆Middle 09◆くじけない心




　フレアのきらきらと輝かがやく長い髪かみに、セレネは櫛くしを入れた。

　就しゆう寝しん前のひととき。ふたりきりの時間。

　不安は山ほどあるが、なんとかして乗のり越こえなくてはならない。




ＧＭ：それではフレアとセレネのシーンです。寝しん室しつでの寝ねる前のひととき、といった感じでしょうか。

セレネ：じゃあ、寝る前にお姉ちゃんの髪をお手入れします。

フレア：ありがとう、セレネちゃん！　それにしても、今日は疲つかれたねー。
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セレネ：頷いたあと、ちょっともじもじします。

フレア：どうしたの？

セレネ：昼間、マティアスが言ってたことなんだけど……。あ、向こうの方がお偉えらいさんなのに、呼よび捨すてにしちゃった（一同笑）。

ドル：まあ、今いま更さら気にするものでもありますまい（笑）。

フレア：そういえば、お父さんから何か預あずかっていないかって訊きかれたけど……。

セレネ：実は……と、懐ふところからごそごそと〝パリスの剣けん〟のバッジを取り出します。

フレア：あれ？　剣の形をしたバッジだ（笑）。

セレネ：うん。わたし、お父さんからこれを預かっているんだ。もしかしたら、このバッジがほしいのかもしれない。

フレア：そうなのかな？

セレネ：だから、これを渡わたせば、借金は帳消しにしてくれるかもしれない。でも……。




＊　　　＊　　　＊




「これは、お父さんがわたしたちのために残してくれた大切なもの。渡わたせないよね？」

　セレネはじっとフレアを見つめる。誰だれよりも頼たよれて、信じられて、そして、大好きな姉を。

「……うん」

　しばらくフレアはバッジを見つめたあと、力強く頷いた。

「マティアスさんが欲ほしがってるってこと、わたしにもわかる。お父さんの大事な宝たから物ものだから、そう簡かん単たんに人には渡せないよ」

「お姉ちゃん……」

「だから───」

　フレアは、ぎゅっとセレネの手を取る。

「これは、ふたりが困こまるときが来たら、使おう？　その方が、お父さんも喜ぶよ」




フレア：大だい丈じよう夫ぶ！　借金があってちょっと大変だけど、四人で戦えばすぐに返せるよ。

セレネ：今まで黙だまってて、ごめんね。言いたかったけど、なかなか言いだせなくて。

フレア：いいよいいよ。わたし、すぐ戦せん闘とう不ふ能のうになる、頼たよりないお姉ちゃんだけど（笑）。

セレネ：そうやって身体を張って守ってくれるから、わたしが無事なんだってことだよ。

フレア：ありがとうー。頑張ろうね！

セレネ：うん。次の試合、絶ぜつ対たいに勝とうね！

フレア：うんっ！

ユーノス：では、そんな二人の話を遠くから立ち聞きしていたボクは、フッと笑って立ち去ります（一同笑）。




　父から託たくされたもの───。

　それを渡せば、借金から解かい放ほうされるかもしれない。

　しかし、それはふたりにとって大切なものであるのは間ま違ちがいない。

　どんなことがあっても守りきろうと、姉妹はともに誓ちかうのであった。







◆Middle 10◆怒ど涛とうの奉仕活動




　今日も今日とて朝からハッピーラッキーブラザーズがやって来る。

　文字どおり、次の試合まで休む暇などない。

　疲れた身体に鞭むち打うって、奉仕活動に挑いどまねばならない。




ＧＭ：では、翌よく朝あさになります。

フレア：一ひと晩ばん寝ねたわけですが、【ＨＰ】が回復したりはしませんか？

ＧＭ：いえ、いつものようにハッピーラッキーブラザーズが朝早くから叩たたき起おこしますので、ゆっくり休めません。

フレア：どこかで聞いたような生活……ああ、作家と編へん集しゆう者しやの生活みたい！（一同笑）

ドル：そりゃあ、まともに体力は回復するわけがない（笑）。

セレネ：体力が回復しない理由を、プレイヤーが身をもって知っている（笑）。

ＧＭ：では、みんなを集めたところでハーレマンが今日のスケジュールを発表します。「さあ皆さん。本日は手分けして三つの作業をしてもらいます」

フレア：三つの作業？

ＧＭ：はっ、こうなっております。




Ａ：神殿にて、調度品の手入れ

判定：【知力】

目もく標ひよう値ち：12

判定回数：二回

　成功すると目の保ほ養ようで【ＭＰ】が１Ｄ回復。失敗すると弁べん償しよう金きんを１Ｄ×一〇〇〇Ｇ払はらわされることになる




Ｂ：児童養護施設にて、お遊ゆう戯ぎ会への協力

判定：【筋きん力りよく】【器用】【敏びん捷しよう】【知力】のいずれか

目標値：12

判定回数：三回

　三回成功すること。成功するごとに楽しくお遊戯ができて【ＨＰ】が１Ｄ回復、失敗すると精せい神しん疲ひ労ろうを受けて【ＭＰ】を１Ｄ失う。




Ｃ：みかん農家にて、仕分けの手伝い

判定：【精神】

目標値：12

判定回数：二回

　二回成功すること。成功すると作業の合間にみかんを食べさせてもらえ、【ＭＰ】が１Ｄ回復、失敗するとみかんに埋うもれて【ＨＰ】を１Ｄを失う。




ＧＭ：この三つの作業ですが、最低でもひとり一回は判定を行なってください。

セレネ：調度品の手入れを手伝うのに、借金が増える可か能のう性せいがある……？

ＧＭ：「高いものですから、失敗したら弁べん償しようしてもらいます。ほら、この間あなたたちは六万五〇〇〇Ｇ稼いだばかりじゃないですか」と、笑顔で言う。

セレネ：貧びん乏ぼう人にん舐なめたら承しよう知ちしねぇでございますわよ!?（笑顔）

フレア：セレネちゃんのキャラがおかしくなってる!?（一同笑）

セレネ：……いけない、ロールプレイがあらぬ方向に突つき進すすんでいる!?（机つくえに突つっ伏ぷす）

ＧＭ：「ははは、どんなときでも笑顔を実じつ践せんしていますね。よいことです」とハーレマンが幸せカードをくれます（笑）。

セレネ：慰なぐさめられたっ!?　でも、もらえるものはもらっておこう（笑）。

フレア：養護施設でのお手伝いは楽そうだけど、農家が……。

ユーノス：何の根こん拠きよもないですが、すごい苦く難なんを受けそうな気がします。主に、みかん的な何かによって（笑）。

ＧＭ：というわけで、この三つを手分けしてこなしてください。

フレア：誰がどこを担たん当とうしましょうか？

ユーノス：みかん農家へは、ボクが行きましょう。【精神】が５ありますから。

フレア：わたしは、【器用】判定ができる児童養護施設かなぁ。

ドル：神殿にはわしが行きましょう。フェイトを使ってでも、お金はお守りいたす！

セレネ：わたしはみかん農家に行きます。【精神】、それなりに高いので。




　こうして、試合に向けての休養時間を返上しての奉仕活動が始まった。

　コロローナ商会は、これを手分けして乗り切っていく。

　ある者は神殿で、ある者は子供たちとのお遊戯で、またある者はみかん農家で───。




「では、わしから。神殿め、結けつ構こうお宝たからを貯め込こんでおるのー、といいつつ成功！」

「調度品を磨みがきながらも、ドルの心は癒いやされました。【ＭＰ】１Ｄ分回復です」

「じゃあ、わたしはお遊戯会でハッスルします！　……よし、成功！」

「『フレアお姉ちゃん、これ食べてー』と子供たちがお菓か子しとか分けてくれました」

「ありがとう。皆と遊べて楽しいよー」

「さぁ、残るはみかん農家です」

「ははは、ボクにはまだダメージを受ける余よ裕ゆうが……ぎゃああ、失敗!?」

「わたしも失敗しましたー！　みかん恐おそるべし！」

「みかんの怖こわさを、みんなで共有（笑）」

「この巻かんのタイトルは『貧びん乏ぼう姉妹のみかん』でいいんじゃなかろーか？」

「それだと〝未完〟のまま終わってしまいそうです、勘かん弁べんしてください!?」




　──などとドタバタしつつ（主にみかん農家で）、奉仕活動を乗り越えていく。

　ハッピーラッキーブラザーズの奉仕指し導どうから解放されたのは、すっかり日が暮くれた頃ころ。

　やっとひと息つけるという状態であった。




ドル：ふいー、朝から晩ばんまで働いたので、疲れたわい。

ＧＭ：ひとり一回ずつ行動をどうぞ。回復するもよし、買い物に行くもよし。

セレネ：わたしたち、【ＭＰ】を回復した方がいいかも。

フレア：そうだね。スキル使えなくなっちゃうし。

ドル：ハイＭＰポーションを一本ずつ使ってください。

フレア：（ダイスを振る）【ＭＰ】がほぼ回復しました。

セレネ：（ダイスを振る）まだ８点減へってる状態ですが、それでもいい感じになりました。

ドル：わしは【ＭＰ】も【ＨＰ】も全快しておる。何もしなくて大丈夫。

ユーノス：（ダイスを振る）ボクも【ＭＰ】が12点回復しました。【ＭＰ】は全快です。

ＧＭ：では、このシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 11◆感かん謝しやの印、約束の言葉




　いよいよ、バイバイマッチ当日がやってきた。

　気合を入れて控ひかえ室しつをあとにしたフレアたちを、小さな客人たちが待ち受けていた。




ＧＭ：さて。あのあとも、スケジュールはびっちり埋うまっており、ゆっくり休む間もなく試合当日を迎むかえます。今は、皆さんコロシアムの控室にいます。

ドル：わしは【ＭＰ】回復できたからな。やっぱり奉仕活動はよいのーと、にこにこしつつみかんを食べているぞ（笑）。

ユーノス：なるほど。

ドル：みかんはビタミンＣもあって、風か邪ぜ予よ防ぼうに最さい適てき。ささ、お嬢さまたちもどうぞ。

フレア：普段なら喜んでもらいますが……（笑）。

セレネ：あとでマーマレードにして食べましょう。

ユーノス：さて、そろそろコロシアムへ行きましょう。

フレア：そうですねー。

ＧＭ：では、コロシアムに向かったところで、児童養護施設の子供たちが集まってます。

セレネ：おや？

ＧＭ：「フレアお姉ちゃん、セレネお姉ちゃん、こんにちはー」

フレア＆セレネ：こんにちはー。

セレネ：こんなところに来てて、先生たちに怒おこられない？

ＧＭ：「許きよ可かもらったから大丈夫！」「この間来てくれたお礼にきたんだー」と言って、ハイＨＰポーションとハイＭＰポーションを一本ずつくれました。

フレア：これ、もらっちゃっていいの？　高かったでしょ？

ＧＭ：「みんなで頑張って幸せカード集めて引ひき換かえたんだ！」

フレア：ああっ!?　この子たち、幸せカード集めてきたんだ！

ユーノス：そうでした、幸せカードはポーションと引ひき換えられるんでしたね。

ドル：本来は、こういう役目のものなんではないか？　幸せカードは。

ユーノス：奉仕活動の一いつ環かんとして賞品と引ひき換える券けんみたいな。ありますね、そういうの。

フレア：みんな、がんばったねー。ありがたく受け取ります。

セレネ：なんだか、使うのもったいないなぁ……。

ＧＭ：「神殿でお手伝いしたり、みかんの仕分を手伝ったりしたんだよー」

ユーノス：みかんでダメージを喰くらわなかったのだとしたら、偉いですよ（笑）。

セレネ：この子たち、いい冒ぼう険けん者しやになるんじゃないかしら？（笑）

フレア：でも、一いつ生しよう懸けん命めい頑張って手に入れたものなら、もらうのは忍しのびない。

ドル：ここは素す直なおにもらうのがよいですぞ。そのためにこの子たちは頑張ったのですから、好意を無む駄だにするのは野や暮ぼというものです。

フレア：そっかあ。

セレネ：もらう代わりに、何かしたいなぁ。……現げん状じようだと、サインくらいしかできない？

ＧＭ：「お姉ちゃんたちが勝ってくれれば、それが一番嬉しいな」「応おう援えんするから！」

フレア：わかった、絶対勝つ。約束するよ。

セレネ：また遊びに行くからね！

ＧＭ：「待ってるからねー！」と言って、子供たちは去っていきます。

フレア：じゃあ、ハイＨＰポーションはわたしがもらって。

セレネ：ハイＭＰポーションはわたしがもらいます。




　子供たちがくれた、ささやかなプレゼント。

　休む間もない奉仕活動の日々で、得られたものはちゃんとあった。

　フレアとセレネは、その小瓶に込められたあたたかい想いを感じるのだった。




ＧＭ：これでシーンが終了になるので、その前に一回ずつメジャーアクションをどうぞ。

フレア：わたしはさっそく使います。（ダイスを振る）【ＨＰ】が全ぜん快かいしました。

セレネ：わたしもそうします。（ダイスを振る）【ＭＰ】が全快しました。

ユーノス：ボクも【ＨＰ】が少しだけ削けずれているので、回復しておきたいです。

フレア：運河清掃したときの鮭が残ってますよね。にくですから、食べると【ＨＰ】が１Ｄ回復しますよ。

ユーノス：じゃあ、それを食べましょう。

ドル：一週間前のだから、塩鮭かなんかにしたんじゃな（笑）。

ユーノス：（ダイスを振る）ともかく【ＨＰ】が１点回復しました（笑）。

フレア：まだ解かい凍とうが済すんでなかったかなぁ。ごめんね、ユーノスさん。

ユーノス：いえいえ。少し力がみなぎった気がします。

ＧＭ：では、ミドルフェイズはこれで終了です。クライマックスに移うつります。




▼現在の【ＨＰ】と【ＭＰ】

　フレア　　　　【ＨＰ】52　【ＭＰ】37

　セレネ　　　　【ＨＰ】23　【ＭＰ】58（50）

　ユーノス　　　【ＨＰ】39　【ＭＰ】52

　ドル　　　　　【ＨＰ】37　【ＭＰ】54







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆真の幸せとは？




　歓かん声せいとともに、コロシアムに足を踏ふみ入いれるコロローナ商会。

　待ち受けていたのは、さわやかな笑顔を浮うかべる、マッチョなふたり組。

　ハッピーラッキーブラザーズだった───。




ＧＭ：クライマックスフェイズになります。コロシアムに向かうと、待ち受けていたのは、ハッピーラッキーブラザーズでした。

一同：お前らか───っ!?

ＧＭ：「この試合の相手はもちろん、このわたくしたち！」「あたくしたちに勝って、どん底から這はい上あがってください！」と、ポージングするハーレマンとダットソン。

セレネ：……むむむぅ～。

フレア：セレネちゃん、どうしたの？

セレネ：今、悪役ゼリフしか出てこなくて困こまってるの（笑）。

ユーノス：たしかに、彼かれらには言いたいことが山ほどあります！（笑）

ＧＭ：「苦く難なんなくして幸せなし、幸せなくして苦難なし！」「しかし、その疲つかれ果はてた体で、あたくしに勝てますか？」

ユーノス：誰だれのせいでそうなったと思ってるんだ！（笑）

ＧＭ：ふたりはニヤリと笑います。ええ、それはもういい笑顔です！

ドル：やはり、おぬしらの陰いん謀ぼうじゃったのか！

セレネ：……駄だ目めだ～、我が慢まんできない！　やっぱり、言わせてもらう！

フレア：うん？

セレネ：こんな目に遭あわせといて、無事に帰れると思わないことねー！

ユーノス：セレネさんがエキサイトしていらっしゃる（笑）。

セレネ：お姉ちゃんを危き険けんな目に遭わせたやつは、ただではおかないんだから！

ＧＭ：「いけませんねえ、セレネさん。笑顔、笑顔を忘わすれてますよ～？」とふたりは幸せカードと反省カードをちらつかせつつ（笑）。

セレネ：そのカードのおかげで、今までずっと言いたいことを溜ため込こんでいたんです！　……もう、ここで戦うって決まったから、心の赴おもむくままに喋しやべれる（笑）。

ユーノス：幸せは本人が感じるものであって、他人に決めつけられるものじゃない！

セレネ：ふう、言いたいことがやっと言えた（笑）。

ＧＭ：では、セレネさんがすっきりしたところで、会場の様子を説明しましょう。




バイバイマッチレギュレーション

・最初に、挑ちよう戦せん者しやであるコロローナ商会は倍々ラックに賭かけ金きんをセットする。以後、金きん額がくの減げん少しようはできないものとする。

・挑戦者は、セットアッププロセスでレイズアップを宣せん言げんできる。以後、レイズアップをするごとに賞金は倍になっていく。

・挑戦者が敗北した場合、レイズアップした額だけ主しゆ催さい者しやの神しん殿でんに支し払はらわなければならない。

・試合中に獲かく得とくした金を倍々ラックにセットすると、賭け金に追加される。




フレア：試合中に、お金をゲットできるんですか？

ＧＭ：ええ、会場にはこのように宝箱がセットされています。宝箱の中身がお金だったら、フロアにある倍々ラックに入れれば、さらに賞金を獲得できるチャンスが増ふえます。

フレア：倍々ラック？

ＧＭ：賭け金を積んでおく台座です。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：というわけで、いくら賭けますか？

ドル：残しておいても仕方ない。ここは全ぜん額がく賭けてしまいましょう。

フレア：じゃあ、六万七六〇〇Ｇをセットします！

ユーノス：宝箱、どうします？

セレネ：今のところ、危険を冒おかして開ける必ひつ要よう性せいは感じられないなぁ。

フレア：今の賭け金だけで、目標金額に届とどくもんね。

セレネ：なんというか……借金返へん済さいより、ハッピーラッキーブラザーズをボコボコにしたい気持ちでいっぱいです（笑）。

ユーノス：ボクは、できればダットソンに触さわりたくないんですけど（笑）。

ＧＭ：「あたくしは、ユーノスさんを差し押さえさせてくれれば、それでいいんですよ？」

セレネ：えっ!?（笑）

ＧＭ：「あたくしと一いつ緒しよに、幸せについて考えましょうよ、ユーノスさん」

フレア：ユーノスさんがプロポーズされてる!?　いつもならこういうシチュエーションは嬉うれしいはずなのに、なんでこんなに嬉うれしくないんだろう（一同笑）。

ユーノス：……これは、負けるわけにはいかない！（きりっ）

フレア：すごい真しん剣けんな表ひよう情じようになった！　こんなユーノスさん初めて見たよ！

ユーノス：生まれてから本気を出したことないボクを、本気にさせましたね？（笑）

セレネ：一度くらい本気になったことないの!?（笑）

フレア：ユーノスさんは仲間ですから、売るような真似まねはできません！

ドル：……負けてもいいかと思ったわしを許してくだされ（笑）。

ＧＭ：ダットソンは「それは残念。じゃあ、力ずくで奪うばいにいきますよぉ～」と決意を新たにします。ハーレマンが「あかるく笑顔の試合といきましょうか～！」と気合を入れます。

セレネ：わたしはとてもあかるいですよ。超さわやかな笑顔を浮うかべていますよ（笑）。

ドル：黒いオーラを発しながら、ですな（笑）。

ＧＭ：では、戦せん闘とうに移うつりましょう！




▼第１ラウンド

行動値ち

　ハーレマン　　11

　ダットソン　　11

　ユーノス　　　９

　セレネ　　　　８

　ドル　　　　　８

　フレア　　　　７
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ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアッププロセスの前に確かく認にんです。賞金をレイズアップしますか？

フレア：しますします！　もちろん！

ＧＭ：では、これで賞金は賭け金六万七六〇〇Ｇの二倍、一三万五二〇〇Ｇになります！

一同：おおっ～！

ドル：しかし、負けるとこれが借金に追加じゃ。

ＧＭ：というわけで、セットアップ。こちらは、ふたりとも行動値11です。

セレネ：そちらが先です。

ＧＭ：ハーレマンが《パンプアップ》を使用し、白兵ダメージが＋10されました。「常つねに笑顔でいると、このような体が手に入るのですよ」ムキッと筋きん肉にくが盛もり上あがります！

ユーノス：それ、地道に筋きんトレしてただけなんじゃないですか？（笑）

ＧＭ：次、ダットソン。オリジナルのエネミー特殊能力、《反省カード》を使用します。

セレネ：反省カードを、今使う？

ＧＭ：今まで幸せを疑うたがってきた……ユーノスが対象です。

ユーノス：はっ、何をしてきますか？

ＧＭ：【精せい神しん】で対決し、ダットソンが勝つと重じゆう圧あつのバッドステータスを付ふ与よします。

セレネ：重圧はメイキングとパッシヴ以外のスキルが使えなくなる……これはつらい！

ＧＭ：ただし、反省カードの枚まい数すう分、この対決の達成値にボーナスがつきます。深く反省しているということで。そして幸せカードの枚数分、マイナスのペナルティが入ります。

ドル：反省カードにそんな意味があったのか！（笑）　しまった、奉仕活動を避けるために分散させておるぞ。

フレア：えっと、反省カードはドルさんとユーノスさんに集まってますよね？

ドル：わしが三枚ですじゃ。

ユーノス：ははは、反省カードは四枚持っているぞ、さぁ来い！（急に強気）

ＧＭ：「では、行きますよ？」　（ダイスを振ふる）こちらは14です。

ユーノス：（ダイスを振る）14！　ギリギリで勝った！

ＧＭ：くっ、もう一いち枚まい幸せカードを配っておけばよかった！

ユーノス：シュパっと飛んできたカードが前まえ髪がみをかすめます。……ふっ、危あぶない危ない。

フレア：そこそこ美形っぽい演えん出しゆつが！（笑）

ユーノス：このカードが刺ささると、よくないことが起きそうですからね。

ＧＭ：「くっ、やりますね？」　そしてハッピーラッキーブラザーズは《陣じん形けい》を使用。ハーレマンが皆みなさんのいるＣ─４に突つっ込こみ、ダットソンはＣ─１に下がります。

ユーノス：こんなビジュアルだけど、ダットソン、メイジじゃないだろうな？（笑）

セレネ：ダットソンのは、神しん秘ぴ的てきな筋肉なのかもしれない（笑）。

ＧＭ：では、ユーノス。

ユーノス：《クイックソング》からの《エチュード》！　……もし、ハーレマンが魔ま法ほうを使うようでしたらごめんなさい！

ドル：む、《エチュード》の対象は範はん囲いであって、範囲（選せん択たく）じゃないのか。




　対象が範囲の《エチュード》は、エンゲージにいるすべてのキャラクターを対象とする。

　ＰＣと同じエンゲージにいるハーレマンにも効こう果かを及およぼしてしまうのだ。




ユーノス：（ダイスを振る）発動成功、皆さんの魔術のダメージが21点上じよう昇しようします。ハーレマンもですが。

フレア：「ユーノスの十八番、戦いのプレリュードが響ひびき渡わたりました！」と実じつ況きようされるんですね（笑）。

セレネ：次はわたし。自分に《ヘイスト》を。（ダイスを振る）発動は成功し、【行動値】が４点上昇して12に！

ＧＭ：以上で終了ですね？　では、イニシアチブプロセス。12になったセレネからどうぞ。

セレネ：メジャーアクションで、ハーレマン目め掛がけて《サモン・リヴァイアサン》。（ダイスを振る）14です。

ＧＭ：（ダイスを振る）12で回かい避ひ失敗。ハーレマンの巨きよ体たいでは、避さけきれない！

セレネ：（ダイスを振る）30点の属性のない魔法ダメージ。１点でも通ると、転てん倒とうが入ります。

ＧＭ：ダットソンが《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）11点軽けい減げん。ハーレマンが14点ダメージを受けました。

セレネ：バッドステータスは通じますか？

ＧＭ：《インデュア》を使って打ち消します。ムキッと筋肉を盛もり上あがらせて転倒を防ふせいだということで。

ユーノス：見た目から判はん断だんすると、モンクでしかないよな！（笑）

ＧＭ：「あたくし、モンクのスキルも寝ね技わざも得意でしてよ？」とユーノスにウィンク。

ユーノス：……ボク、すました顔のまま口から得体のしれない何かを吐はきます（笑）。

セレネ：ユーノスさん、魂たましい吐はいちゃダメ─!?（一同爆笑）

ＧＭ：次はダットソン。ハーレマンに《ホーリーウェポン》。（ダイスを振る）発動成功。

ドル：さすがにファンブルは振ふらないか。

ＧＭ：「弟よ、さぁ笑顔だ！」「それは違ちがうと思うんだ！」「何を！」「まだ言うのかい！」

ドル：こんなときにも仲なか間ま割われか！（笑）

セレネ：さっさと戦闘不ふ能のうにしましょう、このふたり（笑）。

ＧＭ：ハーレマンは、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ブランディッシュ》。ホワイトスタッフで殴なぐってきます。

ドル：「幸せですかー？」って殴ってくるんだな？（笑）

ＧＭ：対象は四人全員。（ダイスを振る）低い!?　12です。

セレネ：（ダイスを振る）こっちも13で回避成功。そんなの当たらないから！

フレア：フェイトを１点使用。（ダイスを振る）13で回避成功。

ユーノス：ボクもフェイトを使います。（ダイスを振る）18。余よ裕ゆうで回避。

ドル：わしもフェイトを使おう。（ダイスを振る）よし、回避成功じゃ。

ＧＭ：笑顔でぶぉんとホワイトスタッフを振ふるいますが……。

セレネ：みんな、しゃがんで避さけました（笑）。

ＧＭ：豪ごう快かいに空から振ぶりをしましたね。

ユーノス：そしてボクの番。待機します。

ドル：わしは、メジャーアクションを使ってエンゲージを離り脱だつ。範囲攻こう撃げきしてくるとわかったからな。

セレネ：最後は、お姉ちゃん。

フレア：メジャーアクションで《ファイトアピール》。辛いことも幸せなことも、何でも分かち合ってきたわたしたち。ケンカばかりのあなたたちに負けるはずありません！

ＧＭ：こっちは完全分ぶん業ぎよう制せいですからね。「わたくしたちは、ケンカするほど仲が良い兄弟なのですよ～！」とハーレマンが反はん論ろんします。

フレア：そのあと、仲直りしてないじゃないですか！

ＧＭ：「仲、直ってるよな？」「いや、そんなことは」（一同笑）

ドル：やっぱり直っておらんじゃないか!?

ユーノス：仲悪いことは、徹てつ底ていしてますよね。

フレア：やっぱり足あし並なみはそろわなきゃね。絆きずなって大事です。

ＧＭ：「絆など、瀬せ戸と際ぎわに追おい込こまれれば脆もろいもの！」

フレア：わたしたちは、肉体的にも精せい神しん的てきにも金きん銭せん的てきにも、何度も瀬戸際に追い込まれてきた。でも、それでも繋つながっていた絆。だから。絶ぜつ対たい壊こわれないですよ！

ＧＭ：「ははは、それがいつまで続くか試して差し上げます。ここで負けたら、借金が返せなくなる。そうすれば、そんなことも言ってられなくなりますよ～！」

セレネ：だから、あなたたちを潰……いえ、ナンデモナイデスヨ？（笑）

ドル：おお、セレネお嬢じようさまが本気じゃ（笑）。

ユーノス：さて、ボクは待機解かい除じよします。マイナーアクションで《ウィング》。メジャーアクションは、支し援えんと離脱、どっちがいいですかね？

セレネ：離脱してください。わたしの【ＨＰ】は回かい復ふくしきってないので、他の人に《プロテクション》を飛ばす余裕がないから。

ユーノス：では、メジャーアクションはエンゲージから離脱して、終了です。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセスの前に……レイズアップしますか？

フレア：もちろん！

ＧＭ：賞金は賭け金の三倍、二〇万二八〇〇Ｇに。

フレア：やった、二〇万を超こえた！

ＧＭ：だか、敗北すればこれが借金に追加です！　セットアップに移ります。こっちはハーレマンが《パンプアップ》。また一いち段だんと、筋肉が盛り上がります！

ドル：それ、毎回やるのか（笑）。

ＧＭ：ダットソンは、セレネに反省カードを投げつけます。「あなたを黙だまらせれば、あたくしとユーノスさんは一生幸せを語り合える仲に！」

ユーノス：縁えん起ぎでもないことを言うな!?（笑）

セレネ：まぁ、わたしの行動を縛しばるのが一番おいしいですもんね。

ＧＭ：（ダイスを振る）こっちの16です。

セレネ：【精神】は５……フェイトを２点使います。（ダイスを振る）18で回避成功。

ドル：どうじゃ！　もうわしらには反省カードなぞ効きかんぞ。

ＧＭ：「く、何てことだ！」

セレネ：うふふふふ、許ゆるしませんことよ？（笑顔）

ドル：今日のセレネお嬢じようさまは、いつになく怖こわいのう。

ＧＭ：反省カードを投げようとしたダットソンの手が思わず止まりました（笑）。

フレア：セレネちゃんの迫はく力りよくが、日に日に増ましていくー。

セレネ：よくもお姉ちゃんに、トラウマなんて植えつけてくれやがったですわね？（笑顔）

フレア：みかんが敵てきに回ると思わなかったからー（笑）。

ドル：さて、ここでわしはポケットからドル資し金きんを五〇〇Ｇ出す。そして、セレネお嬢さまに渡わたすぞ。

セレネ：ドル資金の出番が！




「お嬢じようさまたちは今までよく頑がん張ばってこられました。持ち金はすべて賭け金にしましたが、わしのへそくりだけは取っておきました」

　お役立てくださいと、ドルはセレネにそれを渡す。その意味が分からないセレネではない。

「お姉ちゃん！」

「うん！」

　視し線せんをフレアに向けると、フレアは小さく頷うなずいた。

　バッジの存そん在ざいを明かしてしまうことになる。それでも、使わずして勝機が見出せようか。

「……お父さん、使うね」

　呟つぶやいて、セレネは〝パリスの剣けん〟を高らかに掲かかげた。




ＧＭ：来ましたね、〝パリスの剣〟。使うギルドスキルは何にしますか？

セレネ：ここは《限げん界かい突とつ破ぱ》でしょう。




《限界突破》

　そのラウンド中、ギルドメンバーの達成値とダメージに＋ＧＬ（ギルドレベル）するギルドスキル。シナリオ中一回使用できる。




ＧＭ：判はん定ていの達成値が＋３、ダメージが＋３ですね。了りよう解かいしました！

セレネ：今までの想いが《限界突破》したということで！

ドル：たしかに限界突破じゃ！（笑）

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。【行動値】11のハーレマンとダットソンからですね。まず、ハーレマンはマイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《ブランディッシュ》！　フレアたちのエンゲージを対象に攻撃します！　（ダイスを振る）命中は13！

ドル：さっきよりは高いが、それでも避さけられそうな気になってきたな（笑）。

フレア：（ダイスを振る）16で回避成功です♪

セレネ：（ダイスを振る）うん、わたしも回避成功。

フレア：《限界突破》を使った意味あったかも。絆の力で乗り切った！

ＧＭ：では、ダットソン。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ファイアボルト》。フレアたちのエンゲージを狙ねらいます。（ダイスを振る）……あれ？　ダイス目は、５？

セレネ：３Ｄ振ふって５……２Ｄの期き待たい値ちより低い（笑）。

ＧＭ：なんてことだ！　命中は12です。

セレネ：（ダイスを振る）わーい、回避できた！

フレア：（ダイスを振る）ファンブル───っ!?

セレネ：お姉ちゃ───ん!!（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：今回は《プロテクション》かけてもらえますから、あえてダメージを喰くらってフェイトを温おん存ぞんしてもいいと思いますよ。

フレア：まだ【ＨＰ】に余裕があるから……ここはあえて受けましょう！

ＧＭ：（ダイスを振る）43点の〈火〉属性の魔法ダメージです！

フレア：（計算して）34点受けました！

ドル：《レイジ》を使うことを考えると、《プロテクション》はなくてよさそうですのう。

フレア：そうですよね。ダメージを受けたので《フューリィブラッド》を宣言します。これで、攻こう撃げき力りよくに＋３！

セレネ：これで向こうは終了かな？

ＧＭ：いえ、《エンカレッジ》を使用して、ダットソンがもう一度行動。ギルドスキル《破は壊かいの光》を使います！

セレネ：どんな攻撃？

ＧＭ：スキルによってダメージが軽減げんできないＨＰダメージを与あたえます。対象はＰＣ全員。なお、ハーレマンとダットソンの持つオリジナルエネミー特殊能力の効果で、反省カードの枚数分ダメージが増ふえ、幸せカードの枚数分ダメージが減少します。

ユーノス：反省カードが多いとダメージが増ふえてしまうのですか!?

ドル：ともかく、ダメージ次第じゃな。

ＧＭ：（ダイスを振る）というわけで、ダットソンが「神よ！　真の反省の力をお見せください！」と叫さけぶと周囲に光が降ふり注そそぎ、25点に幸せカード、反省カードの枚数による修正を加えた値のＨＰダメージを皆さんに与えます

セレネ：……わたし、【ＨＰ】１点で生き残りました。

ドル：28点喰らったが、まだ大だい丈じよう夫ぶ。

ユーノス：こっちは29点受けましたが飛んでいられます。

フレア：（計算して）わたしは耐たえられないですー！

セレネ：お姉ちゃんに《ガーディアン》！　ＨＰダメージを０にするんで、これなら防ふせげますよね？

ＧＭ：はい、防げます。「くそっ、兄さんのカードのせいで、あっちが倒たおれないじゃないか！」「弟よ、お前の祈いのりが足りないからじゃないか！」と相変わらずケンカをしてます。

ユーノス：本当に駄目ですね、この兄弟（笑）。

フレア：ありがとうセレネちゃん、九死に一生を得たよー。

セレネ：えへへ、お姉ちゃんのために取った《ガーディアン》だから♪

ユーノス：やっぱり、いがみ合うより仲が良い方が勝利に近づくようですね。

ＧＭ：「殺さつ伐ばつとしているのは、お互たがい競い合って高めあっているからなんです！」ダットソンとハーレマンは、ふたりしてユーノスに反論します。

ユーノス：それが口先だけなのは、結果が示しめしてますよ？

フレア：ユーノスさんが大人っぽく諭さとしてる。現げん実じつ的てきっぽい。

ユーノス：はっ！　いけない、ボクが崩ほう壊かいしてしまう！　こいつらには、ペースを乱みだされっぱなしだ。ともかく、ボクの番は待機。直後のイニシアチブプロセスで《エンカレッジ》を使用してフレアさんを動かします。

フレア：はい。ハーレマンへ攻撃します！　マイナーアクションで《レイジ》、メジャーアクションで《バッシュ》！　フェイトを１点使って……（ダイスを振る）命中は20です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ファンブル!?　「な、何故なぜです～!?」

ユーノス：《ディスコード》使います。フェイトも突つっ込こんで……（ダイスを振る）フレアさん、ダメージを29点上乗せして、やっちゃってください！

フレア：（ダイスを振る）86＋29で、[image: ]点ダメージ！

ＧＭ：ダットソンが《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）それでも74点喰らいましたが……まだ倒たおれません！　笑顔で踏ふん張ばります！　「どうですか～、わたしが笑顔で鍛えた腹ふく直ちよく筋きんの強度は～！」

ユーノス：笑顔で腹直筋は鍛えられないでしょう!?

ＧＭ：しかし、かなり苦しいのは事実。ハーレマンの笑顔も心なしか沈んで見えます。

ドル：どうじゃ、ハーレマン。……今、幸せかね？

ＧＭ：ハーレマンは「もちろんです！」と言うんですが、「本当かい？　兄さん」とダットソンが疑うたがいの目を向けて、反省カードを渡す準じゆん備びを。

フレア：兄弟同士でカードを渡しちゃうんですか!?

ドル：フッ、お前らの連れん携けいは崩くずれそうじゃな（笑）。

セレネ：わたしも待機。

ドル：わしはメジャーアクションで、ハーレマンへ《ランドフィッシャー》じゃ！　（ダイスを振る）命中は23じゃ！

ＧＭ：（ダイスを振る）避けられません！

ドル：（ダイスを振る）59点、〈地〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：「兄さん、危ない！」　ダットソンが《プロテクション》を張はって、（ダイスを振る）19点減らしました。ハーレマンは35点ダメージを受けました。

ドル：どうじゃ？

ＧＭ：くらっと倒たおれそうになりますが、踏ふみとどまり───ニコッと微笑ほほえみます！

ドル：おお、偉えらい。レライエより打たれ強そうじゃな、おぬしら。

フレア：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《水波斬》。ハーレマンさん、お覚かく悟ご！　（ダイスを振る）命中は23です。

ＧＭ：（ダイスを振る）15で回避失敗。

フレア：（ダイスを振る）49点の、〈水〉属性、魔法ダメージ！

ＧＭ：またダットソンが《プロテクション》を飛ばします！　（ダイスを振る）19点止めました。まだまだハーレマンは耐たえます！

セレネ：待機解除。ハーレマンに《サモン・リヴァイアサン》。あなたたちの行こう為いは、純じゆん粋すいに奉ほう仕し活動を行なっている人たちへの冒ぼう涜とくよ！　（ダイスを振る）命中は15です。

ＧＭ：（ダイスを振る）12で回避失敗。どうも出目が振ふるわない。

セレネ：（ダイスを振る）44点、属性なしの魔法ダメージです。

ＧＭ：ダットソンが《プロテクション》。（ダイスを振る）22点軽減。【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて、17点ダメージを受けました。

ユーノス：待機解除。ドルさんに《ジョイフルジョイフル》。（ダイスを振る）発動成功。

ドル：ハーレマンへ《ランドフィッシャー》！　（ダイスを振る）22じゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）12で回避失敗。

ドル：倒たおれて欲しいから、フェイトをつぎ込こむ。（ダイスを振る）65点、〈地〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：ダットソンが《プロテクション》。（ダイスを振る）24点軽減。更さらに、魔法防御力を引いて、36点喰くらいました。

ドル：倒たおれるか？

ＧＭ：いえ。ハーレマンは踏ふみとどまって、ニヤリと笑います。

ユーノス：ハーレマン、案外手て強ごわい!?




▼第３ラウンド
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ＧＭ：第３ラウンドです。最後のレイズアップチャンスですが、どうしますか？

フレア：もう二〇万は稼かせげるけど……。

ドル：ここはチャンスです。いってしまいましょう！

セレネ：レイズアップします！　四倍プッシュだ！

[image: ]

ＧＭ：賭け金は四倍、二七万四〇〇Ｇ！

フレア：うわっ、すごい額に!?

ユーノス：勝てばその額が借金返済、負ければ借金に加算……シビアですね。

ＧＭ：ブレーキを踏まない決意（笑）。

ドル：ざわ……ざわ……（笑）。




　セットアップでは、ダットソンがセレネに《反省カード》を使うも、これをかわされる。

　ハーレマンは三度目の《パンプアップ》。いつものように笑顔でポージングしつつも、心なしか余裕がなくなっているように見える。

　セレネは自分に《ヘイスト》を使用し、【行動値】を11に上昇させて先手を取った。




ＧＭ：【行動値】が同どう値ちになったので、ＰＣのセレネさんから行動どうぞ。

セレネ：《限界突破》の効果が切れたことですし、メジャーアクションを使って、エンゲージから離脱します。一歩下がりました。

ＧＭ：ダットソンが下がったセレネへ《ファイアボルト》を！　（ダイスを振る）命中は17。

セレネ：残ったフェイトを全部つぎ込こんでも回避できない可か能のう性せいがあるのか……。いいや、そのまま回避。（ダイスを振る）８で回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）49点、〈火〉属性、魔法ダメージです。

セレネ：《プロテクション》。（ダイスを振る）17点軽減。魔法防御力が５点なので……27点ダメージを受けてしまいます。

ドル：【ＨＰ】残りが１か。

フレア：《蘇そ生せい》を使いましょう、これで、【ＨＰ】が全員全ぜん快かいだから、セレネちゃん立ってられるよね？

セレネ：ありがとう。【ＨＰ】８点で踏みとどまりました！

ＧＭ：さぁ、いよいよフレアとハーレマンの一いつ騎き打うち！　《スマッシュ》からの《ハンマーフォージ》！　（ダイスを振る）……出目が５!?　命中は10です。

フレア：（ダイスを振る）９で回避失敗ですが、フェイトを使って振ふり直します！　（ダイスを振る）今度は13で避けました。

ＧＭ：くっ！　だが、まだ二撃目がある！　（ダイスを振る）今度は13です。

フレア：（ダイスを振る）こっちは15で回避成功♪

セレネ：これ、読者の方々にダイス目をお見せできないのが残念でしょうがない（笑）。

ドル：ＧＭのダイス目は、本当に悪い（笑）。

ＧＭ：「二回も避けられただと!?　何故なぜだ！　こんなにも奉仕しているのに、神は見み捨すてたもうたのですか！」「きっと笑顔が足りないんだよ、兄さん！」

ドル：違う！　おぬしらの敗はい因いんは、心からの笑顔を浮かべていないからだ！

ＧＭ：「「───っ!?」」ふたりとも、同時にはっとします。

ユーノス：そもそも、実じつ際さいに奉仕活動してたのはボクらだ（笑）。

フレア：今日のユーノスさん、本当に大人びてますね。




　ドルがさらに《ランドフィッシャー》を叩たたき込こむが、ハーレマンはまだ笑顔で耐たえる。

　しかし、そろそろ限界が近い。

　だが、コロローナ商会も回復が不十分なため、【ＭＰ】が尽つきてしまう。




フレア：わたしの番。もう【ＭＰ】が枯こ渇かつしているので、《祝福》使います。

ドル：うむ、よいと思います。

フレア：では、ギルドスキル《祝福》で全員のＭＰを全快。あらためて、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《水波斬》。（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おおおおおおおおお～っ!?




「何故!?　こんなに笑顔なわたくしが、やられる……!?」

　フレアの一いち撃げきを受け、倒たおれこみながらうめくハーレマン。

　困ったような笑顔で、フレアは首を傾かしげる。

「あのね、本当につらい時は、泣いていいんだよ。だって、そのために涙なみだはあるんだから」

「く……そ、そんなことは、ありません！」

　最後の最後、ハーレマンはホワイトメイスを握にぎり直した。




フレア：ダメージは48点、〈水〉属性の魔法ダメージ!!

ＧＭ：うっ、それで倒れてしまう！

一同：よし！

ＧＭ：だが、ハーレマンの《ラストアクション》！　最後の最後、奥おくの手てを繰くり出だします！




《ラストアクション》

　戦闘不能になった直後に使用し、即そく座ざにメインプロセスを行なうガンスリンガーのスキル。




フレア：最後の最後で!?

ＧＭ：では、ハーレマンが反撃します！　気迫のこもった鬼のような笑顔で、フレアに対してハンマーを振りかざします！

ユーノス：鬼のような笑顔!?（一同笑）

ドル：どんな笑顔じゃ！

ＧＭ：殺意に満ちているが、顔は笑顔という……自分でも言ってるうちにわかんなくなってきましたが。《スマッシュ》＋《ハンマーフォージ》で（ダイスを振る）とにかく、ダイスを振る）一撃目の命中は18です！

フレア：（ダイスを振る）うう、全然駄目。回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは52点！

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）出目が低い、11点軽減です。

フレア：……残りＨＰが28点になりました。《フューリィブラッド》宣言します。

ＧＭ：「これで最後！　これが終わったら、私は……」というわけで、二撃目。（ダイスを振る）17です。

フレア：残ってるフェイト２点を使い切ります。（ダイスを振る）22で、回避成功！

ＧＭ：かわされた!?　「馬鹿な、わたくしの最後の一撃が……」そういつつ沈むハーレマンの笑顔は、どこか痛々しいものに見えます。

フレア：……ごめんねハーレマンさん。わたし、セレネちゃんのためにも負けられないの。

ＧＭ：そして、ハーレマンは沈みます───。




「ふ……もう、わたくしは、泣いていい、ですよね……」

　固まった笑顔のまま、ハーレマンは倒れ伏ふした。




ＧＭ：「兄さんの目に涙が浮うかんでいるだと!?　よくも兄さんを泣かしたな！」と、今いま更さらのように怒おこり出すダットソン（笑）。

セレネ：怒おこり出すの、ちょっと遅おそい気がする（笑）。




　待機を解除したユーノスがフレアに《ジョイフルジョイフル》を使用。




フレア：射しや程てい範はん囲い内ないなので、ダットソンさんに攻撃。マイナーアクションが《スマッシュ》、メジャーアクションが《水波斬》。（ダイスを振る）命中は18です。

ＧＭ：クリティカル以外回避不ふ可か能のう。（ダイスを振る）うん、回避失敗。

フレア：（ダイスを振る）44点、〈水〉属性、魔法ダメージ。

ＧＭ：ダットソンは自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）21点軽減。【魔法防御力】を引いて、７点ダメージ。

ドル：【魔法防御力】が高いタイプか。

ＧＭ：では、次のラウンドに行きます。




▼第４ラウンド

　そして戦いは第４ラウンドへ。

　兄が倒れ、ひとりとなってもダットソンは戦い続けることを選んだ。

　コロローナ商会も負けるわけにはいかない。
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ＧＭ：ダットソンはひとりになっても戦い続けます！

ユーノス：その心意気やよし。ならば僕ぼくらも最後まで手を抜ぬかずに戦いましょう。

セレネ：わかりました、お姉ちゃんに《ヘイスト》かけます。……発動成功、フェイトを１点使用して、（ダイスを振る）お姉ちゃんの【行動値】が11点上昇です。

フレア：【行動値】が18まで跳はね上あがりました！

ドル：フレアお嬢さま、ここは《陣形》の使いどころですぞ。

フレア：そうですね。《陣形》！　わたしはダットソンさんに駆かけ寄よります。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。フレアさんからです。

フレア：はい、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》を使ってダットソンさんを攻撃します。（ダイスを振る）命中は19です！

ＧＭ：（ダイスを振る）出目が４!?　達成値は９で回避失敗です。

フレア：（ダイスを振る）50点、物理ダメージです。

ＧＭ：《プロテクション》。（ダイスを振る）14点軽減。……く、こっちも追おい詰つめられる。




　ダットソンは、ハーレマンを支援しつつ戦うキャラクターである。

　それでも《ファイアボルト》で反はん撃げきし、フレアの【ＨＰ】を残り５点にまで追おい詰つめる。

　対するフレアの方も、《祝福》で回復したとはいえ【ＭＰ】の消しよう耗もうが激はげしい。ユーノスからの《ジョイフルジョイフル》を受けての行動でハイＭＰポーションを飲み、碧星のカチューシャで【ＭＰ】を回復する。




　続くドルが《ランドフィッシャー》で60点のダメージを叩たたき出だすが、ダットソンは《プロテクション》で23点軽減し、耐たえきった。




　セレネは負ふ傷しようしたフレアに《ヒール》を使用し、【ＨＰ】を22点回復させる。

　そして、戦いは第５ラウンドへと突とつ入にゆうする。




▼第５ラウンド

　第５ラウンド───。

　コロローナ商会は、回復が満足に行なえなかったことが響ひびき、リソースがじわじわとつき始めている。ダットソンが粘ねばれば、徐じよ々じよに削けずられていく危き険けん性せいがある。
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ＧＭ：第５ラウンドのセットアップ！　ダットソンは《反省カード》をフレアに使用！

フレア：（ダイスを振る）あっ、かわせません!?

ＧＭ：よし！　フレアに反省カードが張はりつきました。重圧です！

セレネ：わたしは《ヘイスト》を自分にかけます。（ダイスを振る）クリティカル！（笑）




　クリティカルしたため、セレネの【行動値】は一気に11上昇、19になる。

　先手を取って、フレアに《ヒール》を使用して【ＨＰ】を23点回復させた。




フレア：わーい、ＨＰがほぼ満タンだよー。

セレネ：お姉ちゃん、頑張って！

ＧＭ：ダットソンはフレアに《ファイアボルト》。（ダイスを振る）おお、命中は21！

フレア：（ダイスを振る）クリティカルしなかったので、回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）49点、〈火〉属性の魔法ダメージです。

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）ダイス目振るわず、10点軽減。

フレア：残り【ＨＰ】が20点。まだ立ってますー♪

ユーノス：ボクの番ですが、待機です（笑）。

ドル：《ランドフィッシャー》！　（ダイスを振る）命中は26じゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。そろそろ足に来ている!?

ドル：57点の〈地〉属性、魔法ダメージ！　そろそろ倒たおれんか！

ＧＭ：なんの、こっちには《プロテクション》がある！　22点軽減、まだ立っている！

ドル：くっ、しぶといヤツじゃ！

ＧＭ：「ユーノスさんを差し押さえるためには……倒たおれられない!!」

ユーノス：やな執しゆう念ねんを燃もやすなよ!?（一同爆笑）

フレア：わたしの番ですね。マイナーアクションで重圧を回復、メジャーアクションで普ふ通つうに攻撃です。（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：（ダイスを振る）９で回避失敗。

フレア：（ダイスを振る）40点、物理ダメージです。

ＧＭ：《プロテクション》！

ユーノス：くそー、そろそろ【ＭＰ】切れろよ！（笑）

ＧＭ：なんのまだまだ！　（ダイスを振る）16点軽減。もろもろ引いて９点喰らいました。

ユーノス：待機解除、《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに！

フレア：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は17です！

ユーノス：これで、とどめになるといいんですが。

ＧＭ：（ダイスを振る）うん、避けられません。

フレア：（ダイスを振る）65点、物理ダメージ。

ＧＭ：（計算して）50点喰らいました。ここで《ソウルバスター》！　フレアに50点喰くらわせます！

ドル：うおっ、そんなものを残していたから粘ねばっていたのか!?

フレア：ぎゃーん！（ぱた）

セレネ：よ、よくもお姉ちゃんを……っ！　《サモン・リヴァイアサン》!!




　フレアを倒たおされたセレネの怒りはすさまじく。

　あっという間に、ダットソンを地へと這はわせたのだった───。




ＧＭ：50点のダメージは、軽減しても倒たおれます。ダットソンは地に伏ふせました。

セレネ：……お姉ちゃんに酷ひどいことをするからです。

ユーノス：やっと、泥どろ仕じ合あいが終了しましたね（笑）。

ＧＭ：はい。そして賭け金が四倍になって、賞金として返ってきました。

フレア：やったー！　勝ったー！

ドル：賭け金が二七万四〇〇Ｇに化けましたな。

ユーノス：さあ！　二七万四〇〇Ｇ、払はらってもらいましょうか！

セレネ：この賞金って、神殿が負ふ担たんするの？

ＧＭ：ええ、神殿が負担することになります。観客席で試合を見ていたマティアスも、苦虫をかみつぶしたような顔をしていますね。

ドル：ふん、ザマをみるがいいわ！

フレア：わーい、借金が返せる！　幸せパワー炸さく裂れつ♪

セレネ：お姉ちゃんの言うとおり。ちゃんとお金返せて嬉しい！

フレア：奉仕活動もしたし、いいこといっぱいした気がする。

ドル：わしは、ハッピーラッキーブラザーズのところへ歩あゆみ寄よるぞ。

ＧＭ：何か言いたいことが？

ドル：うむ───。

ＧＭ：おお、恒例の心にしみるドルお説教ですね。

ユーノス：ゴージャスサンズもセレスチャルフォースも心を入れ替えたという（笑）。

ドル：おぬしらの言うことにも、真実はあった。見ろあのふたりを！　手を取って喜び合うお嬢さまたちを！

フレア：じゃあ、手を取り合います。セレネちゃん！

セレネ：うん、お姉ちゃん！

ドル：どんなに自分たちが苦しくても、人を助けることを忘れなかった。……だから、あのような本当の、幸せそうな笑顔を浮かべられるのじゃ。

ＧＭ：では、その言葉に、ハッピーラッキーブラザーズは大きく肩を落とします。「そうか……わたくしたちが浮かべていたのは、所詮、偽物の笑顔だったのか……」

ドル：ふっ、どうやらわかったようじゃな。

フレア：笑うことしかできなかったハーレマンさんの瞳に涙が!?（一同笑）

ＧＭ：「ああ、兄さんの瞳に涙が戻もどってきた!?」「わたくしは、泣いてもいいんですね！」

ユーノス：このふたり、面白すぎます（笑）。

ＧＭ：「弟よ！」「兄よ！」と抱だき合あっています。

フレア：真の兄弟愛に目覚めたんですねー。よかったー。

ユーノス：ふぅ、これでようやく自分を取とり戻もどせそうです。

フレア：ユーノスさん、キャラ崩壊寸すん前ぜんでしたもんね（笑）。

ＧＭ：さて、賞品チャートのお時間です。

ドル：フェイト残っている人はいる？

セレネ：２点残りました。わたしが振りましょうか。

フレア：うん。よろしくね。

セレネ：フェイトを全部つぎ込む。（ダイスを振る）ぴったり20です。

ＧＭ：すると、二万Ｇ相当の賞品を獲得します。

フレア：今だけお金持ち気分♪

ドル：トータルで二九万四〇〇Ｇ獲得となりましたな。一割わりがわしらの元に戻ってくるので、二六万一三六〇Ｇが、今回の返へん済さい額がくじゃ。

フレア：子こ供どもたちとの約束も守れたし、ハッピーハッピー♪

ＧＭ：では、クライマックスフェイズを終了して、エンディングフェイズに移りましょう。




バイバイマッチ収しゆう入にゆう総そう計けい　二九万四〇〇Ｇ

マティアスによる天引き　　二六万一三六〇Ｇ

借金返済総そう額がく　　　　　　　二六万一三六〇Ｇ







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆価か値ち観かんの変化




　コロローナ商会の勝利に沸わくコロシアム。

　観客席には、ボランティアが縁えんで知り合った人々の顔があった。

　笑顔で手を振ふりながら、フレアは想うのだった。

　奉ほう仕し活動って素す晴ばらしい、と───。




ＧＭ：それでは、エンディングフェイズに入ります。

フレア：はーい。

ＧＭ：コロローナ商会が勝利を収おさめたコロシアムの会場に、こめかみに青あお筋すじを立てながら、「……その、なんだね？　んー」と唸うなっています。

フレア：マティアスさん、ありがとうございます。

セレネ：おかげさまで、いつもより多く返へん済さいできた気がします（さわやかな笑顔）。

ＧＭ：ひきつった顔で「二〇万Ｇを返すとは、さすがというべきか」と言います。

フレア：はい♪

ユーノス：マティアスさんも、もっと幸せになってくださいよ（笑）。

ドル：わしは幸せカードをペシッと投げつける。ほれ、笑えばいいんじゃないか？　借金が返ってくるのは嬉しかろう？（笑）

ＧＭ：マティアスは「そうとも、笑おうではないか」と、無理に笑う努力をします。

ドル：ふっ、無理して笑ったやつは負けじゃぞ？（笑）

ＧＭ：「……くっ、今回はわしがワリを食わされたわ！」

フレア：ワリ、人気ですねー（笑）。

ＧＭ：マティアスは、倒たおれているハッピーラッキーブラザーズを叩たたき起おこし「帰るぞ！」と神しん殿でんへ帰っていきます。

セレネ：やれやれ、これでひと安心。

ＧＭ：入いれ替かわりに、子こ供どもたちがやってきます。

フレア：約束どおり、勝ったよー！　また今度遊びに行くからねー。

ユーノス：今度はダメージを受けないようなスケジュールで行きましょう（笑）。

フレア：この子たちのお手本になれるよう、真まっ直すぐに、幸せに生きてかなきゃ！

ドル：戦い方は転てん倒とうとマヒの〝魔まのコンボ〟だから、卑ひ怯きよう極まりないんじゃが（一同笑）。

フレア：転倒とマヒのコンボは卑怯じゃないです。

ＧＭ：ほう？

フレア：これは、クレバーって言うんです！（一同笑）

セレネ：お姉ちゃんも、どんどんたくましくなってるな～（笑）。

フレア：みかん農家のお手伝いとかも、また行こう。

ドル：余よ裕ゆうを持って、皆みなで手分けして作業をすれば、問題ないはずじゃからな。

フレア：うん。みかん自体は美味おいしかったし。少しずつ、トラウマを克こく服ふくしていきます。

セレネ：そうだね。

フレア：いろいろと大変だったけど、ボランティアのよさを学べた気がする！

ユーノス：ボクも学習しました。ボクの歌は、できるだけ無む償しようで広めるようにしましょう。

フレア：印いん税ぜい生活は諦あきらめるんですね？（笑）

ドル：本当にそれでよいのか？　無理をすると負けるぞ？（笑）

ユーノス：ボクは天使ですから、博愛の精せい神しんで接せつするのが本来の姿すがたですよ。

セレネ：ハッピーラッキーブラザーズがいなくなったら、調子を取とり戻もどしはじめましたね、ユーノスさん。

ドル：（ぼそりと）あいつら、いた方がよかったか（一同笑）。

フレア：これで、ゆっくり寝ねていられるようになるねー！

セレネ：締しめ切きり明けっぽくて、何だかしみじみしてしまう（笑）。

フレア：一週間だったというのが、修しゆ羅ら場ばっぽさを際きわ立だたせてますー。

セレネ：じゃあ、お姉ちゃんと一いつ緒しよにゆっくり休ませてもらいます。

ＧＭ：了りよう解かいしました。

ドル：わしは、ぐっすり眠ねむっているお嬢じようさま方に毛もう布ふをかけ直したあと、呟くのじゃ。……しかし、マティアスは何を狙ねらっておるのじゃろうか？

ＧＭ：では、最後にマティアスの様子を描びよう写しやして終わりにしましょう。

フレア：おお、どきどきしますね。

セレネ：マティアスが何か言うのかな？




＊　　　＊　　　＊




「やはり、あの姉妹が例のものを持っている公算は高くなったな───」

　マティアスは執しつ務む室しつで低くうなっていた。

　にやりと太い笑みを浮うかべ、席を立つ。それは、何かを確かく信しんした表ひよう情じようだった。

「さて。次なる手を打たねば……」




　これまでの借金返済総そう額がく総そう計けい　　　五七万一六八〇Ｇ

　借金完かん済さいまで残り　　　　　　　　四二万八三二〇Ｇ







『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第五話「はじめてのボランティア」

─完─
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◆Preplay 01◆百里を行く者は九十を半ばとす




　前回、コロローナ商会はバイバイマッチでハッピーラッキーブラザーズに勝利し、実に二六万一三六〇Ｇの借金を返へん済さいすることに成功した。

　これで借金返済総そう額がくは、五七万一六八〇Ｇ。

　一〇〇万Ｇあった借金も、今では半分以上を返済したことになる。

　いつの間にか、折り返し地点である。

　そろそろ、こちらとしても勝負に出るときかもしれない───。

　そう腹はらをくくり、シナリオを用意した。




　そして、第六話の収しゆう録ろくの日がやってきた。

　例のごとく、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．会議室には四人のプレイヤーたちが集まっていた。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：皆みなさんおはようございます！

一同：おはようございまーす。

ＧＭ：それでは第六話の収録を始めたいと思います。なんと、前回で借金の半分以上を返済していました！

フレア：わー、あと半分ですねー。

セレネ：長かったような、短かったような。

ユーノス：一〇〇万Ｇと聞いたときは、まったく返せそうな額がくには思えなかったのですが。

ドル：それもこれも、お嬢じようさま方の頑がん張ばりのおかげですな。

フレア：いえいえ、ドルさんがいてくれたおかげですよ。

ユーノス：では、ボクのおかげということにしますか、ははは。

ドル：お前、ダイスすら振ふらないキャラだろう（笑）。

ユーノス：振ふりますよ？　《ジョイフルジョイフル》は発動判はん定ていがいりますから。

セレネ：そこはみんなが頑がん張ばったから、ということにしましょう（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、今回予告を読み上げましょう。




●今回予告

　数々の興こう行ぎよう団だん体たいが試合を開かい催さいし、数々のギルドが競い合うモンスターコロシアム。

　そのギルドの中から、団体の枠わくを超こえて新人王を決定するトーナメントが開催される。

　優ゆう勝しよう賞金は、五〇万。




　だが、コロローナ商会の身近には罠わなが仕し掛かけられていた。

　果たして、この罠を回かい避ひして新人王に輝かがやくことができるのか？

　───ダンジョンはないけど、能のう力りよく値ち判定や情じよう報ほう収しゆう集しゆうがあるよ！




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

　第六話「はじめての新人王」

　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




ユーノス：また、気になる言葉がたくさんある今回予告だ！

フレア：ダンジョンはないけど能力値判定があるんですね！　わかりやすいです（笑）。

セレネ：そんな一文が入る今回予告も珍しい（笑）。

ＧＭ：わかりやすさを重じゆう視ししてみました。まあ、基き本ほんはトーナメントでの試合ですが。

ドル：新人王決定戦……。なるほど、クラン＝ベルのモンスターコロシアムではそんなイベントもあるのか（笑）。

ＧＭ：コロローナ商会を始め、いろんな人材がいますからね。

セレネ：このトーナメントの優勝賞金が五〇万Ｇなんですよね？　つまり、優勝したら一気に借金を返済できるってことですか!?

ＧＭ：はっ、順当に行けばですが。

フレア：よしっ、頑張って優勝目指すぞーっ！

セレネ：……でも、〝身近には罠が仕し掛かけられていた〟って言っているから、またマティアスが妨ぼう害がいしてくるんじゃ？

ドル：ハッピーラッキーブラザーズのような刺客を送ってくるのかもしれん……。

フレア：あの人たちは嬉うれしくないです！（一同笑）

ドル：どうやらマティアスは借金を利用して何かを狙ねらっているようですからな。このトーナメントでも、優勝しないように何らかの妨害を仕掛けてくるやもしれませんぞ。

セレネ：もしかしたら、ハッピーラッキーブラザーズ以上の脅きよう威いが？

ユーノス：あれ以上、身に迫せまる脅威というものは、なかなか思いつきませんよ！（笑）

フレア：ユーノスさんは、わたしたち以上に脅威にさらされてましたからね（笑）。

ＧＭ：では、そんなところで成長報告に移りましょうか。







◆Preplay 02◆成長報ほう告こく




　今回予告を読み上げたのち、プレイヤーは前回獲かく得とくした成長点を消費してそれぞれのキャラクターを成長させた。さっそくその結果を報告してもらう。




▼フレア・コロローナ（６レベル）の場合

ＧＭ：では、ＰＣの成長報告をお願いします。

フレア：はーい。《レイジ》が２レベルに、《バッシュ》が５レベルになりました！

ＧＭ：ダメージが増ふえますね。

フレア：メキメキとマッチョになってきました（笑）。

セレネ：お姉ちゃんはマッチョにならないでー（笑）。

ＧＭ：ああ、セレネの魂たましいの叫さけびが（笑）。

ユーノス：セレネさん、そんなに心配しなくても、フレアさんが前回の〝微笑ほほえみマッチョ〟になるようなことはないでしょう。

フレア：体形を維い持じするように頑がん張ばる（笑）。それから、前回の収しゆう入にゆうがあったので装そう備び品ひんがゴージャスになったんです！

ＧＭ：おお、どんな風にですか？

フレア：まずは、ポイントアーマーと風ふう霊れいの剣けんを売りまして、鏡の剣とソリッドブーツに変わりました！

ＧＭ：鏡の剣ですか。ちょっと格かく上うえの装そう備びですね。

フレア：〝透すき通とおった鏡でできた光を反はん射しやする刃はを持つロングソード。鏡の刀身は魔ま法ほうで強化されており、鋼こう鉄てつ並なみの硬かたさを持つ〟……だそうです。

ドル：《ファイトアピール》に使うと、見栄えがよさそうな剣ですな。

ＧＭ：輝く剣を掲かかげるんですね。それはかっこいい。

フレア：それと、生命の呪符を買いました！

ＧＭ：おお、ついに！

ドル：一巻かんの頃に比くらべて、金回りが良くなってきたという証しよう拠こじゃよ。

フレア：これで、戦せん闘とう中にダウンしても安心です♪

ＧＭ：実は、フレアが戦闘不ふ能のうに追おい込こまれる率りつは高いですからね。

セレネ：お姉ちゃん、前のめりだから。

ドル：《レイジ》を使う必要上、ダメージを受けにいきますからな。

ユーノス：生命の呪符のお値ね段だんは五〇〇〇Ｇ。フレアさんがダウンすると、これが自動的に消費され、飛んでいってしまいます。

フレア：た、倒たおれませんよ！　五〇〇〇Ｇのためにも！（ぐっ）




▼セレネ・コロローナ（６レベル）の場合

セレネ：わたしは、能力値の上じよう昇しようによって魔ま術じゆつ判定の値が１高くなりました。

ＧＭ：スキルはどうですか？

セレネ：《サモン・リヴァイアサン》が、とうとう５レベルに到とう達たつしました♪

ＧＭ：おお、レベルの上じよう限げんまで来ましたね。

セレネ：はい。それから、新しん規きに《マジックサークル》を取得しました。

ＧＭ：どんなスキルでしたっけ？

セレネ：はい、魔術やサモナーのスキルの効こう果かが＋２Ｄされます。




《マジックサークル》

　マイナーアクションで使用し、魔術、サモナーのスキルでダイスを振ふって効果のあるものに＋２Ｄするサモナーのスキル。




ＧＭ：なるほど。

セレネ：《サモン・リヴァイアサン》のダメージが、さらに＋２Ｄされます。

ユーノス：セレネさんの打だ撃げき力りよくに磨みがきが掛かかったわけですね。

セレネ：ええ。前回、いろいろ溜ため込こんでしまったので（笑）。

フレア：セレネちゃんは怒おこると怖いもんね（笑）。

ドル：というか、セレネお嬢さまをそこまで怒おこらせたハッピーラッキーブラザーズが相当なものだったということじゃ。

セレネ：そして、装備ですがビジュアルがちょっと変わるかもしれません。

ＧＭ：というと？

セレネ：いつも被っていたビレッタを売ってしまい、頭にはオリハルコンの髪かみ飾かざりが輝かがやいています（笑）。

ＧＭ：ああ、そのくらいなら。おしゃれになった感じですね。

セレネ：いろいろ切きり詰つめてきたので、こういうアクセサリーっぽい装備はちょっと嬉うれしかったりするのです（笑）。

フレア：セレネちゃん、似に合あってるー。

ＧＭ：借金の返済が順調な効果がここにも。

セレネ：でも、順調だとどこかに罠があるように思えてなりません（笑）。

ユーノス：ああ、よくある〝幸せすぎて怖い〟というヤツですね。

セレネ：わたしは、お姉ちゃんがいればそれで幸せです（笑）。

ＧＭ：罠があっても？

セレネ：罠はなんとかします（笑）。




▼ドル・ジャマダル（６レベル）の場合

ＧＭ：それでは、ドルさんの成長報告を。

ドル：わしは理知の宝ほう玉ぎよくを買ったぞ。【ＭＰ】を３点消費するが、これをセットアップで使うと【行動値】が上昇する便利な代しろ物ものじゃ。




理知の宝玉

　握にぎることで、世界の流れを体感できる魔法具。セットアッププロセスで使用すると、そのラウンドの間、装備者の【行動値】を＋［装備者の【知力】］する。この効果を使用した場合、【ＭＰ】を３点失う。




ＧＭ：おお、ドルはどんどん早くなっていくんですね（笑）。

ドル：うむ。

ユーノス：ますますニンジャっぽくなってきましたね。

ドル：番頭だったときは１レベルだったが、必要に応おうじてダイバダッタ流忍にん術じゆつの技ぎ術じゆつを思い出してきたのじゃ。

フレア：く、苦労をおかけしております（笑）。

ドル：ふっ、これも旦だん那なさまとの約束。気にせんでくだされ。

ＧＭ：スキルはどうしました？

ドル：で、スキルなんだが《ダブルアーツ》を取得するかどうかで悩なやんでおる。これを取ると、ニンジャの魔術をふたつ、一気に使用できるのじゃ。

ユーノス：ボクの《エチュード》の後だと、攻こう撃げき力りよくがかなり跳はね上あがりますから、有ゆう効こうではありますね。

ドル：しかし、《ダブルアーツ》はシナリオ中一回しか使えない。そこを考えると、《ダオ・グラスプ》と《ソアスポット》も捨すて難いが……。




《ダオ・グラスプ》

〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージを与あたえたキャラクターの【移い動どう力】をマイナス10ｍするメイジのスキル。取得するには《アースシェイカー》のＳＬが５レベルでなければならない。




《ソアスポット》

　ダメージロールで振ったダイスをＳＬ＋１個こを振り直すことができるニンジャのスキル。




ＧＭ：結局、どちらにします？

ドル：《ダブルアーツ》と《ソアスポット》にしよう。わしの成長は以上じゃ。




▼ユーノス・ローリングスター（６レベル）の場合

ＧＭ：それでは、最後にユーノスの報告をお願いします。

ユーノス：……前回の収録の後、ボクはいろいろと反省することがありました。

フレア：ええ!?　ユーノスさんが反省？

セレネ：やっぱり、マッチョに迫られたのがいけなかったのかな？（笑）

ドル：いやいや、ユーノスもわかったのだろう。天使とか言ってないで、地に足をつけて地道に働くことの素す晴ばらしさが……。

ユーノス：天使の心は絶たやしちゃいけないと！（一同爆ばく笑しよう）

ドル：そういう反省なのかっ!?（笑）

ユーノス：ダットソンに迫せまられた恐きよう怖ふから、自分が天使であったことをすっかり忘わすれかけていました。なので、夢ゆめと希望を振ふりまく天使であるという自覚をあらたにします。

ＧＭ：こ、心意気は理り解かいしました。成長の報告をお願いします。

ユーノス：まず、スキルは《ハードマインド》を取得しました。




《ハードマインド》

【精せい神しん】判定のダイスを＋１個するドゥアンの種族スキル。取得にはＣＬが５レベル以上であることが必要。




ユーノス：これで、ドゥアン特有の精せい神しん力りよくの強さを得ました。

フレア：なるほど！　反省して精せい神しん的てきに強くなったんですね（笑）。

ドル：より病びよう状じようが悪化したともいえるが（一同笑）。

ユーノス：屋根の上に座すわって歌っているときに雷かみなりに打たれ「この境きよう地ちだ！」と天てん啓けいを受けたのです（一同爆笑）。

フレア：それは、当たり所が悪かっただけなのでは？（笑）

ドル：そのまま一回死ねば、マトモになったかもしれん（笑）。

ユーノス：そんなぁ！　冷たいですよ、ドルさーん！（笑）

ＧＭ：天使は、地上では迫はく害がいされる運命なんですよ。

ユーノス：迫害!?　なんだか天使としての運命を感じる言葉だ！

セレネ：迫害っていうとかっこいいけど……白い目で見られるってことですよね？（笑）

ユーノス：それから、対象の属性を変へん更こうする《スレノディ》も取得しました。

ＧＭ：なるほど。装備はどうなりました？

ユーノス：ある日、空から神が降こう臨りんし、ボクに俊しゆん足そくのブーツを売ってくださいました。

ＧＭ：……翻ほん訳やくすると、ドルさんに買ってもらったと言うことですか？

ユーノス：平たく言うと、そうとも言います。

フレア：いつものユーノスさんが戻もどってきてくれて嬉うれしいです（笑）。
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●ギルドスキル

ＧＭ：さて、ギルドのレベルですが、前回と変わらず３レベルのままですね。

フレア：それなら、持っていくギルドスキルは変わらないですね。

ドル：うむ、《蘇そ生せい》《祝福》《目利き》《陣じん形けい》の四つじゃな。

セレネ：このギルドスキルに大分助けられている気がする。

ユーノス：そうですね、《蘇生》と《祝福》はいつも使ってるし。

フレア：《目利き》も大だい活かつ躍やくですよ！

ＧＭ：なんだかんだいって、賞品チャートを振っていいものをゲットしてますからねー。

セレネ：今回はこんなところかな？

ドル：それと、オープニングに入る前にやることがある！

ＧＭ：おっ、何でしょうか？

ドル：ドル資し金きんの決定じゃ！　意外と重要じゃぞ？

ＧＭ：そうでした、《エフリーグマスター》の効果ですね。

ドル：そうじゃ。前回五〇〇Ｇ使ったから、残りは二一〇〇Ｇじゃ。

ＧＭ：では、ドルさんどうぞ。

ドル：（ダイスを振ふる）……一七〇〇Ｇをゲット。ドル資金の合計は三八〇〇Ｇじゃ。

ＧＭ：ドル資金も決まったところで、オープニングを始めます（笑）。







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆ビッグチャンス到とう来らい




　悪あく夢むのような奉ほう仕し活動の日々は終わった───。

　フレアたち四人は、自じ宅たくで穏おだやかなひと時を過すごしていた。

　そう、得てして嵐あらしの前は静かなものなのである。




ＧＭ：オープニングフェイズに入ります。悪夢のような奉仕活動の日々は終わり……。

ユーノス：悪夢などと誤ご魔ま化かさないでください！　殺人奉仕活動だ、あれはっ！（笑）

フレア：ユーノスさんは、身の危き険けんがいろいろありましたからね（笑）。

ＧＭ：ともかく、皆みなさんは館でくつろいでいます。

ドル：借金はまだ半分も残っておるが……少しは休息も必要じゃろう。

セレネ：じゃあ、わたしは使い魔のポメロちゃんをお風ふ呂ろできれいにしていましょう。最近、あちらこちらへ連れまわしていますからねー。

ユーノス：ペットをお風呂に入れてあげるようなものですか。

ＧＭ：そういえば、ポメロの中身はアルコールに近いそうですよ。そいつ、きっとお湯に浮うくんじゃないですかね？

ユーノス：ああ、アルコールの比ひ重じゆうは水より軽いから。

ドル：（『エリンディル・レジェンドガイド』を読んで）……この本によると「主食としているフルーツを体内で発はつ酵こうさせ、強度のアルコールを分ぶん泌ぴつしている」ということらしい。

セレネ：この子、ワインみたいなものが内部に溜たまっているんですね。

フレア：わたしも、楽しそうなのでセレネちゃんのお手伝いしよう。

セレネ：お姉ちゃんも、この子を洗あらってあげてー。

フレア：さあ、きれいにしようねー。

ユーノス：ボクは、いつものように屋根で歌っていよう。ららら～♪

ドル：いいご身分じゃな（笑）。わしは、部屋の掃そう除じでもしていようか。




　借金返へん済さいの束の間に訪おとずれた、平和なひととき。

　コロローナ商会の面々は、思い思いにそのひとときを過ごしていた。




ＧＭ：───さて、そうやって過ごしていると、館を訪ねる者がいます。

フレア＆セレネ：はい？

ドア：不ふ審しん者しやに入られると困こまるからな。ドアにチェーンをかけておこう（笑）。

セレネ：それはいいアイデア！

ＧＭ：……それ、どうみてもマティアス対たい策さくですよね？

ドル：当然じゃ。で、マティアスだったらチェーンは外さんぞ。誰だれじゃ？

ＧＭ：ドアの隙すき間まから見えるのは、サントスです。

ドル：おお、サントスが訪たずねてきたのか。珍めずらしいな。

ＧＭ：「今日は、皆さん向けのいい話を持ってきたのですよ。……というわけで、入れてもらえませんかね？」

セレネ：マティアスだったら追い返しますが、サントスさんなら入れましょう。ポメロもきれいになったようですし、サントスさんをお迎むかえしましょう。

フレア：いらっしゃ～い。今、お茶を淹れますね。

ドル：いやいや、お嬢じようさま、そのようなことはこのドルが。

フレア：大だい丈じよう夫ぶですよ、お茶くらいは淹いれないと。

ＧＭ：「やや、これはどうも」

ユーノス：ボクも、お茶の香かおりに誘さそわれてやってきましょう。

ドル：図々しい居い候そうろうじゃのう（笑）。

ユーノス：ははは、気にしないでください。

フレア：ところでサントスさん。今日は何のお話があるんですか？

ＧＭ：「実は、今度モンスターコロシアムで戦うギルドの中から新人王を決めるためのトーナメントが開かれることになりまして」

フレア：トーナメント？

セレネ：新人王？

ＧＭ：「ええ、くわしく話しますと───」




　サントスの話は、次のようなものだった。

　モンスターコロシアムで試合を行なう競きよう技ぎ団だん体たい（Ｆリーグを含ふくむ多くの団体）の中で、毎年、新人王決定戦が開かい催さいされているという。

　参加資し格かくは〝今年デビューしたギルドである〟こと。

　パリス同どう盟めい内ないで地区代だい表ひよう枠わくが四枠わくあり、それぞれの地区から選出される。

　そのほかにも、推すい薦せん枠わく、招しよう待たい枠わくなどもあるという。




ＧＭ：「……そして、コロローナ商会はこのパリス同盟内の東地区代表、つまりはクラン＝ベルを代表する新人として選ばれたんですよ」

フレア＆セレネ：おお[image: ][image: ][image: ][image: ]!?

ＧＭ：「コロローナ商会は、いまや注目のギルドですからね」

セレネ：デビュー以来、勝ち続けていますもんね。

ユーノス：サバイバルダンジョン大会でも、準じゆん優ゆう勝しようしましたし。

ドル：……注目の的なのも頷うなずけるな。いろんな苦労もあったが。

フレア：わたしたちはいつも楽しく過ごしてますから！　幸せですよ～。

ユーノス：お父様が行方不明になったり、セレネさんと一いつ旦たん別れたり、波は瀾らん万ばん丈じような人生じゃないですか。

フレア：そうですけど……それはほら、喉のど元もと過ぎれば忘わすれちゃいます！（一同爆ばく笑しよう）




喉元過ぎれば熱さ忘わすれる

　熱いものを食べて口の中を火傷やけどしても、呑のみ込こんでしまえばその熱さを忘れてしまうことから、苦しい思いをしても時が経けい過かすればその苦しさを忘れてしまうという意味のことわざ。

　……苦しい状じよう況きようは、現げん在ざい進行中な気もするのだが（笑）。




ユーノス：それを自分で言ってしまうあたり、大したものです（笑）。

フレア：それがお姉ちゃんの強さだから。

ドル：しかし、新人王決定戦か……。

ユーノス：コロローナ商会がワールドクラスに成長するには、避さけては通れない道ですねぇ。

ＧＭ：「でしょう？　ここを足がかりに、ステップアップしていった先せん輩ぱい方がたも何人かいますよ？」とサントスはにこにこしてます。

フレア：世界に羽ばたけば、どこかでお父さんが見てくれるかも！

ユーノス：おお、なんと健けな気げな！

ドル：フレアお嬢さまにそう言われてしまうと、参加をしないわけにはいきません。

セレネ：賞しよう金きん額がくとか、もうちょっとくわしい話を聞かせてもらえませんか？

ＧＭ：シード枠がひとつあって、合計七ギルドによるトーナメント戦になっております。優ゆう勝しよう賞金は、何と！

フレア：……何と？

ＧＭ：五〇万Ｇ！

一同：きた──────ッ!?
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セレネ：残った借金を返せる金きん額がく!?　すごく魅み力りよく的てき！

フレア：準優勝とかじゃあ、何かもらえないんですか？

ＧＭ：残念ながら、優勝ギルドだけが賞金をもらえるようです。

ユーノス：これは厳きびしい！

フレア：せめて、特別賞とかは!?

ＧＭ：特別賞の代わりに、いつものように賞品チャートが振ふれます（笑）。

フレア：ああ、少し安心。

セレネ：……あの、負けた場合のリスクとかはないんですか？

フレア：セレネちゃんが怯おびえてる（笑）。

セレネ：今までの苦労を考えると、手放しで飛びつけない……（笑）。

ドル：セレネお嬢さまがすっかり世の中を疑うたがうように。ああ、おいたわしや（笑）。

セレネ：前回がひどい条じよう件けんだったから（笑）。

フレア：奉仕活動するとか、ないですよね？　ないですよね？

セレネ：大切なことだから二回聞きます（笑）。

ＧＭ：「負けても、賞金が入らないだけです。優勝すれば、コロローナ商会は借金完かん済さい、われわれＦリーグは評ひよう判ばんが上がる！　双そう方ほうにとって嬉うれしい話じゃないですか」

ユーノス：おいしい話には裏うらがあるものですが……これはトーナメントの大会ですから、それほど勘かんぐらなくてもよい気がしますね。

ドル：……今のところ、マティアスが借金取立てには来ておらんから、資し金きん繰ぐりに困こまってはおらんのだが。

フレア：でも、優勝すれば借金完済できる。こんなビッグチャンス、滅めつ多たにない気がするー。

ＧＭ：「で、出場しますよね？」とサントスが顔を覗のぞき込こんで念を押おしてきます。

ユーノス：まぁ、年に一度の大会のようですし。

フレア：新人なのは今年だけ。今しか出られない！　限げん定ていモノに弱いんです（笑）。

ドル：フレアお嬢さま、そういう問題ですか!?（笑）

フレア：季節限定とか書いてあると、ついつい買いたくなるじゃないですか。




　元セレブのお嬢さまだけあって、フレアは限げん定てい品ひんに弱いようである。




ユーノス：おそらく、新人王決定戦の最中は他の試合はないはずですよ。モンスターコロシアムを使った、ビッグイベントですからね。

フレア：その間は試合がなくて、わたしたちの収しゆう入にゆうがないということですねー。

セレネ：そう考えると、出るのが妥だ当とうかぁ。稼かせげる可か能のう性せいがある道を選びたい。

ドル：一いち応おう確かく認にんしておくが……代表選考会はパスしておるのじゃな？

ＧＭ：コロローナ商会は、サバイバルダンジョン大会で二位という功こう績せきがありますし。

ユーノス：乱らん入にゆうによるセレスチャルフォース戦以外は勝ったはずだから、勝しよう率りつもかなりのものですしね。

ＧＭ：実は、推すい薦せんされるだけの理由は持ってらっしゃいます。

フレア：せっかく選ばれたんだから、挑ちよう戦せんしたいよ、セレネちゃん！　と目をキラキラさせながら言ってみます。だって、限定だよ？

セレネ：うぅ、お姉ちゃんの笑顔には弱い……（笑）。

フレア：それに、トーナメントと聞くと、メラメラと闘とう志しの炎ほのおを燃もやしちゃいます！

セレネ：他に稼かせぎようもないし、さすがに断ことわる理由もないかぁ。

フレア：罠わながあったら、そのときはそのときだよ！

セレネ：そ、そうだね。参加でいいんじゃないかな（笑）。

ＧＭ：「では、参加されるということで。これは大変結けつ構こうなことだ！」

フレア：わーい♪　がんばりまーす！




　コロローナ商会の新人王決定戦の参戦が決まると、サントスはほくほく顔で帰っていった。

　そのあと、屋や敷しきを訪ねてきたのは……。




ＧＭ：えー、皆さんが新人王決定戦に思いを馳はせていると、また訪問者があります。

フレア：ああ、やっぱりあの人が来るんですね……（笑）。

ＧＭ：「おはよう、コロローナ商会の諸しよ君くん！」とマティアスが現あらわれます。

セレネ：……会いたくなかった（笑）。

ＧＭ：「何やらお茶が出ているようだが、準じゆん備びがいいではないか」

フレア：さっき、サントスさんに出したお茶が置きっぱなし（笑）。

セレネ：おもてなし用のいいお茶じゃなく、雑ざつ草そう茶にしておけば……いやいや（笑）。

ＧＭ：「なかなかよい香りの茶だ。君たちの暮くらしぶりも、余よ裕ゆうが出てきたようではないか」

ドル：くっ、こやつめ！

ユーノス：まるで小こ姑じゆうとのような嫌いや味みを（笑）。

ドル：それで、何の用じゃ？

ＧＭ：「当然、借金返済の話だ。月末までに、三〇万Ｇを用意してもらおう。できるかね？」

セレネ：ノーとは言わせないんでしょ？　やれる範はん囲いで頑張りますよ。

フレア：大丈夫です、マティアスさん。今回は一気に返す当てがありますから！

ＧＭ：「……おや、今回はやけに素す直なおではないか？」

セレネ：新人王決定戦は大きなイベントだから、いずれマティアスにも知られるよね？

フレア：うん、言っちゃおう。わたしたち、新人王決定戦への出場が決まりましてー。

ＧＭ：「新人王決定戦だと!?」と、今度はマティアスの方が動どう揺ようします。

フレア：これで優勝できれば、五〇万の賞金が出るんです♪

ＧＭ：「な、何だと!?　それは……、本当かね？」と、しどろもどろになります。

ドル：……借金を利用してわしらから何かを取り上げようとしているようだが、その当てが外れたからな。マティアスは内心大おお慌あわてのはずじゃ。

ユーノス：おやおや、どうなさったんでしょうねえマティアスさんは？

セレネ：ですから、神しん殿でんからお借りしてたお金、全部返せちゃいます。

ＧＭ：「それは、よくな……いや、大変よいことだ……」

ドル：わしらが借金を完済すれば、お前の仕事も終わる。お互たがい万ばん々ばん歳ざいじゃろう？（笑）

フレア：だから、マティアスさんも是ぜ非ひ応おう援えんしてくださいねー♪

ＧＭ：唸うなり気味に、「……ああ、う、うむ。そうだな。では、月末までに返してもらおう！」と言って、マティアスは席を立ちます。

フレア＆セレネ：頑がん張ばりまーす！

ＧＭ：マティアスは、すごすごと帰っていきます。

フレア：珍しいですね。お茶が口に合わなかったのかな？

セレネ：鬼おにの霍かく乱らん？

ドル：……いや、ヤツは何か考えておるのじゃよ。油ゆ断だんしちゃいかん。

ユーノス：ははは、しかしマティアスが慌あわてて帰っていくのはなかなか痛つう快かいです。

フレア：サントスさんに感かん謝しやですね。

ＧＭ：というわけで、シーンを終しゆう了りようします。次は、マスターシーンです。







◆Opening 02◆マティアス、ふたたび企む




　クラン＝ベル大神殿の中にある、執しつ務む室しつ。

　マティアスは、苦い顔で宙ちゆうを睨にらんでいた。

　このままでは、コロローナ商会が借金を返済してしまう。

　マティアスとしては、それでは困るのだ───。




ＧＭ：というわけで、マスターシーンになります。場所は、クラン＝ベル大神殿の中にあるマティアスの執務室です。

ドル：ほお。

ＧＭ：マティアスは、現在クラン＝ベル大神殿の財ざい政せい担たん当とうとして、仕事をしているわけです。そういうわけで、神殿が風雲児に貸かしつけた借金を取り立てる立場にあるわけです。

ユーノス：それで、ちゃんと執務室を与あたえられているのですね。

ドル：マティアスは憎にくらしいが、借金の取り立て自体は正当だからな。だが、それを利用して、わしらから何かを取り上げようというのは不当じゃ。

ＧＭ：で、コロローナ家から神殿へ帰ったマティアスは、執務室の椅い子すに座すわり、「いかん、いかんぞ……」と呟つぶやいています。

フレア：マティアスさん、わたしたちから奪うばいたいものあるみたいだもんね。

ドル：うむ、まだはっきり何を狙ねらっているかはわからないが。

ＧＭ：マティアスは、さらにブツブツと呟いています───。




「コロローナ商会が新人王決定戦で優勝してしまったら、借金をすべて返済してしまうではないか。一〇〇万Ｇの借金などそう簡かん単たんに返せるはずがないと思っていたが、悠ゆう長ちようなことは言ってられん。何か、手を打たねば…………」




フレア：……優勝できれば、だけど（笑）。

セレネ：いい加か減げん、本人が戦いに来なさい！（一同爆笑）




「……よし───」

　ひとしきり考えたあと、マティアスはにやりと笑った。

「この手を使えば、きっと……」







◆Opening 03◆はじめての専せん属ぞくマネージャー？




　新人王決定戦に向けての調整に励はげむコロローナ商会。

　その館のドアが、三度叩たたかれた。




ＧＭ：オープニング最後のシーンです。場所はまた館です。新人王決定戦への参戦が決まり、マティアスが慌てて帰った翌よく日じつです。それぞれ何をしていますか？

フレア：わたしは、池の鯉こいさんに端にどいてもらって、「水すい破は斬ざんっ！　水破斬っ！」って練習してます。

セレネ：わたしは、ポメロちゃんの体調を見てます。

ユーノス：ボクは声がもっと響ひびくように、ハハハ～、ハハ～ン♪　と発声練習中。

ドル：わしは、そんなみんなを見守っておるのだな。

ＧＭ：では、皆さんが個こ々こに準備をしていますと、また館を訪ねて来る者がいます。

フレア：おや、誰だろう？

セレネ：ポメロちゃんを頭に乗せて、玄げん関かんに行きます。てててて（歩く音）。

フレア：はーい、どなたですかー？

ＧＭ：ドアを開けると、身長１メートルくらいの小さな女の子が立ってます。

セレネ：身長１メートルくらい……フィルボルですか？

ＧＭ：そうです、フィルボルの女の子ですね。「……ええと、こちらはコロローナ商会のお宅たくでしょうか？」

フレア：チェーンを外して対たい応おうしましょう。「そうです。どちらさまですか？」

ＧＭ：「わたくし、ラウラと申します」と、ぺこりとお辞じ儀ぎをします。

フレア：かわいー♪

セレネ：ラウラちゃん？

ＧＭ：「あの、マティアス様の紹しよう介かいで参りました」と紹しよう介かい状じようを差し出します。

一同：マティアスの!?

セレネ：うっ、気になる。さっそく紹介状を受け取って読んでみます。

フレア：セレネちゃんの手元を覗のぞき込こみます。




「コロローナ商会へ。

　諸君が新人王決定戦で優勝を目指すのは、大変結構なことだ。

　そこで試合に集中できるよう、こちらのラウラをマネージャーとして派は遣けんさせてもらう。

　なんでも遠えん慮りよなく、申しつけてくれ。

　専属マネージャーとして細こま々ごまとした雑ざつ用ようを引き受けてくれるだろう」




ドル：つまり、マティアスが送おくり込こんできたマネージャーということか？

ユーノス：マネージャー？　その業ぎよう務むは一応ボクが担当しているつもりですよ!?（一同笑）

ＧＭ：今は居候じゃないですか（一同笑）。

ドル：マネージャー業らしいことは、何ひとつしていないじゃろ（笑）。

ユーノス：まあ、ボクの興きよう味みは双ふた子ごのプロデュース業の方にシフトしていますが。

ドル：なんなら、マネージャーはユーノス。試合に出るのはラウラでもよい（一同爆笑）。

ユーノス：そ、そんなぁ!?（笑）

セレネ：とりあえず、ラウラちゃんがどんな子なのかを知るべきだと思います。

フレア：ぱっと見、どんな子でしょう？

ＧＭ：フィルボルは小こ柄がらな種族なので、一見すると子こ供どものように見えますが、年ねん齢れい的てきにはフレアやセレネと同じくらいです。

フレア：そうなんだ。

ＧＭ：それで、ちょっとおどおどしてます。

フレア：なんでおどおどしているんだろ？

セレネ：あがり症しよう？

ドル：「この人たちがコロローナ商会？　わたくし、殺されるかも？」（笑）

ユーノス：ボクら、どんだけ粗そ暴ぼうだと思われているんですか？（笑）

ＧＭ：「と、というわけで、神殿の案内でこちらに参りました。よろしくお願いします！」

フレア：ラウラちゃんは、普ふ段だんどんなお仕事をなされているんですか？

ＧＭ：「は、はい！　お掃除からお料理まで、何でもします！」

フレア：つまり、お手伝いさんなんですね？

セレネ：メイドさん？

ＧＭ：「ええ、そういうものだと思ってください」

フレア：とりあえず、中へどうぞ～。

ＧＭ：すると、ラウラは館に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かん、「はっ！」という顔をします。

ドル：お？

ＧＭ：で、素す早ばやく懐から組み立て式の杖つえを取り出し、床ゆかをコンコン叩たたいて「あっ、こんなところに、トラップが！」と（一同笑）。

ドル：おおっ、えらく有ゆう能のうなシーフじゃ！

セレネ：住すみ慣なれすぎて当たり前に思えちゃってるけど、そういえばこのおうちはトラップ満まん載さいだった（笑）。




〝クラン＝ベルの風雲児〟である父の教育方ほう針しんによって、館のあちこちにはトラップが仕し掛かけられており、双子は幼おさないときからそのトラップによって鍛きたえられていたのだ。




フレア：ラウラちゃん、気をつけてね。お家にはたくさんトラップがあるから。

ＧＭ：「大丈夫です！　解かい除じよしながらお掃除しますので」そういうと、次々とトラップを発見しては、器用に解除し、掃除を始めます。

ドル：この探たん知ち、解除の腕うで……ユーノスより使えるではないか！（一同爆笑）

ユーノス：ボクの地位が脅おびやかされている!?　……はっ、これはこうしてボクをみんなから孤こ立りつさせるという、マティアスが仕掛けた策略かっ！




　違ちがいます。




ドル：……最近、ユーノスの寝ね言ごとも磨みがきが掛かかってきたのう（一同笑）。

ユーノス：古代中国には、君主と家臣の不信を煽あおって仲を引き裂く離り間かんの計というのがありまして……。

ＧＭ：えー、ここはエリンディルですので（笑）。

フレア：でも、初めてのお客さんで、うちのトラップに引っかからないのって珍しいね～。

セレネ：うーん、喜んでいいやら悪いやら（笑）。

ドル：……やはり、シーフは天使ではなくフィルボルに限かぎる！（笑）

ユーノス：フッ、シーフなどただの飾かざりですよ！　きらん♪

ドル：飾りでシーフをやっておるのか（笑）。

ユーノス：ボクがシーフなのは、人の心を盗ぬすむためで……。

フレア：───という設せつ定ていなんですね！（一同爆笑）

セレネ：うん、まさしく〝という設定〟だよね（笑）。

ユーノス：……なんてことだ!?　〝という設定〟のひと言を加えるだけで、ボクの幻げん想そう的てきで崇すう高こうな使命が、まるでセレスチャルフォースと同じレベルの妄もう言げんになってしまう（笑）。

セレネ：お姉ちゃんの天然ツッコミは、相変わらず鋭するどい（笑）。

ドル：そもそもユーノスも同じじゃろ、連中と（笑）。

ＧＭ：そんな皆さんを見守っていたラウラですが「では、地下のフロアも掃除してきます」と、降おりていきます。

フレア：すごーい！　キビキビしてる！　あの子優ゆう秀しゆうだよ、セレネちゃん！

セレネ：うん、そうだねお姉ちゃん。……でも気になるなぁ。

ＧＭ：すると突とつ然ぜん、地下から「ぎゃわー!?」という叫さけび声ごえが響ひびきます。

セレネ：慌てて地下に降おりる！

フレア：セレネちゃん、ラウラちゃんに《プロテクション》かけてあげて！

ドル：事じ態たいは、もう実ダメージ算出のステップまで進行しとるのか？（笑）




　地下に降りると、ラウラはモンスターたちに囲まれていた。

　フレアたちにとってはかわいいペットでも、ラウラにとってはただの脅きよう威いでしかない。

　フレアがモンスターをなだめている間に、セレネがラウラを引ひっ張ぱりだした。




ドル：……うむ、ラウラの反はん応のうは真っ当じゃ（笑）。

フレア：ごめんね、ラウラちゃん。ちゃんと説明しておけばよかったね。

ＧＭ：「いっ、いえいえ、そんなっ！　お気になさらず！　こちらの不注意が原げん因いんですので」と、ラウラはぺこぺこと頭を下げます。

セレネ：そんなに気にしなくていいから～。

ＧＭ：それで、救出されたラウラは「今、お茶を淹れてきますので、皆さんは休んでいらしてください！」と言って台所へ行ってしまいます。

フレア：いい子みたいだよ？　むしろ、できる子っぽいよ？

セレネ：うーん……。

ＧＭ：すると、お盆ぼんに人数分のお茶を乗せたラウラがやってきます。

フレア：あっ、ありがと～。

ＧＭ：で、ラウラはひどく緊きん張ちようしているせいか、カタカタ震ふるえながらやってきます。

フレア：えっ、緊張して震えてるんですか？

ＧＭ：そのせいで、お盆の上ではティーカップがカチャカチャカチャカ───ッ!!　と派は手でに鳴ってます。

セレネ：ちょっ!?　なんでそんなに緊張してるの───!?（笑）

ＧＭ：もう、紅こう茶ちやは今にもこぼれそう。「どどどどどどどど、どうぞーっ!?」

フレア：えっ、地じ震しん!?（一同笑）

ＧＭ：地震じゃないです（笑）。

フレア：ラウラちゃん落ち着いて!?　落ち着いて、ねっ。

ＧＭ：「わわわわわたしはっ!?　おおおおお落ち着いてっ、まままますよっ!?」

一同：落ち着いてな──────いっ!?（一同笑）

ＧＭ：そして案の定「あああああっ!!」と、ラウラはお茶を全部ひっくり返してしまいます。

ドル：むおっ、危あぶないっ!?

フレア：ラウラちゃ───ん！（笑）

ＧＭ：「すすすすっ、すいませんっ、すいませんっ！」と、ラウラはぺこぺこと頭を下げ、こぼしてしまったお茶を片かたづけてます。

フレア：できる子かと思っていたら、ドジッ子だった（笑）。

セレネ：ドジッ子とは違ちがうと思う（笑）。

ＧＭ：「すいません、すいませんっ！」

フレア：いいよ、これくらい。ラウラちゃんが怪け我がしてなければ。

セレネ：……やっぱり。マティアスが無料でできる子をよこすはずがなかった（笑）。




　この後、ラウラはまた緊張ゆえの失敗を繰くり返すことになった。

　そんな騒そう動どうがありつつも、夕飯になる───。




フレア：今夜はラウラちゃんお手て製せいのお料理だね～。まともなご飯だ～♪

セレネ：味はどうなんです？

ＧＭ：ラウラの料理はとてもおいしいです。

セレネ：うーん、何のためにラウラをよこしたんだろうと悩なやみつつ、ご飯をいただきます。

ユーノス：……うぐっ！　と急に苦しみ出すボク（笑）。

ＧＭ：「ドキッ!?　だだだだ、大丈夫ですか───っ!?」

ドル：〝ドキッ〟とは何じゃ！　〝ドキッ〟とは!?（笑）

フレア：ユーノスさん、どうしたんです!?

ユーノス：いえ、少々喉のどに詰つまらせました。もう大丈夫です。

ＧＭ：「ほっ……」ラウラは胸むねを撫なで下おろしてます。

ドル：（何か疑うような目をしつつ）……あやしい。

ＧＭ：「……ええと、後あと片かたづけはわたくしがしておきますので、皆さんは試合に備そなえて休んでいてください」と、ラウラはいそいそと食器を片づけて台所へ戻もどっていきます。

フレア：ありがとう！

セレネ：わたしは、ドルさんに声をかけます。

ドル：何でしょうか、セレネお嬢さま？

セレネ：あのマティアスが、優やさしさで人を送ってくるとは思えないんです。

ドル：まあ、純じゆん粋すいな善ぜん意いからの行動とは思えません。

ユーノス：マティアスですからね（笑）。

セレネ：ユーノスさんが食事を喉に詰まらせたときも、反応がおかしかったし。

ドル：そうですな。……ラウラの身の上でも調べておきましょう。

フレア：そんなふたりに気づかずお料理の余よ韻いんに浸ひたってます。ふう、おいしかった。

ＧＭ：では、これでオープニングフェイズを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆開かい幕まく！　新人王決定戦




　年に一度の新人王決定戦───。

　コロシアムには、待ちわびた観客たちの歓かん声せいが響ひびいている。

　コロローナ商会は、地元代表としてその応おう援えんを受けるのだった。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズに入ります。開会式当日、場所はコロシアムです。各地区で活かつ躍やくした新人ギルドが集まり、紹しよう介かいを受けるところです。

フレア：いよいよ開幕かぁ、ドキドキ！

ユーノス：今度は、どんなギルドが登場するんでしょうかね。

セレネ：トーナメントということですが、どうなってます？

ＧＭ：それでは、新人王決定戦について簡かん単たんにご説明しましょう───。




　参加ギルドは全部で七ギルド。

　パリス同どう盟めいの東西南北それぞれの地区から〝地区代表〟のギルドが出場する。

　また、パリス同盟以外の地ち域いきから、特別参加の〝自由選手枠わく〟がふたつ。

　そして、活躍目覚ましいギルドの〝招しよう待たい枠〟がひとつ。

　コロローナ商会は、パリス同盟の東地区代表として出場することとなる。




フレア：わたしたち東地区代表！　頑張りますよ！

ＧＭ：そして、オープニングセレモニーが開始されます。

セレネ：他のギルドはどんな感じなんだろう？

ＧＭ：「年に一度の新人王決定戦！　今回選ばれた新人王候こう補ほはこちらだ！」という実じつ況きよう妖よう精せいの声とともに、続々と参加ギルドが入場してきます。




「南地区代表、ミステリアスタッグ一号、二号！」

　コールとともに、黒いフード姿すがたのふたり組が現あらわれる。顔には、黒いマスクをつけており、その素す性じようはまったく窺うかがうことができない。




フレア：ミステリアスタッグ？

ユーノス：どうせなら、ごてごてに飾かざりとかついた、極ごく彩さい色しきの仮か面めんとか被ればいいのに。

ＧＭ：黒生地に白く〝？〟と染そめ抜ぬいた、シンプルなマスクであります（笑）。

ユーノス：ミステリアスなんだから、もっと優ゆう雅がさが欲ほしいところです。

ドル：極彩色の仮面のどこが優雅なんじゃ（笑）。

フレア：ふたりとも、性せい別べつも不明ですか？

ＧＭ：はっ、素性はおろか、ひと言も発しておりませんので。

フレア：わー、すごいミステリアス！

ＧＭ：南地区のどのギルドが選出されたのかは秘ひ密みつですが、戦せん績せきはたしかだそうです。




「こちらは西地区代表！　〝機械の街〟カナンから、ギルド・マシンハートです！」

　入場したのは、体の一部を機械化した三人組。三人とも、その技ぎ術じゆつの高さを誇ほこるかのように、機械の部分をアピールしている。




ＧＭ：具体的には、アルケミストの《マシンリム》というスキルで機械化してます。頭がカメラになっていたり、腕うでにドリルがついていたり。

セレネ：サイバーな感じですね。

ドル：〝機械の街〟カナンは、錬れん金きん術じゆつの発達によって鉄道まで走っている街ですじゃ。

フレア：機械の街かぁ、楽しそう。旅行で行ってみたいなぁ。

セレネ：しゃ、借金が返せたらね（笑）。




「お次は北地区代表、レリックアドベンチャラーズ！」

　今度は、歴史的価か値ちのありそうな武ぶ具ぐをまとった、冒ぼう険けん者しや然とした男たちが入場する。




フレア：レリック……アドベンチャラーズ？

ＧＭ：本当は聖せい遺い物ぶつのことなんですが、遺い跡せきや遺い産さんのことだと思ってください。

ユーノス：ということは〝遺跡の街〟ラインの出身？

ドル：〝遺跡の街〟ラインは、かつてエリンディルで栄えたライン王国の首都で、クラン＝ベルも加か盟めいしているパリス同盟の指し導どう都市じゃな。

ＧＭ：彼かれらの装そう備びは、いろいろと遺跡を巡めぐって冒ぼう険けんをした結果手に入れたものです。中には、伝説に登場するような武ぶ器きもあります。

フレア：自分たちで発はつ掘くつしてきたんですね！　すごい！

ユーノス：ボクらも莫ばく大だいな借金を背せ負おった身、〝伝説〟という意味では負けてない！

フレア：伝説の借金王っ！（笑）




「そして、東地区代表は───」

　レポーターの視し線せんが、フレアたちが待機している入場口に向けられる。

「〝クラン＝ベルの風雲児〟の血を受うけ継ついだ娘むすめふたりが率ひきいる、皆みなさんご存ぞん知じの！」




フレア＆セレネ：コロローナ商会でーす！

ＧＭ：コロシアムが割われんばかりの拍はく手しゆと歓声で迎むかえ入いれられます。

ドル：おお、地元の温かい応援が！

フレア：これは負けられないですね！

ＧＭ：「さあ、続いて自由選手枠に移うつります！」

フレア：自由枠選手ですか。

ＧＭ：ええ、パリス同盟以外の出身選手です。




「今日も大漁旗が鮮やかっ！　クールフィッシャーマンズ！」

　大漁旗を翻ひるがえし、海の男たちが威い勢せいよく声を上げた。




セレネ：おー、久ひさしぶりの登場だ！（笑）

ユーノス：二巻かんのサバイバルダンジョン大会で戦った、ヴァイキングのギルドですね。

ドル：彼らは、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こく代表というわけじゃな。

ユーノス：彼ら、新人ギルドなんですか？

ＧＭ：冒険者や傭よう兵へいとしての活動は長いですが、コロシアムにデビューしたのはつい最近というわけです。

ユーノス：なるほど、コロシアムの選手としては新人というわけですね。

ＧＭ：そういうことです。サバイバルダンジョン大会では、コロローナ商会に逆ぎやく転てんされて三位となりましたが、彼らもまた人気実力ともに注目のギルドですので。

フレア：釣つりでは負けませんよー♪

ユーノス：よりにもよって、彼らが一番譲ゆずれない部分で勝負を挑いどむとは！

ＧＭ：「何!?　負けんぜよ！　見よ、この大漁旗！　お前たちにはないじゃろう！」

フレア：海だって、この剣けんで真っぷたつです！

ＧＭ：「ワシらの故こ郷きようを割わるじゃと!?　許ゆるさんぜよ！」（笑）

ユーノス：クールフィッシャーマンズに対しての煽あおりの才さい能のう、大したものです（笑）。




「もうひとつの自由選手枠はこちら！　エルーラン王国のルネスで大人気、ムーンスター芸団だんの皆みなさんです！」

　吟ぎん遊ゆう詩人が歌い、踊おどり子こが舞まい、手て品じな師しがマジックを見せ、ピエロが大おお仰ぎようにお辞じ儀ぎをする。




フレア：吟遊詩人！　ユーノスさん、ライバル登場ですよ！

ユーノス：フッ、素そ材ざいが違ちがいますよ。フレアさんとセレネさんの壮そう大だいなサーガを歌っているボクが負けるはずはない！

ドル：ずいぶんと他力本願じゃな。おぬしの才能はどうした？

ユーノス：深く追及しないでいただきたい（笑）。

ドル：ムーンスター芸団は、〝温おん泉せんの街〟ルネスを拠きよ点てんとする劇げき団だんじゃろう？　コロシアムで試合もするのか？

ＧＭ：劇げき団だん員いんは多いので、その方面で戦える団だん員いんもいるのですよ。

ドル：なるほど。

フレア：でも、いつもに比くらべて普ふ通つうな感じですよ。

セレネ：首くび斬きり系けいアイドルとか自じ称しよう天使とか、そんなのがいないよね。

ドル：言われてみればそうですな。




「そして最後。今年の招待選手枠はこのギルド。

〝傭兵の街〟ダブラルからの参戦、優ゆう勝しよう候補の、マーセナリードリームチーム！」

　使つかい込こまれた槍やりを持つ歴戦の戦士に、二丁拳けん銃じゆうのガンマン。そして、般はん若にやの面を被かぶったサムライが、拍手鳴なり響ひびく場内にやってきた。




フレア：雰ふん囲い気きからして、強そうなギルドですねー。

ＧＭ：その三人組に「よし、お前らなら勝てる！」と声をかけているドゥアンがいます。

ドル：ほほう。ドゥアンのセコンドがついておるのか。

ＧＭ：はっ、頭の上に精せい霊れいを三匹びきほど乗せた、屈くつ強きような男で……。

ユーノス：シグかよっ！（一同笑）




シグ

『アリアンロッド・リプレイ』シリーズに登場したＰＣのひとり。魔ま将しよう戦争と呼よばれる人間と魔族の戦いを勝利に導みちびいたことから〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟と呼ばれている。

　かつては歴戦の戦士だったが、膝ひざを壊こわして神官へ転てん職しよくした経けい歴れきを持つ。

　ちなみに、演えんじたプレイヤーは矢野俊策やの・しゆんさくである。




フレア：シグさん知ってますよ！　膝を壊したひとですよね（笑）。

ＧＭ：マーセナリードリームチームは、シグの肝きも煎いりで選ばれた、本ほん格かく派はの傭兵たちのギルドであります。

ドル：まさにドリームチームじゃな。優勝するために編へん成せいされたといわんばかりじゃ。

セレネ：（神しん妙みような面おも持もちで）……シグさんから潰つぶすしかない（一同爆ばく笑しよう）。

フレア：セ、セレネちゃん！　シグさんはセコンドだよ!?（笑）

セレネ：だ、だって、シグさん、クラン＝ベルの四英雄のひとりなんだよ!?（笑）

ドル：強さは折り紙つき。しかし、膝に爆ばく弾だん抱かかえているから、試合には出ないわけか。

ＧＭ：はい。だから、シグさんを狙ねらおうとしないでください（笑）。

ユーノス：対戦表って公開される？

ＧＭ：（トーナメント表を取り出し）はっ、こちらになります。
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セレネ：（覗のぞき込こんで）わたしたちの第一回戦の相手はミステリアスタッグかぁ。

ユーノス：準じゆん決けつ勝しようでは、クールフィッシャーマンズｖｓレリックアドベンチャラーズ戦の勝利ギルドと対戦のようですね。

ドル：そして、決勝では、残り三ギルドのうちの勝者と対戦か。

フレア：シード枠の、マーセナリードリームチームと決勝戦になりそうですよね。

セレネ：シグさんがいるんだから、絶ぜつ対たい強いって。

ＧＭ：ちなみに、マシンハートの応援には、シルヴァが駆かけつけています。

セレネ：シルヴァさんまで!?




シルヴァ

　カナンの街の女じよ性せい神官。多数の難なん事じ件けんを解かい決けつした優ゆう秀しゆうな人物だが、さらっと無む理り難なん題だいを冒険者に押おしつけてくるので、彼かの女じよとウマが合うと大変な目に遭あう。シグもそのせいでずいぶん苦労した。くわしくは『アリアンロッド・リプレイ』シリーズを読んでいただきたい。
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フレア：この人も知ってます！　ウマが合うと大変な人ですよ。ドロップ品のでないダンジョンに送られたり（笑）。

セレネ：シルヴァさんだけは敵てきに回したくない！（笑）

ユーノス：ウマが合わなきゃ大だい丈じよう夫ぶじゃないかと。

ドル：大丈夫ですじゃ。マーセナリードリームチームとマシンハート、わしらはどちらかとしか当たりませんから（笑）。

ＧＭ：皆さんがヒソヒソと相談していると、「皆さーん、頑張ってくださーい！」と観客席のラウラから応援が飛びます。

フレア：手を振ふって応こたえます♪




「以上、出場七ギルドが揃そろいました！　優勝賞金五〇万Ｇを獲かく得とくし、見事新人王に輝かがやくのはどのギルドか!?　オッズはこうなっております！」

　そして、観客に向けてそれぞれの試合のオッズが発表される。




ＧＭ：オッズが高く、優勝候補とされているのはマーセナリードリームチームです。

フレア：オッズ？

ＧＭ：オッズについては『バトルフィールド』というサプリに詳しよう細さいが載のってます。




『バトルフィールド』（ゲーム・フィールド刊かん）

　コロシアムでの試合にまつわるデータやルール、クラン＝ベルの設せつ定ていなどを収しゆう録ろくしたサプリメント。表紙を飾かざるのはフレアとセレネである。

　コロシアムで行なわれる試合では賭けが行なわれており、公平を期すために試合の勝率に応じた払い戻しの倍率───オッズを神殿が発表しているのだ。




ドル：神しん殿でんがオッズを出して、賭かけの公こう平へい性せいを決めておるのじゃ。

ユーノス：コロローナ商会のオッズはどのくらいなんでしょうか？

ＧＭ：大おお穴あなで、倍ばい率りつは一〇倍になってます。

フレア：あらら（笑）。

セレネ：でも、かえってそのくらいの方が安心する。

ドル：クールフィッシャーマンズに一度は勝っておるが、直ちよく接せつ対決ではないから反はん映えいされておらんということか。

ＧＭ：あと、Ｆリーグという所しよ属ぞく団だん体たいのブランドも影えい響きようしています。強いギルドというより、場末の色物ギルドというイメージなので。

フレア：そうなのかぁ……。

ドル：フェイト分の補ほ正せいも入ってるから、とかくレベルは低いんじゃよなぁ。

ＧＭ：で、アナウンスしていた実況妖精のフィルタが、各ギルドに優勝の意い気き込ごみを聞いて回っています。

セレネ：皆、勝つ気満々なんだろうなぁ。

ＧＭ：そして、あなたがたの前にやってきます。「それではコロローナ商会の皆さん、地元選出ギルドとして意気込みをお願いします！」

フレア：ぜーったい、負けません！

ＧＭ：「おお、力強い宣せん言げんですね！」

フレア：はい！　お父さんを探さがし出だすためにも、ここで勝って名を挙げたいんです！

セレネ：クラン＝ベルの風雲児を見かけた方は、コロローナ商会まで！

フレア：もしかしたら、どこかで見てるかもしれないしね！

ＧＭ：そして、フィルタは最後にマーセナリードリームチームにインタビューします。槍を構かまえた戦士が「我われ々われは勝つために結成されたギルド。優勝以外の結果は考えていない」と答えてますね。

フレア：うわ、自信満々だ！

セレネ：もしかして、初めて普通に強そうな相手かも（一同笑）。

ユーノス：……言われてみればそうかもしれません。今までの相手は、強いというより面白い連中ばっかりでしたから（笑）。

ＧＭ：と、開会式と出場ギルドの紹介が終わったところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 02◆ラウラへの不ふ審しん




　開会式終了後、コロローナ商会は選手控ひかえ室しつに戻もどり、ウォーミングアップをする。

　すぐに、試合が用意されている。

　すると、ラウラが甲か斐い甲が斐いしく飲み物を運んできてくれた。




ＧＭ：さて、開会式終了後のシーン。全員、控室にいます。すぐに試合が始まります。

フレア：出番が近いんですね！

ＧＭ：はい。第一回戦は、コロローナ商会ｖｓミステリアスタッグとなっています。

フレア：血肉湧わき踊おどるー♪

セレネ：お姉ちゃん、やる気だ。

ユーノス：踊おどりだすほどの気持ち、高こう揚よう感を理り解かいしました。エイトビートでリュートをかき鳴らしましょう（笑）。

ドル：「お嬢じようさま方、ポーションなどは足りておりますか？」と聞いておきたい。

フレア：大だい丈じよう夫ぶ、持ってます！

セレネ：ハイＭＰポーションが２本ありますから、第一回戦は乗り切れると思います。

ドル：わかりました。ギルド預あずかりのハイＭＰポーションがありますので、試合中に飲んだら補ほ充じゆうするということで。

フレア：はい！

ＧＭ：そうしていると、ラウラが飲み物を運んできます。またぷるぷる震ふるえながら「どどどど、どうぞっ!!」と危あぶなっかしい足取りで（笑）。

フレア：またラウラちゃんがテンパってる───っ!?

ユーノス：この子は、何に怯おびえているのか（笑）。

セレネ：……ＧＭ、その飲み物について【感知】判はん定ていしたいのですが。

ドル：セレネお嬢さま、鋭するどい！

ＧＭ：了りよう解かいしました。難なん易い度どは10です。

セレネ：（ダイスを振ふる）11で成功です。

ドル：わしもやっておこう。（ダイスを振る）おっと失敗。気がつかんかったようじゃ。

ＧＭ：するとセレネが鋭い視線を向けた瞬しゆん間かん、「わきゃあっ!?」とラウラは転んで飲み物をこぼしてしまいます。

セレネ：えっ……証しよう拠こ隠いん滅めつ!?

ＧＭ：しかし、こぼれた辺りから、かすかに異い臭しゆうがします。毒が入っていたようです。

セレネ：───っ!?

ＧＭ：素す直なおに飲んで戦いに向かうと……バッドステータスの毒を受けた状じよう態たいからスタートする予定でした。

ユーノス：……それは強きよう烈れつですねぇ。

ドル：今度から、まずはラウラに毒見をさせようか？（一同爆笑）

フレア：大丈夫？　ラウラちゃん。慌あわてて助け起こします。

ＧＭ：「だ、だだだだだ大丈夫ですっ！　わたしが悪いんで！」とあわあわしてます。

フレア：そんなに緊きん張ちようしなくても平気だよ？

ＧＭ：「い、いえっ、ほら、皆さんの第一回戦なんで……緊張しちゃいまして！」

フレア：そうかぁ。……あ、そうだ。ラウラちゃん。

ＧＭ：「はい？」

フレア：（にっこり微笑ほほえんで）もし、わたしたちが優勝したら、一いつ緒しよにお祝いしようね！

ＧＭ：「え……。わたしも一緒に、ですか？」

フレア：うん。一いつ生しよう懸けん命めいお世話してくれてるんだもん。もう仲間だよ♪

ＧＭ：彼女は涙なみだぐみ「あっ、ありがとうございますっ！」と何度もお辞儀をします。

セレネ：お姉ちゃん、でもその子は……。

フレア：（何の疑いもない純真な笑顔で）ん？

セレネ：だめだ、お姉ちゃんには言えない……。

ＧＭ：最後に一いつ瞬しゆんだけ、ラウラが複ふく雑ざつな表ひよう情じようを見せたところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle 03◆第一回戦、ミステリアスタッグ脅きよう威いの正体!?




　オープニングセレモニーのあと、息をつく間もなくトーナメント第一回戦が開始する。

　まずは、コロローナ商会と謎なぞの覆ふく面めんふたり組ミステリアスタッグとの対戦である。

　その覆面の下の正体は───。




ＧＭ：では、開会式終了後。コロシアムでは、そのままトーナメント第一回戦が開始されます。コロローナ商会は、最初の試合に出場します。相手は、謎の覆面ふたり組ミステリアスタッグです。

フレア：いきなり謎のギルドとの対戦ですよ！

セレネ：一体、何者なんだろう？

ドル：試合の邪じや魔まになるじゃろうから、フードとかは取るんじゃな？

ＧＭ：ええ、そのようです。彼らふたりはさっそく覆面に手を掛かけました。

フレア：あっ、とうとう素す顔がおが見られるんですね。ドキドキ！

ＧＭ：ミステリアスタッグは、「ふふ、今こそあかそう、我われらの正体！」と勢いきおいよく覆面を脱ぬぎ捨すてます！




　被っていたフードとマスクが、バサリと脱ぬぎ捨すてられる。

　現あらわれたのは、下半身は人間、上半身は海産物の……改かい造ぞう人間だった──。
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一同：海産物っ!?

ユーノス：改造人間!?　ということはもしかして……。




「ネオ・ダイナストカバル・南パリス支し部ぶがひとり、怪かい人じんタコハンマー！」

「同じく、怪人カニミサイル！　この勝負、頂いただいたニッ！」




セレネ：すごい、ネオ・ダイナストカバルまで出てきたっ！（テンション上じよう昇しよう）

ユーノス：まさか、ダイナストカバルの改造人間たちがっ!?




ネオ・ダイナストカバル

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズに登場した地域密みつ着ちやく型がた秘密結社〝ダイナストカバル〟の解かい散さん後、元もと構こう成せい員いんたちが新たな活動を起こすために作った組織。神殿を憎にくみつつ地域の人々に愛されることを目指して活動をしている。




ＧＭ：上半身がタコの方がタコハンマー、カニの方がカニミサイルです。

フレア：かに、みそ？

ＧＭ＆ドル：カニミサイル！（笑）

フレア：ツナ缶かんがでてきたので、カニ缶とか出てきてもおかしくないかなって（笑）。

ＧＭ：「缶ではないカニ！　これでも［種別：人間］だニッ！」（笑）

フレア：えー？（←何故か残念そう）

ドル：そうか。ダイナストカバルの怪人は、データ的には［種別：人間］じゃった（笑）。

ＧＭ：「我らの姿に驚おどろいたか、ターッコッコッコッ!!」

一同：ターッコッコッコッ!?（一同笑）

ユーノス：なんというわかりやすい笑い声！（笑）

ドル：……ある意味、いつもどおりの相手で安心したわ（笑）。

ＧＭ：「南地区代表として選ばれるため、我々南パリス支部は、あるときは町おこしに協力し、あるときは地元の子こ供どもたちを喜ばせたりと、地域に密みつ着ちやくして活動してきたのだコ！」

フレア：立りつ派ぱです！

セレネ：……でも、ダイナストカバルは一応悪の組そ織しきなんだよ、お姉ちゃん（笑）。

ユーノス：大会役員はどんな反はん応のう？

ＧＭ：「あいつら、素顔はあんなだったのか」「どうするよ？」「面白いからＯＫ！」

ドル：適てき当とうすぎるじゃろ、役員たちっ！（笑）

ＧＭ：「カニカニカニ……つまり、それほど地域に根差しているということだニ！」

フレア：地域密みつ着ちやく度どだったら、わたしたちだって負けてません！

セレネ：、地元商店街の宣せん伝でんからボランティア活動まで何でもしてきたもん！（笑）

ユーノス：ああ、思い出される苦労の日々（笑）。

ＧＭ：「地域振しん興こうや町の美化なら、我々だってやってきたコ！　南地区の皆みな様さまの声せい援えんを受ける我々が負けるはずがないのだコ！」と言うと、観客席も「オーッ!!」と応えます（笑）。

フレア：何だか心温まる展てん開かいになってるー（笑）。

ＧＭ：「ありがとう！　見よ！　これが悪の組織として活動してきた成果だコ！」

フレア＆セレネ：……悪？（笑）

ＧＭ：（深く頷うなずいて）「……世の中の理り不ふ尽じんな仕組みで、そうなっているのだコ」（笑）

フレア：セレネちゃん……世の中って、複雑だね。

セレネ：うん。今回は素直にそう思う（笑）。

ＧＭ：「神殿が偽いつわりの正せい義ぎを振ふりかざすがゆえに、我らが悪と位置づけられるだけなんだニっ！　政せい治じに興きよう味みはありませんかニ？　神殿を悪いと思ったことはありませんかニ？」

セレネ：……いけないっ、一瞬諭さとされそうに。わたし、アコライトなのに（笑）。

ユーノス：こっちは神殿からの取り立てで苦労してますからねえ。

フレア：初めて、意気投合できそうなタイプの敵と出会ってしまった（笑）。

ユーノス：だが戦いは非情っ！　友ゆう情じようが育まれた相手でも、戦わなければならない！　……これは燃もえる展開ですね、メモっておきましょう。

ドル：サーガ作りが目的とはいえ、マメじゃな（笑）。

ＧＭ：「事じ情じようがあるのはお互たがい様さま、恨うらみっこなしだニ」とカニミサイルが言います。

ユーノス：カニのミサイル……こんがり焼けてて美味しそうですよね（笑）。

フレア：いいなぁ。わたし、カニ好物なんですよー。

ユーノス：倒たおしたら、カニミソやカニ缶をドロップするかもしれません（笑）。

セレネ：……ポメロのドロップ品はグミだった気がするので、食品をドロップしてもおかしくはないけど（笑）。

ドル：しかし、今回のシナリオは普通の出場者が多いと思った矢先に、何故なぜかネタっぽいヤツらと戦うことになるとは（笑）。

ユーノス：たしかにネタっぽいです。寿す司しネタって感じですが（一同笑）。

フレア：カニにタコですもんね（笑）。

ドル：ユーノス、率そつ先せんして面白くすると、おぬしのサーガはコントになるぞ（笑）。

ユーノス：……その点については、もう手て遅おくれな気もしないでもないですが（笑）。

ＧＭ：見た目はネタでも実力は……。さぁ、戦せん闘とうに入ります。




＊　　　＊　　　＊




「では行くぞ！　マイナーアクションでエンゲージから離れて、《ランドフィッシャー》じゃ！　わしのターゲットはお前じゃ、カニミサイルッ！」

「ぐわっ！　体が痺れたニ!?」

「さらにカニミサイルに《サモン・リヴァイアサン》で攻こう撃げき!!　あっ、低い!?　フェイトで振ふり直し！　よし、今度は当たった！」

「カニミサイルがやられているが、今度はタコハンマーの出番。……しまった、移い動どう距きよ離り内に敵がいない、だと!?」

「ふふふ、タコハンマーは近きん接せつ攻撃タイプと予想しておったのじゃよ！」

「仕方ない。フレアとユーノスにまとめて《タコ墨すみ》を吐はきますよ！」

「きゃー、タコ墨が!?」

「お姉ちゃんとユーノスさんが真っ黒に！」

「……フッ、今の姿は美しくないかもしれませんが、ここから形けい勢せい逆転し、華か麗れいな伝説を築きずきあげますよ！」

「さすがは噂うわさにたがわぬセレスチャル・イエロー！」

「イエローと呼よぶなよ!?　……その口を閉とじやがれ、です！」

「わたしは《ファイトアピール》をします。さっさと終わらせて、お風ふ呂ろに入るっ！」

「では、ボクは空を駆かけます。───ユーノスゥゥゥゥ、ウィィィィィングッ！」

「と、飛んだ───!?」

「ボクが神の調べを奏かなでます。フレアさんに《ジョイフルジョイフル》～♪」

「こ、この音楽、耳を塞ふさいでも聞こえてくる、だコ!?」

「ノリがいいぞ、さすがネオ・ダイナストカバルの怪人！」

「さあ、今です、フレアさん！」

「待て！　ほ、ほら、ネオ・ダイナストカバルに入らんか？　今なら特典もついてくる！」

「借金返せるなら入るかもしれないけど……今は新人王が優ゆう先せんだから、ごめんね！」

「……資し金きん繰ぐりは、どこも、厳きびしいのじゃな」

「本当に珍めずらしく、こちらの立場をよくわかっていらっしゃる敵だった……」

「負けた……。ネオ・ダイナストカバルに栄光あれ──────っ！」

「やった！　さすがお姉ちゃん！」

「……ご来場の皆さん！　お土産には、神殿印より美味しいネオ・ダイナストカバル印のポーションを[image: ][image: ][image: ]！」

「他人とは思えない、その商魂っ！」

「う、売れるためならなんでもするのだコ！」




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：───というわけでコロローナ商会の勝利、第一回戦突とつ破ぱです！

一同：わ──────ッ!!

フレア：……なんだか、ほろ苦い勝利でした（笑）。

セレネ：他人とは思えない相手だったもんね。

ＧＭ：最後に、賞品チャートを振りましょう。

ドル：わしが振ふろう。（ダイスを振る）ダイス目は５!?　低いのう。

ＧＭ：それだと、七五〇〇Ｇの賞品となります。

ドル：七五〇〇Ｇ相当の海かい鮮せん鍋なべセットですじゃ（笑）。

フレア：わぁい！　豪ごう華かだー！

セレネ：でも、食べたら七五〇〇Ｇがなくなっちゃいそう……。

フレア：……借金返し終わったら食べましょう！（笑）

ＧＭ：借金を返そうというモチベーションが湧わいたところで、シーン終了です。







◆Middle 04◆激げき闘とう、第一回戦




　第一回戦を勝利し、準決勝にコマを進めたコロローナ商会。

　他のギルドの戦いぶりを見るべく観客席から観戦する。

　それぞれがギルドの特とく性せいを活かして戦いを進めていた。




ＧＭ：次のシーンですが、他の試合経けい過かを見るシーンとなっております。

フレア：試合が終わったわたしたちも、他の試合を観戦したりできるんですか？

ＧＭ：ええ、できますよ。

ユーノス：なら、ポップコーン片かた手てに観戦ですね。

セレネ：ユーノスさんはいつも気楽だ（笑）。

ドル：せめて、次に対戦するギルドの偵てい察さつくらいしておくべきじゃろう（笑）。

ＧＭ：それでは、第一回戦で他のギルドがどうなったかを演えん出しゆつしていきましょう。

フレア：はーい。

セレネ：マーセナリードリームチームはシードだから、第一回戦は出ないんですよね？

ＧＭ：はい。まずは、ムーンスター芸団ｖｓマシンハートから。




　ピエロが見せるアクロバティックな攻撃、手品師が放つ魔ま法ほう、踊り子が見せる優ゆう美びな回かい避ひ。そして、吟遊詩人が奏かなでる仲間を鼓こ舞ぶする曲……。

　ムーンスター芸団が華麗に繰くり出だす技わざの数々に、観客は大きく沸わくが───。

　戦力重じゆう視し、強化に強化を重ねたマシンハートの前には、歯が立つはずもなく。

　圧あつ倒とう的てきなマシンパワーを見せつけ、マシンハートが勝利を収おさめたのだった。




フレア：マシンハートが勝った！

ＧＭ：すると〝遺跡の街〟ラインから応援に駆かけつけた応おう援えん団だんが、シルヴァの音頭で勝利のウェーブをやったりしてます。

フレア：おおーっ、観客もノリがいい（笑）。

ユーノス：しかし、試合の流れはわりと普通の展開でしたね。

セレネ：芸団は見栄えだけで、実じつ用よう性せいはあんまりなかったんですね（笑）。

ドル：案外強いんじゃないかと思って、ドキドキしたんじゃがの（笑）。

ユーノス：しかし、この大会はボクたちにとって不利かもしれません！

ドル：なにぃ!?　ど、どういうことじゃユーノス！　……と、慌あわてるわし（笑）。

ユーノス：だって、実じつ力りよく派はが勝って色物の芸団ギルドが負けたんですよっ！　それってボクたちも厳しいってことじゃないですか！

ドル：おい（笑）。

セレネ：うん、まあ色物なのは否ひ定ていしないけど（笑）。

ドル：少しは、否定していただきたい。

ＧＭ：えー、そろそろ次の試合が始まりそうですよ（笑）。

フレア：見よう見よう。

ＧＭ：次は、クールフィッシャーマンズｖｓレリックアドベンチャラーズ。

ユーノス：海の男たちと陸上の遺跡探たん索さくをフィールドとするギルドの戦いですか。これはなかなか興きよう味み深ぶかい。




　海を股またにかける男たちと、遺跡を知り尽つくした男たちの対決。

　当初、レリックアドベンチャラーズが優ゆう勢せいに試合を進めていたが……。

「キャプテン！　アレじゃあ！　アレを出せば逆転できるけん！」

「次へ取っておくぜよ！　ここは、ワシらの団だん結けつ力りよくを見せるときじゃけえ！」

　リーダーのひと言に、クールフィッシャーマンズの心がひとつになった。

　板子一いち枚まい、下は地じ獄ごくの船上で培つちかったヴァイキングの団結力は、一流のそれ。

　得意の集しゆう団だん戦法で、クールフィッシャーマンズが勝利を収おさめたのだった。
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セレネ：じゃあ、準決勝で当たるのはクールフィッシャーマンズだ！

ドル：しかし、クールフィッシャーマンズの戦い方を見るに、何か切り札を残しておるようじゃな。

フレア：何でしょうね？

ＧＭ：その辺は、戦ってからのお楽しみということで（笑）。

セレネ：気になるな～。

ＧＭ：てなわけで、シーンを終了します。







◆Middle 05◆危き険けんがいっぱい？　控ひかえ室しつ




　無事勝利を収おさめ、準じゆん決けつ勝しようにコマを進めたコロローナ商会。

　第一回戦を終えて、控室に引き上げて帰り支じ度たくをしようとしていた。

　すると、通路で他のギルドと出くわしたのだった。




ＧＭ：では、観戦を終えて控室に向かうシーンから始まります。帰り支度のために、通路を歩いているところからですね。

セレネ：次は、クールフィッシャーマンズと対決かー。

フレア：さっきは海産物、次は漁りよう師しさん？

ユーノス：いや、海かい賊ぞくです。大漁旗持ってますが（笑）。

ドル：どちらにしろ、海辺で戦っているかのようですな（笑）。

ＧＭ：そんなことを話しつつ歩いていると、通路の向こうからシード枠わくのマーセナリードリームチームやってきます。

セレネ：セコンドのシグさんもいますか？

ＧＭ：はい、彼かれらの後ろに控ひかえています。で、槍やりを持ったリーダー格かくの男が「コロローナ商会の戦い方、見せてもらったぜ」と話しかけてきます。

ドル：こいつら、それぞれの名前はあるのか？

ＧＭ：槍の使い手はスピア、二丁拳けん銃じゆうの男はツーハンド、魔ま性しよう面めんのサムライはブレイド。

フレア：すごくわかりやすい！

ＧＭ：傭よう兵へいとしての通り名を名乗っているのです。

ドル：サムライはハンニャにせんか？

ユーノス：語ご尾びは「～はにゃ」で、実はかわいい女の子という（笑）。

セレネ：般若だけに（笑）。

ＧＭ：……名前はブレイドで行きますが、マーセナリードリームチームが負けた場合、ブレイドの仮か面めんが割われて判はん明めいすることにしましょう（笑）。

セレネ：いきなり性せい別べつ不明なキャラに（笑）。

フレア：決勝で当たっても、負けませんからね！

ユーノス：おお、力強い勝利宣せん言げんがっ！　これもメモらなければ。

ＧＭ：「フッ、お手て柔やわらかにな」と鷹おう揚ように答えます。コロシアムへのエントリーが最近なだけで、彼らは傭兵としての戦歴は長いというギルドなので、戦い慣なれているようですね。

フレア：でも、負けませんよ。絶ぜつ対たい決勝まで行きますから！

ＧＭ：「ふふっ、言ったな。では決勝で待っているぞ？」

フレア：はい！　戦いましょうね！

ＧＭ：そして、彼らは今、ばっちりあなたたちをエネミー識しき別べつしました（笑）。

フレア：抜ぬけ目なーい！（笑）

ドル：じゃが、フェイトや【ＨＰ】までは見み抜ぬけまいて（笑）。

ＧＭ：「では、決戦で待っているぞ」

ユーノス：今までの連中と違ちがって、シリアスな人たちだ（笑）。

セレネ：そうだ、滅めつ多たにない機会なのでセコンドのシグさんに話しかけてもいいですか？　クラン＝ベルの四英えい雄ゆうのひとりですから。わたしたちも知ってる有名人ですし！

ＧＭ：いいですよ、どうぞ。

セレネ：何故なぜ、あなたは試合に出場しないんですか？

ＧＭ：「いや、俺おれは膝ひざに爆ばく弾だんを抱かかえているからな。選手として出られないのだ」

フレア：大変なんですね……ホロリ。

ＧＭ：「それにこの大会は新人王決定戦。俺が出るのもちょっとな」

ドル：たしかにクラン＝ベルの四英雄を捕つかまえて新人王というのも、おこがましいのう。

セレネ：残念ですけど、それでは仕方ないですね。英雄の教え子みたいな人たちと戦えるだけで満足します。

ＧＭ：「ああ。それでは、また。決勝戦でな」と去っていきます。

フレア：じゃあ、控室に戻もどろう！




　控室では、ラウラがコロローナ商会の戻もどりを待っていた。

　荷物の整理や武ぶ具ぐの手入れなど、細かな雑ざつ用ようをきっちりとこなしている。




ＧＭ：控室に戻もどると、ラウラが「まずは一回戦突とつ破ぱ、おめでとうございます！」と出で迎むかえてくれます。

フレア：ありがとう、ラウラちゃん！

ＧＭ：「フレアさんにユーノスさん、早くタコ墨すみをおとさないと！」

ユーノス：そういえば、タコハンマーに掛けられたタコ墨がそのままでしたね。

フレア：拭ふくもの、タオルか何か欲ほしいな。

ＧＭ：「はい、こちらに～！」と洗あらいたてのタオルを差し出します。

フレア：ありがとう！　ほら、ユーノスさんも。……羽があるから、大変かもしれないけど。

セレネ：ユーノスさんは、まるごと洗あらい流ながすしかないかも？

ＧＭ：「わたくしにお任まかせを！」と、タオルに水を含ふくませて丹たん念ねんに拭ふきとってくれます。

フレア：いい子だ～。優ゆう勝しようして賞金を稼かせげたら、美味しい海かい鮮せん鍋なべを食べようね！

ＧＭ：「海鮮鍋……そんな美味しいもの、久ひさしく食べてない……」（じゅるり）

フレア：うん。カニとかフグとか、豪ごう華かなものいっぱい入れようね♪

ＧＭ：「でも、わたくしなんかが一いつ緒しよに入っていいんですか？　ただのお手伝いなのに」

フレア：こうやって働いてくれてるんだもん！　いいに決まってるよー。

ＧＭ：「……人に優やさしくされたの、久ひさしぶりです」とジーンとしています。

セレネ：……何だか、だんだん同どう情じようしてきました。どんな苦労してきたんだろう、この子。

ＧＭ：そんなわけで、今日の日程はここまでです。準決勝は、また日をあらためて行なわれます。

フレア：……じゃあ、そろそろ帰ろう。一応きれいになったけど、お風ふ呂ろにも入りたいし。

ＧＭ：そんなこんなで、みんなで帰ろうとすると、……ラウラが急にそわそわしだします。

セレネ：……む。自分の荷物をチェックしてみよう。

ＧＭ：荷物は、控室のロッカーに入れてありますよ。

セレネ：じゃあさっそく、ロッカーを開けて───。

ＧＭ：ロッカーに手をかけた途と端たん、ラウラが「危あぶないっ!?」と、セレネに飛びついてきます。

セレネ：──────えっ!?

フレア：ちょっ!?　ラウラちゃん！

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、ボウガンの矢がパシュッ！　と発はつ射しやされました。

一同：───ボウガンッ!?

ＧＭ：ええ、ロッカーを開けるとボウガンの矢が発射されるトラップが仕し掛かけられていたようです。ラウラが身を挺ていして守ったので、セレネは無む傷きずで済すみます。

フレア＆セレネ：ラウラちゃんは怪け我がしてない!?

ＧＭ：「へ、平気です！」勢いきおいよく倒たおれこんだので、大だい丈じよう夫ぶです。

ドル：最初の頃ころは、画が鋲びようとか仕し込こまれたもんじゃったが……。

セレネ：命が脅おびやかされるレベルになってきましたね。

ドル：危あぶなかったのうと言いつつ、ラウラをじろりと睨にらむ。

ユーノス：まるで、罠わなが仕し掛かけられてたのを知ってたかのような動きでしたねぇ。

ＧＭ：「……わ、わわわわわわたくしっ、トラップの探たん知ちはっ、その得意でして！」

ドル：まぁ、優ゆう秀しゆうなシーフのようではあるが。

フレア：すごーい！　よくわかったねー。

ドル：どこかの居い候そうろう天使とは大おお違ちがいじゃな（笑）。

ユーノス：部屋の隅すみで丸くなって、〝の〟の字を書いていよう。

ＧＭ：「お気を落とさず！　トラップの探知が苦手だって、何とかなりますから！」

ユーノス：君は、ボクのトラウマを刺し激げきしたっ！（一同笑）

フレア：そうですよ、ユーノスさんには漢おとこ探た知んちがあるじゃないですか！

ユーノス：ボクが漢探知をする前ぜん提ていに!?（一同爆笑）

ドル：よかったなユーノス、探たん知ち機きとしての需じゆ要ようがあるようじゃぞ。

ユーノス：……ラウラの存そん在ざいで、ボクの吟ぎん遊ゆう詩人の座ざが危ない!?

セレネ：シーフの座じゃないんですか？（笑）

ユーノス：そっちは、早々に諦めてます（笑）。

フレア：実じつ際さい、ラウラちゃんはお料理もお掃そう除じもできるメイドさんですし、強力ですよ！

ＧＭ：「……そ、それでは、わたくしは先に戻もどって、お仕事しますので！　お先に失礼します！」と、ラウラは足早に去ろうとします。

セレネ：ちょっと待って、ラウラちゃん。

ＧＭ：「はいっ!?」（びくっ）

セレネ：……おうちはトラップが多いから、気をつけて。ね？

ＧＭ：「はいっ、だ、大丈夫です！　位置はもう覚えましたから！」

セレネ：うん、念のためね……。

フレア：ラウラちゃん、いい子～。でも、ボウガンが仕掛かけてあった辺りは調べましょうよ。

ＧＭ：ラウラが行ったあと、ボウガンを調べようとしたところにカタリーナが訪たずねてきます。「皆みなさん、第一回戦突破おめでとうですわ」

ユーノス：誤ご解かいを招まねきそうなタイミングでやってきた（笑）。

フレア：おはよう、カタリーナちゃん。

ドル：「ボウガンを仕し掛かけたのはおぬしか？」と、とりあえず言ってみよう（笑）。

ＧＭ：「ボウガン!?　ちょっと、どういうことですの？」

ユーノス：やはり、この様子だと……。

ドル：まあ、カタリーナではないだろうな。

ＧＭ：事じ情じようを察したカタリーナは眉まゆをひそめます。「ボウガンとは、なかなか本ほん格かく的てきですわねえ。さすがに、わたくしもそこまではしませんわ」

フレア：うん。わかってる。

ＧＭ：「せいぜい自じ爆ばく缶かんを渡わたそうとするくらいよ？」

ドル：……よく考えれば、ボウガンよりひどいのう（笑）。

フレア：昔のことは水に流します（笑）。

セレネ：……お姉ちゃん強いなぁ。いろんな意味で（笑）。

ＧＭ：「今日は、あなたたちの応おう援えんに来ただけよ。クラン＝ベルの代表なんですもの、頑がん張ばっていただかないとね」

フレア：ありがとう！　絶対優勝するから！

ＧＭ：「ええ、それじゃあまたね。でも、あなたたち狙ねらわれていますの？」

セレネ：うん、心当たりはあるんだけどね。でも、大丈夫だから心配しないで。

ＧＭ：「わかりましたわ。くれぐれも気をつけてね？」カタリーナは、去っていきます。

ドル：……とまあ、カタリーナは犯はん人にんではないようですな。

セレネ：犯人の見当なら大体ついているけど……。

ドル：……ああ、フレアお嬢さま。ちと先に戻っていてくれませんか。わしは、少し用事ができましたので。

フレア：用事ですか？

セレネ：（ドルに目配せしつつ）ほら、ドルさんはＦリーグで頼りにされているからね、お姉ちゃん。

フレア：なるほど、そっかー。じゃあ、先に帰っているね、ドルさん。

ドル：うむ、そうしてくだされ。

セレネ：……お姉ちゃんには、あまり聞かせたくないもんね。

ドル：うむ、やはりあのボウガンといい、ラウラの態度といい、きっと何かありますな。

セレネ：やっぱり、そう思いますか。

ドル：まあ、わしの方で調べておきましょう。というわけで、次あたりに調査するシーンをもらえんかね？

ＧＭ：わかりました。実は、次のシーンはそのように想定しております。







◆Middle 06◆陣じん中ちゆう見み舞まい




　第一回戦を終えて、館に戻ってきたコロローナ商会。

　さっそく、ドルはラウラの過か去こについて調査を始めるのだった。

　その結果は、案の定───。




ＧＭ：では、皆みなさん館に戻ってきました。次の準決勝までには、しばらく時間があります。

ドル：というわけで、さっそくラウラについて調べたいのじゃ。街に出て、昔の知り合いや噂うわさなどを聞けたりしないかのう。

ＧＭ：情報収集ですが、【幸運】か【知力】で判はん定ていしてください。難なん易い度どは10です。

ドル：ラウラとマティアスのつながりが分かるといいんじゃが。【知力】で……（ダイスを振ふる）よし、達たつ成せい値ちは13。成功じゃ。

ＧＭ：すると、ドルの昔の商売仲間が教えてくれました。

ドル：コロローナ商会の伝つ手てで、昔働いていた者から聞き出したとか、そんなイメージか。

ＧＭ：そんな感じです。「やあ、ドルさん。久しぶりだねえ」

ドル：うむ。ところで、おぬしラウラというフィルボルの少女を知っておるか？

ＧＭ：「ああ、知っているとも。ラウラの家は商店をやっていたんだが、事業がうまくいかず、借金を抱かかえたまま父親が失しつ踪そうしてしまったんだ」

フレア＆セレネ：なるほどー。

ＧＭ：「何でも、神しん殿でんから一〇万Ｇの借金をしていて、あのマティアスからの取り立てを受けているらしいんだ」

ドル：……ふむ。さっそく館に戻ってかわいそうな事情だけ、皆に話しておこう。




　事情を知ったドルは、さっそく皆を集めてラウラの事情を話すのだった。




フレア：……そっかぁ。ラウラちゃんも、苦労してるんだね。お父さん、早く見つかるといいんだけど。

セレネ：うちと事情は似にたようなものかー。

ドル：借金のために神殿からの仕事をしている。まったくわしらと同じですな。

ＧＭ：そして、マティアスからコロローナ商会に派は遣けんされてきました。

ドル：ここでの給料の九割わりは、マティアスに握にぎられてるんではないか？

ユーノス：久しぶりに、怒いかりが湧わいてきましたよ　羽をばたつかせて怒りを表明します。

フレア：それにしても、ラウラちゃんっていつも怯おびえているみたいで……なんでだろう？

セレネ：……神殿というか、マティアスが悪いことを企たくらんでいるからじゃないかな？

ユーノス：そちらの方が自然ですかね？

セレネ：シルヴァが応援に来てたのも、実は視し察さつのカモフラージュなのかもしれない。

ＧＭ：そんな話をしていると、マティアスが陣中見舞いにやってきます。

フレア：あらあら（笑）。

ドル：噂をすれば影かげじゃな。

ＧＭ：「どうだね？　次の試合に備そなえて休んでいるところか」と腰こしを下ろすマティアスに、あいかわらずラウラが危あぶなっかしい足取りでお茶を運んできます（笑）。

セレネ：わたしのポメロちゃんに運ばせた方が安心な気がしてきた（笑）。

ＧＭ：すると、ポメロが「待て」とラウラを制せいし、前足でひょいっと盆ぼんを抱えて歩いてきます（一同笑）。

フレア：ポメロちゃん、すごーい！

セレネ：この子、かなり気が利くようになった（笑）。

ＧＭ：「どうだね、ラウラは頑張っているだろう？　彼かの女じよはとても働き者なのだよ」

フレア：うちのトラップにもすぐ慣れちゃうし、優秀な子ですー。

ドル：……ラウラの実家は、トラップ職しよく人にんかもしれんな（笑）。

ユーノス：防ぼう犯はん用ようトラップを取とり扱あつかうから、いろいろと詳くわしくなった、とか。

セレネ：あんな人材、よく見つけられましたね。

ＧＭ：「ははは、神殿はさまざまなところと繋つながっておる。君たちだってそうではないか」

ドル：そうじゃ、せっかくマティアスが来たのだから、カマをかけてみよう。

ＧＭ：ほう？

ドル：いや～、前の試合は大変だったんじゃ。試合中、急に腹はらが痛いたくなってな……と言いながら、セレネお嬢じようさまに目配せ（笑）。

セレネ：そうなんですよー。だから全力が出せなくて。勝てないかもって思いましたー。

ＧＭ：「おおっ、それはつらい戦いだったようだ。身体には十分気をつけたまえ」と口先ではそう言いつつも、マティアスはちょっと嬉うれしそうです。

一同：……う～ん（笑）。

ドル：間ま違ちがいない、こりゃマティアスが一いち枚まい噛かんでおる（笑）。

ＧＭ：「そうだ。次は万全の体調で挑いどめるよう、神殿印のポーションを進しん呈ていしよう」とマティアスは差し入れてます。

フレア：前に、わたしたちが宣せん伝でんしたやつですね？

ＧＭ：「うむ。君たちのおかげで、よく売れておる」

フレア：さすがにこのポーションは怪あやしい気がします。

ドル：マティアスが帰ったあと、調べてみよう。

ＧＭ：はっ、わかりました。

ドル：そうそう、ところでマティアス。借金を返したらあんたとは縁えんが切れる。その前に、ちょっと聞いてみたいことがあるんじゃが……。

ＧＭ：「ほう、何かな？」

ドル：（にやり）この間、旦だん那なさまの荷物を整理していたら、何やら大切そうにしまってあったこれっくらいの箱が見つかってのう。

セレネ：もう一度カマをかけるんですね？

ＧＭ：「ほ～う！」マティアスの瞳ひとみがギラッと光ったように見えます。

ドル：だが、あまりにも古かったので、裏うらのゴミ捨すて場ばに捨すててしまったのじゃ。……もしかして、値ね打うちものの可か能のう性せいはあるかな？

ＧＭ：では、ドル【感知】判定をしてください。難易度は10です。

ドル：（ダイスを振る）うおおお、ここでファンブルッ!?（一同笑）

ＧＭ：ファンブルでは、分からな……。

ドル：待った！　ここは、フェイトを１点使って振ふり直す……っ！　（ダイスを振る）よし、今度は12、成功じゃ！

ＧＭ：では、マティアスの眼がん光こうがあからさまに鋭するどく変わります。「ときに、それはどんな形けい状じようをしておったのかな？」

ドル：さて、箱の中身は確たしかめておらんからのう（笑）。

ＧＭ：「……いや、それではわしも判はん断だんはできんな。古い箱というのなら……きっと値打ちはまったくないと思うぞ」と言いながら、ソワソワしているように見えます（笑）。

ドル：では、捨てて正せい解かいだったようじゃな。

ＧＭ：「うむ。……それはそれとして、具体的にどの辺に捨すてたのだ？」（一同笑）

ドル：うちの裏にある運うん河がの近くの、ゴミ捨て場じゃ。運河に直ちよく接せつゴミを捨すてるのは禁きん止しになったからの。

ＧＭ：「うむ！　い～い心こころ掛がけだよ、君！　……おおっ、そろそろ神殿の美化環かん境きよう委員会が仕事を始める時間じゃないか！　わしもとっとと戻もどらなければ！」（一同爆笑）

フレア：ちょっ……あからさまにあやしい!?

セレネ：駄だ目めだ……！　マティアスの反はん応のうが面白過すぎる（笑）。

ＧＭ：マティアスは落ちつきなくあちこちに視し線せんを泳がせつつ、「で、ラウラはよくやっているかな？」

フレア：さっきも同じ話をしたよ、マティアスさん？

ＧＭ：「そ、そうだったねえ。いやあ、年を取ると物もの忘わすれがひどくてねえ！」

ドル：そんな歳としではなかろう（笑）。

セレネ：いつもと違って動どう揺ようしまくりなマティアスが面白くてしょうがない！（笑）

ＧＭ：「では、わしはそろそろ……」

セレネ：そんな、もう一杯ぱいくらいお茶を飲んでいってくださいよー（笑）。

フレア：うん。ラウラちゃん、お茶を持ってきてくれるかな？

ＧＭ：「は、はいっ、ただいまー！」と、また危あぶなっかしくお茶を持ってきますが……。

セレネ：あっ、ラウラちゃん、足元にポメロが！（笑）

ＧＭ：「あっ！」とラウラはポメロにつまずいてお茶をこぼしてしまいました。で、ポメロはやり遂とげたと言わんばかりの顔で、ぐっと前足でサムズアップ（笑）。

セレネ：（サムズアップを返し）ポメロちゃん、ナイス！

ドル：おお、こりゃ申もうし訳わけない。わしはまだ口をつけてないので、こっちのを差し上げますぞ。と、わしのをマティアスの目の前に置く！（一同笑）

ＧＭ：一応、判定してもらえますか？　【器用】判定で10以上が出たら、あまりの手て際ぎわの良さにマティアスは断ことわりきれなかったことにします。

ドル：（ダイスを振る）ふっふっふっふっ、11で成功じゃ！

ＧＭ：マティアスは「……う、うむ。ではいただこう」と言って、カップを手に取り……。

フレア：ふむふむ（←観察）。

ＧＭ：「ふぅ……」と息を吐はいたあと、意を決してくいっと一気に飲のみ干ほしました！

セレネ：マティアス……大丈夫かな？（笑）。

ドル：まあ、平気じゃろう。

セレネ：ラウラちゃんの様子は？

ＧＭ：お茶を飲み干したマティアスを見て、「あわー!?」と、やっちゃった表ひよう情じように（笑）。

フレア：ラウラちゃん、やっちゃった!?（一同笑）

ドル：……で、マティアスの様子は？

ＧＭ：はっ、まるで哲てつ学がく者しやが深い思案に耽るような顔をしております（笑）。

ドル：よし！　大分効きいてきておるっ！（一同爆笑）

ＧＭ：「……そ、そろそろ帰らせていただこう。さっきも言ったように。美化委員会に遅おくれてしまうのでね」と青い顔をして立ち上がります。

セレネ：大丈夫ですか、マティアス様？　脂あぶら汗あせが出ているようですが（笑）。

ＧＭ：「……その、君たちの将しよう来らいを慮おもんぱかっているのだ。それでは、失礼っ！」と言って、ヨタヨタと出て行きます。

フレア：すごい心配してくれてるー？（笑）

ＧＭ：ばたんとドアが閉しまる音がしたあと、何か猛もう然ぜんとダッシュする音が響ひびきました。

ユーノス：慌あわててトイレに駆かけ込こむように走っていくのですね（笑）。

ドル：さて、ラウラ───。

ＧＭ：「は、はいいっ！」

ドル：このポーションを調べておくのじゃ。おぬしはそういうのが得意そうだしな。

ラウラ：「わ、わかりました……」

ドル：「念入りにな？　傷いたんでおるかもしれんからな」とラウラを威い圧あつしつつ……ゴミ捨て場の動向を、裏の窓まどからこっそりチェック（笑）。

ＧＭ：さっそく神殿の美化委員が集まって「そっちはあったか？」「ありませーん！」と言いながら、徹てつ底てい的てきに運河やその周りのゴミ捨て場を漁あさってます。

ユーノス：じゃあ、ボクは空を飛びながら通りかかろう。おやー？　神殿の皆さーん、砂さ金きんでもとってるんですかー？（笑）

ＧＭ：「え？　まぁ、ちょっと……」と、ここでもない、あそこでもないと、どんどん範はん囲いを拡かく大だいしていくんで、おうちの周りからどんどん奇麗になっております。

フレア：神殿が町を美化してるー。いいことだー♪

ユーノス：でも、ゴミ拾いって、ダメージが来たような気がするんですが？

ＧＭ：「ひとり溺おぼれました！　救出に向かいます！」「ギャー、ワニが出た─!?」「《プロテクション》！」「《ヒール》をこいつに！　メディック！　メディーック！」とにぎやかな声が聞こえてきます（笑）。

ドル：よっしゃ!!（一同爆笑）

フレア：なんだか今日はにぎやかだね、セレネちゃん。

セレネ：ちょっと楽しいね、お祭りみたい（笑）。

ドル：しかし、これはいよいよマティアスが旦那さまの持っていた何かを狙ねらっていることが明らかになったな。何か調べられんか？

セレネ：マティアスについては、きっとシルヴァさんから情じよう報ほうを聞けたりしないかな？

ＧＭ：そうですね。では、おふたりとも【知力】で判定してください。難易度は14です。

セレネ：【知力】かー。（ダイスを振る）よし、ダイス目は９、達成値は15！

ドル：（ダイスを振る）こっちは、16じゃ。これで何かわかるか？

ＧＭ：まずセレネからですが、シルヴァは現げん在ざいライン代表のマシンハートの応おう援えん団だんとしてやってきており、サントス主しゆ催さいのクラッシュエンジェルズ凱がい旋せんパーティに出席していることがわかります。

セレネ：凱旋パーティ？　そっか、クラッシュエンジェルズのお姉さま、地方遠えん征せいから戻ってきたんだ。どこでやっているんですか？

ＧＭ：サントスの自じ宅たくです。あなたたちなら、歓かん迎げいされると思いますよ。

セレネ：うん、じゃあお姉さまたちをお祝いするついでに行ってみよう。

フレア：わたしも行きまーす。

ドル：で、わしの方は？

ＧＭ：……すると、〝クラン＝ベルの風雲児〟の豪運を支ささえていたのは、〝風雲児の秘ひ宝ほう〟があるからだという噂を耳にします。

一同：風雲児の秘宝!?

ドル：なんじゃ、それは一体？

ＧＭ：風雲児がそういうものを持っているという噂があるのです。

フレア：娘むすめのわたしたちも、今の今まで知りませんでしたよ？（笑）

ユーノス：それほど大切なものだったのでしょう、きっと。

ＧＭ：風雲児の秘宝については、かつて風雲児の冒ぼう険けん者しや仲間だったというフェルナンドならくわしく知っているかもしれません。

フレア：……フェルナンド？　ああ、カタリーナちゃんのパパのことだ！

セレネ：そういえば、昔仲間だったみたいなことを言っていたような。

ドル：じゃあ、カタリーナパパに訊きいてみるか。

ＧＭ：ちなみに、フェルナンドも娘と一緒に凱旋パーティに招まねかれているようです。

ドル：ああ、そういえばサバイバルダンジョン大会のスポンサーをやっておった。サントスとの縁は深そうじゃからな。わしも、行ってたしかめてみよう。

ＧＭ：では、この辺でシーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 07◆クラッシュエンジェルズ、凱旋パーティ




　地方遠征に出ていたクラッシュエンジェルズがクラン＝ベルへ帰ってきた。

　フレアたちにとっては大だい先せん輩ぱいのふたり。

　その凱旋パーティが開かい催さいされるとの話を聞き、フレアたちも駆かけつけることにした。




ＧＭ：では、次のシーン。クラッシュエンジェルズが帰き郷きようし、凱旋パーティが行なわれているサントスの自宅となります。登場は任にん意いです。

フレア：登場しまーす。やっぱり、ドレスでおめかししないと。パーティだし。

セレネ：わたしも。お姉ちゃんのドレスとお揃そろいです。

ドル：わしも行くぞ。フェルナンドに話があるからな。

ユーノス：では、ボクもエスコート役として同行します。

フレア：せっかくだから、ラウラちゃんも連れて行きましょう！

ＧＭ：「い、いいんですか？　わたくしなんかが一緒で」

フレア：構かまわないよ、一緒に行こ？

ＧＭ：了りよう解かいです。では、ラウラとともにみんなで会場に到とう着ちやくしました。




　きらびやかなシャンデリア。所ところ狭せましと並ならべられた料理の数々。

　華はなやかなパーティ会場。借金を背せ負おう前の日々を思い出しつつも、フレアたちはクラッシュエンジェルズのふたりを探さがす。

　きょろきょろとしていると、向こうから声をかけてきてくれた。




ＧＭ：フレアとセレネが会場にやってくると、クラッシュエンジェルズのライオとネルがやってきて、あなたたちに声をかけてきます。「来てくれてありがとう」




クラッシュエンジェルズ

　Ｆリーグの頂点に立つ、ライオとネルのふたり組のギルド。二巻で地方遠征に出かけていた。
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セレネ：ご無ぶ沙さ汰たしてます。遠征、お疲つかれ様さまでした。

フレア：お疲つかれ様さまです。

ＧＭ：「あなたたちも、新人王決定戦のクラン＝ベル代表に選ばれたとか」とネルが微笑ほほえみかけます。

フレア：はい！　一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばりたいと思います！

ＧＭ：「新人戦王は登とう竜りゆう門もんだ。私わたしたちも、新人王のタイトルを得てステップアップした」と、ライオが過去話を語ってくれました。

セレネ：先せん輩ぱいのお言葉は、真面目に聞きます。

フレア：ちょっと緊きん張ちようしながら聞いています。

ＧＭ：「今回の賞金を獲かく得とくできれば、借金が返せるんだって？」とライオが聞いてきます。

フレア：はい！

ＧＭ：「そうなったら、そのあとはどうするの？」ネルも聞いてきます。Ｆリーグで戦い続けるのかどうかってことですね。

フレア：うーん……。

セレネ：お姉ちゃんの方をじっと見つめます。

フレア：……少なくとも、お父さんが見つかるまでは、続けるつもりです。

ＧＭ：「ほう？」

フレア：有名になれば情報も入ってきやすくなると思いますし、実力がついて巡じゆん業ぎようできるようになれば、わたしたちが直接探さがしにも行けますから。

セレネ：うんうん。

ＧＭ：「そうね。まだ準決勝にコマを進めただけなのだから、気が早い質しつ問もんだったかな？」とネルは笑いながら言います。

セレネ：はい、あくまで第一回戦に勝っただけです。

ＧＭ：「相手は強きよう豪ごうよ？　大丈夫？」

フレア：はい、絶対に勝ちます！

セレネ：お姉ちゃんがいますから、大丈夫です！（きりっ）

ＧＭ：「そうか。ふたりとも、がんばってくれ。同じリーグに所しよ属ぞくする者として、そして、クラン＝ベルを舞ぶ台たいとする同どう志しとして、応援しているから」

フレア＆セレネ：はい!!

ＧＭ：ネルも「ファンも応援してくれている。感かん謝しやの心、忘わすれないようにね？」と言います。

セレネ：えーと……ちょっと、お願いが（もじもじ）。

ＧＭ：「何かしら？」

セレネ：あ、握あく手しゆしてもらえますか？

ユーノス：セレネさん、クラッシュエンジェルズのファンでしたっけ？（笑）

セレネ：純じゆん粋すいに、カッコイイ年上の女じよ性せいに憧あこがれているだけです！（笑）

ＧＭ：「いいわよ」と言って、ネルが握手に応おうじます。




「あら？」

　照れるセレネの胸むな元もとを見て、ネルは小さく笑った。

「折角のドレスなのに、リボンが解とけかけているわ」
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ＧＭ：というわけで、リボンを直してくれました（笑）。

セレネ：わーい♪

フレア：そういえば、ポメロちゃんはどうしてるんだろう？

ドル：食べ物のところで、もくもくとご飯を平らげているのでは？（一同笑）

セレネ：ここぞとばかりに栄養を取ってるんですね（笑）。

ＧＭ：「皆の分も持っていくぜ」という感じで、こっそり容器に詰つめてますが（笑）。

フレア：……わたしたちと一緒に、ポメロちゃんもたくましく成長してる（笑）。

ＧＭ：「自分の食い分は稼かせがないと」とポメロの目が語っています。

ユーノス：帰る頃にはひと回り大きくなっていそうですね、ポメロ。

セレネ：まあ、これだけたくましければ放っておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。わたしは、シルヴァさんを探さがします。

ＧＭ：シルヴァはいろいろ目立つ女性ですからね、すぐに見つけられますよ。シグに対して、自分の応援するマシンハートが必ず勝つわよ、なんて言ってたりします。

セレネ：ああ（笑）。

ＧＭ：声を掛けてみますか？

セレネ：……あのう、お取とり込こみ中すみませんが。

ＧＭ：「あら、あなたはコロローナ商会のセレネさんじゃない。ちょうと退たい屈くつしてたとこなのよ～」と、あっけらかんと笑いながらセレネに答えてくれます。

セレネ：……うん、まごうことなきシルヴァさんだ（笑）。

ユーノス：というか、退屈していた相手と言われたシグの立場がない（笑）。

ＧＭ：「何が退屈だ～！　さんざん贔屓ひいきのギルドを自じ慢まんしやがって！」とシグさんご立りつ腹ぷく。

セレネ：いいのかな～？（笑）

ＧＭ：「ああ、いいのよ。それで、あたしに何の用？」

セレネ：はい、こちらに出席されていると聞きまして。少し、お話ししたいことが……。

ＧＭ：「ああ、ここは何だから、少し静かな場所に行きましょう」どうやら、シルヴァもマティアスの話だと察したようですね。

セレネ：おお、さすが！

ユーノス：マティアスとは、彼女も因いん縁ねんがありますからねー。




　マティアスとシルヴァの因縁については、くわしくは『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ③　ノエルと白はく亜あの悪あく夢む』を読んでいただきたい。




ＧＭ：で、ひと気の少ない場所に移うつりました。「きっと、マティアスのことよね？」と、シルヴァも訊いてきます。

セレネ：はい、実はわたしたちマティアス神官から借金の取立てをされていまして……。

ＧＭ：「うん、事情は知っているわ。まったく、ヴァンスター神殿から左さ遷せんされたと思ったら、まだしぶとくそんなことをしていたなんてね」

セレネ：マティアス神官は、何が狙ねらいなんでしょうか？

ＧＭ：「神殿中央への返かえり咲ざきを狙っているのは間違いないわ。あの男が、借金取りなんて立場に甘あまんじているとは思えないしね。噂じゃあ、ヴァンスターの貴き族ぞくと繋つながりもあって、密ひそかに遣やり取とりをしてるなんていうわ」

セレネ：ヴァンスターの貴族と？

ＧＭ：「くわしいことは、まだ調査中なのよ。どうも、何かを探しているようなんだけど」

フレア：やっぱり、風雲児の秘宝なのかな？

セレネ：うん、きっとね。だから、借金を利用して館を差さし押おさえて風雲児の秘宝を探さがし出だそうとしているんだと思う。

ＧＭ：「あなたもマティアスのことで何かわかったら教えてちょうだい。力になれることがあるかもしれないわよ？」

セレネ：はい！　……う～ん、シルヴァさんとウマが合いそう（笑）。

ユーノス：この人とウマが合うと後が大変ですよ？




　───と、経けい験けん者しやは語る。

　ユーノスのプレイヤーは、『アリアンロッド・リプレイ』シリーズのＰＣのひとり、エイジを演じており、いろいろ大変な目に遭ってきたのだ。




ＧＭ：とまあ、シルヴァの情報はそんなところです。

セレネ：わかりましたー。

ドル：よし、では次はわしじゃ。フェルナンドに会いに行くぞ。

ＧＭ：こちらも、すぐに見つけることができますよ。ローストビーフの塊かたまりを、ものすごく分ぶ厚あつく切って皿に取り分けているフェルナンドを見つけることができます。

ドル：また肉を食っておるのか（笑）。

ユーノス：とことん肉好きですよ、この親父おやじ。

ＧＭ：で、縦たてだか横だかわからないくらいに分厚く切りながら「おお、ドル。やはり君も来ていたのかね？」と声をかけます。

ドル：うむ、おぬしは相変わらず健けん啖たんじゃな。

ＧＭ：「ああ、ビジネスは身体が資し本ほんだからね」

ユーノス：逆ぎやくに肉の食くい過すぎで身体を悪くするぞ、きっと（笑）。

ドル：旦那さまのことで、訊ききたいことがあるのだが。

ＧＭ：「……何かね？　答えられる範囲でなるべく答えよう」

ドル：おぬし、旦那さまの古い馴な染じみじゃが……風雲児の秘宝について知らんか？

ＧＭ：「風雲児の秘宝か。ああ、知っているとも。あいつが初めての冒ぼう険けんで手に入れ、それ以来戦せん略りやく級の爆ばく運うんを授さずかったという秘宝だ───」

一同：戦略級の爆運!?（一同爆笑）

ユーノス：週しゆう刊かん誌しの裏で宣伝してるお守りのキャッチフレーズみたいな（笑）。

ＧＭ：「あいつはそれを手に入れてから、株かぶを買えば高たか値ねがつき、土地を買えば高こう騰とうし、本を売ればベストセラーという、実に絶ぜつ好こう調ちようの運を手に入れたと言われている」

ドル：旦那さまが風雲児と呼よばれるようになったのは、そのアイテムのおかげなのか。

ＧＭ：「あいつもよくそういっていた。これがあれば、どんな願いでも叶えることができる……とな」

ドル：そんなにすごいものなのか？

ＧＭ：「───ただ、私もその実物は見たことはない。秘宝を手に入れたという冒険は私も一緒に行ったのだが……そのときは、そんないいものを見つけたとは言っていなかった！　あいつめ、うまいこと秘宝を独ひとり占じめしおって」

ドル：……もしかして、それがおぬしが旦那さまをライバル視しするきっかけになったとか？

ＧＭ：「ちょっと前までは、ひどい抜ぬけ駆がけもあったものだとは恨うらんでいたこともある。……しかし、今はあいつほどではなくとも、私にも運が向いてきている。もう過去のことだし、気にしてはおらん」

ドル：それならよい。しかし、おぬしでも直接見たことがない代物なのか。

ＧＭ：「それほど強力な運を授さずけてくれるのだから、他人に見つからないようしっかり隠かくしているのだろうな」

ドル：そうか。わかった、情報提てい供きよう感謝するぞい。




　全員が戻ってきて、お互たがいの情報を交こう換かんする。

　これでマティアスの狙いが、風雲児に運を授さずけたという〝風雲児の秘宝〟にあり、借金を利用してこれを奪うばおうとしているということに確かく証しようが持てた。




セレネ：つまり、マティアスは風雲児の秘宝を見つけ出して、中央へ返かえり咲ざこうとしているってことかな？

フレア：だから借金を返されると困こまるんだ。借金返しちゃったら、風雲児の秘宝を手に入れる機会がなくなっちゃうんだもんね。

ドル：つまり、借金をみんな返してしまえばマティアスの目もく論ろ見みは崩くずれてしまいますな。

セレネ：俄が然ぜん、借金を返す気になりましたよ！（笑）

フレア：……じゃあ、ラウラちゃんはやっぱり？

ドル：まあ、マティアスがラウラを送おくり込こんできた目的については大体察しております。

フレア：うーん。ラウラちゃんと一度きちんと話をしたいなー。

セレネ：……そういえば、次の試合っていつでしたっけ？

ＧＭ：明日の予定となっています。決勝戦は、その数日後になってますね。

ドル：スケジュール的にはまっとうじゃな。

フレア：それなら、準決勝の試合が終わってひと段だん落らくしたら、そういうシーンを作ってもらっていいですか？

ＧＭ：了解しました。では、その方ほう針しんが決まったところでこのシーンを終了します。







◆Middle 08◆準じゆん決けつ勝しよう直前、控ひかえ室しつにて




　パーティの興こう奮ふん冷めやらぬまま、翌よく日じつの準決勝を迎むかえた。

　さて、これから試合に向かおうというとき……。

　フレアは、自分の剣けんの違い和わ感かんに気づいた。




ＧＭ：では、準決勝の日を迎むかえました。

ユーノス：【ＨＰ】と【ＭＰ】は全ぜん回かい復ふくしていていいのかな？

ＧＭ：はい。舞ぶ台たいは控室になります。

ドル：ふむ、また罠わなが仕し掛かけられておったりするのか？

ＧＭ：全員、難なん易い度ど10の【感知】判はん定ていをお願いします。

フレア：（ダイスを振ふる）ぴったり10で成功です。

セレネ：（ダイスを振る）14、成功です。

ユーノス：（ダイスを振る）11で成功。

ドル：（ダイスを振る）よし、成功じゃ。

ＧＭ：では、全員、フレアの剣が偽にせ物ものにすり替かわっていることに気づきました。

セレネ：偽物に？

ＧＭ：おもちゃの剣みたいなやつです。データ的には、攻こう撃げき力りよく０の剣。

フレア：どうしよう、これじゃ戦えないよ。本物がないか探さがしてみます。

セレネ：探さがすの手伝うよ、お姉ちゃん。

ＧＭ：すると、ラウラが「すすすす、すみませんっ、こっちと間ま違ちがえてしまいました！」と言って、本物のフレアの剣を持ってきます。

フレア：ラウラちゃんって、実はドジっ子なんだねー。

ＧＭ：「え？　ええ、昔からこういうドジばかりするもので……」とぷるぷる震ふるえながら頭を下げます。

ドル：そういえば、マティアスがくれたポーションは何だったんだ？

ＧＭ：「あ、あれですか？　ラベルを貼はり間違えていたみたいで、ハイＨＰポーションではなく、ただのＨＰポーションでした」

ドル：……ふうむ（疑ぎ惑わくの眼まな差ざし）。

ＧＭ：「な、なんでしょうか？」

ドル：まあよいわ、これはアイテムとして取っておこう。売ればきちんと金になる（笑）。

ユーノス：リュートを試し弾ひきして……おや、ボクのリュートの弦げんも切れてしまっていたようです、と言ってみよう。

ＧＭ：ラウラは、ビクっと震ふるえます。

ユーノス：ボクが手入れを怠おこたったからですねー。

ＧＭ：そして、ほっとため息をつきました。

セレネ：……ポン、とラウラの頭に手を乗せます。

ＧＭ：ビクっとしたあと「な、何でしょう？」と上うわ目め遣づかいで見つめてきます。

セレネ：……あんまり急ぐから、間違えちゃうんだよ。

ＧＭ：「……は、はい、落ち着きがないってよく言われます」

セレネ：そう。お姉ちゃんがいるから、わたしたちは何があっても勝つけど。

ＧＭ：ラウラは何も言いませんが……すごく申もうし訳わけなさそうな顔をしています。

セレネ：本人は罪つみの意い識しきがあるみたいだから、きつく咎とがめはしない。

フレア：……わたしは、フレアはラウラを抱だきしめます。

ＧＭ：「はぅっ!?」

フレア：……ラウラちゃん、わたしたちのことを心配しているんだね？




　フレアは、ラウラが自分たちのことを心配して震えているのだと思う。

　ラウラを安心させたい一心で、




フレア：絶ぜつ対たい勝って帰ってくるから、安心して。震ふるえなくていいんだよ。

ＧＭ：「……は、はい。応おう援えんしてます」と涙なみだぐみます。

フレア：ラウラちゃんが応援してくれるなら心強いよ！

ドル：まあ、お嬢さま方のことなら心配はいらん。わしらは、こう見えて負け知らずだしのう。

ユーノス：おや、コロシアムの試合に反対していたドルさんとは思えないセリフが（笑）。

ドル：最初は、借金を返すためにお嬢じようさま方が闘とう技ぎ場じようでこんな試合をするなんてとんでもないと思っておったが……今ではすっかりわしも《エフリーグマスター》じゃ（笑）。

セレネ：皆みな、すっかりＦリーグに馴な染じんじゃいましたね（笑）。

ドル：うむ。借金を返すため、いろいろな試合に挑いどんできたが……人を騙だましたり傷きずつけたり、裏うら切ぎったりせずにいたから、ここまで返してこられたんじゃな。

ＧＭ：「…………」ラウラは顔を伏ふせます。

ドル：のう、ラウラ。今や、わしらは一いつ緒しよに戦っておるんじゃ。お嬢さまたちの試合は、最後まで見ていっておくれ。

ＧＭ：「はい」とラウラが頷うなずいたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Middle 09◆準決勝！




　そして、準決勝当日──。

　まずは、シード枠わくのマーセナリードリームチームとマシンハートの試合が行なわれる。

　コロローナ商会は、決勝でぶつかるギルドの戦力分ぶん析せきのために観戦するのだった。




ＧＭ：それでは、準決勝となります。まず、準決勝第一試合マシンハートｖｓマーセナリードリームチーム戦が行なわれます。皆みなさんは、この試合を観戦することができます。

セレネ：ふむふむ。

フレア：せっかくだから、みんなで観戦しましょう。

ドル：うむ、ではとくと優ゆう勝しよう候こう補ほの戦いっぷりを見せてもらおうかのう。

ユーノス：右に同じく。

ＧＭ：セコンドのシグと応援団だん長ちようのシルヴァがさっそく揉もめてます（笑）。




「ちょっと、なんで地元を応援しないのよ!?」

　怒ど鳴なるシルヴァに、シグは肩かたをすくめる。

「うるせー、昔の馴な染じみの方を優ゆう先せんするに決まっているだろう！」




ドル：ああ、このふたりは不思議とウマがあった仲だったな（笑）。

ユーノス：……君たち、そろそろ結けつ婚こんしたらどうですか？（笑）

ＧＭ：そうこうしているうちに、試合が始まります。




　試合は始まった───。

　機械の体にモノを言わせて、突つっ込こんでくるマシンハート。

　まず、ツーハンドが動いた。目にもとまらぬ早はや撃うちで手近な一体をダウンさせる。

「遅おそいな……」

　そうブレイドが呟つぶやいた時には、ふたり目が斬きり伏ふせられていた。

「まぁ、そう言うな」

　スピアは槍やりを構かまえると、慣なれた仕草で振ふるう。

　生み出された衝しよう撃げき波はが、まだ立っていた敵てきを地に叩たたきつけた。




ＧＭ：───と、わずか１ラウンドで、マシンハートは倒たおされました。

セレネ：これは強そう！

ＧＭ：「準決勝第一試合、勝者はマーセナリードリームチーム！」と、会場にアナウンスされます。悔くやしそうにしているシルヴァに、シグが勝かち誇ほこっていますね。

ユーノス：決勝に進出したのは、マーセナリードリームチームですか。ボクたちがクールフィッシャーマンズに勝利すると戦うことになります。

ドル：しかし、１ラウンドで相手をのしてしまうような連中に、わしらが勝てるかのぅ？

フレア：大だい丈じよう夫ぶですよ！　きっと！

ユーノス：ここで、マーセナリードリームチームと睨にらみ合あいを演じましょう。

ドル：そして、すかさずエネミー識しき別べつのチャンスじゃな？（笑）

セレネ：向こうはこちらを識別したようですし、こっちもしていいですよね？

ＧＭ：はい。では、判定をお願いします。

ドル：やはり、リーダー格かくっぽいスピアからじゃな。




　判定の結果、ドルがスピアの識別に成功した。




ＧＭ：ギルドマスターのスピアは、レベル12、《スピアマスタリー》《アームズロジック》《ファイティングロウ》《パンプアップ》《ウェポンルーラ》１レベル《スマッシュ》《バッシュ》５レベル《リバウンドバッシュ》《インデュア》を持っています。

ユーノス：普通に命中のダイスが増えて、ダメージも多いってタイプですね。

ＧＭ：はっ、槍のあつかいに長けた、正統派の戦い方をする相手です。

セレネ：《リバウンドバッシュ》も持っているから、範囲攻撃も威力がある……。

ドル：変へん則そく的てきなことはしないが……まともに強いぞ。

ＧＭ：更さらに、《ソウルバスター》《ボルテクスアタック》を持っていますので、彼かれらは切り札を残してます。

セレネ：魔ま法ほうで狙ねらうにしても、《インデュア》が地味に嫌いやですね。

ＧＭ：それと、スピアは生命の呪符を持っています。

ドル：一回戦せん闘とう不ふ能のうになれるのか。《ソウルバスター》との合あわせ技わざだな？

ユーノス：これは気をつけないと。うっかり大ダメージを叩たたき込こむとこっちも死んでしまいます。

フレア：はい、覚えておきます！

ＧＭ：それでは、次は準決勝第二試合、コロローナ商会ｖｓクールフィッシャーマンズ戦が始まります。準じゆん備びはよろしいですか？

フレア＆セレネ：はい！




　準決勝第二試合───。

　コロローナ商会ｖｓクールフィッシャーマンズ戦が始まろうとしていた。

　コロシアムには、クールフィッシャーマンズのシンボル、大漁旗がはためいている。




ＧＭ：ギルドマスターであるクールフィッシャーマンズのキャプテンが《ギルドシンボル》である大漁旗を振ふり立たて、それに三人の男衆が率いられています。

ユーノス：相手も四人のギルドですか。

ドル：旗を持ってるキャプテンを最初に落とすのじゃ。そうすると、他の三人にペナルティが入るからのう。




《ギルドシンボル》は、シンボルとなるアイテムを持っているキャラクターがシーンに登場している間はギルドメンバーのダメージロールに＋２Ｄの効こう果かを得るが、シーンに登場していない、あるいは戦闘不能になるとダメージロールはマイナス１Ｄされてしまう。




フレア：わかりました！

ドル：さて、クールフィッシャーマンズよ。ついに、お前たちと決着をつける日が来たな。

ＧＭ：「前回のサバイバルダンジョン大会じゃあ、タッチの差で三位に甘あまんじてしもうた。じゃが、今度は借りを返してやるけんね！」とキャプテンが意い気き込ごむと、その背後でザッパーンと波飛沫しぶきが上がるイメージが！（笑）

ユーノス：さすがヴァイキング。海の男の、荒あらぶる鼓こ動どうを感じますよ。

フレア：でも、うちも《水波斬》使いと《サモン・リヴァイアサン》使いがいるわけなんで、波を出すことについては負けてられない（笑）。

ＧＭ：「わしらはヴァイキングじゃけん。海の男の意地、見せちゃるけえの！」

フレア：こちらこそ！　負けませんよ！

ＧＭ：それでは試合を始めます




▼第１ラウンド

行動値ち

　キャプテン　　　　　　　　　　　13

　ユーノス　　　　　　　　　　　　11

　ドル　　　　　　　　　　　　　　８

　セレネ　　　　　　　　　　　　　８

　フレア　　　　　　　　　　　　　８

　ソルジャーＡＢＣ　　　　　　　　７
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ドル：思ったより、キャプテンの行動値が高い。

ＧＭ：では、セットアップ。まずはキャプテンが、ヴァイキングのスキル《シンクロナイズ》と《アドミラル》を使用します。

フレア：どんな効果？

ＧＭ：ギルド全員の【行動値】が、キャプテンと同じに変へん更こうされます。「野や郎ろうども、行くぜえ！」「おー！」「釣つりじゃー！」と一いつ致ち団だん結けつしました。

フレア：おおっ、漁りよう師しの団だん結けつ力りよくはあなどれませんね。

ユーノス：いやいや、ここは漁場じゃなく、コロシアム！　釣りは関係ない！（笑）

ＧＭ：いやいや、ここでオリジナルギルドスキル《海の漢の戦場》を使います！

一同：何!?




「お前ら、今日も大漁を狙うぜよ！」

　キャプテンが叫さけぶと、荒あら波なみが押おし寄よせた。

　その荒波が、あっという間に闘技場内を満たしていく。

「ここはわしらの故こ郷きようの海だと思うぜよ！」

「おおうっ!!」

　クールフィッシャーマンズの声が唱和した。




ＧＭ：というわけで、エリア全体がプールに変更されます！

一同：ええー!?

セレネ：これ、ペナルティが入ったりします？

ＧＭ：飛行状じよう態たいの人以外は、移い動どう力がマイナス２ｍ、すべての判定のダイスがマイナス１Ｄされてしまいます。ただし、効果は１ラウンド中なので、次のラウンドには回かい復ふくします。

ユーノス：コロシアムが、海の男の心意気に応えたというのですか!?

ＧＭ：そのとおり！　そして、ソルジャーたちも【行動値】が13に上がったので、クールフィッシャーマンズのセットアップが続きます。

ドル：何をするのじゃ？

ＧＭ：ソルジャーが全員、《セルフプライド》を使います。「うおおおおー！」と叫さけんで、１ラウンドの間、与あたえるダメージがＣＬ×２上じよう昇しようしました！

ユーノス：《ギルドシンボル》があって、さらにこれか。……レベルだけでいいから、教えてもらえない？

ＧＭ：10です。ダメージは20点上昇。

ドル：大きい！

ＧＭ：次は、ユーノス。

ユーノス：まず、《クイックソング》《エチュード》！　（ダイスを振る）発動成功。

ドル：さて、ここで《陣じん形けい》を使うかどうかなのですが。

フレア：はい───。




　ヴァイキングという慣なれぬ相手にどう戦うか、フレアたちは話し合った。

　結果、フレアがＤ－５、セレネがＢ－５、ユーノスがＡ－１に退たい避ひし、ドルがＣ－４ひとりで踏ふみとどまるという布ふ陣じんとなった。

　敵のスキルの効果が切れるのを狙うのである。




セレネ：ドルさん。《プロテクション》で、できる限かぎりの援えん護ごを飛ばします。

ドル：それでも、わしが沈しずむことにはなると思うのです。そこは諦あきらめて、頑がん張ばって反はん撃げきに力を注いでくだされ。

フレア：わかりました。では、《陣形》を使用します。




　ドルを残し、三人は方ほう々ぼうへ散っていく。

　もちろん、セレネの《プロテクション》の範はん囲い内ないにとどまることは忘わすれない。




ドル：さて、わしは理知の宝ほう玉ぎよくを使用する。これで、向こうの先手を取れるはずじゃ

セレネ：今回、《ヘイスト》は使いません。１Ｄを振ふって５か６が出ないと相手を越こせないので、分が悪い。

ドル：向こうが近づいてこないと、射しや程ていの問題もあるしな。

ＧＭ：では、最初のイニシアチブプロセス。

ドル：わしじゃな。マイナーで《マジックブラスト》で魔法の対象を範はん囲い選せん択たくに拡かく大だい、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。対象は、一網打尽にできるＣ－２じゃ！

ＧＭ：はい。

ドル：命中にマイナス１Ｄのペナルティを受けておるので、フェイトは２点使おう。（ダイスを振る）命中は25。

ＧＭ：それはクリティカル以外は避よけられない。（ダイスを振る）くっ！　全員、回避失敗。

ドル：（ダイスを振る）む、出目が１と２のやつを《ソアスポット》で振ふりなおし。（ダイスを振る）57点、〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。１点でも通れば、マヒが入る！

ＧＭ：（計算して）……キャプテンは52点、ソルジャーたちは54点ずつダメージが入り、マヒも受けました。

ドル：よし、わしの役目は果たした！

ＧＭ：ストップ。このタイミングで、ソルジャーが《リリーヴ》というスキルを使用します。

ドル：何かすごそうなスキル名だな。どんな効果だ？

ＧＭ：対象のバッドステータスを引き受ける、ヴァイキングのスキルです。ソルジャーＢがソルジャーＡの、ソルジャーＣがキャプテンのマヒを引き受けます。

ドル：ヴァイキングは仲間思いなんじゃな。

ＧＭ：「おめぇのことは俺おれが支ささえているけえ」「キャプテンがおらんと、船は動かんけんのう」と言いながら、仲間を助けました。

フレア：通つう常じようの状態で、キャプテンとソルジャーＡが突とつ撃げきしてくるんですね。

ドル：さあ、来るがよい！

ＧＭ：それでは、クールフィッシャーマンズの番ですね。まずはキャプテンが、マイナーアクションでＣ－３に移動、メジャーアクションで《ゴーサイン》を使います。

セレネ：《ゴーサイン》？

ＧＭ：これもヴァイキングのスキルです。射程20ｍ、範囲（選択）のギルドメンバーを移動させることができるヴァイキングのスキルです。

ドル：全員が一丸となって突っ込んでくるのか。

ＧＭ：クールフィッシャーマンズは全員《スイミング》を５レベルで持っているので、現げん在ざい移動力が25ｍ伸のびている状態です。海の中を掻かき分わけて泳いできます。

ドル：それじゃあ、このマップ内のどこにでも行けるじゃないか！（笑）

ＧＭ：「皆の衆しゆう、まずは相手の頭から落とすのじゃ！」とフレアのいるＤ－５にソルジャーたちが突つっ込こみます。

一同：何だってー!?

ユーノス：いきなり予定を覆くつがえされましたよ!?

ドル：……だが、クールフィッシャーマンズよ。おぬしらはひとつ間ま違ちがえた。

ＧＭ：「むう、なんじゃとう？」

ドル：……フレアお嬢さまが狙ねらわれたら、セレネお嬢さまが本気になるぞ？（笑）

ＧＭ：ああっ、本当だー!?（一同爆ばく笑しよう）

フレア：セレネちゃんの目の色が!?（笑）

セレネ：びかーん！（←眼がん光こうが光った音らしい）　お姉ちゃんを攻撃すると許ゆるさない！

ユーノス：セレネさんの瞳ひとみが攻撃色に（笑）。

ＧＭ：「……おお、背せ中なかから、妙みような気配を感じる。わしゃあ、荒あれた海でこんな気持ちになったことがあるぞ!?」（一同笑）

フレア：腕うでまくりしてる。セレネちゃん……というか藤ふじ井いさんが本気に（笑）。

ＧＭ：ま、負けませんよ!?　次は、ソルジャーＡ。マイナーアクションで《スキップジャック》を使い、命中とダメージを上げます。そしてフレアに斧おのを振ふり下おろします！

フレア：もしかして、この人たちってすごく強い!?

ＧＭ：ただし、《スキップジャック》は水中専せん用ようという弱点があります（笑）。




《スキップジャック》

　武ぶ器き攻撃の命中と、ダメージを上昇させるヴァイキングのスキル。ただし、水中にいるときのみ使用できる。




セレネ：この人たち、さっさと陸に揚あげちゃいましょう！（さわやかな笑顔）。

ＧＭ：（ダイスを振る）水みず揚あげされる前にたたみ込こまねば。まず命中は14です。

フレア：ダイスは１個こしか振ふれないから、絶対に回避できません！

ＧＭ：押おし寄よせる波に足を取られるのです。（ダイスを振る）67点のダメージ！

セレネ：《プロテクション》飛ばします。（ダイスを振る）21点軽けい減げん。

フレア：ダメージは27点通りました。ここで《フューリィブラッド》を使います。……現在の【ＨＰ】は35点。

ＧＭ：「なにい!?　わしの一いち撃げきを耐たえきった、じゃとう!?」

フレア：反撃するまで、わたしは倒たおれません！

ＧＭ：次はソルジャーＢ。マイナーアクションでマヒを解かい除じよ。メジャーアクションは……フレアに対して攻撃します。（ダイスを振る）命中は12！

ユーノス：こっちにペナルティが入ってなければ避さけられた値……。

フレア：ここはフェイトを２点使って、頑張って回避してみます。（ダイスを振る）ふぁ、ファンブル───ッ!?

ドル：３Ｄ振って全部１とは……。

フレア：あああ～、気が遠くなる……（ふら）。

セレネ：大丈夫。わたしの《プロテクション》で守るから！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは47点です。

セレネ：《プロテクション》。（ダイスを振る）23点軽減！

フレア：５点だけ通りました。

ドル：これがセレネお嬢さまの本気か（笑）。

セレネ：お姉ちゃんを狙うの、許さない！

ＧＭ：「海の男のわしらより、熱い関係を感じるぞ！　これはますます負けられん！」

フレア：さらに《フューリィブラッド》使っておきます。

ＧＭ：観戦しているマーセナリードリームチームも「ほう、やるな。上がってくるのは、あのコロローナ商会か？」と言っています。

フレア：はっ、優勝候補に意識されている!?

セレネ：あと一撃耐たえられれば、こっちに手番が回ってくる。

ＧＭ：では、ソルジャーＣ。こいつもマイナーアクションでマヒ解除。くそう、せっかく得意のフィールドにしたのに《スキップジャック》が使えない！　メジャーアクションでフレアに攻撃。（ダイスを振る）命中は18です。

ドル：ここは、甘んじて受けるしかない。

フレア：（ダイスを振る）回避できません。……耐たえられるかな？

ＧＭ：（ダイスを振る）47点の物理ダメージです。

セレネ：《プロテクション》。（ダイスを振る）19点軽減です。

フレア：（計算して）残り【ＨＰ】が21点。まだ立ってますよ！

ＧＭ：おお、耐えきった!?

フレア：セレネちゃん、ありがとー！

セレネ：わたしはこれくらいしかできないから。お姉ちゃん、がんばって！

ＧＭ：では、ユーノス。

ユーノス：様子を見たいので、待機します。

セレネ：お姉ちゃんを回復させます。マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《ヒール》。（ダイスを振る）発動成功、30点回復です。

フレア：【ＨＰ】が51点まで戻もどりました。かなり回復しましたよ！

ＧＭ：では、フレアの番です。

フレア：では、メジャーアクションで《ファイトアピール》。（剣を掲かかげ）わたしたちの絆きずな、見せてあげるわ！

ユーノス：次は待機していたボク。マイナーアクションで《ウィング》、舞まい上あがります。

ＧＭ：これでユーノスは飛行状態に。プールの効果を受けなくなりました。

ユーノス：メジャーアクションは、《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに。向こうの回避性せい能のうを見てみましょう。（ダイスを振る）発動成功です。

フレア：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで同じスクウェアにいるヴァイキングたちをまとめて《水波斬》で攻撃します。（ダイスを振る）命中は14です！

ＧＭ：それなら、半分くらいの確かく率りつで避けられる値……（ダイスを振る）ちっ、よけたのはソルジャーＢだけです。

フレア：（ダイスを振る）ダメージは52点、〈水〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：（計算して）49点ずつ喰くらいました。「わしら海の男が、水に流されるとは！」

フレア：〈水〉属性でも、ダメージは通るんですね。




▼第２ラウンド
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ＧＭ：では、第２ラウンドに入ります。セットアップ、キャプテンが《シンクロナイズ》を使用。クールフィッシャーマンズの【行動値】は、また全員13に変更です。

セレネ：追いつけない……。

ＧＭ：その代わり、水は引きましたので皆さんのペナルティは解除。さらに、もう《セルフプライド》も乗りません……。

ユーノス：ああ、せっかく飛んだのに！（笑）

セレネ：向こうは、第１ラウンドに畳たたみ掛かけるタイプ？

ＧＭ：そうです。集中攻撃して、敵をひとりずつ仕し留とめていくという戦せん術じゆつ。

ドル：マヒを与あたえたのは正せい解かいじゃったようだ。

フレア：ですねー。

ドル：さて、わしは理知の宝玉を使うぞ。それで先手を取れるからな。

セレネ：一いち応おう、フレアお姉ちゃんへ《ヘイスト》を使ってみます。先手を取れればおいしいですし。（ダイスを振る）あれ？　発動失敗！（笑）

ＧＭ：フェイトを使って振り直しますか？

セレネ：いえ、やめておきます。まだ決勝戦が残ってるのに、シナリオ中は回復しないフェイトをつぎ込こむのはためらわれます。

ＧＭ：了りよう解かいしました。では、ドルさんからどうぞ。

ドル：マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》。対象は、Ｄ－５のフレアお嬢さまの周りのやつらじゃ。

ユーノス：キャプテンがエンゲージしてくる前に、ソルジャーは一いつ掃そうしたいですね。

ドル：そうじゃな。（ダイスを振る）よし、命中は22。

ＧＭ：クリティカルじゃないと無理。（ダイスを振る）……ダイス目は11とか10とか出ましたが……全員回避失敗です。

ドル：（ダイスを振る）むっ、《ソアスポット》で１の目のダイスを振り直して……（ダイスを振る）よし、いい目になった。ダメージは67点、〈地〉属性魔法ダメージじゃ。ダメージが通れば、またマヒを付ふ与よ。

ＧＭ：うっ!?　これでソルジャーＡ、ソルジャーＣが倒たおれてしまった！　「すまねえぜよ、キャプテン……!?」

フレア：勝機が見えてきましたね！　わたしたちの絆、舐なめたらいけませんよ？

ＧＭ：だが、次はキャプテン。「よくも仲間を！」と、ドルに攻撃をしかけます。

ドル：わし？　行動済ずみじゃぞ？

ユーノス：次のラウンドで、先手を取られるのが嫌なんだと思います。

ドル：おお、なるほど。そういう狙ねらいか。

ＧＭ：マイナーアクションでＣ－２に一歩下がって、セレネの魔法の射程から外れます（笑）。

セレネ：さっきまで豪ごう快かいだったのに、いきなり緻ち密みつな計算始めた!?（笑）

ＧＭ：メジャーアクションで《アックスブーメラン》！　巨きよ大だいな斧を投げて攻撃します。

ドル：さぁ来い！　海の男の力、見せてみるがよい！　水揚げしたがのう（笑）。

ＧＭ：「この大漁旗がある限かぎり、負けんぜよ！」（ダイスを振る）うおし、クリティカル!?

一同：うわ、きた!?

ドル：クリティカル以外回避できない。（ダイスを振る）うむ、無理じゃ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ひゅんひゅん飛んできた斧が突つき刺ささり、34点の物理ダメージです！

ドル：なんの！　こっちには【物理防ぼう御ぎよ力りよく】14点があるわい！

セレネ：さらに《プロテクション》を飛ばします。（ダイスを振る）軽減は17点、ごめんなさいドルさん。あまり高くないです。

ドル：それで十分じゃ。３点しか喰らわん。むしろ、フレアお嬢さまへ《プロテクション》を飛ばしてたときのダイス目の良さが異い常じようなのじゃ（笑）。

ＧＭ：「ちいいっ、硬かたいじじいぜよ！」

ドル：セレネお嬢さまが狙ねらわれるかとヒヤヒヤしたのじゃが、杞き憂ゆうだったようじゃな。

フレア：きっと海の男だから、アコライトを狙ねらったりしないんですよ。

ドル：そうなのか？（笑）。

ＧＭ：セレネも装そう備びによって何気に硬いので、落としやすいのはユーノスなんですが……。

ドル：だが、ユーノスは落とす価か値ちがあまり見出せないというジレンマか（笑）。

ユーノス：ふふふ、ボクがギルドに与える影えい響きようの小ささを思いしるといい!!

フレア：ユーノスさ───ん！（笑）

ドル：自信満々で言うことか───っ！（一同爆笑）

セレネ：でも、ユーノスさんの支し援えんって実は大きいのです。お姉ちゃんを一回余よ分ぶんに行動させたり、魔法のダメージを増ふやしたり。

ユーノス：そう言われるとやはり嬉うれしい。

ＧＭ：さて、続いてソルジャーＢの攻撃。マイナーアクションでマヒを解除、メジャーアクションは普ふ通つうにフレアを攻撃。命中は３Ｄで……（ダイスを振る）ダイス目は７、命中は14……。

セレネ：３個振って、２個の期き待たい値ちとはこれいかに（笑）。

ドル：本当に、このシリーズはＧＭのダイス目が悪いのう（笑）。

フレア：（ダイスを振る）当たりません、達成値14で回避です♪

ＧＭ：く、弱り目に祟たたり目め……！　水だ！　きっと水が足りないんだ！

ドル：いや、ダイス運じゃ！（一同笑）

ユーノス：次はボクの番です。とはいえ、待機を選択。

ＧＭ：では、セレネさんとフレアさん。

セレネ：わたしから先に動いちゃうね。ソルジャーＢはお姉ちゃんが落とせると思うから、……わたしはキャプテンにバッドステータス付与を狙ってみる。

フレア：うん、わかった！

セレネ：マイナーアクションでＢ－４へ移動して、キャプテンとの距きよ離りを魔法の射程範囲内まで縮ちぢめます。メジャーアクションは、《サモン・リヴァイアサン》！　（ダイスを振る）命中は15。キャプテンをリヴァイアサンが出現させた水流が襲おそいます！

ＧＭ：「ぬう、水は嬉しいはずじゃが……！」　（ダイスを振る）お、17で回避成功！

セレネ：……しょんぼり。さすがはキャプテンと呼よばれる男。

フレア：では、わたし。目の前にいるソルジャーＢを叩たたきます。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：クリティカルが出れば……（ダイスを振る）でないので、回避失敗。

フレア：ダメージは８Ｄ振ります。（ダイスを振る）73点の物理ダメージです！

ＧＭ：「おぬしの心の荒波、見せてもろうたけん……」ソルジャーＢ、撃げき沈ちん！

フレア：はい。さて、あとはひとりだけですね！

ＧＭ：「ぬううう、この旗にかけて、わしゃ負けられんのじゃあ！」

ユーノス：待機解除。フレアさんに《ジョイフルジョイフル》。（ダイスを振る）はい、成功したので、再さい行こう動どうをどうぞ。

フレア：じゃあ、マイナーとメジャーでＣ－２のキャプテンに接敵して行動終了です。




▼第３ラウンド
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ＧＭ：では、第３ラウンドに突とつ入にゆうです。クールフィッシャーマンズは、キャプテンひとり。

ユーノス：一応聞いてみますけど、もう投とう降こうしませんか？

ＧＭ：「海の男に、降こう伏ふくの二文字はないぜよ！」

ユーノス：ですよねー（笑）。

ＧＭ：ますはセットアッププロセス、キャプテンは《アクアスタンス》を使います。

セレネ：どんな効果ですか？

ＧＭ：シーンの間、陸にいても自身を水中にいるあつかいにするスキルです。

ドル：そんなもんがあるなら、最初に使えばいいのに。

ＧＭ：いえ、仲間がいる間は《シンクロナイズ》使った方が有利ですので。

ユーノス：《シンクロナイズ》と《アクアスタンス》だったら、三人に影響あたえる《シンクロナイズ》を選びたくなる気持ちはわかりますよ。

ドル：ここでヴァイキングの本気の力を見せるわけか？

ＧＭ：ええ、キャプテンは懐ふところから貝かい殻がらを取り出して耳に当て「……あはっ♪　故郷の海の音が聞こえるぜよ」と、うっとりした表ひよう情じようで……。

セレネ：それ《アクアスタンス》の演えん出しゆつですか　!?（一同爆笑）

フレア：なんだかロマンいっぱいですよ!?（笑）

ユーノス：荒あら々あらしい海の男はどこにいったんだ───っ!?

ＧＭ：いや、〝自じ己こ暗あん示じによって水中にいるように感じるスキル〟とありましたので、つい。

ドル：ついじゃないわ（笑）。ともかく、わしは理知の宝玉を使わずに様子見じゃ。

セレネ：他にセットアップやる人がいなければ、わたしは、フレアお姉ちゃんへ《ヘイスト》を使います。（ダイスを振る）発動成功。（ダイスを振る）行動値が３点上昇。

フレア：【行動値】が11になりました。

セレネ：……キャプテンの【行動値】には届とどかず。お姉ちゃん、ごめん！

フレア：大丈夫だよ、セレネちゃん！

ドル：一回だけ向こうの攻撃に耐え、そのあと連続攻撃して沈しずめればいいのです。

ＧＭ：では、キャプテンから。マイナーアクションで《スキップジャック》、メジャーアクションで《メイルシュトローム》！

フレア：《メイルシュトローム》って、どんなスキルですか？

ＧＭ：白兵攻撃が範囲（選択）になり、ダメージが〈水〉属性の魔法ダメージに変更されます。

ドル：皆、バラけていて正解だったようじゃ。

ＧＭ：対象はフレア。魔法ダメージなら通るはず！　（ダイスを振る）命中は21！

フレア：（ダイスを振る）あう、回避失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）46点、〈水〉属性の魔法ダメージです！　「うおおおおお！」とキャプテンがフレアを、渦うず巻まきのように斧を振ふり回まわし、呑のみ込こんでいく！

セレネ：《プロテクション》。（ダイスを振る）17点軽減！

フレア：（計算して）【ＨＰ】は……まだ35点あります。まだ余よ裕ゆうあります！

ドル：さぁ、フレアお嬢さまの手番ですじゃ！

フレア：マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。（ダイスを振る）命中は17。えええい！　大だい上じよう段だんから斬きりかかります！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避失敗。何とか斧で受け止めようとしましたが、間に合わず！

フレア：（ダイスを振る）65点、物理ダメージです！

ＧＭ：（計算して）50点喰らいました。……痛いたいけど、まだ倒れません。

ユーノス：そしてボクの番。マイナーでＡ－３に移動して《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに。……発動成功！　さあ、まだまだいけますよ！

フレア：では、先ほどと同じ組み合わせで。（ダイスを振る）命中は22です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ちいいっ、回避できませんでした。

フレア：（ダイスを振る）それなら、67点の物理ダメージです！

ＧＭ：（計算して）おおっ、ギリギリではありますが、まだ生きてます。「やられていった仲間のため、この旗のため、わしゃあ負けられんのじゃ！」

フレア：キャプテン強い！

ドル：ならばわしが楽にしてやる！　メジャーアクションで《ランドフィッシャー》！　（ダイスを振る）命中は24！　さあ、裂さけよ大地！

ＧＭ：（ダイスを振る）くうっ、10で回避失敗！　魔法陣から走った地じ割われが、キャプテンを足元から呑み込んでいく！

ドル：（ダイスを振る）……最後まで手は抜ぬかずに行こう。《ソアスポット》を使って、ダイス目をよくして63点、〈地〉属性の魔法ダメージじゃ。

ＧＭ：「く……負けたぜよ。必ず、優勝してくれ……」と言って、キャプテンは倒たおれました。




　支え手がいなくなった大漁旗が、ぱたりと倒たおれる。

　コロローナ商会とクールフィッシャーマンズの勝負はついた───。

　会場からは、割われんばかりの拍はく手しゆが送られていた。




フレア：勝利～！　でも、いい勝負でした！

ドル：キャプテンから潰つぶすはずが、結局逆ぎやくになってしまったしな。

フレア：そして、わたしたちの決勝進出が決まったんですね！

ＧＭ：そうです。観客席で観戦していたマーセナリードリームチームが立ち上がり、試合会場にいるコロローナ商会に対してバチバチと視し線せんを飛ばします。

フレア：わたしも負けません！　こう、相手に向かって切っ先を向けます！




　新人王を巡めぐる戦い───。

　決勝進出を決めたふたつのギルドは、さっそく火花を散らす。

　いよいよ、次は決勝戦である。




＊　　　＊　　　＊




　ちなみに、コロローナ商会はこの賞品チャートを振った結果、一万Ｇの賞品を獲かく得とくした。







◆Middle 10◆ラウラの改心




　決勝戦を明日に控ひかえた、夜───。

　コロローナ邸ていで、フレアはラウラに充あてた部屋のドアを叩たたいた。

　どうしても一度、きっちりと話をしたかったのだ。




ＧＭ：さて、次は決勝戦となりますが……。

フレア：……ＧＭ、ラウラちゃんとお話をするシーンをください。

セレネ：うん、そのシーンは必要だよね。

ＧＭ：それでは、どのような感じではじめましょうか？

フレア：はい。やっぱりおうちで、ラウラちゃんの部屋をわたしが訪たずねてノックする感じで。

ＧＭ：はい、わかりました。では、決勝戦前日の夜、フレアはラウラの部屋の前にいます。

フレア：ラウラちゃん、起きてる？　ドアをノックします。

ＧＭ：「……はい、どうなさいました？」ラウラは、ドアを開けてフレアを招まねき入いれます。

フレア：中に入ります。

ＧＭ：「あ、えっと……」

フレア：適てき当とうに、ふたりでベッドにでも腰こし掛かけましょう。

ＧＭ：わかりました。「フレアお嬢さま、一体、わたくしにどんなご用よう件けんですか？」とラウラは首を傾かしげます。

フレア：あのね、ちょっと長くなるかもしれないけど、お話を聞いてほしいの───。




　フレアは語った───。

　出会ってからずっと、ラウラが何かに怯おびえていること。

　そして、父親が失しつ踪そうし、ラウラが借金で苦しんでいることを知ってしまったこと……。




フレア：わたしもラウラちゃんと同じような境きよう遇ぐうだから、大変さはなんとなくわかるの。

ＧＭ：「え……？」

フレア：うちもすごい借金がいっぱいあって肩かた代がわりしてあげるなんて気軽には言えないけど……でも、少しはできることがあるから。愚ぐ痴ちを聞いたり、ラウラちゃんのお父さんの行方についての情じよう報ほう提てい供きようを募つのってみたり……。

ＧＭ：「……そ、そんな！　だって、わたくしはっ！」

フレア：ちょっとの間だけかもしれないけど、わたしたちのサポートしてくれてるじゃない。だから、わたしもラウラちゃんをサポートしたい。




　フレアはそっとラウラを抱だきしめた。




フレア：ひとりは、つらいよね。わたしも、セレネちゃんと離はなれたとき、とても寂さびしかったから、よくわかるもん。でも、もうひとりじゃないよ、ね？

ＧＭ：「ううっ、わたくし、わたくしは……フレアさんたちを、妨ぼう害がいしてきたんですよ!?」




　堰せきを切ったように、これまで自分がしてきたことを話すラウラ。

「飲み物に毒を入れて、ボウガンも、偽の剣も……それから、それからっ……！」

　今までコロローナ商会に対してどんな工作をしてきたか、次々に語っていく。
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ＧＭ：「マ、マティアス様に皆さんが負けて借金が返せないよう妨害するように言われて。そうしたら、借金を免めん除じよしてやるって……」

セレネ：やっぱり。

フレア：じゃあ、いつも震えてたのは……。

ＧＭ：「命令とはいえ、わたくしのせいでお嬢さまたちがひどい目に遭われてしまうかと思うと、すごく怖こわくて……」

フレア：うう、たしかに、セレネちゃんは危あぶない目にあったけど（セレネを見る）。

セレネ：わたし、登場してもいいですか？

ＧＭ：はい、どうぞ。

セレネ：ホットミルクをふたり分持って登場します。……もういいんだよ、ラウラちゃん。

フレア：セレネちゃん、聞いてた？

セレネ：途と中ちゆうから。うちに来たときから、妨害工作しにきたんじゃないかって思ってた。

フレア：あっ、そうなんだ……。

セレネ：お姉ちゃんに渡わたしてから、ラウラちゃんにもホットミルクを渡します。




「お砂さ糖とう入れたから、甘あまくて美味しいよ。落ち着くから、飲むといいよ」

　ラウラの前にしゃがみこみ、セレネは困こまったように笑う。

「妨害されてるのは知ってたよ。正直、少し腹はらが立ったよ。でもね、あなたは本意でやってたわけじゃないって、途中で気づいたし」

　ちらりとフレアを見てから、ラウラに視線を戻もどす。

「でも、お姉ちゃんがいるかぎり、何をされたって大丈夫なんだって、再さい認にん識しきできたから。だから、もう怒おこってないよ」




フレア：セレネちゃん……。

セレネ：お姉ちゃん。お姉ちゃんは、もっと自信を持っていいんだよ。もっともっと、強気になっていい。きっとラウラちゃんを雇やとうお金くらい、なんとかできるよ。

フレア：でも、わたしたちには……。

セレネ：（遮さえぎって）お父さんがくれた名前、思い出して？




　フレア──万物に恵みを与える太陽を意味する名前。

　その力強い活動の名前があれば、暗く沈んでいる人たちを照らすことだってできるのだ。




フレア：……そうだよね。わたし、もっと頑張れるよね！

セレネ：うん。わたしもいる。ドルさんや、ユーノスさんだって、側にいてくれる。だから、何があっても大丈夫。

フレア：……じゃあ、ラウラちゃん。わたしたちと契約しない？




「契約ですか？」

　フレアはにっこりと微笑ほほえむ。

「明日の試合にわたしたちが勝ったら、うちの専せん属ぞくメイドさんになって。その代わり、給きゆう与よとして、ラウラちゃんの借金もわたしたちが一緒に返すから、ね？」




ＧＭ：「で、でもっ、いいんですか？　だって、まだかなりの額がくがあるって……」

セレネ：うちのトラップに引っかからずにお掃そう除じできる人材は貴き重ちよう（笑）。

フレア：今回の賞しよう金きん額がくなら、ラウラちゃんの借金くらい返せますよね？

ドル：では、わしも登場しよう。偶ぐう然ぜん通りかかった振りをして呟つぶやくのじゃ。

フレア：……あっ、ドルさん！

ドル：……現在返へん済さいしている借金の総そう額がくは、トーナメントで獲得した賞品を加算して五八万七四三〇Ｇ。賞金五〇万Ｇを獲得すると、借金を返済しても八万七四三〇Ｇ余分が出ることになっておる。つまり、決勝戦の賞品チャートで一万二五七〇Ｇ以上獲得できれば、一〇万Ｇくらいにはなるかのう。

フレア：おおっ、なるほど！　ありがとう、ドルさん。

ドル：何のことですかな。おおっ、トイレトイレ。歳としを取るとトイレが近くなってのう。

ＧＭ：「……わかりました！　もし勝てたら、ですよ？」と、ラウラは指切りします。

フレア：絶対だからね！　指切りげんまん！




　フレアは、ラウラの指切りに応おうじた。セレネも、それに加わる。

　それは、いろんなことを許ゆるし合って一緒に困こん難なんに立ち向かっていく仲間になる約束。

　明日はいよいよ決戦の日。その前に、ふたりは心強い仲間を得たのだった───。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆決勝戦!!　ＶＳマーセナリードリームチーム！




　いよいよ、決勝戦の日がやってきた。

　勝てば借金完かん済さい、晴れて自由の身。それは、自分たちだけではなくラウラも一いつ緒しよ。

　緊きん張ちようしているセレネの肩かたを、フレアは優やさしく叩たたいてあげた。




ＧＭ：クライマックスフェイズに入ります。いよいよ決勝戦です。すでに、会場には観客が大おお勢ぜいやってきており、コロローナ商会はコロシアムで対戦者のマーセナリードリームチームと睨にらみ合あっております。

セレネ：……いつもに増まして緊張するなぁ。

フレア：（肩を叩たたき）大だい丈じよう夫ぶだよ、セレネちゃん。行こう！

セレネ：うん、お姉ちゃん！

ＧＭ：会場は、独どく特とくの緊張感と昂こう揚よう感に包まれております───。




フレア：スピアさんに剣を向けて言います。この戦い、絶対負けません！

ユーノス：おお、勝利宣言！

ＧＭ：「フッ、言ってくれるぜ。だが、そう簡単にいくかな？」スピアも、それに応えるように槍を向けます。

セレネ：お姉ちゃん、絶対勝とう！

ＧＭ：セコンドのシグが「いいか、これが最終試合だ。全力で行け！　あと、膝ひざには十分気をつけてな」と、アドバイスをしています（笑）。

ユーノス：さすがはシグ。膝を壊こわしてしまった恐きよう怖ふをよく知っている（笑）。

ドル：クラン＝ベルの四英えい雄ゆうがセコンドにいるというのは、結けつ構こうなプレッシャーですな。

フレア：こ、こっちだってポメロがいるもん！　負けてないもん！（笑）

セレネ：そうだね、お姉ちゃん！

ＧＭ：するとポメロが観客席に向かってサッと前足を上げ、応おう援えん団だんに三さん三さん七なな拍びよう子しを送るよう音頭を取ってます（笑）。

フレア：ポメロちゃん、応おう援えん団だん長ちよう代わり!?

ＧＭ：ポメロは「応援団、準備完了です！」と妙に誇ほこらしげな顔です。

ユーノス：こいつ、最近活かつ躍やくが目覚ましいですよ？（笑）

セレネ：二巻かんの表紙で、いいポジションを取ってただけのことはある（笑）。

ユーノス：そういえば、表紙にはボクより大きく映うつってた!?（笑）

ＧＭ：そんなコロローナ商会に対し、「これから試合なのに、ずいぶんと余よ裕ゆうだな」と、ブレイドが刀の鯉こい口ぐちを切って言います。

ユーノス：ブレイド……般若の面を被ったサムライですね。

セレネ：……そういえば、ブレイドって性せい別べつはどっちなんでしょうね？

ドル：試合に勝てば教えてもらえるはずじゃ。

ＧＭ：試合に勝利したら、どっちか判はん明めいさせる方向で（笑）。

セレネ：さて。向こうは三人でしたっけ？

ＧＭ：そうです。槍使いのスピア、二丁拳けん銃じゆうのツーハンド、刀使いのブレイドの三名。

ユーノス：気をつけてください。彼かれらは今まで戦ってきた相手と違ちがって、面白キャラでも変へん態たいでもなく、普ふ通つうに強そうです！

セレネ：了りよう解かいです、でも、勝てば借金返へん済さいできる！

フレア：ラウラちゃんも自由になれる！




　剣を握にぎりしめる手に力を込こめ、フレアは毅き然ぜんと顔を上げた。

「おうちもラウラちゃんも、大切なもの、全部、守ってみせる！」

　高らかに開戦のファンファーレが鳴なり響ひびく中、実じつ況きようのアナウンスが響ひびく。

「さぁ、泣いても笑っても、これが最後！　それでは、決勝戦、開始です！」




▼第１ラウンド

ＧＭ：というわけで、第１ラウンド開始！　【行動値】はこうなっています。




行動値

　ツーハンド　　　17

　ブレイド　　　　15

　ユーノス　　　　11

　ドル　　　　　　８

　セレネ　　　　　８

　フレア　　　　　８

　スピア　　　　　７
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ＧＭ：では、セットアッププロセス。ツーハンドは特になし。ブレイドは《コンバットセンス》を宣言、【行動値】を＋10します！




　魔性面を被ったブレイドの姿すがたが、一いつ瞬しゆん消える。

　あまりのスピードに、その姿を追い切ることができない！




フレア：いきなり来た!?

ドル：初手で何か仕し掛かけてくるかもしれん。お気をつけを！

ユーノス：次はボク。《クイックソング》《エチュード》。（ダイスを振ふる）……あっ、発動判はん定ていがクリティカル!?

フレア：ここでいきなりクリティカル？（笑）

ユーノス：では、ボクの奏かなでる新曲とともに、エンゲージ一帯がユーノスアイランドになりました（笑）。天使が舞まい踊おどる桃とう源げん郷きようです！　皆みなさんの魔ま法ほうダメージが21点上じよう昇しよう！

ドル：……発動判定のクリティカルに意味はないというのに（笑）。

フレア：見て見て、天使が舞まい踊おどっているわ。まるで鯛たいやヒラメみたい！

セレネ：……それは竜りゆう宮ぐう城じようだよ、お姉ちゃん（一同笑）。

ドル：演えん出しゆつはこれくらいにして、ギルドスキルを使うか考えよう。

セレネ：ここは《陣じん形けい》で移い動どうして、範はん囲い攻こう撃げき対たい策さくをした方がよさそうですよね。

フレア：では、《陣形》を使用します！




　超ちようスピードで動き出したブレイドよりも早く、コロローナ商会が散開した。

　フレアがＣ－３、セレネがＤ－４の前ぜん衛えい、ドルがＡ－５、ユーノスがＤ－５が後こう衛えいという陣形を敷しいた。




ドル：──相手がどう動こうと、20ｍの距きよ離りは取れる。これが最さい適てきじゃろう。

ＧＭ：他に何かしますか？

セレネ：今回は【行動値】をいじってもあまり意味がなさそうなんで、特になし。

フレア：こちらはこれで終わりです。

ＧＭ：スピアが《パンプアップ》を使います。「むん！」と気合を入れると、スピアの筋肉がみるみる盛もり上あがっていきます。こっちは、それで終わり。

セレネ：以上で、セットアップはみんな終しゆう了りようかな？

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。25まで【行動値】が上がったブレイドから。マイナーアクションでＣ－３のフレアにエンゲージ、メジャーアクションで《バッシュ》。駆かけつけざまに、鞘さやから抜ばつ刀とうする居い合あい斬ぎりで攻撃してきます。（ダイスを振る）命中は26です。

フレア：（ダイスを振る）うわっ、速い!?　12で回かい避ひ失敗。

ＧＭ：基き本ほんのダメージが２Ｄ、《バッシュ》で＋５Ｄ、《トゥーハンドアタック》で＋５Ｄ、さらにとどめとばかりに《ボルテクスアタック》を宣言して＋10Ｄ……ダメージロールのダイスは、合計22Ｄ！

一同：22Ｄも!?

フレア：……生命の呪符があるから耐たえられるかも！

ドル：しかし、生命の呪符は消費されると行動済ずみになるので、おいしくないです。

フレア：ええっ!?　じゃ、じゃあ、気合で耐たえます！

ＧＭ：（ダイスを振る）……97点、物理ダメージです。

ドル：スピアの《ボルテクスアタック》が残っていることを考えると……ここは《プロテクション》で、フレアお嬢さまへのダメージを軽けい減げんするべきじゃ。

フレア：今日のセレネちゃんの出目なら信じられる！

セレネ：了解です。フェイトを３点消費して、《プロテクション》を飛ばします！　（ダイスを振る）……27点軽減です！　結構いい目が出ました！

フレア：すごい攻撃でしたが……残り【ＨＰ】は11点！　耐たえました！　ここで《フューリィブラッド》を使用しておきます。ダメージを受けると、わたしの闘とう志しに火がつくのです！

ＧＭ：では、次はツーハンド。マイナーアクションで４スクウェア先のＢ－４に移動し、フレアさんたちを射しや程ていに収おさめます。メジャーアクションは《ディフュージョンショット》！　ＳＬは２レベルなので、攻撃対象を三体にできます。




《ディフュージョンショット》

　対象を単体から［ＳＬ＋１］体に変へん更こうするガンスリンガーのスキル。




ドル：対象は誰だれ？

ＧＭ：セレネ、ドル、フレアの三名。

ドル：まずい、このままだと、《蘇そ生せい》を使わないかぎり、確かく実じつにフレアお嬢じようさまが落ちる。

ユーノス：ならば、《ディフュージョンショット》を《インタラプト》！　天使の奏でる歌に聞きき惚ほれるがいい！

ＧＭ：どうやら、その曲に幻惑されたようです。「くっ、この俺おれともあろうものが、そこそこの美しさに心を奪うばわれた……!?」ツーハンドの攻撃は失敗になりました。

ユーノス：失しつ敬けいな！　そこそこなのは顔だけです！

ドル：力強く言うことでもない（一同笑）。

ユーノス：これもフレアさんのおかげです。では、ボクの番。当然、待機です。

ＧＭ：次は、セレネ、ドル、フレアの【行動値】８の三人ですが。

ドル：さて、どう動くか……。




　攻撃対象を誰にするか？　セレネが回かい復ふくと攻撃、どちらに回るか？

　ブレイドの一いち撃げきの大きさを噛かみしめ、誰もが真しん剣けんな面持ちだ。




ＧＭ：───決まりましたか？

フレア：はい、決まりました。セレネちゃん、わたしは大丈夫だから、攻撃して！

セレネ：お姉ちゃんを信じて、わたしも攻撃に回ります。

ドル：ブレイドもツーハンドも《インデュア》を持っている可か能のう性せいがある。なら、攻撃対象が複ふく数すうなツーハンドの方がウザい。ツーハンドから潰つぶすのじゃ！

ＧＭ：なるほど、それがそちらの戦術ですが。

フレア：ではわたしから行きます！　───《ファイトアピール》！

セレネ：次はわたし。マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《サモン・リヴァイアサン》で、ツーハンドを攻撃します！　命中にフェイトを２点入れて、確実に当てる！　（ダイスを振る）命中は20です。

ＧＭ：こっちは、12を出せば避さけられる。（ダイスを振る）回避失敗。

セレネ：（ダイスを振る）ダメージは49点、属ぞく性せいなしの魔法ダメージです！　１点でも通れば、転てん倒とうのバッドステータスを付ふ与よです。

ＧＭ：……39点喰くらいました。転倒しました！

ドル：よし、ツーハンドは《インデュア》持っておらん！　いけますぞ！

セレネ：いける気になってきました。

ドル：次はわしじゃ。メジャーアクションでツーハンドに対し《ランドフィッシャー》を使用する。（ダイスを振る）命中は21。地じ割われに呑のみ込こまれてしまえ！

ＧＭ：……転倒のペナルティで、ダイスを振るまでもなく避さけられません。ダメージを。

ドル：（ダイスを振る）67点、〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージ。マヒのオマケつきじゃ。

ＧＭ：57点通りました。マヒも受けます。「これが、コロローナ商会の〝魔のコンボ〟か！」

ドル：ふっふっふっ、コロローナ商会とやりあうときは、モンクを経けい由ゆすべし。

ユーノス：《インデュア》を取ってなければバッドステータス二択たくで苦しむという。

ＧＭ：ともかく、スピアの番。マイナーアクションでＣ－３のフレアにエンゲージ！　メジャーアクションは《バッシュ》を宣言してフレアを攻撃。「この槍で芋いも刺ざしにしてやるぜ！」そのうえ、こいつは命中判定で４Ｄ振ふれるので……命中は20です。

フレア：（ダイスを振る）駄だ目めです、回避できませーん！

ＧＭ：フレアの【ＨＰ】残量は少ないから、《ボルテクスアタック》は不要だろう。（ダイスを振る）……よし、42点のダメージです！

セレネ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引くと、ダメージは何点です？

フレア：今は19点引けるから……23点？

ドル：フレアお嬢さまの残り【ＨＰ】を考えると、これは《蘇生》を切るしかないかもしれん……。

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）……24点軽減です！

フレア：やった、ノーダメージ！

ＧＭ：えっ!?　５Ｄ振って24!?　なんてことだ、その運を俺にくれー!!　しかも、《レイジ》を使う上で一番おいしい状じよう態たいになった！

ドル：お前たちは、大きな間ま違ちがいをした。フレアお嬢じようさまのことになると、セレネお嬢さまは必死になるのじゃ！　ダイス目までもな（笑）。

フレア：セレネちゃんありがとう、わたし、まだ戦えるよ！

ユーノス：そしてこちらの番です。待機解かい除じよ、フレアさんに《ジョイフルジョイフル》を使用。（ダイスを振る）余裕で発動！　さあ、任まかせましたよフレアさん！

フレア：わたしは、マイナーで《レイジ》を宣言！　メジャーアクションは《水すい破は斬ざん》。対象はスピアとブレイド。フェイトを１点使って、（ダイスを振る）命中は24です！

ＧＭ：（ダイスを振る）スピアは回避失敗、ブレイドは《ストライクバック》！　こちらへは自動命中になりますが……リアクションに勝つと、フレアにもダメージが行きます。

セレネ：捨すて身みの反はん撃げき？

ＧＭ：「死なばもろともっ！」ブレイドの命中は14＋３Ｄだから、いける！　（ダイスを振る）……ええ？　ダイス目５？　19で失敗!?　くそう、こんなのばっかりだ！（笑）

ユーノス：ここで《ディスコード》を宣言！　更にフェイトを４点使います。

フレア：わたしも、《ボルテクスアタック》も使います！

ユーノス：（ダイスを振る）……フレアさん、35点をダメージに上乗せしてください。

フレア：そうすると（ダイスを振る）……[image: ]点の〈水〉属性、魔法ダメージ！
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ＧＭ：[image: ]点!?　……ま、まだまだ立ってますよ！　しかし、なんて一撃だ!?

セレネ：さすがお姉ちゃん、ダメージ量が違ちがう！

ユーノス：すぐさま《エンカレッジ》！　フレアさん、もう一撃いきましょう。

フレア：わっかりました！　【ＭＰ】が足りなくなるので、まず碧みどり星ぼしのカチューシャで回復。ここにフェイトを１点使って……９点回復。

ＧＭ：碧星のカチューシャ、役立ってますね。

フレア：はい。そして、ふたたび《レイジ》を宣言、メジャーアクションで《水破斬》！　フェイトを１点使って、（ダイスを振る）命中は24です。

ＧＭ：また同じ展てん開かいになりそう……。

セレネ：なら、わたしのダイスを貸かしましょうか？　運が変わるかもしれません。

ＧＭ：おお、では試しに借りてみましょう。まずはスピアの回避から（ダイスを振る）……おおっ、クリティカル!?

セレネ：ええっ!?　本当に運命が変わった！

ドル：クリティカルなら仕方ない！

ＧＭ：これはいいダイスですよ、藤ふじ井いさん！　今までの呪のろいが晴れていくようだ！

セレネ：……うそぉ、ダイスを替えた途と端たんに!?

ＧＭ：そしてブレイドは《ストライクバック》を宣言！　（ダイスを振る）今度も28でリアクション成功！　やっぱりダイスが悪かったんだ!?　ブレイドは、《水波斬》を喰らいつつも、フレアに刃はを叩たたき込こんできます。さあ、お互たがいに、ダメージを振ふりましょう。

フレア：（ダイスを振る）96点の〈水〉属性、魔法ダメージです！

ＧＭ：ブレイドは90点喰らいました。だが、まだまだ耐たえてます。

ユーノス：本当に強いな。さすがはシード選手。

ＧＭ：では、《ストライクバック》のダメージを出します。（ダイスを振る）……54点。

フレア：そのダメージで戦せん闘とう不ふ能のうになります。でも、生命の呪符が発動しました！　……負けないって、約束したから！　（ダイスを振る）わたしは、【ＨＰ】３点で起き上がりました。以上で行動終了です。

ユーノス：結構激はげしいやり合いになってますね。

ＧＭ：長かったですが……これで第１ラウンド終了です。




▼第２ラウンド

　激しい応おう酬しゆうが行なわれた第１ラウンド。

　その結果、フレアは多くのリソースを使い切っていた。

　だが、それだけで終わらない──。
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ＧＭ：そして第２ラウンド、セットアッププロセス。ツーハンドとブレイドはありません。

ユーノス：《ファイトソング》で、フレアさんの《レイジ》を復ふつ活かつさせようと思うのですが、どうでしょう？

ＧＭ：何ですと？　《インタラプト》じゃないんですか!?

ドル：こっちは《ガーディアン》も《蘇生》も残っておる。フレアお嬢さまの力に賭かけるのは、なかなか悪くない作戦じゃ。

フレア：わたしも、まだまだいけます！

ユーノス：わかりました。では、《ファイトソング》でフレアさんの《レイジ》を復活！

セレネ：お姉ちゃんに《ヘイスト》を使います。（ダイスを振る）発動成功。フェイトの残りを全部つぎ込こんで……12点上昇です。お姉ちゃん、ここで先手を取って！

フレア：【行動値】に12点プラスして、このラウンドは【行動値】20になりました。

ドル：わしは理知の宝ほう玉ぎよくを使用。うむ、【行動値】が15になったぞ。

ＧＭ：それでは、セットアップを終了して、イニシアチブプロセスに入ります。【行動値】20のフレアからですが、ここでツーハンドが《カリキュレイト》で割わりこみます。

セレネ：しまった!?　先手を取れたと思ったら、向こうに割わり込こみ行動のスキルがあった！

ユーノス：さぁ、ツーハンド！　ボクを狙ねらいなさい！（笑）

ＧＭ：そもそもユーノスは射程範囲外っ！（笑）

ユーノス：ボクには、撃うつ価か値ちもないというのか！（一同笑）

セレネ：結局、ツーハンドの攻撃対象は？

ＧＭ：はっ、ここは当然ユーノス以外の三人です！

セレネ：やっぱり！

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は……16!?　低いけど……もうフェイトを使い切ってる人には当たるはず！

フレア：（ダイスを振る）12で回避失敗。

セレネ：（ダイスを振る）わたしも、13で失敗です。

ドル：（ダイスを振る）わしも失敗じゃ。

ユーノス：狙われた全員が回避に失敗？　ここで大きなダメージを受けると厳しいですよ！

ＧＭ：ツーハンドは見事な早はや撃うちで三人を攻撃します！　（ダイスを振る）三人に、38点の物理ダメージを差し上げます。

セレネ：残り【ＨＰ】９点で耐えきった。お姉ちゃんは？

フレア：生命の呪符で復活したばかりだから無理！　【ＨＰ】がマイナス16点になっちゃう。

セレネ：じゃあ、確かく実じつ性せいを取って、《ガーディアン》を切ります。お姉ちゃんへのダメージを、０にします！　意地でもお姉ちゃんを守るんだから！

フレア：セレネちゃん、ありがとう！

セレネ：背せ中なかはわたしに任まかせて、お姉ちゃんは真っ直ぐ進んで！

ＧＭ：そこで、ラウラの姿をカットインで演出しましょう───。




「……お願いです、フレアさんたちにご加か護ごを！」

　目をつぶり、フレアたちの勝利を一心に祈いのるラウラ。

　その想いは、フレアにも届とどいていた───。




ＧＭ：フレアの目に、一心に祈るラウラの姿が飛とび込こんできます。

フレア：皆みながわたしを守ってくれてる。だから、わたしも皆を守る！

ユーノス：そろそろ《祝福》の使い時ですね。

フレア：はい。《祝福》を使います。

セレネ：これで全員の【ＭＰ】が全ぜん回かい復ふく。

フレア：ここからが、真の勝負！




　フレアはフェイトを使い切っている。命中に補ほ正せいはかけられない。

　もう、純じゆん粋すいにダイス目で勝負をするしかない。

　ただし、当たれば大ダメージを与あたえられることは確実である。




フレア：対象はスピアとブレイド。マイナーアクションでさっきユーノスさんに使用回数を増ふやしてもらった《レイジ》を使って、メジャーアクションで《水破斬》で行きます！（ダイスを振る）やった、ダイス目はすごくいい、５、５、６！

セレネ：さすがお姉ちゃん！

ＧＭ：まずはスピアから。（ダイスを振る）……回避失敗。

セレネ：ただ、怖こわいのはブレイドのリアクション……。

ＧＭ：ブレイドは《ストライクバック》を宣言。（ダイスを振る）27が出たので、リアクション成功。そちらにもダメージが行きます！

ドル：ブレイドの反撃が入ってしまったか!?

ＧＭ：では、フレアとブレイドのダメージを出していきましょう！

フレア：（ダイスを振る）こっちは97点、〈水〉属性の魔法ダメージです！

ＧＭ：スピアは89点受けますが、まだ耐えてます。ブレイドは……さすがに沈しずみます！

ドル：よし！　まずはひとり落とした！

ＧＭ：（ダイスを振る）しかし、その前に64点のダメージを返します。

フレア：そのダメージが適用される前に、《蘇生》切らせてもらいます。

セレネ：そして《プロテクション》張はっておきます。（ダイスを振る）21点軽減しました！

フレア：結局、24点ダメージを受けました。……セレネちゃんの心、受け取ったよ！

ドル：次はわしじゃな？　《ダブルアーツ》を使いたいんじゃが……そうすると一発目に《ソウルバスター》を喰くらって、二発目を撃つ前にわしが落ちる……。

セレネ：ドルさんの《ランドフィッシャー》は、威い力りよくが高いだけに。困こまりましたね。

ドル：……そうじゃ！　一発目のダメージに、セレネお嬢さまの《プロテクション》をかけてもらえばよいのじゃ！

ユーノス：なるほど。《プロテクション》を敵てきにかけていけない道理はない！（笑）

ＧＭ：なんと、そんな手が！

ドル：フッ、そういうわけでセレネお嬢さま、頼たのみますぞ？

セレネ：わかりました、うまく調整してみます！

ドル：スピアに《ダブルアーツ》《ランドフィッシャー》で攻撃じゃ！　まず一発目にフェイトを１点使って、（ダイスを振る）命中は22！

ＧＭ：避よけますっ！　（ダイスを振る）………くっ、駄目でした。

ドル：（ダイスを振る）ダメージは、61点だから９点以上減へらせればわしが倒れることはない。頼みましたぞ（笑）。

セレネ：スピアに《プロテクション》！　（ダイスを振る）17点減へって、43点です。

ＧＭ：さらに【魔法防御力】８点引いて35点ダメージ！　くそう、このダメージじゃあ《ソウルバスター》を使ってもドルを倒たおせない!?（笑）

ドル：よし、狙いどおり！　（ダイスを振る）二発目の命中は25！

ＧＭ：（ダイスを振る）駄目です、回避失敗です。

ドル：（ダイスを振る）91点、〈地〉属性の魔法ダメージじゃ！

ＧＭ：８点引いて83点。スピアも落ちます……ただし、ただでは倒たおれない！

ドル：うむ、来るがよい！　そこまでは想定済みじゃ！

ＧＭ：生命の呪符を使って戦闘不能を回避して、《ソウルバスター》を放ちます。




　ドルが与あたえた83点のダメージが《ソウルバスター》によって返される。

　そのダメージにドルは耐たえられるはずもなく……戦闘不能となる。




ドル：やることはやったので、わしは満足。後は任せましたぞ……ぱた。

セレネ：ドルさん……必ず優ゆう勝しようしますからね！

ユーノス：そしてボクの番。《ジョイフルジョイフル》で、フレアさんを未行動にします。

フレア：それじゃあ、目の前にいるスピアさんに斬きりかかります！　（ダイスを振る）命中は19です。

ＧＭ：（ダイスを振る）……13で回避失敗。

フレア：ダメージは、20点！

ＧＭ：「やるじゃねぇか……」生命の呪符で復活したばかりのスピアでは耐たえることができず、その一撃で倒たおれました。

フレア：よし、あとひとり！

セレネ：わたしはツーハンドへ攻撃。マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《サモン・リヴァイアサン》。（ダイスを振る）命中は15です。

ＧＭ：……転倒のペナルティによって１Ｄしか振ふれないので、回避できません。

セレネ：（ダイスを振る）54点の〈水〉属性、魔法ダメージです。

ＧＭ：（計算して）まだ生きてます！　「まだだ。まだ終わりじゃないぜ？」




▼第３ラウンド

　残るは、ツーハンドひとり───。

　だが、ツーハンドはまだ切り札をいくつか残している。

　また、残る三人を同時に攻撃する《ディフュージョンショット》がある。

　場合によっては、一気に三人が倒たおれることもあり得るのだ。
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ＧＭ：さて、第３ラウンドに突とつ入にゆうです。まずはセットアップ！

セレネ：お姉ちゃんに《ヘイスト》！　（ダイスを振る）発動成功。（ダイスを振る）３点しか上昇しなかった。ごめんなさい。

フレア：【行動値】が11になりました。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。ツーハンドは、まず《カリキュレイト》で割り込み。マイナーアクションで起き上がり、《エクシードショット》でフレアを攻撃します！




《エクシードショット》

　魔導銃キヤリバーの攻こう撃げき力りよくを、ＣＬ×５（最大50）するガンスリンガーのスキル。このスキルを使用後、魔導銃キヤリバーは壊こわれてしまう。




ＧＭ：「魔導銃キヤリバーが壊れても構かまわん！　最大の火力でお前から葬ほうむってやるぜ！」（ダイスを振る）命中は21！　そして、《エクシードショット》は５レベルなので、ダメージは＋50点追加！

ドル：まずい！　フレアお嬢さまといえど立ってはおれん！

フレア：（ダイスを振る）それはかわせない、回避失敗です！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは92点！　同時に魔導銃キヤリバーが負荷に耐えきれず破は壊かい！

セレネ：危あぶないお姉ちゃん！　《プロテクション》！　（ダイスを振る）うわっ、こんなときに限かぎって出目が低い!?　13点軽減。

フレア：うっ、【ＨＰ】がマイナス22点になってしまいます!?

セレネ：……お姉ちゃんが倒たおれる？

ユーノス：どうしましょう？　《蘇生》は使ってますし……。

セレネ：そうだ、〝パリスの剣〟で、ギルドスキルの《命の滴しずく》を使いましょう！

ドル：おお、その手があった！




《命の滴》

　ギルドメンバー全員の【ＨＰ】と【ＭＰ】を［ＧＬ＋２］Ｄ回復するギルドスキル。




ドル：現げん在ざいのギルドレベルは３、つまり５Ｄで合計23が出れば耐えられますぞ！

ユーノス：５Ｄで23は、結構きついですよ？

フレア：でも、いきます！　（ダイスを振る）……ああ、ダイス目は19！

一同：ああああああっ～!?

ユーノス：足りなかったか！

フレア：足りなかったので、倒たおれます。セレネちゃん……あとは、任まかせたからね？

セレネ：……うん、きっと勝つよ！　お姉ちゃんの頑がん張ばりを無む駄だにはしないから！

フレア：ばたんきゅー（←倒たおれた）。

ＧＭ：……ふっふっふっ。これで、先が分からなくなってきましたよ？

セレネ：いえ、負けません。絶対に！

ドル：セレネお嬢さまの《サモン・リヴァイアサン》で潰すしかない。

フレア：倒れつつ、応援してます（笑）。

ＧＭ：では、フレアが倒れたのを見てツーハンドは《テンポラリリペア》を使用！

セレネ：それは？

ＧＭ：破壊された魔導銃キヤリバーを一瞬で直すスキルです。これで、攻撃手しゆ段だんを取とり戻もどす！

セレネ：くっ、やっぱり対策を持っていた！

ユーノス：ボクの番ですが……やはり待機します。

セレネ：わたしの番ですね。ツーハンドに攻撃。マイナーアクションで《マジックサークル》、メジャーアクションで《サモン・リヴァイアサン》！　（ダイスを振る）ああ、こんなときに限って出目が低すぎる！　命中は13です。

ＧＭ：（ダイスを振る）さすがに、15で回避しました。「もうその魔法は見切られているぜ」

ユーノス：なんのっ、待機解除。マイナーアクションでセレネさんと同エンゲージに移動してから、セレネさんへ《ジョイフルジョイフル》を！

セレネ：もう一度、《マジックサークル》＋《サモン・リヴァイアサン》でツーハンドを攻撃します！

ユーノス：これをかわされると……ボクたちには後がない。

セレネ：（ダイスを振る）命中は17です。当たれ！

ＧＭ：いい勝負ですが……（ダイスを振る）こちらの回避の達成値は14、回避失敗！

一同：よし！

セレネ：（ダイスを振る）53点の魔法ダメージ！　水流が一気にツーハンドを呑のみ込こみます！

ＧＭ：その水流に呑のまれたツーハンドは、コロシアムの壁かべに勢いきおいよく叩たたきつけられます！　「ちっ、最後の最後で押おし負けたか。や、やるな、あんたたち……」そう言って、ツーハンドも倒れました！

セレネ：やりました！　力を出し切った気がします……。

ユーノス：勝った！　勝ちましたよ！

フレア：緊張感と達成感がありましたー！

ＧＭ：「決着───っ!!　激げき闘とうを制せいして新人王に輝かがやいたのは、コロローナ商会っ!!」実況妖よう精せいフィルタの絶ぜつ叫きようが響ひびき、コロシアムの観客席から割われんばかりの歓かん声せいが上がります！




　戦いは終わった───。

　トーナメントを勝かち抜ぬき、その頂ちよう点てんに立ったのはコロローナ商会だった。




「やりましたね、フレアさん！　セレネさん」

　観客席で、笑顔でラウラが立ち上がった。

「やったよー！　勝ったよ！」

　フレアはセレネの肩を借りて立ち上がり、ラウラを抱だきしめる。

「借金も返せるし、人助けだってできるよー！」

　───それが、コロローナ商会が新人王というタイトルを獲かく得とくした瞬しゆん間かんだった。




ＧＭ：───さて、最後に賞品チャートですが。

フレア：そっか、この賞金でラウラちゃんを助けられるかが決まってくるんだ。

ドル：賞品チャートで、一万二五七〇Ｇの賞品がゲットできるかですな。

ＧＭ：はっ、賞品チャートは８で一万二〇〇〇Ｇ、９で一万五〇〇〇Ｇとなっています。

セレネ：つまり、ラウラちゃんを自由にするのは９以上？

ドル：つまり、期き待たい値ちですな。

ユーノス：ちなみに、フェイトは全員使い切ってますよね？

フレア：はい、もう何も残ってません。

ユーノス：《目利き》を入れた３Ｄで９以上。実にタイトな勝負だ……。

セレネ：お姉ちゃん、ここは任まかせるよ。

フレア：……うん、頑がん張ばるよ！　ラウラちゃんのためだもんね。

ＧＭ：では、賞品チャートを振ふってください。

フレア：はい。（深く祈いのってからダイスを振る）───ダイス目は、12!!

ＧＭ：……12は、一万八〇〇〇Ｇ相当の賞品を獲得です。おめでとうございます！

フレア＆セレネ：やった──────っ!!

ＧＭ：それでは、エンディングを始めるとしましょう。

フレア：よかったね、ラウラちゃん……。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆表ひよう彰しよう式しき




　ファンファーレ鳴なり響ひびく、コロシアム。

　表ひよう彰しよう台だいの一番高いところへ、フレアたちは昇のぼった。

　新人の中の王者になった。それは、ようやく借金生活に別れを告げられる瞬しゆん間かんでもあった。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ります。

セレネ：その前に、ブレイドの性せい別べつが知りたい（笑）。

ＧＭ：おお、そうでしたね。……それでは２Ｄを振ふって７以上が出たら女じよ性せいだったということにしましょうか。じゃあセレネさん、振ってみてください。

セレネ：何か責せき任にんを感じる。（ダイスを振ふる）……ぴったり７。ということは、女性？

ＧＭ：ブレイドはすっと面を外して「さすがね、負けたわ」と笑いかけてきます。

フレア：きっとクールな美人さんだったりするんですね（笑）。

セレネ：そして、わたしたちが呆あつ気けにとられる（笑）。

ドル：これは、会場も沸わくじゃろうな。

ＧＭ：「面の下の素顔を見られた以上、殺すか愛するしかないのさ───」

ドル：おぬしは一体何座の聖闘士セイントなんじゃ（笑）。

ＧＭ：とまあ、そんな冗談はおいといて、そんなところで新人王の表彰式に移うつりましょう。

ドル：優ゆう勝しようしたとはいえ、わしとフレアお嬢じようさまは戦せん闘とう不ふ能のうに追おい込こまれておる。満まん身しん創そう痍いじゃな。包帯巻まいていたり腕うでを吊ったりしたまま、表彰台に登るのじゃ。

フレア：まさに傷きずだらけの勝利ですね。

ＧＭ：では、主しゆ催さい者しや側から、トロフィーと賞しよう状じようが贈おくられます。

フレア：わーい、新人王になったよー！　また倒たおれたけど、勝ったからいいや！（笑）

セレネ：トロフィーとか渡わたされても、まだ実感ができてない……（笑）。

フレア：そうだ、ラウラちゃんも表彰台に登ってもらいます。

セレネ：そうだね、それがいいよね。

フレア：わたしたちと一いつ緒しよで、お父さんが失しつ踪そうしてるから、ここで名前を広めておくといいと思って。

ＧＭ：わかりました。オタオタしながらもラウラは表彰台に引ひっ張ぱりあげられました。

フレア：ラウラちゃんは、この大会中ずっとわたしたちを陰かげで支ささえてくれたんです。彼かの女じよにも、どうか拍はく手しゆをお願いします！




　フレアの合図で、ラウラに向けても惜おしみない拍手が送られる。

「あ、ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　ラウラは、思わず涙なみだぐんでしまうのだった。




ＧＭ：では、皆みなさんに拍手が送られる中、賞金の授じゆ与よも行なわれます。




　主催者を代表して、サントスが笑顔で五〇万Ｇを手て渡わたす。

「コロローナ商会、優勝おめでとう」

「「はいっ!!」」

　ひとつの賞金袋ぶくろを、フレアとセレネはふたりで仲良く抱だきしめた。




ＧＭ：渡された五〇万Ｇの賞金袋はずしっとくる重さですね。

フレア：これが、優勝の重みなんですね！（笑）

ユーノス：そんなふうに言うと、優勝の重みが即物的に感じますね（笑）。

セレネ：……これで、借金完かん済さいできるのかぁ。

フレア：おうちもモンスターたちも、皆みな助かるんだね！

ＧＭ：はい。しかも、この大会はＦリーグ単たん独どく運うん営えいではないので、サントス自身の懐ふところが痛いたむわけではない（笑）。

ドル：まぁ、協きよう賛さんしているところが出しゆつ資し者しやじゃろうなぁ。

ＧＭ：そして、Ｆリーグには新人王というタイトルホルダーがいることになるという。わりとサントス丸まる儲もうけって感じですね（笑）。

フレア：みんなでニコニコです！

ユーノス：ですがあくまでも、これはおふたりが生み出す伝説のはじまりに過すぎませんよ。

フレア：えー？（笑）　ともかく、借金を返しにいきましょう！




新人王決定戦優勝賞金　　　五〇万Ｇ

獲かく得とく賞品額がく総そう計けい　　　　　　三万五五〇〇Ｇ（うち三五五〇Ｇはコロローナ商会の収しゆう入にゆう）

借金返へん済さい総そう額がく　　　　　　　五三万九一五〇Ｇ







◆Ending 02◆はじめての借金完済




　フレアとセレネは神しん殿でんに駆かけ込こんだ。

　一分一秒を争うような事じ態たいではない。

　それでも……少しでも早く、すべてを終わらせたかったのだ。




ＧＭ：では、場所はクラン＝ベル大神殿です。マティアスの執しつ務む室しつにやってきて、残りの借金を突つき返かえすシーンです。出たい人は、自由に登場してください。

フレア：出ます出まーす！

セレネ：そりゃあ登場しますよ。この瞬間をどれだけ待ち望んだことか！

ドル：わしも、マティアスの顔を拝おがまないとな（笑）。

ユーノス：この偉業にボクが立ち合わないわけにはいきません。無む論ろんのこと、登場します。

フレア：やりましたよー！　新人王になりました！

ＧＭ：「それはそれは、おめでとう……」と、全然めでたそうに言わないマティアス（笑）。

セレネ：ああ、気持ちいい（笑）。

フレア：マティアスさんの目の前に賞金をどんと置きます。はい、残り五〇万Ｇです。

セレネ：あと、ラウラちゃんはうちの専せん属ぞくメイドとして働いてもらうことになりました。彼女の借金も払はらっちゃいます（笑）。

ＧＭ：「たしかに、残りの返へん済さい分ぶんとラウラの借金分もある。しかし───」

フレア：しかし？

ＧＭ：「しかし、借金には───利子というものがあるのだ」

一同：り、利子ぃっ!?

ＧＭ：「わしの善意で今まで肩代わりしておったのだがな。そうさな、元金の三割……三〇万は出してもらおう」

フレア：そ、そんな～!?

ドル：そんな話初耳じゃぞ！　一〇〇万Ｇは利子を含めたものではなかったのか!!

ＧＭ：「さて？　わしはそんなことを言った覚えはないのだが」

セレネ：……その話、シルヴァさんを通して確認してもよいですか？

ＧＭ：「───むっ、シルヴァだと!?」




　フレアを背せに庇かばうようにして、セレネは前に一歩踏ふみ出だす。

　般はん若にやのような気配を漂ただよわせつつ、セレネはにっこりと微笑ほほえむ。

「それとも、ラウラちゃんを送おくり込こんで勝敗を操そう作さしようとしたことを、公表しますか？」

　その瞬間、それまでふてぶてしい態たい度どだったマティアスの表ひよう情じようが変わった。




ＧＭ：「……セレネ君、何を言っているのだね？」

セレネ：コロシアムのオッズって、公平を期すために神殿が発表しているんですよね？　もし、神殿の関係者が勝敗を操作するようなことがあれば……大問題ですよね？

ドル：この街の神殿は、公平なオッズを出している組そ織しき。その一員がコロローナ商会が優勝しないように妨ぼう害がいしたとすれば、オッズの操作ということになるのです。

フレア：そっか、ラウラちゃんを送り込んでわたしたちを優勝させないようにしたのって……オッズの操作になっちゃうんだ。

ユーノス：本人にそのつもりがなくても、オッズの操作として映うつっちゃうんですね。

セレネ：ラウラちゃんは今のところ黙だまっていますが……何かあったら不正な妨害をしていたことを証しよう言げんしてもらいます。そちらが金こん輪りん際ざい何もしないのなら、黙っていますから。

ＧＭ：「……───などと」

フレア：などと？

ＧＭ：「言ってみただけだよ、君ぃっ!!」

一同：マティア─────────スッ!!（一同爆笑）

ドル：おいぃぃぃっ!!　いくら何でもその誤魔化し方はないじゃろー！（笑）

ＧＭ：「いやあ、つい冗談のひとつも言ってみたくなってねえ。はっはっはっ！」

ユーノス：こ、こいつは……（笑）。

フレア：なあんだ、冗談だったんですか。ほっとしましたー（笑）。

セレネ：（ぞっとするほどにっこり微笑み）冗談も大概にしてくださいね？

ＧＭ：（気圧されて）「う、うむ。まあそのなんだ……」

セレネ：じゃ、わたしたちは帰りますから。行こ、お姉ちゃん。

フレア：うん！　じゃあ、さようならマティアスさん。




　父親の突とつ然ぜんの行方不明から始まった、つらい借金生活。

　それが、ようやく今、終わりを告げたのだ。




フレア：これで、普ふ通つうの暮くらしができる！　しかも、素す敵てきなメイドさんまでいるよ！

ドル：差さし押おさえの札ももう捨すてられる。嬉うれしいのう。

ユーノス：おめでとうございますの歌でも歌いましょうか。

セレネ：（しばらく考かんがえ込こんで）おうち、無事ですよね？　燃もえたりしてないですよね？

フレア：セレネちゃん、急にどうしたの？

セレネ：……急に自由になれたものだから、心が落ち着かないの。

ドル：セレネお嬢じようさまが、すっかり疑うたぐり深ぶかくなられた……（笑）。

ＧＭ：では、次がこのシナリオの最後のシーンになります。







◆Ending 03◆はじめての生せい存ぞん報ほう告こく




　コロローナ邸ていは活気に満ちていた。

　人がたくさんいるわけではない。いるのは、たったの五人だけだ。

　それでもなお、使用人で溢あふれていたあの頃ころと変わらぬ賑にぎやかさがそこにあった。




ＧＭ：それでは、晴れて借金を完済し、おうちに戻もどってきました。

フレア：今夜は海かい鮮せん鍋なべにしよう！　カニをたくさんいれて！（笑）

ＧＭ：地下のモンスターたちも、心なしか喜んでいるように見えます（笑）。

セレネ：やっとまともなご飯を食べさせてあげられる……（ほろり）。

ドル：ささ、海鮮鍋ができましたぞー。ラウラには瓶びんジュースを運ばせておこう。

フレア：皆で食べよう。ユーノスさんもどんどん食べてね？

ユーノス：は、ありがたくいただきます。

ドル：これでもう、コロシアムで戦わなくてもよくなりますな。あとはコロローナ商会をイチから立て直して。

セレネ：ああ、それも手ですねー。




　和気あいあいとあたたかい鍋をつつく。

「美味しいね」

　笑顔だったフレアは、ふと表情を翳かげらせた。

「あとは、ここにお父さんがいてくれれば完かん璧ぺきなのに……」




セレネ：……本当に、お姉ちゃんの言うとおり。

フレア：だよね……。

ＧＭ：そこに、来客を告げる呼よび鈴りんが鳴なり響ひびきます。




　誰だれだろうと首を傾かしげつつ応おう対たいに出たフレアは、すぐに納なつ得とくがいった顔になった。

「ああ、カタリーナちゃん。来てくれたんだ」

「優勝おめでとう、フレアさんにセレネさん」

　そこに立っていたのは、カタリーナだった。彼女は、何故だか浮うかない顔をしていた。




フレア：浮かない顔？

ＧＭ：はい、なんだか心配そうにふたりを見てますよ。

セレネ：どうしたんだろう？　優勝をお祝いしに来てくれたんじゃないのかな？

ＧＭ：「ええと、あなたたちにとって、良い報しらせと悪い報せを持ってきたのですけれど……どちらからお聞きになりたいかしら？」

フレア：良い報せと悪い報せ？

セレネ：じゃあ、良い報せから聞いてみましょうか。もう、どんな悪い報せを持ってこられても、動じない気がしているんで（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、よい報せですけど……あなたたちのお父上が見つかったらしいわ」

フレア：えっ、それ本当ですか!?

セレネ：すごい！　もう一生会えないかと思ってました！

ＧＭ：「お父さまから聞いたのだけど、神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの貴き族ぞくに保ほ護ごされているそうよ。遭そう難なんしたあと、その領りよう地ちに流れ着いたらしいの」

フレア：よかった！　お父さん生きてたんだ！　借金が返せた日にこんな報せが来るなんて、夢ゆめみたい！

セレネ：すぐにでも会いに行きたいけど……悪い報せというのが気になる。

ドル：わしは、かなり悪い予感がしますぞ……。

ユーノス：うーん、同感ですね。

フレア：その、悪い報せというのは何なのかな？

ＧＭ：「ええ。あなたのお父上だけど、その保護した貴族の土地に不法侵しん入にゆうしたことになっていて、おまけにヴァンスターに対するスパイ容よう疑ぎもかけられているらしいの」

フレア：お父さん、保護されたんじゃなくて捕つかまっちゃったの!?

セレネ：それって、まずいのかなぁ……。

ＧＭ：「それで、解かい放ほうするには身代金を払はらう必要があるらしいの……」

フレア：身代金？

ドル：まあ、中世ではよくあった話です。王様が捕まって、お国元から身代金が払はらわれたという話もありますぞ。

セレネ：なるほど。

フレア：それで、身代金っていくらくらい必要なの？

ＧＭ：「───フレアさん、驚おどろかないで聞いてくださいね？」

フレア：……ん？　うん。

ＧＭ：「───一〇〇〇万Ｇ……だそうよ」

フレア＆セレネ：……いっせんまん？




「だから、あなたのお父さまを無事解放するには───一〇〇〇万Ｇが必要なのよ！」




一同：ええええええええええええええええっ!?




〝クラン＝ベルの風雲児〟と呼よばれた父親は生きていた───。

　だが、解放には今度は一〇〇〇万Ｇの身代金を支し払はらわねばならないという。

　姉妹はまた借金を背せ負おってしまうのか？

　コロローナ商会の明日はどっちだ!?







これまでの借金返済総額　　一〇〇万Ｇ

借金完済まで残り　　　　　完済

父親解放に必要な身代金　　一〇〇〇万Ｇ




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』

第六話「はじめての新人王」

─完─







あとがき




　───というわけで『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド③　貧びん乏ぼう姉妹の驚きよう愕がく』、いかがでしたでしょうか？

　一〇〇万Ｇの借金を背せ負おって始まった『レジェンド』シリーズもこれで三巻かん。よく「三度目の正直」と言いまして、物事は三度目には期待どおりの結果になるという意味だそうです。ここで、このシリーズも何かしらの結果が出るってことでしょうか。




　そんなわけで、この三巻はフレアとセレネの貧乏姉妹にとっても大きなターニングポイントを迎むかえる話となりました。また、登場する敵てきも、コロシアムで真正面から戦ってきたこれまでの敵とはちょっと違ちがったことを仕し掛かけてきます。




　さて、あとがきから先に読まれるという方も多いとは思いますが、ここから先は各話のシナリオについて、いろいろネタバレを含ふくむ話となります。

　本ほん編ぺんをまだお読みでない方は、本編を先に読んでから先に進んでください。




●第五話「はじめてのボランティア」

　第五話は、マティアスからの提てい案あんで神しん殿でん主しゆ催さいの試合を引き受けるというものです。さて、このマティアスというＮＰＣですが、単に借金を取り立てるだけで済すむようなタマではありません。一度はヴァンスター神殿の神官長に登り詰め、薔薇の武具を手中に収めようとした男です。やっぱり何かを企たくらんでいるわけで、その一いつ端たんが明かされることになります。

　マティアスの狙ねらいは、借金を利用してコロローナ姉妹から何かを取り上げること（マティアスが何を狙ねらっているかは、第六話で判はん明めいします）。そのためにいよいよ行動を起こす話となりました。一〇〇万Ｇの借金のうち、三〇万Ｇを返へん済さいしているわけですから、マティアスとしても悠ゆう長ちように構かまえているわけにもいきません。




　そして、神殿からの刺し客かくとしてハッピーラッキーブラザーズのふたりが登場します。

　彼かれらは、これまでのライバルとは違ちがい、真正面からコロシアムで対決するわけではなく、奉ほう仕し活動の名の下にコロローナ商会を妨ぼう害がいするという作戦をとります。

　今まで、コロシアムでの試合が終わると【ＨＰ】と【ＭＰ】を全ぜん快かいして次の試合に臨のぞむことができました。しかし、この第五話では、ＰＣたちは奉仕活動を行ないながら回復の計画を立てなくてはなりません。回復のリソースを長期的に管理しつつ、計画的にＰＣの回復を組み立てていくシナリオとなっています。




　このシナリオのプランを実じつ現げんするためには、コロローナ商会を長期的な回復が必要なほど追おい詰つめなければなりません。

　そこで思いついたのが、レライエチャンスマッチです。




　……このシリーズ、ＧＭを務つとめる自分のダイス目は徹てつ底ていして悪く、それをカバーする意味で、『基本ルールブック』掲載エネミー中最強と名高いレライエに登場をお願いしました。さすがにレライエは強力で、フレアとセレネのふたりを戦せん闘とう不ふ能のうに追おい込こんでくれました。

　……実は、この試合でＰＣたちはＧＭの予想より多く賞金を獲かく得とくしています。本当は、もう一体レライエが登場してもっと厳しい戦いになる予定でしたが、まさか登場しない目を出してしまうとは……。

　ちなみに、この試合で必要な額がくを稼かせげなかった場合は、バイバイマッチで宝たから箱を開けて不足分を補ほ充じゆうする展てん開かいを予定していましたが、そんな心配はいらなかったようです。




　そして、クライマックスはハッピーラッキーブラザーズとの試合です。

　ＰＣに卑ひ怯きような策さく略りやくを仕掛けて適てき度どに憎にくまれ、なおかつ面白いと思ってもらえるよう慎重にキャラクターを造ぞう形けいした結果があれです。

　演じるのは、結構楽しいヤツらでしたが。




●第六話「はじめての新人王」

　さて、コロローナ商会は第五話で二〇万Ｇ以上を返済し、総そう額がく一〇〇万Ｇあった借金の半分を返してしまいました。こうなると、この先借金を返済していくという展開では先細りしていくことが懸け念ねんされました。

　やはり、大きな借金を背負って戦うシチュエーションの方が緊きん張ちよう感があるわけで。




　そこで、いっそのこと一気に借金を返済できる賞金を出してしまうことにしました。優ゆう勝しようすれば、五〇万Ｇの優勝を得られるというビッグチャンス、新人王決定トーナメントです。

　コロローナ商会に借金を返されると不都合なマティアスは、これをふたたび妨害しなくてはなりません。




　そんな経けい緯いでマティアスが送おくり込こんでくる第二の刺客が、ラウラなわけです。

　今度はハッピーラッキーブラザーズとは違って同どう情じようできる余よ地ちを残し、彼かの女じよの状じよう況きようを解かい決けつしていくシナリオとしました。ラウラは心ならずもコロローナ商会に対して妨害を行なっているＮＰＣで、彼女の窮きゆう地ちをどう救っていくかもテーマであります。




　まず、先にトーナメントの話をしますと、コロローナ商会のデビューはここ一年足らずなわけで、それにふさわしいタイトルといえば新人王なんじゃないかと考えました。

　彼女たちはＦリーグという枠わくを超こえて地ち域いき代表となり、各地の地方色溢あふれるギルドと戦います。また、他のシリーズで登場したキャラクターにも顔を出してもらいました。

　プロ野球のオールスター戦のような、にぎやかなお祭り気分を味わってもらえればと思っていますが、どうだったでしょうか？




　そして、マティアスが借金を利用して狙っていたものが、〝風雲児の秘ひ宝ほう〟なるアイテムであるらしい、ということが明らかになります。その正体については、残念ながらこの巻でお見せすることはできませんが、次じ巻かん以い降こうをお楽しみに。




　さて、ラウラですが彼女が訳わけありなのは、すぐにその態たい度どでわかるようにしました。

　プレイヤーの妹尾せのおさんも藤ふじ井いさんも、すぐにそのことは感づいてくれました。

　特に妹尾さんは、事じ情じようを知ってラウラをどうにかして助けたいと思ってくれて、彼女を専せん属ぞくメイドとして契けい約やくをすることで借金から解かい放ほうするというアイデアを出してくれました。

　おかげで、クライマックス前のラウラと双ふた子ごたちが語り合うシーンは、シリーズを通して屈くつ指しのいいシーンになったのではないかと思っています。




＊　　　＊　　　＊




　ではこの辺で、次の巻に向けてのお話しをしたいと思います。

　最後までお読みになったからならおわかりのように、コロローナ商会はひとつの目標を成し遂げました。

　しかし、喜びも束の間、これまでとは比較にならないほどの試練がのしかかってきます。

　そして、謎のままの〝風雲児の秘宝〟とは一体何なのか───。

　そんなこんなで、次巻はシリーズ最さい終しゆう巻かんとなりますが、果たしてどうなることやら。




　では、そろそろ誌し面めんも尽つきてきたことですので、今回はここらでお別れとします。

　次回、第四巻でお会いしましょう。

　貧乏姉妹の奮ふん戦せんに、これまでと変わらぬ応おう援えんのほどを！




二〇一〇年四月　丹藤武敏たんどう・たけとし
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